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■次韻趙令鑠 

元
げん

豊
ぽう

8（1085）年12月、蘇軾50歳。 

12 月上旬、蘇軾は都に到着。都での日々はこれから約 4 年間にわたる。 

遡れば、都において改革を正面切って批判するほとんど最後の 1 人とな

った蘇軾が杭
こう

州副知事として出て行ったのが14年前。その後、密
みつ

州知事

の任を終えてから都に入ろうとしたものの、門の外で止められたのが 8

年前。そして、6 年前の秋から冬にかけて、都にいたことはいたのだが、

そのときは獄中に置かれた。かくて、長年の苦難を乗り越え、凱旋将軍で

あるかのようにして蘇軾は都に戻った。都に着くやいなや、蘇軾の帰還を

待っていた大勢の人と矢継ぎ早に詩の贈答を繰り返すことになる。 

（当時の政治情勢についてごく簡単に触れておく。王
おう

安
あん

石
せき

と神
しん

宗
そう

皇帝によって始めら

れた改革政治を堅持しようとする改革派（後世の用語で「新法党」という）として蔡
さい

確
かく

（宰相）、韓
かん

縝
しん

（宰相）、章
しょう

惇
じゅん

（副宰相）らがいて、高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

によって召された保守派

（「旧法党」）として司
し

馬
ば

光
こう

（副宰相）、呂
りょ

公
こう

著
ちょ

（副宰相）らがいて、両者が主導権争いをし

ていた。特に章惇は司馬光をマークして激しい個人攻撃を加えていた。そのころの様子
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を『宋史』の蘇軾伝は以下のように記している。 

 

蘇軾はもともと司
し

馬
ば

光
こ う

とも章
しょう

惇
じゅん

とも親しくしていた。このとき司馬光は門下侍郎（副宰相に相

当）で章惇は知樞密院（副宰相に相当）で、二人は相容れない関係にあり、章惇はいつ

も司馬光を侮ったり皮肉な言葉を投げかけたりしていた。司馬光はそれに苦しめられ、蘇軾

に助けを求めた。 

蘇軾は章惇に会うとこのように言った。 

「司馬光殿はいま世の中の人々からはなはだ重く見られています。昔、許
き ょ

靖
せい

に対して、蜀
しょく

の劉
りゅう

備
び

は『実態のない虚名でしかない』と、見下した態度をとりました。そのときに、法
ほ う

正
せい

は

劉備に言いました。『許靖は浮ついた誉れではあっても、そのことが世間に広く知られてい

ます。もし許靖を礼遇しなければ、天下の人々はあなたさまは賢者をないがしろにしていると

見て、よくないことになりましょう』。劉備はその忠告を入れ、許靖を高い地位に就けました。

許靖であっても侮蔑してはいけなかったのです、まして司馬光殿はどうなのでしょうか」。 

章惇はその通りだと受け止め、司馬光はそれからは少し安心できるようになった。 

（蘇軾が引いたのは、三国時代の劉備が蜀の地を手に入れた直後の出来事。許靖は蜀の前の主人

に仕えて、賢者として評判が高かった。しかし、前の主人を見限って劉備のもとに投降しようとしたことか

ら、劉備は不誠実であるとして許靖を用いようとしなかった。劉備の参謀を務める法正は、蜀の統治を始

めるに当たって賢者を重んじる姿勢を示すべきだと劉備に助言したのである） 

このエピソードは蘇軾の姿勢を象徴的に示すものと見てもよいであろう。改革派と保

守派の権力抗争は高太皇太后の強力な後押しを受けた保守派が勝利をおさめ、翌年に
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なると改革派の主力メンバーは 1 人残らず都から追放され、司馬光が宰相になり、王

安石が考案した新法は次々に廃止されるようになる。蘇軾は司馬光とは少しばかり考

え方が異なり、実効性がすでに証明されている新法は廃止する必要性はないし、急な制

度変更は社会に混乱をもたらすとして、実情に応じて柔軟に政策を選択することを主

張しのだが、流れは白か黒かをはっきりさせる方向で加速し、蘇軾の立場は次第に難し

くなって行く。こうした政治的な抗争の中で蘇軾がどのような発言をしたのか、あるい

は蘇軾が朝廷の要職に就いたことでどのような公的な文書を記したのかといったこと

は、訳者の興味を引くものではないので、触れるとしてもごく一部に留める） 

 

蘇軾が都に来て最初に見るこの詩は趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

（字
あざな

は伯
はく

堅
けん

）の詩に次韻した

もの。趙令鑠は保守派の官人である。 

 

六年のあいだ、私は東の坡
お か

で豊作の報せを聞いていた。 

いま恥じらうのは、白
し ら

髪
が

頭
あたま

になって都の紅
こ う

塵
じ ん

の中にのこのこ出てきたこと。 

いまも、枕につくときに田舎の谷や山を夢に見る、 

しかし、我が門前には、早くも公務の使いが続々と訪れる。 

かねてからの年少の友（趙
ち ょ う

令
れ い

鑠
し ゃ く

)は、まことに瓊
た ま

のように美しい樹
き

といってよく、 

筆を執ると、文字から風が生じて垣根がそよぐほどである。 

礼
れ い

部
ぶ

郎
ろ う

となった私の仕事ぶりを貴君が見ようと思ったならば、 

甕
か め

の間を探してみるのがよいのかも知れない。 
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晋
し ん

の時代に吏
り

部
ぶ

郎
ろ う

となった畢
ひ つ

卓
た く

が、 

酒の匂いにつられて隣家に忍び込み、甕の脇で酔いつぶれてしまったように、 

私は老いてもっぱら酔いの境地こそが郷里だと思っているのだから。 

（（1）趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

は神
しん

宗
そう

皇帝と同年、同月、同日、同時の生まれであったとする言い伝え

があり、だとすると38歳で、確かに「年少の友」である。（2）蘇軾はこの詩にあるよ

うに礼
れい

部
ぶ

郎
ろう

中
じゅう

として都に召され、たちまち昇進する） 

 

■次韻趙令鑠恵酒 

上の詩に見た趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

が酒を贈ってくれ、それに詩が添えてあったので、

次韻して返した。 

 

神
し ん

山
ざ ん

は、五百年に一度だけ大地を開いて石
せ き

髓
ず い

を現わし、 

それを食らうと寿命が天と同じになるという。 

石髓がない限りは、我らは悲しいことに、 

生まれてしばし世に寓するだけの身なのである。 

あるいは、玉
ぎ ょ く

醴
れ い

泉
せ ん

の水が流れてくるのを座って待って汲むと、 

千年もわずか一日のような長寿が得られるという。 

そのようなものよりも、「青
せ い

州
し ゅ う

従
じ ゅ う

事
じ

」（極上の酒の代表）があればよい、 

ただし、普段から町で買い求めているのは安酒ばかりで、 

さすがに「平
へ い

原
げ ん

督
と く

郵
ゆ う

」（下劣な酒の代表）ばかりは御免蒙りたいと、 
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とかく面白くない思いでいると、 

貴君はそれを知ったのか、 

有難いことに「従事」の顔を拝ませてくださった。 

自分で盞
さかずき

を洗い自分で瓶
か め

を開いて、 

できれば、肴
さかな

があって、誰か相手をしてくれる者がいないものかと思っていたら、 

貴君はまたしてもそれを知ったのか、 

門を剝啄
こつこつ

と叩く音がして、 

なんと、煮た魚が届き、その腹の中に手紙があった。 

（最後は、鯉を煮たところ、腹の中から手紙が出てきたという伝説に基づいて、趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

の詩をその手紙になぞらえたのである） 

 

■次韻王定国得潁倅 

蘇軾が朝廷に帰還したのと同じころに、王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）（第7章87ペー

ジなど）は潁
えい

州の倅
そつ

（副知事）に任命された。蘇軾に連座して遠く流された

王鞏も、政権交代に伴い官員としてのエリートコースを歩み始めること

になった。潁州は、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が隠棲の場として選んだところで、かつて蘇

軾は杭
こう

州副知事として赴任する前に弟とともに訪ねていた（第 3 章 117 ペ

ージ）。2首のうちの1首を訳す。 
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  其の一 

仙界の風が貴君の骨にまで入り込んだのだろう、 

すでに雲を凌
し の

ぐばかりの気概が具わっている。 

貴君の文章は秋の水のように清らかで、 

塵一つ受けることがない。 

貴君が一声発すると、 

大地が呼応して、その余波が天の神の帯をも震わせる。 

鼠を射るのに大弓を引くまでもないとの喩
た と

えの通りに、 

あちらに赴任したなら実直に仕事に励むのがよろしかろう。 

それと、百
ひゃく

花
か

潭
た ん

には行かないほうがよいであろう。 

酔
す い

翁
お う

（欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

）はもはやおられないのだから、 

貴君が親しめる相手はそこにはいないのだ。 

（（1）前半は王
おう

鞏
きょう

をやたらと褒めているが、後半でさらりと訓戒を垂れている。「実直

に仕事に励め」と訳した原文は「買牛但自捐三尺」（牛を買うに但
た

だ自ら三尺（の剣）

を捐
す

てよ）で、平和な時代には無用になった武器を売って牛を買い耕作に励むという故

事を詠んだもの。ともすると放縦に流れることがある王鞏を戒めたのであろう。そして、

末の句は、隠棲後の欧陽脩を表面的に真似するようなことがないようにと注意したの

だろう。（2）第2首も重ねての忠告を旨としているようだが、残念ながら十分に意味を

汲み取ることができないので訳せない。ただ、「自少多言晚聞道、従今閉口不論文」（少
わか

いとき自
よ

り言
ことば

が多くて道を聞くのが晚
おそ

かった、今従
から

は口を閉じて文を論じたりしない）
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とあるのは、王鞏よりも己自身を戒めるものとして興味深い。都にきてどのように振る

舞うべきか、まだ手探り状態だったのだろう） 

 

■次韻王定国謝韓子華過飲 

詩題は「王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）が韓
かん

絳
こう

（字
あざな

は子
し

華
か

）のところで飲み過ぎ、そ

このことを謝った詩に次韻した」。上の詩で王鞏を褒めつつ戒めたのだが、

どうやら糠に釘の人物であったようだ。 

（韓
かん

絳
こう

は、王
おう

安
あん

石
せき

が宰相を一度辞めた後で宰相になった人。しかし、韓絳はそのときに

副宰相だった呂
りょ

恵
けい

卿
けい

らと対立して何も決められず、呂恵卿を抑えつける奥の手として

王安石を呼び戻すよう画策した（第5章71ページ）。かくて王安石が宰相に復帰すると、

韓絳の思惑は完全にはずれてますます居場所がなくなり、地方官として転出した。この

ころにはすでに都に戻り、呂恵卿に冷たくされた経緯から保守派ともうまく折り合い

をつけ、官界の長老として遇されていた。韓絳の父は王鞏の祖父の娘の婿で、そうした

姻戚関係があることから、王鞏が副知事に任命をされたことを祝って韓絳が家に招き、

大いに飲んだのだった） 

 

昔、楚
そ

国の大臣に孫
そ ん

叔
し ゅ く

敖
ご う

がいて、 

国を守る千里の長城のようだと賞賛されていた。 

その息子は絹の衣に包まれて育ちながら、 

哀しいことに、父が死ぬと、（父は何も財産を残さなかったために） 
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破れた履
く つ

をはいて薪
たきぎ

を背負って売らなければならない境遇に陥ってしまった。 

孫叔敖と親しくした友人がいなかったわけではないのに、 

水をひっくり返したように皆が態度を一変させた。 

ただ役者の優
ゆ う

孟
も う

だけが違って、 

王の前で、笑い話の中に、孫叔敖の子が困窮状態にあることを伝えた。 

代々続く名家とて恃
た の

みとなるわけではなく、 

足の折れた机に寄り掛かるようなものなのだ。 

真
し ん

宗
そ う

皇帝の世に賢
け ん

相
し ょ う

（王
お う

旦
た ん

、すなわち王鞏の祖父）がいて、 

天下の柱をしっかりと支えていた。 

その子の懿
い

敏
び ん

公
こ う

（王
お う

素
そ

、すなわち王鞏の父）も名立たる大臣で、 

孟
も う

子
し

がいう三つの貴いもの、すなわち德、爵
し ゃ く

（地位）、歯
し

（年齢）を備えていた。 

これらの方々が亡くなって幾日になるのか、 

いま誰がその子を教え導いているのか、 

その子を教え導ける者は誰なのか。 

私はその子に説こうとしたけれど、 

止めることにしよう、 

止めることにした。 

親戚の宰相（韓
かん

絳
こ う

）は民衆のために起
た

つこと久しく、 

老いに臨んでの別れであるからと、 

貴君のために御馳走を並べたのは何のためだったのか。 
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親類縁者を引っ張り上げたりするのはよいことではない、 

ただ清々しく顔を向き合わせればよいのだ。 

新しい詩は弾丸のようなもの、 

手を離れたならば、知らぬところまで勝手に飛んで行ってしまう。 

私もまた詩を作る者であるからして、 

苦い言葉を絹の上に書きつける。 

私の言葉に耳を塞がないでほしい。 

孔
こ う

子
し

も言われたではないか、 

「天下に道あるときは、貧賤を恥ず」（ 公
おおやけ

の仕事に就くべきだとの意味）と。 

（この詩は王
おう

鞏
きょう

への苦言であり、韓
かん

絳
こう

への皮肉の含まれているようだ。前の詩でやん

わり注意したのが全く通じていないと見て、蘇軾はかなり厳しい拳骨を食らわしたの

だろう。（1）王鞏が名家の生まれであることは「三
さん

槐
かい

堂
どう

の銘」（第5章323ページ）で見

ている。祖父の王
おう

旦
たん

は名宰相として歴史に名高く、その娘婿となった韓
かん

億
おく

は副宰相にま

で昇った。韓億の子が韓絳である。つまり、王鞏も韓絳もはなはだ血筋がよい。蘇軾は

この詩の冒頭で、血筋など何の頼りにならないと喝破している。（2）ここに引いた孫
そん

叔
しゅく

敖
ごう

の故事を、蘇軾は他の詩でも使っている（第3章114ページ）。孫叔敖は財産を遺さな

かったためにその子はたちまち困窮してしまい、ただ一人、役者の優
ゆう

孟
もう

だけが救いの手

を伸ばした。役者は下賤な者とされ、他の者は優孟に洟もひっかけなかったのだが、孫

叔敖だけが対等の付き合いをした。優孟は王の前で孫叔敖の真似をし、孫叔敖のことを

思い出させ、その子を救った。（3）この詩を詠んで、たぶん王鞏は冷や汗を流し、韓絳
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は気分をいささか損ねたであろう。幸いにも大事には至らなかったが、都は権力闘争の

場、蘇軾が何の気なしに漏らした言辞が重大な結果をもたらしてしまうことがあった

（実例をこの後見ることになる）。（4）なお、王鞏の父の王
おう

素
そ

は成
せい

都
と

知事であったことがあ

り、ちょうどその時期に母の喪に服して郷里に帰っていた蘇軾が、成都で王素に会った

とする考証もある） 

 

■送范純粋守慶州 

蘇軾は12月18日に起
き

居
きょ

舎
しゃ

人
じん

（皇帝の近くにあって文章を起草するなどの仕事を

務める職）に任命するとの辞令を受け、都に戻ったばかりでそのような大

役を受けるわけにはいかないと固辞したが許されなかった。 

これは范
はん

純
じゅん

粋
すい

が慶
けい

州知事となって赴任するのを見送った詩。 

（范
はん

純
じゅん

粋
すい

は、蘇軾が8 歳で憧れた4 人のスーパースターの1 人范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

の子。慶
けい

州は

西の夏
か

国との国境に近く、かつて范仲淹もその地の知事となっている。そのときに、夏

国との間に緊張が高まり、武力衝突にまで発展し、范仲淹はその後処理に奮闘した。范

純粋は范仲淹が58歳のときに生まれた子で、父が慶州知事であったのはそれより数年

前だった） 

 

昔から、大きな才能は用いられ難いとされ、 

高所に立った議論はいつも迂遠なもののように見られる。 

孔
こ う

子
し

がこのように言ったのを、貴君も知っておられよう、 
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「趙
ち ょ う

魏
ぎ

老
ろ う

は大国の大臣になるべきであるのに、 

 滕
と う

のような小国の役人では力を発揮できない」 

浮き雲には根がなく、水たまりはわずかな時間しか保たれない、 

幾つもの変転を経て後に、真の賢愚が現れる。 

手に持った鉾
ほ こ

の飾りが辺境の地の町々を照らし出し、 

談笑のうちにそこに安寧をもたらしたのは、 

かの年のかの知事（范
はん

仲
ちゅう

淹
え ん

のことをいう）で、 

素手で猛虎を降参させたのだった。 

その息子たちは、幼いころから厳しく育てられたのだから、 

貴君は漢
か ん

代の鄧
と う

平
へ い

叔
し ゅ く

（やはり名臣の子）のように、 

闘うまでもなく西方諸国を帰服させるであろうと、 

私は確信している。 

（（1）『論
ろん

語
ご

』にある趙
ちょう

魏
ぎ

老
ろう

の故事をここに引いたのは、范
はん

純
じゅん

粋
すい

がかつて滕
とう

県で官職

に就いていたことがあったからで、今回、慶
けい

州知事になったことで大きく飛躍すると期

待したのである。（2）范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

は慶州知事となって西方に行くと、先住民である羌
きょう

族の

もとに単身乗り込んで信頼関係を築き、夏
か

国の動きを牽制した。息子の范純粋にも、直

接的に武力を行使することなく、夏国に対する優位を築くことを期待したのである。そ

の背景には、神宗
しんそう

皇帝のもとで夏国との戦争を起こして失敗した対外政策の過ちをい

かにして正すかが保守派の課題となっていたことがある） 
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■次韻王震 

王
おう

震
しん

（字
あざな

は子
し

発
はつ

）の詩に次韻した。王震は王
おう

鞏
きょう

と同族で、王鞏の一世代

下に当たり、このとき朝廷の高官であった。 

（第6章483ページで見たように、蘇軾を黄
こう

州から汝
じょ

州に量
りょう

移
い

するとの皇帝の命令書

は王
おう

震
しん

（あるいは王震の父という説もある）が起草したものだったという。そのことが

この詩に詠み込まれている） 

 

治
じ

平
へ い

年間（先々代の皇帝である英
えい

宗
そ う

の年号）に、貴君は文を携えて私を訪れた。 

豹
ひ ょう

は食を断って七日間雨に当たると体に斑
まだら

模様が生じるというが、 

そのときの貴君はようやく一つの斑を得たばかりであった。 

聞くところでは、貴君等が推薦の言葉を発してくださったお蔭で、 

私は流落の身から生きて還えることができたのだった。 

清らかな一篇の文章（量
りょう

移
い

の命令書）が月の光を帯びて霜の夜に届くと、 

そこに記された妙
みょう

語
ご

（量移の命令）は、病んだ顏を春に先んじて明るくしてくれた。 

私はすでに暮年に至ったけれど、 

詩と酒はなお用いることができている。 

貴君等と「竹林の七賢人」のような交わりを結ぶことも、 

時には許していただけようか。 
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■次韻周邠 

周
しゅう

邠
はん

の詩に次韻した。周邠は同じ年の科挙に合格した「同
どう

年
ねん

」の間柄で、

杭
こう

州副知事時代にさかんに交流があった（第4章123ページ以下）。周邠は長

く都にいて久しぶりに再会した。 

 

私は南（常
じょう

州）に遷
う つ

って、 

農地において力を尽くそうとしていた。 

隠棲の地に親しい友だけが来る道を開き、 

楽しいことがたくさんあるはずだった。 

まさかこの老年に至って、都の地を踏むとは思いもしなかった。 

疲れ切った馬が丘の前で畏れるのと似た思いがある。 

羨むのは、同年の貴君が、心まさに壮
さ か

んであること。 

貴君は笑うだろう、 

憂いのために私の鬢
び ん

の毛がすでに真っ白になっているのを。 

いつの日にか、かつてともに遊んだ西
せ い

湖
こ

を尋ねようではないか。 

漁師の蓑をまとい、そぼ降る雨に暗く包み込まれるのである。 

（周邠とともに西湖を再訪する願いは叶わず、2人の間の詩の贈答はこれが最後であっ

たという）。 
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■恵崇春江暁景二首 

都に復帰してからの日々は公務に忙しく、すでにここまでに見たように、

官員仲間との交流から生まれた次韻の詩ばかりが多く、現代の我々の感

興を誘うような作品は、黄
こう

州時代に比べると大幅に減少する。蘇軾の一般

的な選集では、この時期の詩は多くても数首が収録される程度で、それも

ほとんどが画に関連するもので、特に有名なのがこの詩である。恵
え

崇
すう

が描

いた「春の江
かわ

の暁の景色」の画に寄せた作。恵崇は北宋の初めの頃の僧で、

詩や画に巧みであった。都にきてこの画を見る機会を得たのだろう。 

 

  其の一 

竹の外へと、桃の花の枝が二、三飛び出す。 

春の江
か わ

の水のぬくもりを最初に知るのは鴨である。 

蔞蒿
し ろ よ も ぎ

が渚を満たし、蘆
あ し

の芽が短く伸び始める。 

これはまさしく河豚
ふ ぐ

が上ってこようというとき。 

（画には、川と鴨、蔞蒿
しろよもぎ

と蘆
あし

、竹と桃が描かれていただろう。そこから蘇軾は想像を

ふくらませ、描かれてはいない河豚を詠んで、春の季節感を強めた。河豚はこの時期に

肥えて美味であるという。俳句のように取り合わせの妙が詩を味わい深くしている） 

 

  其の二 

帰り行く鴻
おおとり

の一群、 
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その群れを破るかに見える二羽、そして二羽。 

それは北に帰ろうとしてなおためらう人に似ていようか。 

遙かに知るのは、 

北方の砂漠にはなお風雪が多いこと。 

もう半月ばかり、江
こ う

南
な ん

の春の内に過ごすのがよいであろうに。 

（画の上空には、北に帰る 鴻
おおとり

の群れも描かれていたのだろう。群れから離れる鳥に、

蘇軾は自身の思いを託した。蘇軾は、先の詩で見たように、丘を前にした疲れた馬の畏

れを抱き、なお江
こう

南
なん

（常
じょう

州）に留まっているべきではなかったろうかと思うのである） 

 

■次韻胡完夫 

元
げん

祐
ゆう

元（1086）年、蘇軾51歳。 

年が明けてすぐに改元された。新元号は、3代前の仁
じん

宗
そう

皇帝の治世下の最

後の元号である嘉
か

祐
ゆう

のころを一つの理想の時代として捉え、そこへ回帰

することを宣言したものである。つまり、神
しん

宗
そう

皇帝のもとで行われた改革

政治を全否定したのだ。蘇軾が科挙に合格したのは嘉祐2（1057）年であ

ったように、政権の中核を担う世代の人々にとっては、若かりし良き日々

へのノスタルジーも伴う改元であったのだろう。 

この年、蘇軾は閏 2 月に中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

に、9 月に翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

になり、それに伴

って、階位（九
きゅう

品
ひん

から一
いっ

品
ぴん

まであり、最上位の一品は皇族だけに贈られる）は都に

来た当初の七品から四品にまで急上昇する。 
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この詩は胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

（字
あざな

は完
かん

夫
ふ

）の詩に次韻したもの。胡宗愈はかつて王
おう

安
あん

石
せき

が李
り

定
てい

（蘇軾を目の敵にして罪に陥れた張本人の 1 人）を御
ぎょ

史
し

（官僚の不正を取

り締まる役）に抜擢しようとしたことに反対して左遷され、皇帝の代替わり

に伴って都に戻った。胡宗愈が蘇軾の朝廷復帰を記念する詩を贈ったの

で、それへの返しでこの詩を作った。 

 

かつて知事として着ていた衫
うわぎ

には、 

（都の人々との）別れの涙の跡がいまもまだらに残っている。 

それから十年の間、 

私は江湖
い な か

にあって名ばかりの小吏の身として苦しんできた。 

老いて、我が意がお上に通じたものか、都に還ることができ、 

毎朝、笏
し ゃ く

を捧げて宮殿に臨むこととなった。 

貴君とは、形骸
し が ら み

の外に出て杯をかわし合い、 

酔った夢の間に、笑いながらこれまでのよもやまを語り合う。 

昔から、「胡
こ

先生に問えば万事うまくゆく」と言われているのだから、 

白髪頭になった私なんぞは、 

その横で閑をつぶしていればよいのである。 

（終わりのところに「胡
こ

先生」と訳したのは、後
ご

漢
かん

の時代の胡
こ

広
こう

のこと。「おさまらな

いことがあったら胡広に問え。そうすれば、天下は中
ちゅう

庸
よう

を得る」と言われた。同じ胡

姓である胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

をなぞらえたのである） 
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■次韻銭穆父 

上の詩のもとになった胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

の詩に銭
せん

勰
きょう

（字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

）が和し、その詩に

蘇軾がさらに次韻した。銭勰は五代十国時代に杭
こう

州に都を置いた呉
ご

越
えつ

国

の王族の末裔で、長く朝廷にあり、この後、蘇軾としばしば詩の贈答をす

る。 

 

私は老いて宮中に入り、かつてのようにまた朝廷に並ぶ身となった。 

それでも、髭
ひ げ

を黒く染めて、若者ぶって歌を唱えるようなことはしない。 

知人たちは金
き ん

鑾
ら ん

殿
で ん

（皇城の宮殿）の上を舞い飛び、 

いずれも飯
は ん

顆
か

山
ざ ん

（神聖な山）から来たような方々ばかりである。 

貴公の堂々の筆は漢
か ん

の世の力があり、 

私がまるで当時の劉
り ゅ う

向
し ょ う

、劉
り ゅ う

歆
き ん

父子の間に立つかのように言ってくれる。 

そうまでしてくれたのでは、 

同僚を呼び集めて貴公のために酒宴を開かねばと思っていると、 

貴公がお上より賜った竜のような馬に跨って出で立つのが見えた。 

（（1）これは、社交辞令を華やかな文字で飾っただけの内容の乏しい詩。訳はそれなり

に意味が通るようにしただけのもの。（2）都での詩の多くは、題に「次韻」「和」「用韻」

といった文字がある。いずれも他人の詩に唱和したものである。訳者が最も頼りにして

いる岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東坡詩集』（1927）には「応酬の作、如何に
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苦辛経営するも、言うべき事に局限がある。公の如き大才と雖
いえど

も、手の下しよう無く、

従って其の詩平々凡々、瓦礫の如きものと為
な

る」との評があり、他ならぬこの詩が「瓦

礫の如き」とされた作品である。実際のところ、都での詩は黄
こう

州での詩に比べてかなり

精彩を欠くようである。それでも、「平々凡々」の内にも蘇軾の本心を垣間見ることが

できるので、できる限り丹念に見てゆきたい。（3）胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

の詩を起点として、蘇軾を中

心に次韻リレーが展開され、胡宗愈、銭
せん

勰
きょう

に加えて李
り

之
し

儀
ぎ

（字は端
たん

叔
しゅく

）も参加した。

最初の胡宗愈の詩、および蘇軾が次韻した5篇の詩の5句目、6句目の対句を以下に掲

げて、次韻リレーの雰囲気だけでも見ておこう。 

 

（胡宗愈→蘇軾） 

黄崗泉石紅塵外、 

陽羨牛羊返照間。 

（蘇軾→胡宗愈） 

相従杯酒形骸外、 

笑説平生酔夢間。 

（蘇軾→銭勰） 

大筆推君西漢手、 

一言置我二劉間。 

（蘇軾→胡宗愈） 

竹簟涼風眠昼永、 
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玉堂制草落人間。 

（蘇軾→銭勰） 

憐我白頭来仗下、 

看君黄気発眉間。 

（蘇軾→李之儀） 

知君小異千人裏、 

慰我長思十載間。 

最初の胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

の対句は、黄
こう

州と陽
よう

羨
せん

での蘇軾の暮らしぶりを想像して詠んだもので、そ

れへの蘇軾の返しは胡宗愈との友愛を詠んでいて、実質的な内容が伴っている。その後

のやりとりは言葉の遊戯に陥り、やはり「瓦礫」と言わざるをえないのだろう） 

 

■正月八日招王子高飲 

1 月 8 日に王
おう

迥
けい

（字
あざな

は子
し

高
こう

）を招いて杯を交わした詩。王迥は俗世間の

外に出て遊ぶ人で、蘇軾が徐
じょ

州知事であった元
げん

豊
ぽう

元（1078）年に一度会っ

ていて、王迥のために詩を詠んでいる。その序文に「世間に伝えらえると

ころでは、王迥は仙人の周
しゅう

瑤
よう

英
えい

ともの仙界の芙
ふ

蓉
よう

城
じょう

に遊んだという。元

豊元年三月、初めて王迥と会い、そのことを問うと、その通りだと言った」

とある。 

（徐
じょ

州で作った芙
ふ

蓉
よう

城
じょう

の詩は特殊な語句を並べて仙界を描写したもので、晦渋で内容

に乏しいので訳さなかったのだが、この詩もさほど興趣を誘うものではない。蘇軾が多



第8章 栄光と失意 

第 8 章：20 
 

忙な中でもこうした人々と交際していたことを示すものとしてここに掲げておく） 

 

風が叫び、雪が屋根を覆って、 

苦しくも貧乏と戦っていたとき、 

紙の窓に日が射してきてようやく春になったと知った。 

いまは梔子
く ち な し

の花の香る中にいるような気分、 

まして芙
ふ

蓉
よ う

城
じ ょ う

の人とこうして向かい合っている。 

昨日は玉
ぎ ょ く

堂
ど う

（宮中の執務室）で空しく静かに過ごし、 

銀の盃に美酒を盛って贈ってくれる人でもいまいかと想った。 

海
か い

山
ざ ん

（海の彼方の仙界）は東南の方向にあって、 

そこへと帰る鴻
おおとり

（王
お う

迥
けい

を指す）がわずかににっと笑った。 

 

■送戴蒙赴成都玉局観将老焉 

この詩の題は、「戴
たい

蒙
もう

が成
せい

都
と

にある玉
ぎょく

局
きょく

観
かん

の管理人として晩年を過ごす

ことになったのを見送る」。戴蒙は呉
ご

興
こう

の人で、慶
けい

暦
れき

6（1046）年に科挙に

合格したとあるから、蘇軾より10年ほど先輩である。キャリアを積んだ

官僚は、道
どう

観
かん

（道教の寺院）の名目上の管理人となってわずかばかりの俸禄

を得て隠退することがあった。成都は蘇軾の故郷である蜀
しょく

の中心都市で

あり、かつて杜
と

甫
ほ

が浪々の身を寄せていたところでもあるので、そのこと

がこの詩に詠み込まれている。 
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（ある考証によると、弟の蘇轍が戴蒙を見送るのに合わせて、蘇軾がこの詩を作ったと

いう。そうしたことなどから、蘇轍は1月中頃に都に帰還したと推測されている。なら

ば、弟との再会を喜ぶ詩があってしかるべきであるように思うのだが、そのようなもの

は残っていない。また、流謫の日々にさんざん苦労をかけた家族をねぎらうような詩文

も残っていない） 

 

杜
と

甫
ほ

が酒をきこしめして歌いつつ歩いたのは、 

野の梅が開き、官道の柳が揺れる成
せ い

都
と

西郊外の道であった。 

聞くところでは、成都の華
か

陽
よ う

県の域内に、 

いまも杜
と

姓の人が集まり住むところがあるとか。 

私もいつか成都に帰って万
ば ん

里
り

橋
き ょ う

を尋ねたく思う、 

それも、水辺に花が咲き、風に蕭
し ょ う

蕭
し ょ う

と葉が下る秋のころに。 

蜀
し ょ く

の魁
お お

きい芋は径が一尺もあって食べ尽くせる人は誰もいない、 

蜀の榿木
は ん の き

は三年も経てば十分すぎるほどの薪を供給できるようになる。 

人生百年を風
ふ う

狂
き ょ う

に生きて何があるのか、 

貴君がこうしてついに峨
が

眉
び

山
さ ん

の翁となるのを羨ましく思う。 

貴君の後には、たとえ戟
ほ こ

を執って立つ将軍が生まれなくとも、 

車輪が土に埋もれるまで勉学に励んで立派な君子になる者がきっと出るだろう。 

私は老いて病みながら、まだ帰ることのできない身、 

それでも、貴君のように道観の主
あるじ

となれるのだろうか、 
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そのようになったら、昔の王
お う

子
し

猷
ゆ う

のように、 

雪降る夜に興趣が湧くに任せて貴君のところをきっと尋ねるだろう。 

（（1）万
ばん

里
り

橋
きょう

は、三国時代の諸
しょ

葛
かつ

孔
こう

明
めい

に由来する橋で、いまも成
せい

都
と

観光の名所になっ

ている。（2）詩の終わりは、王
おう

羲
ぎ

之
し

の子の王
おう

子
し

猷
ゆう

の故事に基づく。王子猷は雪の夜にふ

と思い立って友人の戴
たい

安
あん

道
どう

を訪ね、しかし、門にまでくると興が尽きたとしてそのまま

帰った。戴
たい

蒙
もう

と戴安道が同じ姓であることからこの故事を引いたもの。これまでにも同

様の例を多々見ているように、蘇軾は抜群の記憶力によってこの種の技法を得意とし

た） 

 

■定風波 

王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）（本章5ページなど）に仕える侍女の中に、歌を得意とす

る柔
じゅう

奴
ど

という少女がいた。その柔奴に与えた詞。序文がある。 

（王鞏は裕福な家に育ち、遠く南方に流されたときにも多数の侍女を連れたことは第6

章324ページで見ている） 

 

王
お う

鞏
き ょ う

の歌児を柔
じ ゅ う

奴
ど

という。姓は宇
う

文
ぶ ん

である。眉
び

目
も く

娟
け ん

麗
れ い

で、受け答えが上手で、

代々都に住んでいたという。王鞏とともに南方に行って帰ってきた。 

私は柔奴に、 

「あちらの風土はどうであったかな。よろしくなかったであろう」 

と尋ねたところ、 
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「この心を安んじられるところ、それが吾が故郷にございます」 

と答えた。それでこの詞を作った。 

 

常羨人間琢玉郎、（常に羨むのは人間世界の琢
た く

玉
ぎょく

郎
ろ う

（玉
たま

のような好男子＝王
お う

鞏
きょう

）） 

天応分付点酥娘。（天はしかも点
て ん

酥
そ

娘
じょう

（ヨーグルトのような少女＝柔
じゅう

奴
ど

）を分け与えました） 

自作清歌伝皓歯、（（柔奴が）自ら清らかな歌を作って白い歯からそれを発すると） 

風起、（風が起こり） 

雪飛炎海変清涼。（雪が飛び、炎が立つような海が一変して清涼になったのでした） 

 

万里帰来顔愈少、（万里の彼方から帰って来ると（柔奴は）ますます若くなっていて） 

微笑、（その微笑みときたら） 

笑時猶帯嶺梅香。（笑うときには、嶺
みね

の梅の香りをいまも帯びているのです） 

試問嶺南応不好、（試しに嶺より南は大変だったでしょうねと問うと） 

卻道、（かえって言うのです） 

此心安処是吾郷。（この心を安んじられるところが吾が故郷なのです、と） 

（（1）王鞏が流されたのは「嶺
れい

南
なん

」の地。「嶺」とは大
だい

庾
ゆ

嶺
れい

で、そこを超えると燃える

ような熱帯というイメージであった。（2）柔
じゅう

奴
ど

の言葉は、黄
こう

州で熟成された蘇軾の人

生観にぴったり合うものだった。それを若い歌妓から聞かされたことに深く感動した

のだろう。（3）蘇軾は歌妓に対して何ら偏見を持っていない。だから、徐
じょ

大
だい

受
じゅ

のもとに

いた歌妓の勝
しょう

之
し

を別のところで再び見たことを、妾を持つことを戒める教訓としたと
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いう解釈（第7章147ページ）には従い難いのである） 

 

■次韻王覿正言喜雪 

王
おう

覿
てき

（字
あざな

は明
めい

叟
そう

）が「雪を喜ぶ」詩を作り、それに次韻した。王覿は前年

12月に右
う

正
せい

言
げん

（皇帝を諫める職）になった。雪は豊作を呼ぶ吉祥とされ、王

覿は新皇帝（哲
てつ

宗
そう

）のもと新たな年に幸あるべしと言祝いだのである。 

 

聖人（哲
てつ

宗
そ う

）は天と通じておられ、 

獄中にある者の罪を減じるようにとの 詔
みことのり

を出された。 

それを受けて、喜びの声が夜の街にさかんに聞かれ、 

朝には湿り気を帯びた雲が宮中の階段を覆った。 

朝儀を終えて退くころに、雪が盛んに降り出し、 

槐
えんじゅ

の並木に微笑みかけるようにして、雪は美しく映えた。 

雪は己が美麗であるのを誇るのか、 

ことさらに大官の朱や藍の袂へと上ろうとした。 

私は筆を執って皇帝にお仕えする職にあるけれど、 

瑞祥を記して申し上げることをいまだしていない。 

貴君は陛下の膝元に伏して議論を争う職にあり、 

その高邁な論は私の心を少なからず慰めてくれる。 

さかんに降る雪は一度やんでまたおこり、 
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風と寒気は激しいものとなった。 

神竜が久しく潜伏して後にひとたび怒るときには、 

その勢いは何倍にもなるという。 

ゆくゆくは「三
さ ん

白
は く

」（三回の雪は豊作の吉祥という）を見て、 

朝臣は拝舞して万歳を歓呼することになるであろう。 

私は退朝後は貴君の家に行って飲み、 

古代の『既
き

酔
す い

』（太平の歌）を追想しつつ、 

酒を飲み、貴君の詩を詠みたいと思う。 

（この詩は、雪を吉祥として手放しで礼賛しているのではなく、何らかの寓意が篭めら

れているとする注釈もあるが、その寓意なるものを訳者は読み取ることができない） 

 

■元祐元年二月八日朝退独在起居院読漢書儒林伝感申公故事作小詩一絶 

この詩の題は「元
げん

祐
ゆう

元年二月八日、朝廷から退いて独り起
き

居
きょ

院
いん

（中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

になった蘇軾の執務室のあったところ）において『漢
かん

書
じょ

』の「儒
じゅ

林
りん

伝
でん

」を読んだ。

申
しん

公
こう

の故事に感じ、一篇の絶句を作った」。 

（以下の詩の訳文を読んでも、申
しん

公
こう

の事績を単に略述しただけのもので、何ら面白味が

ないと感じるだろう。この説明文を読んでから味わっていただきたい。『漢
かん

書
じょ

』は漢
かん

代

の歴史を記した書物。「儒
じゅ

林
りん

伝
でん

」は儒者の伝記を集めた巻。申公は申
しん

培
ばい

のことで、漢代

の最初のころの学者、とくに『詩
し

経
きょう

』の研究で知られた。申公は若い頃に劉
りゅう

交
こう

（高
こう

祖
そ

皇帝の末弟）や穆
ぼく

生
せい

と一緒に学び、穆生とともに劉交の学友として遇され、劉交の息子
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を指導した。ところが、孫の代になると扱いがやや粗略となり、穆生は「いまが去る機
とき

だ」と言って、病気を理由に立ち去った。劉交の孫は年々振る舞いが粗暴になり、諫め

る申公を嫌って囚人と同様に扱ったので、申公もようやく郷里に帰り、それからは弟子

の育成に努めた。武
ぶ

帝
てい

の時代になって儒学が盛んになり、武帝は申公の弟子の趙
ちょう

綰
わん

や

王
おう

臧
ぞう

に呼んで明
めい

堂
どう

（王族の学問所）を建て、さらには、すでに80歳を超えていた申公

を都に招いた。ところが、皇帝の祖母は儒学を嫌い、趙綰と王臧に少々の落ち度があっ

たのを咎め、2人は役人の取り調べを受けた。それを恥じた2人は自殺し、明堂は廃止

され、申公は失意の内に郷里に帰った） 

 

申
し ん

公
こ う

が最初に郷里に帰って、 

門を閉ざして客人とも逢わなくなったときに、 

申公は、 

「穆
ぼ く

生
せ い

は早くから機
と き

がわかっていたのだ」 

と己に向かって言った。 

（しかし、それに懲りることなく、都にのこのこ出て行き） 

弟子の趙
ち ょ う

綰
わ ん

と王
お う

臧
そ う

が獄吏のもとに下され、明
め い

堂
ど う

は廃止となって、 

老いさらばえて免職となって郷里に帰ったのだった。 

（題に「二月八日」と明記してあることから、この詩に込められた真意を読み取ること

ができる。この前々日に朝廷は差
さ

役
えき

法
ほう

を復活させることを決定した。差役法は民衆を肉

体労働に駆り立てる旧い法律で、時代に合わず、民衆の大きな負担になっていた。王
おう

安
あん
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石
せき

と神
しん

宗
そう

皇帝は労役の代わりに銭を納める募
ぼ

役
えき

法
ほう

を作り、改革の大きな目玉として施

行した。募役法は大いに効果があがり、国家にとっても民衆にとっても非常によい制度

であることが実証されていた。ところが、高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

と司
し

馬
ば

光
こう

は、改革政治を一切の痕

跡を残さぬまでに消し去ってしまおうとし、募役法を廃止して差役法をそっくりその

まま復活させようとした。改革派の生き残りの章
しょう

惇
じゅん

は無論強く反対し、蘇
そ

軾
しょく

も反対

したのだが、強引に押し切られてしまった（後に金
きん

陵
りょう

でこのことを聞いた王
おう

安
あん

石
せき

は、

この法ばかりは残しておいてほしかったと非常に落胆した）。蘇軾は朝廷に復帰してま

だ 2 カ月ほどであったにもかかわらず、このまま都にいていいのかどうか非常に悩ま

しく感じ、その思いをこの詩に託したのだった。一度で懲りずに、皇帝に招かれて都に

出たために、より大きな辱めを受けなければならなかった申
しん

公
こう

の立場にいまの自身が

重なると蘇軾は思ったのである。なお、司馬光が保守派の指導者として活躍すべきだと

蘇軾が考えていたことは第5 章 182 ページで見た詩にある通りで、司馬光への尊敬の

念はいまも変わらなかった。しかしながら、司馬光はこのとき68歳で、改革政治をス

トップさせた後の政治のビジョンを描く構想力に欠け、単なる反動政治家となってし

まったのだった） 

 

■送陳睦知潭州 

陳
ちん

睦
ぼく

が潭
たん

州知事として赴任するのを見送った詩。詩は昔日の交遊の回想

から始まる。 
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華
せ い

清
か

宮
きゅう

の高い棟が縹
ひ ょう

緲
び ょう

として浮び、 

山の上の林のそのまた奥に石
せ き

甕
お う

寺
じ

があった。 

そこで貴君と初めて知り合って一杯酌み交わし、 

夜には馬を飛ばして一千の巌
いわお

を昇った。 

そのとき、貴君は若く、顔は玉のように輝いていた。 

ひとたび飲んだからには、百の觚
さかずき

を開けないと気がすまなかった。 

白
は く

鹿
ろ く

泉
せ ん

の上の山に出た月からの冷たい光に、 

川は水銀が流れるかのように見えた。 

酒が醒めたのは華清宮の朝
ち ょ う

元
げ ん

閣
か く

の上で、 

鳳
おおとり

の形をした鉄の鈴が風に鳴るのを、 

寝転がったまま聞いたのだった。 

かつて遊んだところはそのままであろうとも、 

そのときの人々はいまどこにいるのだろうか。 

あれからの二十三年、 

それは真に一つの夢だ。 

私は生きて都に還ることができたけれど、 

髯は雪が満ちたように真っ白で、 

貴君もまた老いて、 

高官が身に付ける金の帯の重みを嫌うようになった。 

春に飛び来る燕と秋に飛び去る鴻
おおとり

のように、 
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私と貴君は逢ってゆっくり話もできないうちに送別の時がきてしまった。 

貴君がこれから通ることになる洞
ど う

庭
て い

湖
こ

も青
せ い

草
そ う

湖
こ

も際限なく広がり、 

天
て ん

柱
ちゅう

峰
ほ う

も紫
し

蓋
が い

峰
ほ う

もいまにも動き出しそうに聳え立っているであろう。 

湖
こ

南
な ん

の地は古
いにしえ

より長く嘆息させる絶景の地、 

詩人が弄んで笑って言葉を発するためのところだ。 

（（1）冒頭にある華
せい

清
か

宮
きゅう

は長
ちょう

安
あん

の東にある温泉地で、唐
とう

の玄
げん

宗
そう

皇帝が楊
よう

貴
き

妃
ひ

と遊んだ

ところとして知られる。そこで陳
りく

睦
ぼく

と初めて知り合ったのである。詩の途中に「二十三

年」とあり、これより23年前には蘇軾は鳳
ほう

翔
しょう

府にいた。鳳翔での任期中に公務で長安

周辺を巡ったこともあるので、その折に陳睦に会ったのだろう。（2）春の燕と秋の鴻の

ように別れるとあるのは、政変によって入れ替わりとなったことを示していて、陳睦は

不本意ながら遠く洞
どう

庭
てい

湖
こ

の南の潭
たん

州に赴任して行くのである） 

 

■和蒋発運 

真
しん

州にいる蒋
しょう

之
し

奇
き

（字
あざな

は穎
えい

叔
しゅく

）から詩が贈られてきたので、それに和し

て返した。第7章63ページで見たように、真州で蒋之奇と会ったことが

陽
よう

羨
せん

に住もうとした一つのきっかけとなった。 

 

かつて夜に語り合ったとき、 

貴君は千の偈
げ

（仏教の真髄を要約した韻文）を瞬く間につくった。 

手紙が来ると、またしても一つの偈があった―― 
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此の身は、真に仏
ぶ っ

陀
だ

にして達磨
だ る ま

、 

いずれのところも、羲
ぎ

皇
こ う

の世にして軒
け ん

轅
え ん

の世である。 

遥かに知るのは、長
ち ょ う

江
こ う

に臨む貴君の姿―― 

前方に船が穏やかに停泊し、 

誰もいない楼閣におもむろに風が吹き込み、 

月の光だけが盃に差し込む、 

そして私を思って墨を書き散らし、 

そのまま酔い崩れるのである。 

 

■与陳季常 

陳
ちん

慥
ぞう

（字
あざな

は季
き

常
じょう

。方
ほう

山
さん

子
し

）に宛てた手紙。 

（陳
ちん

慥
ぞう

は黄州で深く付き合った人（第6章32ページなど）。本文から推測するに、陳慥か

らの手紙への返信であり、司
し

馬
ば

光
こう

が左
さ

僕
ぼく

射
しゃ

（宰相）になった閏 2 月 2 日の直後に書か

れたものである） 

 

私の執務室は清潔で簡素でありますが、都には閑な人は一人もいないので、とに

かくばたばたしているうちに日が過ぎ去ってしまいます。苦労ばかりが多く、それを補

ってくれるものがないので、顔は青く、髪は白くなるばかりで、それを御覧になったら

きっとお笑いになることでしょう。ただ、弟も同じ役所に勤めていて、毎日会えるのは

幸いであります。 
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貴公は少し病んで平癒されたとのことですが、ゆるがせにしてはなりません。「善い

言葉は口から離さない。善い薬は手から離さない」。これは昔から言われている

大事な諺
ことわざ

です。ぜひともこれを書いて座右に置いてください。薬でそちらでは手に

入れにくいものがありましたら、遠慮なさいませんように。 

もし貴公に上京のお気持ちがありましたら、いつでもお越しください。お会いできたら

これほどうれしいことはありません。 

柳
り ゅ う

二
に

君（柳
り ゅ う

真
し ん

齢
れ い

）はすでに都に来ています。一度訪ねてみましたが、外出してい

て会えませんでした。蒲
ほ

池
ち

寺
じ

に滞在していて、ここからは少し遠いところです。 

ここ数日で新しいことがありました。宰相であった蔡
さ い

確
か く

が陳
ち ん

州に出され、司
し

馬
ば

光
こ う

が

代わって宰相になりました。蹇
け ん

周
し ゅ う

輔
ほ

は和
か

州に出され、その息子も降格となりました。

黄
こ う

履
り

も越
え つ

州に出されました。全てはとても書き尽くすことはできませんが、劉
り ゅ う

摯
し

は職

務としてこうした人事を日々行っています。 

貴公が雑事に関係しないのは、まことに結構であります。最
さ い

妙
みょう

、最妙。 

（（1）陳
ちん

慥
ぞう

には上京の意思があったらしい。先の上京している柳
りゅう

真
しん

齢
れい

は蘇軾が黄州に

いたときに鉄
てつ

拄
しゅ

杖
じょう

を贈ってくれた人（第 6 章 189 ページ）。朝廷の高官になった者を頼

って何かしらの希望を叶えようとするのはごく当たり前のことで、士大夫間の関係、親

類縁者間の関係、同郷の者の間の関係を極めて大切にする当時の社会において、頼られ

て全く応えないということはありえなかった。蘇軾もいろいろな人に頼られた形跡は

あるが、不法なことに手を染めてまで便宜を図ることはむろんなく、希望を叶えられず

に虚しく都を去った者もいたようだ。陳慥は後で見るように実際に上京するが、詳しい
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事情はわからない。（2）この手紙には幾人かの名が挙げられていて、その人事に弟の蘇

轍が関係している。蘇轍は2月に右
う

諫
かん

官
かん

になり、侍
じ

御
ぎょ

史
し

の劉
りゅう

摯
し

とともに、官員として

不適切な行為のあった者を次々に弾劾し、その結果、蔡
さい

確
かく

、蹇
けん

周
しゅう

輔
ほ

、黄
こう

履
り

といった改

革派の人々が次々に都を去った。真直ぐな気性の蘇轍にぴったりの職務であったのだ

が、後に改革派が政権に返り咲くと、激しい報復を受けることになる） 

 

■書子由夢中詩 

弟の蘇轍（字
あざな

は子
し

由
ゆう

）がかつて夢の中で詩を作った。兄にそれを話し、

兄がその詩を書いて蘇轍の長男の蘇
そ

遅
ち

に渡した。それだけのことを記し

た短文。蘇遅はこのとき27歳だった。 

 

元
げ ん

豊
ぽ う

八年正月旦日、蘇轍は、夢で李
り

士
し

寧
ね い

に逢った。 

急いで酒食を用意し、絶句一首を贈った。 

 先生恵然肯見客、（先生はにこにこと私に会ってくださったので） 

 旋買雞豚旋烹炙。（急いで鶏や豚を買って煮たり焼いたりした） 

 人間飲酒未須嫌、（人間世界で酒を飲むことを嫌わないでいただきたい） 

 帰去蓬萊卻無喫。（蓬
ほ う

莱
ら い

境
きょう

に帰ったならこういうものを口にすることはないだろうから） 

明くる年の閏二月六日、蘇轍がこのことを私に話したので、書いて蘇
そ

遅
ち

に渡した。 

（李
り

士
し

寧
ねい

はなかなかの有名人で、司
し

馬
ば

光
こう

の随筆『涑
そく

水
すい

記
き

聞
ぶん

』に以下のように記されてい

る。司馬光は『資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』という巨大な歴史書を編集した経験から、後世の歴史家のた
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めに自身の生きた時代の証言を集めて記録した。『涑水記聞』の記事は信頼性が高いと

して、基本資料として後世の史家に活用された。 

 

李
り

士
し

寧
ねい

は蜀
しょく

の蓬
ほ う

州の人で、自分では道を学んだと言い、運勢について怪しげなことを告

げ、巧みに的中させた。しかし、書物の知識はない。上手に詩を唱え、すこぶる知恵があ

るように見え、その言葉の意味は奇妙に大きすぎて、お御
み

籤
く じ

の言葉のようで、妖しく妄りに人

を惑わせるものであった。全国各地や都を巡り歩き、大勢の公卿、貴人に重んじられた。

誰も李士寧がどうやって稼いでいるのか見たことがなく、李士寧は荷物を持っていなかった。

ところが、いつでも資金が潤沢にあり、十数人の客を集めて珍しい食べ物を前に並べても

てなし、銭を支払った。李士寧を最も重んじたのは王
お う

安
あん

石
せ き

で、熙
き

寧
ねい

年間に宰相になると、

李士寧のために東府に住まいを用意した。半年の間、李士寧は王安石やその子弟と交

流があった。王安石が都を出て金
き ん

陵
りょう

に行くと、李士寧は蓬州に帰った。 

司馬光は、王
おう

安
あん

石
せき

に対して皮肉を込めた書き方をしている。王安石は周囲の猛反対を押

し切って改革を断行しただけに、精神的に異様なまでの緊張にさらされ、李
り

士
し

寧
ねい

のよう

な人物との付き合いに救いを求めたのかも知れない。最も頼りにしていた長男に先立

たれ、金
きん

陵
りょう

に隠棲してからは、王安石の知性は甚だ鈍り、独りごとをつぶやきつつ出

歩く姿が見られたとの証言が残っている） 

 

■書章詧詩 

上の短文に記されていた李
り

士
し

寧
ねい

は、蘇軾の別の文章にも登場する。これは
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同じ年か翌年に記されたと推測されている。 

 

章
し ょ う

詧
さ つ

、字
あざな

は隠
い ん

之
し

は、もとは閩
びん

州の人で、数代前に成
せ い

都
と

に遷った。文章が得意で

あったが、官には仕えなかった。晩年に成都知事の王
お う

素
そ

の推薦で、沖
ちゅう

退
た い

処士の

号を賜った。 

ある日、夢に人が来て、手紙を示し、章詧を招いた。それは東
と う

嶽
が く

道士からの手紙

だった。 

その明くる日、章詧は李
り

士
し

寧
ね い

と青
せ い

城
じ ょ う

山
ざ ん

に遊んだ。水辺で足を洗いつつ、章詧はに

やにやしながら李士寧に言った。 

「さて、西の溪の流れを踏んで、水とともに行くことにしますかな」 

李士寧はそれに応じて言った。 

「東嶽道士からもらった手紙を持ってでしょうかな」 

章詧はひどく驚き、李士寧がどうして夢のことを知ったのかわからなかった。 

それから間もなく、章詧は果たして亡くなった（昇仙した）。 

章詧の子の章
し ょ う

禩
し

もまた隠遁者であったが、小さな官の仕事に就いて死んだ。 

李士寧は蓬
ほ う

州の人で、普通ではないことを言い、道を得た人だという者もいた。百

歳で死んだ。 

私はかつて成都で李士寧で会ったことがあり、 

「君にははなはだ貴い相がある。きっと科挙で首席になる」 

と言った。果たしてそのようになったのだった。 
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（「成
せい

都
と

知事の王
おう

素
そ

」とあるのは王
おう

鞏
きょう

の父である（本章9ページなど）） 

 

■仏心鑒偈 

登
とう

州にいたときに三男の蘇
そ

過
か

の持つ鏡を寺に寄付したということを記し

た短文。 

 

三男の蘇
そ

過
か

は烏
う

銅
ど う

鑒
か ん

を持っていた。直径は数寸で、奥深く通る光を放っていた。

元
げ ん

豊
ぽ う

八年十一月二日、登
と う

州の延
え ん

洪
こ う

禅
ぜ ん

院
い ん

に遊ぶと、僧の文
ぶ ん

泰
た い

がちょうど釈
し ゃ

迦
か

文
ぶ ん

像
ぞ う

を造ろうとしていた。そこで、仏
ぶ っ

心
し ん

鑒
か ん

にしてもらうべくこの鑒
かがみ

を寄付し、偈
げ

を作った。 

 鑒中面像熱時炎、（鑒
かん

中
ちゅう

の面像 熱く時に炎
も

ゆる） 

 無我無造無受者。（無我 無造 無受の者） 

 心花発明照十方、（心
し ん

花
か

 明
めい

を発して十方を照らし） 

 還度如是常法衆。（還
かん

 度
はか

るに 如
に ょ

是
ぜ

 常法の衆） 

眉
び

山
ざ ん

の蘇軾、元
げ ん

祐
ゆ う

元年三月一日、石に刻んで立てる。 

（（1）「仏
ぶっ

心
しん

鑒
かん

」とは、仏の心として仏像の中に納める鏡なのだろう。（2）偈
げ

の意味は

わからないので、とりあえず読み下し文にした。たぶん、鏡の光はすなわち衆生を照ら

す仏陀の叡智だというようなことなのだろう） 

 

■題別子由詩後 

2 年前に蘇軾は筠
いん

州に弟を訪ね、10 日間ほど滞在した。別れた後に弟に



第8章 栄光と失意 

第 8 章：36 
 

詩を送っていたが（第7章11ページ）、その詩を書いて短い文章を書き添え

た。 

 

 先君昔愛洛城居、（先
せん

君
く ん

（父）は昔、洛
ら く

陽
よ う

に住みたいと考えたことがあった） 

 我今亦過嵩山麓。（僕はいま嵩
す う

山
ざ ん

の麓に行こうとしている） 

 水南卜築吾豈敢、（周
しゅう

公
こ う

が洛陽の地を卜
うらな

って都を築いたような大げさなことは考えていない

けれど） 

 試向伊川買修竹。（ためしに伊
い

川
せん

のほとりに姿のよい竹林でも買ってみようかと思っている） 

 又聞緱山好泉眼、（また、緱
こ う

山
ざ ん

には泉
せん

眼
がん

というよい泉があって、氷の玉のような清らかな水

が） 

 傍市穿林瀉水玉。（町に沿い、林を穿って流れていると聞いている） 

 想見茅檐照水開、（遥かに想像するのは、その水に照らされる茅葺の庵があり） 

 両翁相対清如鵠。（二人の翁がそこで向き合っているありさま、その姿はあたかも白い鵠
おおとり

の

ようである） 

元
げ ん

豊
ぽ う

七年、私は黄
こ う

州から汝
じ ょ

州に遷
う つ

ることになり、筠
い ん

州に往って弟と別れた。数篇

の詩を作って弟のもとに残した。これはそのうちの一篇である。その後、洛陽には行

かなかったけれど、この思いはいまも忘れていない。康
こ う

師
し

孟
も う

君が洛陽に帰るとい

うので、これを書いて贈ることにした。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年三月十六日、軾書く。 

（康
こう

師
し

孟
もう

は当時名医として知られ、康師孟が調合した「四
し

神
しん

丹
たん

」は万病に効く薬として、
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洛
らく

陽
よう

の人々に非常に珍重された。蘇軾は遥か後になって「四神丹」についての短い文章

を書いている） 

 

■送表弟程六知楚州 

この詩の題にある「表
ひょう

弟
てい

の程
てい

六
ろく

」とは誰なのか。「表弟」とは姓の異なる

従兄弟、「程六」とは程
てい

の家の同世代で上から6番目の者。ここにある程

の家とはすなわち蘇軾の母の実家である。蘇軾の姉は、母の兄の子の程
てい

之
し

才
さい

のもとに嫁ぎ、虐待されて死んだ（第4 章201 ページ）。そのころ蘇軾の

父の蘇
そ

洵
じゅん

は、官人を輩出する土地の名家の程氏に対して全く頭が上がら

ず、娘の非業の死も黙って耐え忍ぶしかなかった。後に、息子 2 人が科

挙に合格し、自身も都の人々に認められると、蘇洵は程の家に対して絶縁

を宣告した。「程六」は、姉の夫であった程
てい

之
し

才
さい

（程
てい

二
じ

）の弟の程
てい

之
し

元
げん

（字
あざな

は徳
とく

孺
じゅ

）である。その程之元が楚
そ

州知事となって赴任するのを見送ったの

がこの詩。 

 

炯
け い

炯
け い

と明るく輝いてあたりを照らす二つの璧
た ま

、 

それは程
て い

家の兄弟（程
てい

之
し

元
げん

とその弟の程
てい

之
し

邵
しょう

）。 

かつて我らが故郷には三人の老人がいた。 

それは蘇
そ

氏（蘇軾の祖父）、程
て い

氏（程之元の祖父）、石
せ き

氏で、 

三老人が杖をついて歩くのを見かけると、村人は道から下りて挨拶し、 



第8章 栄光と失意 

第 8 章：38 
 

三老人が訪ねてくると、県知事も慌てて履
く つ

を逆さまにはいて門に出て迎えた。 

そのころ私も貴君も皆がこどもで、 

やたらに走り回って、三老人に梨や栗をせがむばかりであった。 

牛のように頑健な体とていつまでも恃むことはできず、 

馬がわずかの隙間を過るようにして歳月は惜しむ間もなく流れ去る。 

醴
れ い

泉
せ ん

寺
じ

もいまや古びて、橘や柚
ゆ ず

の木が大きく枝を垂れているだろうし、 

石
せ き

仏
ぶ つ

山
ざ ん

は変わらずに高く、松や櫟
いちい

に暗く覆われているだろう。 

郷里から万里の彼方で三老人の孫が逢い、 

ひとたび笑い合って、 

積み上がった千の憂いをもう解こうではないか。 

貴君は古
いにしえ

の山
さ ん

陽
よ う

郡を治める人となり、 

練達の筆から風が立つ勢いに乗って、小官の境遇から脱してゆくのだ。 

私は皇城の紫
し

微
び

閣
か く

で筆を舐める身で、 

病んだ眼にはちらちら花が飛んで書類を見るのは楽ではない。 

我が残りの歳月を印
い ん

綬
じ ゅ

（官員のしるし）に繋いでおこうとは思わない、 

都を去って先祖の墓を掃除する日がきっとくるはずだ。 

貴君も功績を挙げて、頭が白くなったならば、 

早々に帰り来るがよい。 

一緒に梨の花を活けて、寒
か ん

食
し ょ く

の日々を過ごそうではないか。 

（（1）これは程
てい

家との27年ぶりの和解の詩なのだろう。姉の夫であった程
てい

之
し

才
さい

やその
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父は許せなくても、弟たちにまで怨恨を及ぼし続けることはないとしたのである。（2）

程之才の父を暗に排除する意味で合い、それより一世代上の「三老人」の時代に遡って

かつての友愛をここでは歌っているようだ。「三老人」の1人として挙げられた石
せき

氏は

誰なのか。蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

には、石
せき

揚
よう

休
きゅう

が朝廷の使者として遼
りょう

国（契
きっ

丹
たん

）に行くの

を見送ったときの有名な文章があり（本章199ページ）、石揚休の父がここでいう石氏で

ある。その文章に「自分がこどもで父のそばで遊んでいたときに、石揚休もきて一緒に

棗や栗を食べた」といった句がある。（3）醴
れい

泉
せん

寺
じ

も石
せき

仏
ぶつ

山
ざん

も故郷の眉
び

州にある。（4）こ

の詩の終わりの部分から、寒食節の頃にこの詩が詠まれたことが知れる） 

 

■送王伯 守虢 

王
おう

廷
てい

老
ろう

（字
あざな

は伯
は く よ う

）が虢
かく

州知事として赴任するのを見送った。 

 

かつて華
か

山
ざ ん

の東の麓には、 

秦
し ん

の暴政を避けて山に逃げ込んだ人々の子孫が住みつき、 

今に至るも、その土地の風俗には古い時代のものが伝えられている。 

柔らかな桑、緑の水は、旅ゆく人を招き寄せようとするのだが、 

人は首を回らすこともなく、腕を振って通り過ぎ、 

囊
ふくろ

の口のような函
か ん

谷
こ く

関
か ん

へと急ぎ通り過ぎてしまう。 

ただ一人知事殿だけは、千里の彼方からこの地に来て、 

執務室で、「無事の酒」（何事もなくよく治まっている地で飲む酒）を飲み、 
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日がな一日、起きては眠るなかにあって、人々が遊ぶ声を聞くのである。 

枕元には、雲から出た月のように輝く硯を置き、 

ときに谷底の松の根元で、雪
せ つ

腴
ゆ

（霊妙な菌類）を切り取る。 

山賊どもは知事殿を畏れて消え去り、 

人々は安心して眠りにつき、 

知事殿は、牛を買って農耕に励むよう民を導き、 

官の倉を開いて貧者に食べ物を配る。 

虢
か く

州での任を終えて帰ってきたならば、 

これからは微官に甘んじて暮らそうとする貴君のもとに酒樽を携えて訪れ、 

「無事の酒」を一緒に飲みたいものだ。 

（（1）詩の前半は虢
かく

州の歴史と地理を踏まえて詠んでいる。都から西に官道を行くと、

虢州は昔の函
かん

谷
こく

関
かん

の手前にあり、多くの人は長
ちょう

安
あん

、鳳
ほう

翔
しょう

方面へと急ぎ通過してしま

う。（2）中頃の句は、虢州は「月
げつ

石
せき

硯
けん

」という硯の産地であることをいい、「雪
せつ

腴
ゆ

」は

松の根に生える菌類の茯
ぶく

苓
りょう

の中でもとくに霊妙な薬効があるものだという） 

 

■道者院池上作 

都の鄭
てい

州門から五里のところに道
どう

者
しゃ

院
いん

という有名な寺院があった。そこ

を訪ねての詩。 

（鄭
てい

州門といえば、鳳
ほう

翔
しょう

府に赴任する際に、この門を出て弟に別れの詩を詠んだこと

が思い起こされる（第2章18ページ）。それは25年前であった。この詩はそのこととは



自由訳 蘇東坡詩集抄 

第 8 章：41 
 

全く関係のない、穏やかな小品である） 

 

馬を下ると、 

佳
よ

い客人に出逢ったので、 

酒を携えて小さな池のほとりで飲む。 

清々しい風が荷
は す

の葉を乱し、 

細やかな雨に魚が顔を出す。 

井戸の水は好く、氷のように歯に当たる。 

茶は甘く、眉を緩ませてくれる。 

帰りの道でさらに静かな風に吹かれ、 

詩を作るよう、真個
ほ ん と う

に促されたのだと知った。 

 

■次韻子由送千之侄 

伯父の蘇
そ

渙
かん

には不
ふ

欺
ぎ

、不
ふ

疑
ぎ

、不
ふ

危
き

の3人の息子がいて、蘇軾が黄
こう

州に流さ

れたころに蘇不欺が亡くなったことを前に見ている（第6 章121 ページ）。

その蘇不欺の次男の蘇
そ

千
せん

之
し

がしばらく都に滞在した後に郷里に帰ること

になり、蘇轍が送別の詩を作った。これはそれに蘇軾が次韻したもの。 

（蘇
そ

千
せん

之
し

の母の蒲
ほ

氏は、先に見た蒲
ほ

伝
でん

正
せい

（第7章139ページ）の姉妹であったようで、こ

の詩の前半では、蒲と蘇の家を松と楠に喩え、ともに末永く栄えてゆくようにとの願い

を詠んでいる。蘇軾と蒲伝正が遠縁ながらも親類であるのなら、蒲伝正に向かってかな
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り厳しいことを言っていたのも理由あることとして理解できよう） 

 

江
か わ

のほとりの松と楠は、深く繁った上に、さらにまた深まる。 

年を経た幹に菌
きのこ

が生え、 

下から孫の枝が出て、林のより高くへと飛び出す勢いで伸びる。 

山全体に吹きわたる風は、竜が歌うかのような音を響かせる。 

白髮になった私はまだ帰郷する算段が立たないのだが、 

青い衫
うわぎ

（無官の象徴）の君は天下を済
す く

おうとの心をなお持っている。 

門を閉ざして三千の文章を書くがよい。 

才能ある人を求めて席を蹴っても探しにゆく人がいまの世にもきっといるのだから。 

（この詩からすると、蘇
そ

千
せん

之
し

は何か望みがあって都に出てきていたのだが、それが叶わ

ずに帰郷するのであろう） 

 

■次韻和王鞏 

王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）の詩に次韻した。王鞏はすでに何度も登場している。 

 

李
り

白
は く

が讒言によって南方の僻地に流されたとき、 

杜
と

甫
ほ

は町から東に離れた小さな村で自ら耕していた。 

造物者は、李白と杜甫の才能を惜しまなかったのではなく、 

苦労させることでその言葉をより工
たくみ

にしようとしたのだ。 
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王
お う

君は年少のときから、 

瓶
か め

から水をぶちまける勢いで文を作っていた。 

王君と鋒先を争って脅かそうとした者もいたのだが、 

太鼓を鳴らして踏み出すような王君の勢いに驚いて走って逃げ去った。 

そのような王君の才能を成就させようと、 

天はいわゆる羝羊
お ひ つ じ

が藩
まがき

に突き当たる困苦を与えたのである。 

（王君が南方に流されていたときには、） 

王君の孤独の光がかの地の片隅を照らし、 

盆中に映る月のように輝き続けた。 

都に帰り来ると、 

瓶
か め

どころか五
ご

石
こ く

を容れる樽を傾けて注ぐほどの勢いで千首の詩を詠み、 

あたかも陶
と う

淵
え ん

明
め い

がいまも生きているかのようで、 

陶淵明を学んだ唐
と う

代
だ い

の韋
い

応
お う

物
ぶ つ

をも超えるものがある。 

昔のある人は、琴を奏でて、音に春の温もりを感じさせたというが、 

それとて必ずしも人の理解を得られたわけではなく、 

壊れた壁にしばし琴を立てかけておかなければならないこともあったのだ。 

（（1）詩の冒頭では、王
おう

鞏
きょう

を李
り

白
はく

に、蘇軾を杜
と

甫
ほ

に喩え、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が言うところの「愈
いよ

いよ窮
きゅう

すれば則
すなわ

ち愈
いよ

いよ工
たく

みなり」を課すために、造物者が試練を与えたと言ってい

る。（2）結びの部分は、たぶん王鞏が世間から十分に認められていない不満のようなこ

とを口にしたのでたしなめたのだろう。蘇軾と王鞏の関係はなかなかにおもしろい） 
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■用王鞏韻送其侄震知蔡州 

王
おう

鞏
きょう

の甥に王
おう

震
しん

がいることはすでに本章 12 ページで見ている。上の詩

と同じ韻を用いて蘇軾が王震に贈った詩が 2 篇残っていて、王震が蔡
さい

州

の知事として赴任するのを見送った詩の方を訳す。 

 

九
きゅう

門
も ん

山
ざ ん

（皇城）は天へと聳え立ち、 

一万の馬が朝一番に集まり来る。 

紅い塵の中で私は鞭を挙げて先を急ぎ、 

顔を見ても互いに声を掛け合うことはない。 

夜になって王
お う

鞏
き ょ う

君の清
せ い

虚
き ょ

堂
ど う

へと急ぎ、 

門を叩けば鵲
かささぎ

が驚いて翻り飛ぶ。 

貴君等の住まいは旧家の大邸宅、 

その前で来客の車がひっきりなしに雷のような音をたてている。 

貴君等に会うのは、月世界の楼閣のようなところ、 

檐
ひさし

に金の飾りが垂れる部屋で、燈火の前で酒樽を開いて語り合うと、 

あたかも夢の中にいるかのようだ。 

貴君等の家の人は玉
ぎ ょ く

牒
ち ょ う

（家の歴史を記したもの）を編集しているのだが、 

王鞏君も貴君も昔の名臣を継ぐような人であるから、 

次々に新たな事績を加え続けなければならない。 
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私は二君とは交際させていただいているけれど、 

さらに他の方々を尋ね歩く気はさらさらない。 

（（1）最後の部分は、蘇軾は家柄のよい人を好んで付き合っているのではなく、王鞏
おうきょう

と王
おう

震
しん

は特別なのだと言っているようだ。（2）蘇軾は人気者で詩の贈答を求める者も多

かった。このころに朱
しゅ

光
こう

庭
てい

という科挙に同じ年に合格した「同年」の者の2首の詩に次

韻している。2人が親しくする条件は揃っていたのだが、これから半年後に朱光庭は蘇

軾を攻撃する急先鋒に変じる。誰とどのように付き合うのか、権力抗争の渦巻く都では

すこぶる微妙な問題であった） 

 

■跋欧陽寄王太尉素詩後 

かつて欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が王
おう

素
そ

に寄せた詩の後に記した短文。欧陽脩の七言律詩を

最初に掲げた後に、蘇軾の文章が続く。 

 

 豊楽坡前一酔翁、（豊
ほ う

楽
ら く

の坡
おか

の前にいたかの酔
すい

翁
お う

（欧陽脩
おうようしゅう

自身を指す）も 

 余齢有幾百憂攻。（余齢あとわずかとなって百の憂いに攻められている） 

 平生自恃心無愧、（日頃から心に恥じることがないのを自負してきたのだが） 

 直道誠知世不容。（自分はなかなか世間には容れられないのをつくづく知った） 

 換骨莫求丹九転、（丹
た ん

薬
や く

によって骨を仙人のものに入れ替える気などはないし） 

 栄名何待禄千鐘。（栄えある名も莫大な俸禄も求めたりしない） 

 明年今日如尋我、（来年の今日、もしも私を訪ねようと思ったなら） 
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 潁水東西問老農。（潁
え い

水
すい

のあたりで、老いた農夫の居所を問うがよい） 

これは欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

が王
お う

素
そ

に寄せた詩である。 

私は王素の子の王
お う

鞏
き ょ う

、王鞏の甥の王
お う

震
し ん

、それに張
ち ょ う

彦
げ ん

若
じ ゃ く

ともに宝
ほ う

梵
ぼ ん

に遊んだ。王

鞏がこの詩を誦し、載
さ い

仲
ちゅう

達
た つ

に贈った。載仲達はかつて欧陽脩に従っていた者であ

る。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年四月、欧陽脩の門下生の蘇軾書く。 

（（1）ここにある欧陽脩の詩は治
じ

平
へい

4（1067）年に都で作ったもの。そのとき欧陽脩は

種々の批判を受け、かねて用意していた潁
えい

州
しゅう

の住まいに隠棲することを心にほぼ決め

ていて、そのことが詩に詠み込まれている。（2）詩の冒頭にある「豊
ほう

楽
らく

坡
は

」は滁
じょ

州にあ

り、欧陽脩は一時期、滁州に左遷され、豊楽坡に豊楽亭を建てた。そのころに「酔
すい

翁
おう

」

と号したことは第6章344ページなどで見ている。（3）「換骨」は骨を仙人ものに入れ

替えて不老長生の身になること。「丹
たん

九
きゅう

転
てん

」は丹薬を九回煉って霊薬を作ること。「禄
ろく

千
せん

鐘
しょう

」は莫大な俸禄。「潁
えい

水
すい

」は潁州の近くを流れる川。（4）欧陽脩はこの詩を詠んだ

後、短期間だけ地方官を勤めたのを最後に、煕
き

寧
ねい

4（1071）年に政界を引退して潁州に

隠退した。蘇軾が杭
こう

州副知事として赴任する前に、弟とともに潁州に欧陽脩を尋ねたこ

とは第3章117ページ以下で詳しく見ている。（5）王鞏は本章5 ページで見たように

潁州で職に就くことになったのだが、何らかの理由で赴任しなかったようだ。王鞏が欧

陽脩の詩を唱えたのは、そのことと関係があるのだろうか。（6）蘇軾と同行した者とし

て名が挙げられている張
ちょう

彦
げん

若
じゃく

は王
おう

彦
げん

若
じゃく

の誤記ではないかともいう。王彦若は眼科医

（第7章153ページでそのことを詠んだ詩を見ている）で、張
ちょう

方
ほう

平
へい

の門下生であることから、
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王鞏の親族ではないかとの説もある） 

 

■用旧韻送魯元翰知 州 
めい

州知事として赴任することになった魯
ろ

有
ゆう

開
かい

（字
あざな

は元
げん

翰
がん

）に贈った送別

の詩。題に「旧韻を用い」とあるのは、かつて魯有開が衛
えい

州知事として赴

任するときに作った送別の詩（第5章164ページ）の韻をそのまま用いたか

らである。魯有開とは杭
こう

州副知事時代からの長い交流がある（第 4 章 145

ページなど）。 

 

私は東の坡
お か

のもとで、 

わずか三畝
ぽ

の畑を自ら耕していた。 

貴君は尚
し ょ う

書
し ょ

郎
ろ う

の高官として、 

百人の役人に対して頻繁に指示を出していた。 

そのころは、蛙のような俗物どもが、太鼓を叩いたり笛を吹いたり騒ぎまくっていた。 

私は永いよしみのある人々とも交わりを断ち、 

三軒しかない村で老いて死ぬばかりであった。 

訪れる者もなく閑散としている我が門へと、 

貴君だけが友情厚く手紙を届けてくださった。 

遥かに友人の意
こころ

を思って、 

落ちぶれた私には熱く感じられるものがあった。 
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年改まって私は皇城に来て、 

白髪ながらもお上に代わって文章を作成するようになった。 

かつての先輩について尋ねると、 

逢うのは多くが後輩たちである。 

貴君はしばし道観の管理を務めていた（窓際族になった）けれど、 

知事として遠く旅立つ車に乗ることになった。 

貴君も老いたけれど、自慢の髭がまだちゃんとある。 

位を嗣がれたお上はまことに生れながらに聡明で、 

民を救おうとお気持ちは、火から人を救うばかりに強いものがあり、 

囚われて遠くに追いやられていた魂（蘇軾ら流罪となった者をいう）もいまやことごとく返

ってきた。 

貴君はかつて東郡の知事であったときに、 

あらかじめ洪水を恐れて備えを為したので、 

大河が北流して桑畑を沈め、濁流が塵埃を翻して旧い河道に入り込んでも、 

町は守られたのだった。 

貴君の一寸の心は千歩の堤防に匹敵することを民衆は知り、 

老人も幼い子も逃げ走ることなくすんだ。 
め い

州に行かれて、ときに閑を得たなら、扉を閉ざして座り、 

道
ど う

眼
が ん

を濁らさないよう努めるのがよいであろう。 

応
お う

捨
し ゃ

筏
ば つ

（己を捨てて他者を助ける筏）に乗って、 
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無
む

生
し ょ う

源
げ ん

（仏教の真理の湧き出る源）へと遡るのだ。 

貴君が帰ってきたなら、 

夜に榻
い す

を並べて二人で仏の教えを論じ合おうではないか。 

 

■奉敕祭西太一和韓川韻四首 

これは皇室の公式行事を詠んだ詩。我々にとっては特に面白味のない作

品であるが、都で高い地位にあればこそこのような詩も詠むという一例

として訳出する。都の西郊外にある西
せい

太
たい

一
いつ

宮
きゅう

で、皇帝の勅令によって祭

事が行われ、蘇軾も参加した。その祭事を韓
かん

川
せん

という人が詠んだ詩に次韻

した。4首のうち1首。 

 

  其の一 

聖主（皇帝）は新たに秘
ひ

祝
し ゅ く

（祭官）を任命され、 

臣下の代表者が豊年を神に乞い願う。 

聖主の祈りに応えようと、 

神君が寿
じ ゅ

宮
きゅう

にお出ましになるのだろう、 

夜中に肅
し ゅ く

然
ぜ ん

と霊風が吹いてくる。 

（もとの詩を詠んだ韓
かん

川
せん

も、後に朱
しゅ

光
こう

庭
てい

（本章45ページ）とともに、蘇軾を激しく批判

する1人となる） 
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■西太一見王荊公旧詩偶次其韻 

西
せい

太
たい

一
いつ

宮
きゅう

には王
おう

安
あん

石
せき

が作った詩が残されていて、蘇軾はそれにも次韻し

た。王安石はこれより少し前の 4 月 6 日に他界しており、そのことを詠

み込んだ第2首を訳す。 

 

  其の二 

樽の中にいくら名酒があっても、 

墓に注がれたのでは虚しい。 

聞くところでは、 

金
き ん

陵
り ょ う

の烏
う

衣
い

巷
こ う

のあたりも、 

いまは草深く埋もれているとか。 

（金
きん

陵
りょう

の烏
う

衣
い

巷
こう

はかつて南北朝時代には天下第一の繁華街であった。それがさびれて

しまっていると詠むことで王
おう

安
あん

石
せき

の死を暗示しているのである。蘇軾が金陵に隠棲す

る王安石を訪ねたのはこれより2年前のことであった（第7章49ページ）） 

 

■王安石贈太傅 

これは蘇軾が草稿を書いて哲
てつ

宗
そう

が下した勅書。勅書の内容は、亡くなった

王
おう

安
あん

石
せき

に皇帝より太
たい

傅
ふ

の官（皇帝の補佐役）を追贈するというもの。 

 

朕
ち ん

は、古
いにしえ

の初めから観
み

てきて、そこに灼
あきら

かに天意があるのを見て取った。 
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非常の大事がまさにあろうとするとき、天は必ず世に希な異人を生み出す。その名

はその時代において高く、その学問は千年にわたる価値を貫く。その智は道
み ち

の真髄

を究めるのに十分で、その弁舌はその言うところを実行させるのに十分であり、その

瑰瑋
きわめてすぐれ

た文章は万物を藻飾
いろどりかざ

るのに十分であり、その卓絶した行為は四方を風動
ゆ り う ご か

す

のに十分である。そして、その能力が用いられるや、天下の風俗は一年の間に風

に靡くように変わってしまうのである。 

王
お う

安
あ ん

石
せ き

は年少のころに孔
こ う

子
し

や孟
も う

子
し

を学び、老いてからは釈
し ゃ

迦
か

や老
ろ う

子
し

を師とした。

六
り く

芸
げ い

（儒家の古典）の遺された文章を全て網羅し、己の 意
かんがえ

で解釈を下し、諸子百

家の陳べた跡などは糠粃
か す

だとして、民衆のあり方を一新した。 

熙
き

寧
ね い

のときに為すこと（政治の改革）があるのに遇うと、群賢の冠
せんとう

として首
は じ

めに用い

られ、信任の篤
あ つ

いことは古今に比べられるものがなかった。いまにも功業が成就し

ようとするときに、遽
にわか

に山林に住もうとの興が起こり、富貴などは浮かぶ雲のようなも

のだとして、履物を脱ぎ捨てるようにして大臣の職を捨て去った。漁師や樵
きこり

とも分け

隔てなく交わり、山野を歩いて鹿も群れを乱さなかった。進退の美しさ、雍容
た だ し

さは皆

が見習うべきものがあった。 

朕は 政
まつりごと

に臨み天下を御
お さ

める初めにあたって、（先帝を喪った）哀しみは極まりないも

のがあった。三朝に仕えた老臣（王安石）を眷
かえり

みようとしたのだが、邈
は る

か大
た い

江
こ う

の南に

行ってしまっていた。（王安石が作った）規模
シ ス テ ム

を究め観
み

て、その人の風采を想見したの

であるが、まさかその終わりを告げる知らせが、朕が喪に服している間に届こうとは

思ってもいなかった。どうして百年の寿命を満たさなかったのか、涙を流さずにはい
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られない。 

於戲
あ あ

、死生、あるいは用いられるか捨てられるかの際
き わ

においては、誰も天に逆らう

ことはできない。贈賻
お く り も の

をし、哀みつつ栄誉を与えるための文章を朕は作らずにはい

られない。 

特に寵
あ い

することをもって師臣の位（太
た い

傅
ふ

）を贈り、蔚
うるわ

しくも儒者の光となるように。庶幾
ね が う

のは、このことを知ってくれて、我が休
うつく

しい命令に服してくれることだ。 

（これは蘇軾が内発的に記したものではないものの、いくら皇帝の命令であっても、心

に思ってもいないことを蘇軾は書いたりしないので、ここに示されている王安石の評

価は、蘇軾自身の考えをかなりの程度反映しているといってよいだろう。途中に「己の

意
かんがえ

で解釈を下し」（原文は「断以己意」（断じるに己の意をもってす））とあるのは、

王安石が経典に独自の解釈を下し、それに基づいて科挙の解答を書くよう求めたこと

を言っていて、蘇軾は王安石の独断的なやり方を強く批判していた。ここは読みように

よってはかなりの皮肉であると見て取ることもできる） 

 

■答張文潜書 

3 月に張
ちょう

耒
らい

（字
あざな

は文
ぶん

潜
せん

）が都の太
たい

学
がく

の教官になるために上京してきた。

その少し前に、張耒は自作の詩文を蘇軾に送って教えを請い、それに応じ

て蘇軾はこの手紙を書いていた。 

（手紙は独特の文体で書かれていて、訳者にはそれを十分に味読するだけの力がなく、

これまで訳してきた手紙の多くはいつもの「ずっぽ訳」である。張耒に与えたこの手紙
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は非常に有名で、清水茂『唐宋八家文』朝日文庫（1979年）に詳しい解説があり、こ

れに限ってはかなり正確な訳文となっている。手紙文の雰囲気をほんの少しでも見て

いただけるように、冒頭の部分だけ妙な読み下し調で訳す） 

 

文
ぶ ん

潜
せ ん

県
け ん

丞
じ ょ う

の張
ち ょ う

君
く ん

足
さ

下
ま

に頓首
こんに ちは

。 

久別
ご ぶ さ た

して思
こころ

に仰
か け

てはいるのですが、京
みやこ

に到
き

てからは公私ともに紛然
ご た ご た

して、書
てがみ

を奉
さしあげ

る暇
いとま

がありませんでした。忽
す る

と 辱
かたじけな

くも手教
お て が み

をいただきまして、且
とりあえ

ず起居
く ら し む き

の佳勝
よ ろ し き

を審
し

り、至
まこと

に慰
けっこう

であります、至
まこと

に慰
けっこう

であります。 

文編
さ く ひ ん

を恵示
みせてくださ

り、三復
く り か え し

感嘆しております。甚
びっくり

するのは、君がわが子由
お と う と

に似ていること

です。 

弟の文章は実は私より優れているのですが、世間の人はわかっておりません。弟

は私には及ばないと思っているのです。弟の性格として、他人に深く知られることを

願っておらず、弟の文章もまた同じです。とらえどころなく広く、あっさりとしていて、一

度読んで三度繰り返すとなるほどと思えてきて、秀でた傑作であることがようやく隠

れたままではなくなります。弟が『黄
こ う

楼
ろ う

の賦
ふ

』を作りましたときは、自分でも張り切って

ぼんくらどもを驚かせてやろうとしたようでした。ところがそれは私が代作したのだとい

う者がいたのには、笑ってしまいました。これはきっと私の文章の最もよいところだけ

を見てのことなのでしょう。 

今日ほど文学の衰えたことはありません。その原因がどこにあるかというと、実に王
お う

氏（王
お う

安
あ ん

石
せ き

）なのです。王氏の文章は善くないものではありません。問題は、人に
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も自分と同じにさせるのを好んだことにあります。孔
こ う

子
し

であっても、人を自分と同じに

しようとはしませんでした。弟子の顔
が ん

淵
え ん

は仁に優れ、子
し

路
ろ

は勇に優れ、それを入れ

替えるようなことはしませんでした。ところが、王氏は自身の学問をもって天下の学

問を一つにしようとしました。地
ち

味
み

の肥えたところはどこも同じように作物が成長しま

すが、できるものはどこも同じというわけではありません。荒れて痩せた土地、塩分

の多い土地は、見渡す限りただ黄色い茅と白い葦があるだけです。王安石が同

じにしようとしたのはまさにこの「黄
こ う

茅
ぼ う

白
は く

葦
い

」なのです。 

近ごろ章
し ょ う

惇
じゅん

君に会いましたところ、このように言っていました。 

「先帝は、晩年のころに、文学がさえなくなったのを非常に残念がられ、士
ひ と

を採用

する方法を少し変化させようと考えておられました。しかし、その時間がありませんで

した」 

いま意見を申し述べる者は、科挙で詩賦を課すことを復活させようとか、太
た い

学
が く

で

『春
しゅん

秋
じ ゅ う

』を講義するようにしようとか言っております。非常に結構なことです。 

私は老いました。後世の人々も、古
いにしえ

の人の完璧な文章と同じようなものを読めるよ

うにできるとしたら、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

、秦
し ん

観
か ん

、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

、陳
ち ん

師
し

道
ど う

と貴君等数人に頼るしかあり

ません。聞くところでは貴君は太
た い

学
が く

の教授になるとのこと。ますます努力を重ねて

いただきたく思います。 

『詩
し

経
き ょ う

』にこのようにあります。 

  徳輶如毛、（徳は毛のように軽くて誰もができるはずのも） 

  民鮮克挙之。（しかし徳を実践する者は実に少ない） 
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  我儀図之、（私は友人とそれを行おうとするのだが） 

  愛莫助之。（残念なことに手伝ってくれる者がいない） 

このほかにもいろいろありますが、まずはよくよく御自愛ください。たまたま朝酒を飲

んで酔っておりましたところ、お手紙を持って来た人に返事を求められ、詳しく書くこ

とができませんでした。 

（（1）蘇軾が徐
じょ

州知事であったときに、大洪水の惨禍の後で黄
こう

楼
ろう

を築いたことは第5章

218ページなどで見ている。その黄楼に寄せたのが弟の「黄楼の賦」で、傑作とされて

いる。（2）王
おう

安
あん

石
せき

が科挙を改革しようとしたときに、蘇軾が反対したことは第3章32

ページ以下で詳しく見ている。かつて欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が科挙を改革したことで蘇軾の名が天下

に知られたように、科挙と文学の潮流は完全に連動していた。王安石は科挙の採点に主

観が入らないように、詩賦を課すことをやめ、また古典の解釈を一つに統一しようとし

た。それで、受験生は王安石が編集した参考書さえ学べばよいという傾向が生まれ、文

章も画一化された。そのことは先に見た勅書にも記されていた。（3）孔子
こ う し

が編集したと

いわれる『春
しゅん

秋
じゅう

』は最も重要な歴史書として重んじられてきたが、記述が簡潔すぎて、

本文を読んだだけでは何を意味するのかほとんど理解できない。王安石はそれを「官報

の切れ端のようなものだ」として、学ぶに値しないと言い切った。王安石の考えは極め

て合理的なものであったが、文化全般を肥沃にするものではなかった。（4）章
しょう

惇
じゅん

と会

って話をしたとあるのが興味深い。章惇は改革派の中核的存在となっていたが、もとも

と蘇軾と章惇は親友で、蘇軾が獄に入れられたときには罪が赦されるよう諸方面に働

きかけ、蘇軾が黄
こう

州に流されてからも手紙のやりとりがあった。蘇軾が都に帰還してか
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らも、本章2ページで見たように司馬光との間を取り持つような助言をしたり、 

ここにあるように文学観を共有する会話を交わしたりしていたのだった。なお章惇は

新法が次々に廃止されることに強く抵抗して朝廷での地位を失い、この手紙より少し

後の閏 2 月下旬に汝
じょ

州知事として都を去っているが、汝州の章惇に送った蘇軾の手紙

が残っている（蘇轍は職務として章惇を厳しく弾劾し、それが起因となったのか、章惇は次第に

蘇軾兄弟に対して憎しみを抱くようになる）。（5）蘇軾の門下生で特に優秀であったとされる

のが、いわゆる「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」で、黄
こう

庭
てい

堅
けん

、張
ちょう

耒
らい

、晁
ちょう

補
ほ

之
し

、秦
しん

観
かん

の4人である。「蘇

門六学士」ということもあり、陳師道と李
り

廌
ち

が加わる。蘇軾のこの手紙には「六学士」

のうちの5人が挙げられている。蘇軾は、黄
こう

州の東の坡
おか

で自ら耕す罪人から、一国の文

化をリードする立場に大きく変わったのである） 

 

■次韻子由送陳侗知陜州 

6月10日、陳
ちん

侗
どう

（字
あざな

は成
せい

伯
はく

）が陜
せん

州知事に任命されて都を出て行くこと

になり、蘇轍が送別の詩を作り、蘇軾が次韻した。 

（なおこのころに蘇軾の長男の蘇
そ

邁
まい

は徳
とく

興
こう

の尉
じょう

をやめて、別の任務に就いたようだ） 

 

昔、四頭の鉄製の牛を黄
こ う

河
が

に沈め、その上に橋を渡したという。 

その牛のように、 

天に漲るような流れの中でもしっかと踏ん張り、鞭で打たれてもぴくりとも動かない、 

それは誰なのか。 
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昔、徐
じ ょ

邈
ば く

は常に同じ生き方を貫いていただけだったのに、 

世俗がいつも変化し続けために、 

徐邈の評判は上がったり下がったりした。 

貴君とかつて別れてからのことはいまさら言うまい。 

世間の事は空に浮く雲のようで、 

数限りない人が、即墨阿
い つ わ り

の毀誉褒貶の内に置かれ、 

かつての良い評判は実
じ つ

のない虚声ばかり、 

促織
こ お ろ ぎ

のように音を立てるだけで実際に機
は た

を織りはしなかった。 

貴君と会って笑い合うのは、 

どうしようもなく白髮だらけになったこと。 

いまや天を駆ける勢いの馬はみな大空の雲を踏み、 

飽きるほどのまぐさを得て長く嘶いている。 

皇城の庭には天下の宝、種々の武具がみな集まっている。 

貴君だけが手を振って都を去る…… 

粗末な衣服でやってくる貴君を、 

歓迎する民衆の歌をかの地で聞くことになるだろう。 

陜
せ ん

州は古
いにしえ

の楽
が く

国
こ く

で、金の盃に酒を注ぐような奢侈の地とされているが、 

貴君が赴任したなら、 

統治の仕方はすぐに全く新たなものとなるだろう。 

それによって怒る者もあれば、喜ぶ者もあれば、長く怨む者もあるだろう。 
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これ以上のことは申すまい、 

評価は後の人に委ねればよいのだ。 

（（1）この詩は、蘇軾の次韻の詩によくあるように、韻に合わせて数々の故事を力ずく

で並べている。そのため、散漫かつ難解な作品となっている。全体としては、政治の大

きな変動の中にあっても己を貫く生き方を賛美し、陳
ちん

侗
どう

を励ましたもので、そのことが

伝わる程度に大まかな訳し方をした。（2）詩の中ほどにある「即
そく

墨
ぼく

阿
あ

」（「でたらめ」と

ルビを振った）について説明を加えておく。昔、斉
せい

の威
い

王
おう

が即
そく

墨
ぼく

の知事を都に呼び、「君

が即墨に赴任して以来、わしは君のことを悪くいう報告ばかりを聞いた。そこでわしは

人を派遣して即墨の実態を調査させたところ、よく治まって民が豊かに暮らしている

ことがわかった。君の評判が悪かったのは、君がわしの側近に付け届けをしなかったか

らだ」と言って、大いに褒めた。威王は阿
あ

の知事を都に呼び、「君が阿に赴任して以来、

わしは君のことを良くいう報告ばかりを聞いた。そこでわしは人を派遣して阿の実態

を調査させたところ、全く治まっておらず、民衆が苦しんでいることがわかった。君の

評判が良かったのは、君がわしの側近に付け届けをしたからだ」と言って、即座に死罪

を言い渡した。地方官の業績が正しく君主に報告されないことをこの詩では「即墨阿」

の 3 文字に篭めたのである。つまり改革政治の弊害としてそのようなことがあったと

言っているのである） 

 

■呂恵卿責授建寧軍節度副使本州安置不得簽書公事 

呂
りょ

恵
けい

卿
けい

の名をこれまでにも何度か見てきた。改革の実行部隊の指揮官と
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して王
おう

安
あん

石
せき

が抜擢した人物で、呂恵卿の辣腕がなければ改革の実行はも

っとのろのろしたものになっていたであろう。呂恵卿は己の力を過信し

て次第に増長し、王安石が上にいるのがうっとうしくなり、策略によって

王安石を失脚させた。呂恵卿にとっての改革は、自身が権力を握るチャン

スを与えてくれるものであって、理念などは二の次だった。皇帝が代替わ

りして保守派が朝廷に復帰すると、呂恵卿は厳しく断罪され、誅殺を求め

る声も大きかったが、6月23日に都からの追放が言い渡された。これは

そのときに呂恵卿に示された勅書で、蘇軾が起草した。題名にある「本
ほん

州
しゅう

安
あん

置
ち

不
ふ

得
とく

簽
せん

書
しょ

公
こう

事
じ

」と全く同じ字面を蘇軾が黄
こう

州に流されたときにも見

ている（第6 章2 ページ）。指定された場所で軟禁状態に置かれ、公務に関

わること禁じるものである。 

（この勅書には、呂恵卿のさまざまな罪状が故事を踏まえた字句の中に篭められてい

る。ここでは大意が通じるよう、上辺をざっと撫ぜるだけの訳文とした。ここで注目す

べきは、呂恵卿を用いたのがそもそもの誤りだった（≒そもそも改革を推進したことが

誤りだった）とするのは神
しん

宗
そう

（つまりこの勅書を言い渡す哲
てつ

宗
そう

の父）を貶めることにな

るので、そのようには決して言わないよう格別の配慮をしていることだ） 

 

敕書に言う。 

大悪人が高位にあると、民衆は安らかに暮らせない。法の番人がでたらめな刑

の裁量をすると、人々は異論を唱え出す。天にみなぎるそのような罪を正すことが
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できるのなら、永く後世の模範となるであろう。 

汝（呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

）はちっぽけな升
ま す

のような才能と、細かいところをひっかくだけの知恵で

もって、宰相（王
お う

安
あ ん

石
せ き

）に諂
へつら

い仕えて朝廷の高官に昇った。禍
わざわい

を楽しみ功
こ う

を貪り兵

を好み殺
さ つ

を喜び、民衆から収奪することをもって仁義と置き換え、法律をもって儒学

の経典と置き換えた。初めに青
せ い

苗
び ょう

法を建て、次に助
じ ょ

役
え き

法を行い、さらには均
き ん

輸
ゆ

法

で国が商人と利益を争うような政策を実施し、民衆は飼っている鶏や豚に至るまで

目こぼしなく取り立てられるようになった。国を蝕み民を害するような連中が我先にと

腕まくりしてそこに加わった。 

先帝（神
し ん

宗
そ う

）は賢者を用いるのが十分ではないことを恐れ、円が転がるように人々

が善に向かってゆくことを望まれた。古
いにしえ

の堯
ぎ ょ う

が罪人も試してに用いたように、先帝

は汝を採用したのだが、孔子
こ う し

が弟子の宰
さ い

予
よ

を「おまえは終生がらくたでしかない」と

叱りつけように、汝が生来の奸
よこしま

を露わにしたときには都から厳しく追放した。それで

も、過ちを改めたであろうと考えられて、また少し重い職務に戻された。ところが、皇

帝をたぶらかすようなことを陳上したために再び地位を落された。先帝は反覆して

教戒されたのだが、汝の悪心は改悛することがなかった。先帝が、汝が軽々しく

事実を捻じ曲げることを戒めたお言葉はいまもありありと残っている。 

汝は仲間に引き入れた者とともに君主を欺いた。汝は仲間とした者とは初めは足

を摩
さ す

ってやるほどまで親しくしながら、ひとたび反目して怒ると、噛みついて次々に

大獄を起こし、私的な手紙まで暴いて罪に陥れ、一党を率いて攻撃し、天下の半

分までを罪人にし、汝に賄賂を贈るものが全国に及んだ。しかも、再び用いられた
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年には西辺で紛争があり、汝は妄りに新たな戦略を立て、旧来の枠組みを変えよ

うとした。とち狂った 謀
はかりごと

を無理やりひねり出し、結局を大敗北を喫してしまった。大き

な口を叩いたことがここに及んで、いまさら涙を流しても、もう遅いのだった。 

朕が皇位を継いだ最初に、辺地を安んじる詔を出した。朕の号令は汝の謀が偽り

であったことを明らかにし、賊人を戒めるためのものであった。汝が国を迷わし、不

道を行ったことは古から稀にしか聞かないものだ。それでも誅殺することを赦し、遠く

流すだけとする。国は常に法があり、朕が敢えて私
わたくし

の処罰をするのではない。 

 

■和王晋卿 

蘇軾と連座して罰せられた者の中に王
おう

詵
しん

（字
あざな

は晋
しん

卿
けい

）がいた（第6章2ペ

ージ）。王詵は皇帝の婿として特別に恩遇されていながら不埒な行いがあ

ったとして他の人よりも重い処分を受けた。王詵も政権交代によって都

に復帰した。その王詵の詩に和した。序文がある。 

 

駙
ふ

馬
ば

都
と

尉
い

の王
お う

詵
し ん

は、宋初の功臣王
お う

全
ぜ ん

彬
ひ ん

の子孫である。 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年、私は罪を得て黄
こ う

州に貶
おとし

められた。王詵にも累が及んで、遠く流され、

互いに音信がないこと七年に及んだ。私はすでに召されて朝廷に用いられ、王

詵もまた朝廷に帰還し、宮殿の門の外で出会った。感嘆の余り、王詵は詩を作り、

私に渡した。その詩は、悲しい感慨を物に託し、窮
きゅう

阨
や く

に陥ったことを怨まず、泰然と

して、驕るところがない。貴公子の志がこのようであるのを憐れみ、その韻に和した。 
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（冒頭に「駙
ふ

馬
ば

都
と

尉
い

」とあるのは、昔、皇帝の娘を娶った者に駙馬の職を与えたことか

ら、「駙馬」は皇帝の婿の別称となった。王
おう

全
ぜん

彬
ひん

は宋の天下統一に顕著な功績のあった

人。そうしたことから王詵を貴公子と呼んでいる） 

 

東
と う

坡
ば

先生は、かのとき東の坡
お か

で、独りで飲み、独りで舞い、 

何にも身が属するところがなかった。 

明るい月に対して酒を酌み、 

月と影と先生と三者で楽しみは十分に足りた。 

酔ったまま草むらの間で眠り、 

毒虫に噛まれることもなかった。 

醒めて、帰り行く雁を見送り、 

千里の彼方へと目を寄せ、 

そのとき、悵
ち ょ う

焉
え ん

として公子（王
お う

詵
し ん

）のことを懷
お も

った―― 

旅の間の食事に、玉
ぎ ょ く

のように輝くおいしいものなどはないだろう、 

加
か

餐
さ ん

（食事に気を付けて養生せよ）の字を書いて、飛ぶ鳥に托して遠く送ろうとした。 

しかし、 

干からびた魚が泡ぶくをかけあうようなことをしたところで、 

牛ほどもある己の大きな罪（王詵を巻き込んだこと）を救うことはできないと知った。 

吾が生は寄せるがごときのみ、 

何者かが禍福を我が身に与えるのではない。 
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禍も福も忘れるのがよい、 

昨日の夢を追うようなことをしても何もならない。 

その後、私はお上に願い出て、自ら農耕することを許され、 

湖と山の間で老いの日々を送ることとなった。 

二頃
け い

の田を開き、十年後に実が成る木を植えようとした。 

まさか、この老いた眼で、宮殿の金の燈火を見ようとは思いもしなかった。 

公子もまた生きて還
か え

り、知事の職を授かることとなった。 

人の賢と愚にはもとより定まったものがあり、 

職務にもまた各々守るべきものがあるのだろう。 

文章を作るのは特別なことではなく、 

医術や卜術と同じように一つの技であるのだ。 

朝廷はいま西方に注意を払わなければならない、 

羌
き ょ う

虜
り ょ

（外敵）は驕りたかぶっていまだに宋に伏さずにいる。 

遥かに知るのは、あちらでは、重
ち ょ う

陽
よ う

の節句の酒も、 

白い羽の矢で菊の花を杯に落して飲んでいるとか。 

羨むのは、君がまことに将軍の家の生まれであること、 

顔には武人としての意気が浮かんでいるではないか。 

朝廷から長い纓
ひ も

を与えてもらって、 

一戦して、敵将を捕らえ、失った地を回復してほしい。 

（（1）この詩には、しばらく見ていなかった蘇軾の得意のセリフ「吾生如寄耳」が詠み
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込まれている。王詵に自身の人生哲学を伝えようとしたのだろう。（2）詩の終わりの部

分は、将軍の子孫として西方の前線で手柄を挙げよと、叱咤激励している。蘇軾は西方

で再び戦火を交えることを望んでいるのではない。王詵が罰を受けたにもかかわらず、

貴公子としての豪奢な暮らしぶりを必ずしも改めようとしていないので、詩文にうつ

つを抜かしたりしてはいかんぞと突き放したのだろう。先に王
おう

鞏
きょう

に苦言を呈したのと

同様である） 

 

■司馬温公神道碑 

9月1日、司
し

馬
ば

光
こう

が亡くなった。高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

によって朝廷に呼び戻され、

国政を指揮することわずかに 1 年であった。皇帝は司馬光を温
おん

国
こく

公
こう

に追

封し、その勅書を蘇軾が起草した。北宋の二大巨頭というべき王
おう

安
あん

石
せき

と司

馬光に皇帝がそれぞれ追贈、追封した勅書を続けて蘇軾が起草したのは

偶然とはいえ巡り合わせのようなものを感じないわけにはいかない。蘇

軾は司馬光の伝記の基礎資料となる「司
し

馬
ば

温
おん

公
こう

行
こう

状
じょう

」も執筆し、さらに

元
げん

祐
ゆう

3（1088）年 1 月に司馬光が埋葬されたときに、墓所に通じる道に建

てられる碑に刻む文章「司
し

馬
ば

温
おん

公
こう

神
しん

道
どう

碑
ひ

」も書いた。ここでは、蘇軾の個

人的な見解が比較的強く出ている「神道碑」を読んでおこう。これは『唐
とう

宋
そう

八
はっ

家
か

文
ぶん

読
どく

本
ほん

』にも採られ広く読まれてきたものである。 

 

皇帝陛下（哲
てつ

宗
そ う

）が即位されて三年、朝廷は清明で、百般の政務は時に合致し、
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民衆は安心して暮らせるようになり、風俗は一変した。（司馬光の徳が亡くなった後にも

及んでいることを以下に述べる）かつては軽薄であった人々も皆が心を洗って身のあり

方を改め、務めて忠に厚い人となり、それぞれ己の行動を自重し、人の過ちを言

い募るのを恥じるようになった。中国は太平無事で、四方の諸民族は頭を下げて

中国に指示を仰ぐようになった。ただ、西
せ い

羌
き ょ う

と夏
か

国
こ く

だけは叛
ほ ん

したり服したり一定する

ことなく、毒心を懐
い だ

いて中国のことを悪く疑い、入寇を繰り返した。皇帝陛下は諸将

に武器を備えたまま戦うことなく、中国の姿勢を示すよう命じられた。数カ月足らず

で、西
せ い

蕃
ば ん

の大首領の鬼
き

章
し ょ う

青
せ い

宜
ぎ

結
け つ

が都にやってきた（宋朝の号令に服した）。夏国は

十数万で涇
け い

原
げ ん

に寇
あ だ

をなし、鎮
ち ん

戎
じ ゅ う

の城下にまで至った。五日経っても得るところがな

く、遁
の が

れ去った。西羌の酋長の兀
こ つ

征
せ い

声
せ い

延
え ん

は族人一万人とともに中国に降った。ま

た、黄
こ う

河
が

はかつて曹
そ う

村
そ ん

で決壊し、霊
れ い

平
へ い

に堤防を築いたのだが、今度は小
し ょ う

呉
ご

で決

壊して五年の間あたりに溢れたままとなり、朔
さ く

方
ほ う

は騷然となった。しかし、今年（元祐

二年）の秋は長雨が一カ月にわたったものの、黄河はあまり溢れることなく、冬に及

んで水が地に入ることますます深く、北に流れて、大昔に禹
う

が通した旧河道に戻

るばかりの勢いとなった。 

こうして皇帝陛下が望むところのものは、求めずして獲られ、逆に憎むところのもの

は、掃
は ら

うまでもなく去っていったのである。それで天下の人々は皇帝陛下の意
こころ

が天

の意と一致していると知ったのである。いまや最高の統治が実現し、家に不足が

なく、人が十分にいて、刑罰を用いる必要がなく、咸
か ん

平
ぺ い

、景
け い

德
と く

年間（先帝の治世）の

ようになるのを期待するまでになった。 
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ある人が私に尋ねた。 

「皇帝陛下と高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

陛下がどのようなことをなさってこのようになったのでしょう

か」 

私はこう答えた。 

「『易
え き

経
き ょ う

』の「大
た い

有
ゆ う

の章」にこうあります。「上
じ ょ う

九
きゅう

。天よりこれを祐
た す

く。吉
き ち

にして利にあら

ざるなし」。孔
こ う

子
し

はこの文章についてこう言っています。「天の助けるところのものは

順
じゅん

なり。人の助けるところのものは信
し ん

なり。信を履
ふ

み順
じゅん

に思い、また賢を尚
とう と

ぶ。ここ

をもって天よりこれを祐
た す

け、吉にして利にあらざるなしと」。二聖（皇帝と高太皇太后）は

身をもって信と順を天下に先んじて実践され、司
し

馬
ば

公
こ う

を用いて天下の士を招き寄

せられました。信と順と賢の三徳をまさに具えられているのです。まして私が観
み

るに

司馬公は仁
じ ん

人
じ ん

でありますから、天はこれを助けたのであります」 

「どのようなことからそうだと知ったのでしょうか」 

「司馬公は文章をもって世に名を知られ、忠義をもって君主と結ばれたお方です。

朝廷の人々がそのことを知っているのはよいとしても、四方の人々は何によってその

ことを知ったのでしょうか。士
し

大
た い

夫
ふ

がそのことを知っているのはよいとしても、農民も商

人も兵士も何によってそのことを知ったのでしょうか。中国の人が知っているのはよ

いとしても、九
きゅう

夷
い

八
は ち

蛮
ば ん

（外国）の人々は何によってそのことを知ったのでしょうか（そこに

は天の不思議な働きがあることを暗示している）。司馬公が退いて洛
ら く

陽
よ う

に住んでいたとき

には、孔子の弟子の顔
が ん

回
か い

が路地裏にいたのと同じように小さく暮らし、屈
く つ

原
げ ん

が沼地

に追放されたときと同じように疲労したありさまで、長らく人々から忘れられていまし
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た。しかし、その名が再び天下に聞こえると、雷が鳴るかのように、あるいは銀河が

流れるかのように、どの家にもそのことが響きわたり、日差しがそそぐように人々の目

に見えたのでした。司馬公の名を聞いた者は、いかに愚かで無知な婦人や子供

であっても、あるいは獰
ど う

猛
も う

で御
ぎ ょ

し難い兵士や夷
い

狄
て き

の者でも、さらには奸
か ん

邪
じ ゃ

の小人、

己を害する仇敵を激しく憎むような者であっても、衽
え り

を収めて顔色を変えて、深く嘆

息し、そして涙を流さない者はいなかったです。 

私は元
げ ん

豊
ぽ う

の末に登
と う

州から入朝し、八州を通過して都に至りました。民衆は私が司

馬公と親しいのを知ると、行く先々で数千人が集まってきて、馬の首の前で叫んで

このように言いました。「司馬宰相にお伝えください。謹んで朝廷から去らないでくだ

さい、厚く自愛されて百
ひゃく

姓
せ い

（全人民）を活かしてください」。このような者が千余里の間、

絶えることがありませんでした。都に至って士大夫の言うことを聞くと、司馬公が（先

帝の国葬に参加するために）初めて入朝したときに、民衆がその馬にすがって、前に進

むことができなくなりました。都を守る兵士たちが司馬公が来るのを見て、お辞儀を

したり跪
ひざまず

いたりして涙を流す者がたくさんいました。司馬公は驚き、（国葬がすむとすぐ

に）洛陽に帰ってしまいました。また、遼
り ょ う

国や夏
か

国が入朝する使者を派遣するとき

や、我が朝の使者が向こうに行くときには、向こうの人は必ず司馬公の様子を尋

ねたものですが、司馬公が朝廷に招かれたと聞くと、遼国では敕令で国境を守る

役人に、「中国では司馬公が宰相になる。慎んで国境での紛争を起こさないよう

に」と命じました。 

その後、司馬公が亡くなると、都の民は市
い ち

を止めて、弔意を表しに行き、衣服を売
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って香典を用意し、哭
こ く

しながら車で行く者が千ないし万で数えるほどでした。皇帝

陛下は趙
ち ょ う

瞻
せ ん

と馮
ふ う

宗
そ う

道
ど う

に命じて棺を護って洛陽に帰って葬儀を行わせました。趙瞻

らが還ると、皆が言うには、「民は司馬公のために哭し、甚だしく哀しみ、哭すのは

肉親を喪ったかのようであった。四方から葬儀に集まった者は、数万人に及んだ。

また嶺
れ い

南
な ん

の封
ほ う

州の父老が司馬公の御霊を祭り、仏事を行って司馬公に哀悼の言

葉を捧げたが最も哀しいものだった。手に香を焚いて捧げて司馬公が葬られるのを

見送った者はおよそ百余人で、天下の人々は皆が司馬公の像を画いて祀った」と。 

このようなことは人の力によってできるものなのでしょうか。天が相
た す

けたのです。一人

の人間が天を動かすには必ず道に拠らなければなりません。「至
し

誠
せ い

一
い ち

徳
と く

」（最上の

誠
まこと

と純粋な徳）でなければ誰もそのようなことはできません。 

『礼
ら い

記
き

』にはこのようにあります。「ただ天下の至誠だけが人に本来具わっているも

のを全て発揮し尽くすことができる。人に本来具わっているものを全て発揮し尽くす

ことができるのなら、物に本来具わっているものを全て発揮し尽くすことができる。物

に本来具わっているものを全て発揮し尽くすことができるのなら、天地の化
か

育
い く

を賛
た す

けることができる」 

『尚
し ょ う

書
し ょ

』にはこのようにあります。「君臣の皆に一徳があるのならば、天心を享
う

ける

であろう」。またこのようにあります。「徳が一（全てにして純粋）ならば、動いて吉でな

いことはない。徳が二三（不純で乱れている）ならば、動いて凶でないことはない」。 

ある人が千金を与えても受け取った者は喜ばず、逆に、ある人が一言いっただけ

でそれに従って死をも厭わずに行動します。その違いは、誠があるかないかにより
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ます。天まで満たすように降る雨も速やかに乾いてしまいますが、一筋の糸のよう

な雨だれは石を穿って穴を開けます。その違いは一であるか一でないかによります。

誠にして一であるならば、古の聖人といえどもそれよりわずかでも優れているというこ

とにはなりません。まして司馬公はどうであったのでしょうか。 

こうして司馬公の徳を論じてきた結論として、人心を感じさせ、天地を動かしたことが

これほどまでに大きかったのは、二つの語で言うことができるのです。つまり、誠と

一です」。（以上が、天が宋朝の統治を助けることになった理由として、蘇軾が考えついたこと） 

司馬公の諱
いみな

は光
こ う

、字
あざな

は君
く ん

実
じ つ

、その先祖は河
か

内
だ い

の人で、晋
し ん

の安
あ ん

平
ぺ い

献
け ん

王
お う

の司
し

馬
ば

孚
ふ

の後裔で、その子孫の征東大将軍の司
し

馬
ば

陽
よ う

が今の陜
せ ん

州夏
か

県涑
そ く

水
す い

郷
き ょ う

に葬られ、

その子孫がそこに住むようになった。曽祖父の司
し

馬
ば

政
せ い

は五代十国時代の乱れに

遇って官に仕えず、祖父の司
し

馬
ば

炫
げ ん

は宋朝の進士に及第し、秘
ひ

書
し ょ

省
し ょ う

校
こ う

書
し ょ

郎
ろ う

となり

耀
よ う

州富
ふ

平
へ い

県の知事で終わった。父の司
し

馬
ば

池
ち

は宝
ほ う

元
げ ん

、慶
け い

暦
れ き

の年間の名臣で、兵
へ い

部
ぶ

郎
ろ う

中
ちゅう

天
て ん

章
し ょ う

閣
か く

待
た い

制
せ い

にまでなった。曾祖母は薛
せ つ

氏、祖母は皇
こ う

甫
ほ

氏、母は聶
じ ょ う

氏であ

る。 

司馬公は初め進士を甲科の成績で合格して仁
じ ん

宗
そ う

皇帝に仕え、天
て ん

章
し ょ う

閣
か く

待
た い

制
せ い

知
ち

諫
か ん

院
い ん

にまでなった。そのときに大議を提出して、皇族の子を皇太子に立てて，宗廟を

安んじられるように申し上げた（仁宗には男児がなく、その後継者を誰にするのか、仁宗はな

ぜか決めるのをずっと拒んでいた）。宰相の韓
か ん

琦
き

等はその提言によってついに大計を定

めた。（それによって皇位に就いた）英
え い

宗
そ う

皇帝に仕えて諫
か ん

議
ぎ

大
た い

夫
ふ

竜
り ゅ う

図
と

閣
か く

直
ち ょ く

学
が く

士
し

となり、

陜
せ ん

西
せ い

で募った義勇兵に入れ墨をするのは人道に悖ることを論じ、また内
な い

侍
し

の任
に ん

守
し ゅ
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忠
ちゅう

が皇室を乱したことを明らかにし、それを斬って天下に謝るべきだと主張し、任守

忠はついに死を賜った。また、（英宗皇帝の実の父の）安
あ ん

懿
い

王
お う

を（皇帝がいかなる礼法で

祀るべきかで大論争となったときに）先朝の故事に準ずべきことを論じて、天下の人々

はそれが正論であるとした。神宗皇帝に仕えて翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

御
ぎ ょ う

史
し

中
ちゅう

丞
じ ょ う

となり、夏国の

武将である嵬
か い

名
め い

山
ざ ん

と橫
お う

山
ざ ん

の衆が宋朝に降ろうとしてきたときに、後に必ず紛争を

引き起こすもととなるので納
い

れてはならないと強く論じ、果たしてその通りになった。

神宗皇帝に勧めて生前に尊号を受けるのを止めることにし、それが万世に伝わる

べき法となった。王
お う

安
あ ん

石
せ き

が宰相となって、青
せ い

苗
び ょう

、助
じ ょ

役
え き

の制度を定め、農地や水利

の開発を行うために新法を定めようとしたときに、司馬公は真っ先にその害を言い、

身をもって争った。当時の士大夫で、王安石に付かずに新法に利便がないとする

者は、みな司馬公に依拠して自分の議論を重くした。神宗皇帝は司馬公を枢
す う

密
み つ

副
ふ く

使
し

に任命しようとしたが、司馬公は自身の主張が行われないのを見てその命令

を受けなかった。端
た ん

明
め い

殿
で ん

学
が く

士
し

となって都を出て永
え い

興
こ う

軍
ぐ ん

の知事となり、留
り ゅ う

司
つ

御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

および提
て い

挙
き ょ

崇
す う

福
ふ く

宮
きゅう

の肩書をもって洛
ら く

陽
よ う

に退き、十五年を過ごした。今上陛下が即

位されるに及んで、太皇太后が攝政となり、司馬公を呼んで門
も ん

下
か

侍
じ

郎
ろ う

とし、正
せ い

議
ぎ

大
た い

夫
ふ

に遷し、左
さ

僕
ぼ く

射
し ゃ

（宰相）とした。司馬公は最初に皇帝の詔をもって言路を開き、

邪正を分別し、甚しく邪なる者十余人を入れ替えさせた。保
ほ

甲
こ う

法、保
ほ

馬
ば

法、市
し

易
え き

法、塩
え ん

鉄
て つ

茶
さ

法を廃止し，最後に助
じ ょ

役
え き

法、青
せ い

苗
び ょう

法も廃止した。また士を採用する方

法を議論し、守
し ゅ

令
れ い

監
か ん

司
し

を選んで民を養い、民を富ませる方策を建てた。こうして最

良の治世へと素早く向かって行ったのだった。 
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しかし、司馬公は病に臥し、元
げ ん

祐
ゆ う

元年九月一日に宰相の位にあるまま亡くなった。

享年は六十八であった。太皇太后はその知らせを聞いて慟哭され、皇帝陛下も

涕を流されて止まらなかった。時に明
め い

堂
ど う

を祀る儀礼が宮中で行われることになって

いたのだが、式は行ったものの賀することはなかった。二聖は葬儀に臨まれて哭し

て哀しまれること甚しく、朝儀をしばし止めることとなった。太
た い

師
し

温
お ん

国
く に

公
こ う

を贈り、一
い っ

品
ぴ ん

官
か ん

の礼服で亡骸を包み、謚
おくりな

を文
ぶ ん

正
せ い

とした。その親属十人を官員に取り立てた。司

馬公は張
ち ょ う

氏を娶り、礼
れ い

部
ぶ

尚
し ょ う

書
し ょ

張
ち ょ う

存
そ ん

の娘で、司馬公より先に亡くなった。男子は三

人で、司
し

馬
ば

童
ど う

と司
し

馬
ば

唐
と う

は若年で亡くなり、司
し

馬
ば

康
こ う

は現在秘
ひ

書
し ょ

省
し ょ う

校
こ う

書
し ょ

郎
ろ う

である。

孫は二人で司
し

馬
ば

植
し ょ く

、司
し

馬
ば

桓
か ん

は承
し ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

となっている。 

元祐三年正月辛
し ん

酉
ゆ う

、陜
せ ん

州の夏
か

県の涑
そ く

水
す い

南
な ん

原
げ ん

の晁
ち ょ う

村
そ ん

に葬った。皇帝陛下はその

墓道に碑を建てて、「忠
ちゅう

清
せ い

粋
す い

徳
と く

之
の

碑
ひ

」と名付け、そこに刻む文を私に書くよう命じら

れた。私はすでに司馬公の行状記を作り、また端
た ん

明
め い

殿
で ん

学
が く

士
し

の范
ぼ ん

鎮
ち ん

がそれを要約

して墓誌を作った。そのために詳細をまた書くようなことはしないで、概略をここに論

じることとした。 

人々は皇帝陛下と太皇太后が司馬公を速やかに昇進させて十二分に活躍する

ようになさったことは見たけれども、神宗皇帝が司馬公を深く知っておれらたことは

わかっていない。士
し

庶
し ょ

人
じ ん

から卿
け い

大
た い

夫
ふ

に至るまで、師として敬い友と交わるときには、

力としては互いに依存し合うには足りなくても、道義として信じ合うことができて、己と

同じであるのなら親しみ合い、異なるならば疎んじるものである。師や友の過ちを聞

いて喜ぶ者はいないし、侮られて怒らない者はいない。まして君臣の間であるの
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ならなおさらである。熙
き

寧
ね い

年間に朝廷の政事は司馬公の言うところと一つも相違

するところはなく、数十回も書を提出し、十分に議論し尽くして憚るところがなく、政

敵はそれに堪えられなかったのだが、先帝は安んじてそれを受け入れ、怒らなかっ

ただけでなく、左右の輔弼の臣として用いようとした。さらに、その著わすところの書

物（『資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』）に序文を与え、邇
じ

英
え い

閣
か く

において自らそれを読まれた。司馬公を深く

知らずして、そのようなことになるものだろうか。二聖が司馬公を知ることは、自身と

同じ考えであるところからくるのであって、先帝が司馬公を知るのは、自身と異なる

考えでありながらだった。だから私は先帝は最も難しいことをされたというのである。 

昔、斉
せ い

朝の神
し ん

武
ぶ

皇帝は病気になったときに、その子の世
せ

宗
そ う

にこう言った。「侯
こ う

景
け い

が

河
か

南
な ん

を自分勝手に統治すること十四年、もろもろの将軍でそれに敵う者はいない。

ただ慕
ぼ

容
よ う

紹
し ょ う

宗
そ う

だけがそれを制することができる。わしが慕容紹宗を重く用いなかっ

たのは、そなたのために遺しおいたからなのだ」。また、唐
と う

朝の太
た い

宗
そ う

皇帝はその子

の高
こ う

宗
そ う

にこう言った。「そなたは李
り

勣
せ き

には何らの恩を与えていない。いまわしは李

勣を遠ざけて朝廷から出すから、そなたは李勣を大臣にして用いるがよい」。そして

李勣を出して畳
じ ょ う

州都
と

督
と く

とした。斉の神武、唐の太宗はその隆盛をもたらした点にお

いて先帝に比べて足りないものがあったけれど、昔の君主も子孫のために遠く慮っ

た点では皆類似している。つまり、自分自身はむしろその人のことを知らずにいたと

言われようとも、その子が賢者を得る利を享受できるようにしたのである。先帝が司

馬公を知るのも同じで、十分にそれを用いることがなかったのは、このような理由か

らだったのである。 
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私は以上のように司馬公の事を書き、拝
は い

手
し ゅ

稽
け い

首
し ゅ

して詩を作るものである。 

 

 於皇上帝、（於
あ あ

皇
おおい

なる上
じょう

帝
てい

） 

 子恵我民。（我
わ

が民
たみ

を子
こ

として恵
め ぐ

む） 

 孰堪顧天、（孰
だれ

れか天
て ん

を顧
かえり

みるに堪
た

えん） 

 惟聖与仁。（惟
た

だ聖
せい

と仁
じ ん

と） 

 聖子受命、（聖
せい

子
し

 命
めい

を受
う

ける） 

 如堯之初。（堯
ぎょう

の初
は じ

めの如
ご と

し） 

 神母詔之、（神
し ん

母
ぼ

 之
こ れ

に 詔
みことのり

す） 

 匪亟匪徐。（ 亟
すみやか

なるに匪
あ ら

ず 徐
おもむろ

なるに匪
あ ら

ず） 

 聖神無心、（聖
せい

神
し ん

 心
こころ

無
な

し） 

 孰左右之。（孰
だ

れか之
こ れ

を左
さ

右
ゆ う

する） 

 民自択相、（民
たみ

自
みずか

ら相
しょう

を択
え ら

び） 

 我興授之。（我
われ

 興
お こ

りて之
こ れ

に授
さ ず

く） 

 其相惟何、（其
そ

の相
しょう

は惟
こ

れ何
なん

ぞ） 

 太師温公。（太
た い

師
し

温
おん

公
こ う

） 

 公来自西、（公
こ う

 西
に し

自
よ

り来
き

たる） 

 一馬二童。（一
いち

馬
ば

二
に

童
ど う

） 

 万人環之、（万
ばん

人
にん

 之
こ れ

を環
め ぐ

る） 

 如渇赴泉。（渇
かつ

の泉
せん

に赴
おもむ

くが如
ご と

し） 
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 孰不見公、（孰
だ

か公
こ う

を見
み

ざらん） 

 莫如我先。（我
わ

が先
さ き

に如
し

くは莫
な

し） 

 二聖忘己、（二
に

聖
せい

 己
おのれ

を忘
わす

れ） 

 惟公是式。（惟
こ

れ公
こ う

に是
こ

れ式
の っ

とる） 

 公亦無我、（公
こ う

も亦
ま た

我
われ

無
な

く） 

 惟民是度。（惟
こ

れ民
たみ

を是
こ

れ度
はか

る） 

 民曰楽哉、（民
たみ

曰
いわ

く「楽
た の

しいかな） 

 既相司馬。（既
すで

に司
し

馬
ば

を相
しょう

とす） 

 爾賈於途、（爾
なんじ

は途
みち

に 賈
あきない

せよ） 

 我耕於野。（我
われ

は野
の

に耕
たがや

さん」） 

 士曰時哉、（士
し

曰
いわ

く「時
と き

なるかな） 

 既用君実。（既
すで

に君
く ん

実
じ つ

を用
も ち

う） 

 我後子先、（我
われ

は後
お く

れん子
し

は先
さ き

んぜよ） 

 時不可失。（時
と き

 失
うしな

う可
べか

からず」） 

 公如麟凰、（公
こ う

は麟
り ん

凰
ほ う

の如
ご と

く） 

 不鷙不搏。（鷙
し

せず搏
は く

せず） 

 羽毛畢朝、（羽
う

毛
も う

 畢
ことごと

く朝
ちょう

し） 

 雄狡率服。（雄
ゆ う

狡
こ う

 率
ひ き

い服
ふ く

す） 

 為政一年、（ 政
まつりごと

を為
な

す一
いち

年
ねん

） 

 疾病半之。（疾
し っ

病
ぺい

之
こ れ

に半
なか

ばす） 
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 功則多矣、（功
こ う

は則
すなわ

ち多
おお

く） 

 百年之思。（百
ひゃく

年
ねん

の思
お も

いあり） 

 知公於異、（公
こ う

を異
い

に知
し

り） 

 識公於微。（公
こ う

を微
び

に識
し

る） 

 匪公之思、（公
こ う

を之
こ

れ思
お も

うに匪
あ ら

ず） 

 神考是懐。（神
し ん

考
こ う

を是
こ

れ懐
お も

う） 

 天子万年、（天
て ん

子
し

 万
ま ん

年
ねん

） 

 四夷来同。（四
し

夷
い

来
き

たり同
ど う

ず） 

 薦於清廟、（清
せい

廟
びょう

に薦
すす

む） 

 神考之功。（神
し ん

考
こ う

の功
こ う

） 

（（1）終わりの詩の読み下しは笹川種郎訳註『国訳唐宋八家文』（1920年）に依拠した。

古めかしい四言詩で神道碑に重々しさを加えたもので、意味は気にせずに眺めていた

だきたい。（2）司
し

馬
ば

光
こう

は王
おう

安
あん

石
せき

が立案した新法を全て廃止する方針を執り、それに対し

て蘇軾はしばしば異なる意見を述べ、司馬光が不快感を露わにしたこともあり、蘇軾は

地方官として外に出ることを願い出たりもした。しかし、この「神道碑」では司馬光に

最高の賛辞を贈っている。（3）余論ながら、「四方の諸民族は頭を下げて中国に指示を

仰ぐようになった」とあるのは、いわゆる中華意識が露骨に出た過大な自国礼賛の虚言

である。この文章の性格として、司馬光および宋朝を賞揚することが求められているの

で、このようにならざるを得ない面もあるのだが、蘇軾にしても時代の偏見から免れる

ことができかったのは事実である。当時の宋国を巡る国際情勢を先入観なしに眺める
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なら、どこの国において「中国に指示を仰ぐ」といったことはなかった。遼
りょう

、西
せい

夏
か

、

羌
きょう

といった国々との多国間関係のバランスの中で、むしろ宋にとっては不利な条約を

結ぶことによって、唐代よりもかなり縮小した領土を保っていられたのだった。ただ文

化的には宋は圧倒的な先進国で、日本も含めて宋から懸命に学ぼうと努めていたので、

その点では「四方の諸民族は頭を下げて」という言い方をしてもおかしくはないのだろ

う） 

（司
し

馬
ば

光
こう

という求心力を働かせることのできる人がいればこそ、蘇軾のように異論を

唱える者も内に含めて保守派はまとまりを保っていられた。しかし、司馬光が亡くなっ

た途端、保守派内に亀裂が生じた。その一因となったとされる一つのエピソードが伝え

られている。いろいろな書物にいろいろに書かれているが、ここでは、これまでにも何

度か見てきた『邵
しょう

氏
し

聞
ぶん

見
けん

後
こう

録
ろく

』（邵
しょう

博
はく

著）の記事を引用しておこう。 

 

司
し

馬
ば

光
こ う

が宰相の位に就いたまま亡くなったときに、程
てい

頤
い

が葬儀を取り仕切り、もっぱら 古
いにしえ

の礼法に基づいて行おうとした。折しも宮中の明
めい

堂
ど う

で式典があったので官僚はそれに参加

し、蘇軾はその後で司馬光の家に弔問に出かけた。 

すると、程頤が引き留めて、 

「あなたはお目出度い式典に参加されました。孔
こ う

子
し

は『哭
こ く

すればすなわち歌わず』（悲しみ

と喜びは両立しない）とおっしゃったではありませんか。ここから中に入ってはなりません」 

と、言った。 

蘇軾は顧みることなく入り、程頤にこう言った。 
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「『論
ろ ん

語
ご

』
」

に『哭すればすなわち歌わず』とあるのは聞いています。しかし、『歌えばすなわち

哭さずとは聞いておりません」 

程頤は反論できなかった。 

（程
てい

頤
い

は兄の程
てい

顥
こう

とともに、宋代の儒学研究の礎を築いた大学者。それを基盤として、

後に朱
しゅ

熹
き

がいわゆる朱子学を樹立する。程頤は官職には就かずに学問に専念していた

のだが、司馬光の推薦で哲
てつ

宗
そう

皇帝の家庭教師となった。程頤は極度に厳格かつ非妥協的

な性格で、融通無碍なところのある蘇軾とはもともとそりが合わなかった。程頤は、黄

州に流されている蘇軾の羽目をはずした振る舞いを耳にしてはなはだ憤慨していた（第

6章376ページ）ように、とにかく蘇軾のすることは気に食わなかったようだ。程頤が司

馬光の葬儀を遠い昔の礼法通りに厳粛に行おうとしていたところへ、蘇軾が大勢の人々

を引き連れて、たぶんがやがやと弔問に訪れたので、むっとなって、『論
ろん

語
ご

』の言葉を

引いて、「音楽が演奏されるような晴れやかな儀式に参加した後で弔問にくるのはけし

からん」と難癖を付けた。それに対して、「『論語』にあるのは、（人情の自然な流れと

して）悲しみのあまり泣いた後で歌って楽しむことはできないと言っているのであっ

て、その逆ではない」と蘇軾が即座に応じたの、程頤は次の言葉に詰まり、悔しい思い

をした。さらに、ある書物によれは、蘇軾は「田舎教師がごちゃごちゃうるさいことを

言う」というような意味の下品なことをつぶやき、それを耳にした程頤は非常な恨みを

抱いたという。このあたりのエピソードの真偽のほどは必ずしも明らかではないが、蘇

軾が当意即妙の皮肉交じりの言辞を吐いてしまうことはよくあり、それが後々までも

尾を引くこともあった。かくて、司馬光の死後、保守派は程頤等の保守反動派と、蘇軾
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等の革新的保守派と、そのどちらにも属さない一派の三つに分裂してしまうのだった） 

 

■題王晋卿詩後 

王
おう

詵
しん

（字
あざな

は晋
しん

卿
けい

）の詩の後ろに記した短文。王詵については本章59ペー

ジで見ている。 

 

王
お う

詵
し ん

に私の罪の累が及び、私が黄
こ う

州に謫居となったとき、王詵は武
ぶ

当
と う

郡に流さ

れた。飢寒に迫られて困窮するのは、もとより書生（士
し

大
た い

夫
ふ

）には常にあることで、私

自身はそれをよしとしてくよくよすることはなかったが、王詵が貴公子でありながらこの

憂患に患わされたことを非常に心配した。しかし、王詵は正しさを失うことなく、詩詞

はますます工
た く

みになり、超然として世の外にあって楽しむようになった。 

孔
こ う

子
し

は言った。 

「不
ふ

仁
じ ん

の者は久しく約
や く

（窮乏）するところにいることはできないし、久しく楽しむところに

いることもできない」 

この言葉は王詵とは真逆のことを言ったのであろう。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年九月八日。 

（この短文では『論語』の一節を引いて王
おう

詵
しん

を褒めている。手放しで賞賛したというよ

りは、かくあるべしとの激励の文なのだろう。王詵は地方官に任命されたもののそれを

受けずに都に居続けたようだ） 
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■自題臨文与可画竹 

9月12日、蘇軾は翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

知
ち

制
せい

誥
こう

に任命された。翰林学士というのは皇

帝のブレーン集団の中でも特に将来を嘱望される優秀な人が任用される

ポストで、多くの者が大臣、宰相へと昇ることになる。栄えある新しい職

務に就いて1カ月ほど経ったころ、文
ぶん

同
どう

（字
あざな

は与
よ

可
か

）（第7章235ページな

ど）の竹の画を見てこの詩を詠んだ。 

 

文
ぶ ん

同
ど う

先生の内面で清らかな興趣が湧き出すと、 

筆が縦横に動き、 

あたかも鳳
おおとり

が舞い飛ぶかのようになる。 

文同先生は言う、 

「君（蘇軾）の風雅な心を借りて篔
う ん

簹
と う

谷
こ く

の竹を写してみたのだよ」 

その画がここに留まって、 

詩人（蘇軾）に吟
ぎ ん

諷
ぷ う

を発せしめるのである。 

（文同は篔
うん

簹
とう

谷
こく

の竹を好み、画に描き、詩にも詠み、それに応じて蘇軾が詩を詠んだこ

とは第5 章109 ページなどで見ている。画師は亡くなっても画はそのままにある。そ

こに微妙な違和感があって、この詩が生まれたという解釈で訳してみた） 

（蘇軾が就いた翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

知
ち

制
せい

誥
こう

の職は、皇帝に代わって各種の詔勅の原稿を書くこと

を求められる。中国の官僚政治は徹底した文書主義であったから、皇帝は常に大量の文

書を発しなければならず、従って知制誥はなかなかに多忙である。蘇軾がそれをどのよ
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うに務めたのか、興味深いエピソードが伝えられている。ただし、それを記録して後世

に伝えたのは周
しゅう

密
みつ

の随筆『斉
せい

東
とう

野
や

語
ご

』で、子お書名は「片田舎のよた噺」という意味

の成句で、しかも周密は蘇軾より 200 年後れて生まれた人であるから、真実であると

の保証はない。ただし、周密は宋末期の代表的な知識人であるから、少なくとも当時は

事実であるとして語り継がれていたことを記録したのだろう。 

 

洪
こ う

邁
まい

が翰
かん

林
り ん

学
が く

士
し

であったときのこと。ある日、詔勅の執筆に当たって、朝早くから夕方まで

におよそ二十余篇を書いた。仕事が終わり、庭に出て歩くと、老人が花のもとで日向ぼっこ

をしていた。 

誰かと問うと、老人は、 

「開
かい

封
ほ う

の者で、代々翰林院の小間使いをし、いま八十歳を超えました。幼いころに、元
げん

祐
ゆ う

年間のもろもろの学士様のお姿を拝見しました。いまは孫がここで御用を勤め、こうして老い

の日々を過ごしております」 

と、言い、そして、 

「聞くところでは、近頃は書類がはなはだ多くなりまして、学士様もさぞ御苦労をなさっておら

れましょう」 

と、言ったので、洪邁は喜んで、 

「そうなのだよ。今日は二十篇以上も書かなければならなかった。しかし、もうすでに全部終

わったのだ」 

老人は感心して言った。 
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「学士様は目から鼻に抜けるお方、二十篇ありましても、学士様にとってはそれほど多くはな

いのでございましょう」 

洪邁は誇らしげに、 

「蘇
そ

学士（蘇軾）だって、たぶんこれほど速くはなかったと想うぞ」 

老人はうなずき、 

「さようでございますなあ。蘇学士様もお速くはありましたけれど、そこまでではございませんで

した。ただし、決して書物を調べたりはなさいませんでした」 

洪邁は顔を赤らめ、自分の失言を恥じた。 

その後、客人に向かってこの話をし、 

「人間は自慢してはならない。このときは本当に穴があったら入りたかった」 

と言った。 

（（1）洪
こう

邁
まい

は蘇軾よりも 100 年ほど後の人で、非常に博識で、『容
よう

斎
さい

随
ずい

筆
ひつ

』『夷
い

堅
けん

志
し

』

といった巨大な著作物を遺した。南宋の朝廷に仕え、そのときの都は臨
りん

安
あん

（杭
こう

州）にあ

った。それで老人は開
かい

封
ほう

の人間だと言って、北宋の朝廷に仕えていたことを明かしたの

である。老人が80歳をかなり超えていれば、年代的にぎりぎり嘘ではない範囲におさ

まる。（2）詔勅は、その内容にあった古典を縦横に引用し、含蓄ある堂々の文章に仕立

てる必要があり、洪邁といえどもあれこれ書物をひっくり返して調べなければ書くこ

とができなかった。蘇軾は、詔勅であれ詩であれ、古典からぴったりの故事を引いてく

るのはお手のもので、書物を参照することなく正確に引用するのはまさに神業であっ

た） 
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■送賈訥倅眉二首 

蘇軾の故郷は蜀
しょく

の眉
び

州である。賈
か

訥
とつ

という人が眉州の副知事として赴任

することになり、この送別の詩を贈った。 

 

  其の一 

かの年に私は蜀
し ょ く

の地に空しく入ることを嘆いた。 

あれから峨
が

眉
び

山
さ ん

を見ることはなく、 

再び帰るのはいつであろうか。 

遥か遠くにいても知るのは、 

質素な衣服で赴任してくる貴君を歓迎する歌を童子たちが歌い、 

李
り

知事が先祖を敬ってよくその地を治めているということ。 

貴君は道すがら鹿
ろ く

頭
と う

関
か ん

に昇って、都の方へと飛ぶ雁に逢うであろうか。 

人
じ ん

日
じ つ

の節（一月七日）に、眉州の人々は町の東に出て蟆
ば く

頤
い

山
ざ ん

に遊ぶのだが、 

きっとそこには私が見た梅がまだあるだろう。 

その昔、王
お う

褒
ほ う

は詩を歌って才能をある人を募ったというけれど、 

私は老いてもうそのようなこともできないので、 

王褒の子の王
お う

淵
え ん

に比すべき貴君のような人を求めるのである。 

（（1）「かの年に蜀に帰った」とあるのは、父の喪に服して帰郷したことをいう。喪が

明けて上京してからすでに18年、蘇軾は一度も帰っていない。（2）終わりの部分の王
おう
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褒
ほう

云々は、昔の著名人を引いて賈
か

訥
とつ

のような優秀な後輩に期待したいとの思いを述べ

たもので、王褒についての解説は特にいらないだろう） 

 

  其の二 

我が父の墓所は蟆
ば く

頤
い

山
ざ ん

の東二十余里の老
ろ う

翁
お う

泉
せ ん

。 

王
お う

淵
え ん

のような貴君がそこに行ってくれるのなら、 

私が植えた三万本の松が青々と繁っているのを見るであろう。 

眉
び

州の父老はこの詩を見て私がまだ生きていることを知り、 

貴君のために水に臨む部屋を開いて招き入れてくれることだろう。 

そこから見てほしいのは、 

松の一本一本がまるで竜のように活き活きとしているありさま。 

そして聴いてほしいのは、 

蕭
し ょ う

蕭
し ょ う

と降る雨の哀しげな音。 

昔、召
し ょ う

公
こ う

を慕った民は、かつて召公が雨宿りした甘
か ん

棠
ど う

の木を切らなかったという。 

それと同じく、眉州の人々は我が父の墓所の松を切らずに、 

いつか我が父が蒼
そ う

髯
ぜ ん

白
は く

髪
は つ

の姿で帰ってくるのを待っているのである。 

（（1）蘇軾が父母の墓所に松を植えたことは第3章77ページや第5章35ページなど

で見ている。（2）召
しょう

公
こう

は周の時代に伝説的な賢者。立派な君主を後々まで慕うことを

意味する「甘
かん

棠
とう

之
の

愛
あい

」という成句がある） 

 



第8章 栄光と失意 

第 8 章：84 
 

■送程建用 

これも故郷眉
び

州に関わる詩。眉州の人の程
てい

建
けん

用
よう

は、かつて蘇軾の父と交流

があり、科挙に合格して長らく官職にあった。このたび職を退いて帰郷す

ることになり、その送別の詩。 

（程
てい

建
けん

用
よう

は蘇軾の母の程
てい

氏と同族なのだろうが、詳しいことはわからない） 

 

先生（程
てい

建
けん

用
よ う

）は元来舌
ぜ つ

耕
こ う

の士（言論に生きる士）、 

文章を作るなら、千頃
け い

の湖のようにその言説は広がってゆく。 

ところが、先生の倉の方はいまは空っぽ、 

苕穎
のうぜんかずら

の花が自ずと開く（子孫の繁栄）のを待っている。 

この十年、世の中は新説（王
お う

安
あん

石
せ き

が経典の解釈を自説で統一したこと）に苦しみ、 

児女は影のような拠り所のないものを捕えようとしてきた。 

垣根を崩してわざわざ雑草だらけにし、 

穀物のよい苗を誰も顧みなくなってしまった。 

父に孝行を尽くす心は虚しく放り出され、 

母を大切にする人は冷え冷えとした部屋で嘆息するばかりとなった。 

昔は、履
く つ

を織り、薪を采って、子を導いた母がいて、 

辛勤して一つの道を守り、いかなる御馳走よりも真心から捧げる水がまさるとした子

がいた。 

今年聞くことになったのは、 
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過ちを廃し、正しきを起こすということ、 

『春
しゅん

秋
じ ゅ う

』もまたかつての光を取り戻すこととなった。 

ここに先生は官職を改め、馬を飾って帰路に就く。 

帰郷して晴れ晴れと笑うなら、 

さっと襟のあたりを爽やかな風が撫ぜるであろう。 

必ず都から金の花をあしらった詔書が届き、 

名誉官職が授けられるであろう。 

天は我らを欺くことはなく、 

先生の寿命は亀や鶴のように永く続くのだ。 

（王
おう

安
あん

石
せき

が独自の解釈で経典の読み方を統一しようとしたことは本章51ページで、王

安石が「官報の切れ端のようなものだ」と断じた『春
しゅん

秋
じゅう

』を再び太
たい

学
がく

で講義するよう

になったことは本章54ページで見ている） 

 

■次韻李修孺留別二首 

やはり蜀
しょく

の人である李
り

修
しゅう

孺
じゅ

が帰ることになり、その送別の詩。李修孺が

どのような人であるのかわかっていない。 

 

  其の一 

私は十年流落の歳月を過ごし、 

帰郷するとは、敢えて口から出して言わないようにしていた。 
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ただ、江湖の魚や鳥が私の心を知っているのだった。 

思いがけず、雲や霧が掃われて晴天が現れ、 

人々は白髪の老人を呼び集めてこの先の安危を託すこととなった。 

貴君の風流はまことに我らの先導として仰ぐべきで、 

時代を済
す く

う人物としてかねてから人々の記憶に刻まれていた。 

私は何としてでも貴君を都に留めたく思う。 

孔
こ う

子
し

が賢者を希求する詩を歌ったように、 

誰かこの方を讃える詩を作ってくれないだろうか。 

 

  其の二 

この人生において、何度別れの袖を振ればよいのか。 

私は夢の中で、いまも黄
こ う

州にあるかと疑うことがある、 

この老いを託す山はどこにもなく、 

一緒にいてくれるのは明るい月だけ…… 

窮迫のときも栄達のときも、家を思う意
こころ

は同じ、 

衰病のなかで人を見送るのは堪え難く悲しい。 

さあ行くがよい、 

劍
け ん

南
な ん

（成
せい

都
と

）への帰路には、 

孝婦がいたことで知られる姜
き ょ う

師
し

鎮
ち ん

がある、 

その孝婦が母に差し上げた魚を、 
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故郷の水で煮て食べるのがよろしかろう。 

（最後の部分は、子や孫に囲まれて平穏な余生を過ごすことを言うのだろう） 

 

■次韻黃魯直赤目 

これまでに何度かその名を見た黄
こう

庭
てい

堅
けん

（字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

）（第6章375ページなど）

がこの年の始めに都に来た。黄庭堅が蘇軾の門下生を自任する一方で、蘇

軾は黄庭堅を友人として遇し、たびたび詩を贈答し合ってきた。意外なこ

とに、実際に会うのはこのときが初めだったようだ。さらに意外なことに、

都において初めて黄庭堅と詩を和したのは、この年も終わろうとするこ

ろのこの詩だったようだ。赤目を患ったことを詠んだ黄庭堅の詩に蘇軾

が次韻した。 

 

詩を誦ずる者は、誰もが孔
こ う

子
し

の弟子の子
し

夏
か

を見習わずにはいられない、 

子夏が『詩
し

経
き ょ う

』の序文を書いたからだ。 

子夏は子を喪った悲しみのあまり失明したというけれど、 

貴君は目を患うことまでも子夏に学ぼうとしたのか。 

歴史を記述する者は、誰もが孔子が讃えた左
さ

丘
きゅう

明
め い

を見習うべきである、 

左丘明が立派な歴史書を作ったからだ。 

左丘明は失明してもなお史書を書き継いだというのだから、 

いま史官の任にある貴君は左丘明を学ぶのがよいだろう。 
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天
て ん

公
こ う

（天の擬人化）は悪ふざけを好んで人に辛い運命を授けるのか、 

優れた人々の明るい珠
た ま

（眼）に幻の醫
か げ

を生じさせたりもする。 

頼りとなるのは、 

このところずっと貴君が魚や肉を斥けて食べずにいること、 

それに、わずか一つの燈火も、百の燈光、千の燈光に等しいという仏教の真理を

貴君が得ていることだ。 

蠅の頭のような小さな文字がまだまだ書けるのなら、 

郷里に帰ることを願い出る 表
ささげぶみ

を書いて差し出すのも悪くはないだろう。 

（（1）黄
こう

庭
てい

堅
けん

と親しい間柄であることから、失明という最悪の事態をも想定して、孔
こう

子
し

に関連した故事を引いて励ましの言葉を与えたのだろう。（2）蘇軾自身も赤目を患った

ことは第6 章 354 ページで見ている。その経験を踏まえて、魚や肉を食べることが目

によくないというアドバイスをしている） 

 

■書黄泥坂詞後 

黄
こう

州の臨
りん

皐
こう

亭
てい

から東の坡
おか

に行く途中に黄
こう

泥
でい

坂
はん

という坂があり、その坂を

詠んだ「黄
こう

泥
でい

坂
はん

の詞」を第6 章349 ページで見た。その詩の顛末を記し

た短文。 

 

私は黄
こ う

州にいたとき、大いに酔って「黄
こ う

泥
で い

坂
は ん

の詞」を作った。子供らがそれを草稿

の束の中に納め、酔いから醒めた後でまた見ることはなかった。 
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昨夜、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

、張
ち ょ う

耒
ら い

、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

が我が家に集まった。三客は机案
つ く え

をひっくり返したり、

篋笥
は こ

をひっかきまわしたりしたあげく、たまたまその草稿を得た。字の半分は読むこと

ができなかったが、意味から推測して、その全貌をまた得た。 

張耒は非常に喜び、自分で写したものを一つ作って私に遺し、元本を持ち去った。 

その明くる日、王
お う

詵
し ん

からの手紙を得たところ、 

「私は毎日毎日飽くことなく先生の書を買い集めています。近ごろ三匹の絹で先

生の二枚の書と交換しました。最近先生がお書きになったものがありましたら、

少々恵んでいただけませんでしょうか。そうすることで、私の手元にある絹がどんど

んなくなってしまうのを止めてほしいのです」 

とあったので、澄
ち ょ う

心
し ん

堂
ど う

紙
し

を用い、李
り

承
し ょ う

晏
あ ん

の墨でこの詞を書いて王詵に遺
お く

るもので

ある。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十一月二十一日。 

（（1）この短文は、王
おう

詵
しん

のために「黃
こう

泥
でい

坂
はん

の詞」を書き、その後書きとして添えたもの

である。（2）蘇軾を師と仰ぐ門下生はたくさんいたが、その中で最も優秀であったとさ

れるいわゆる「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」のうち黄
こう

庭
てい

堅
けん

、張
ちょう

耒
らい

、晁
ちょう

補
ほ

之
し

の3人が集まり、蘇軾が書

き散らかしたものをあちこち漁ったとあるのは、厳格な師弟関係ではなく、気の置けな

い友人のような仲であったのだろう。「学士」とあるのは、いずれも皇帝のブレーンで

ある館職（学士院のメンバー）を授けられたからで、特にこの年は、次の詩で見るよう

に蘇軾が学士の選考に関わり、張耒と晁補之が館職を授かっている。（3）王詵は貴公子

（本章61ページなど）で、蘇軾の書を買い集めるだけの財力があった。絹3匹で蘇軾の
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書2枚を得たとあるが、それはどれくらいの価格だったのだろうか。程民生『宋代物価

研究』人民出版社（2008年）によると、宋朝は絹1匹＝銅銭1貫（1000文）を基準と

して物価を安定させようとしていたが、次第に物価が上昇して、哲
てつ

宗
そう

皇帝の頃は絹1匹

が銅銭1貫300 文程度であったという。一方で、同じころに1人の人間が最低の生活

を維持するには1日に20文を必要としたという試算がある。とすると、20文が5000

円に相当すると考えても極端な誤りにはならないであろう。ならば、絹1匹は約32万

5000円となり、蘇軾の書は1枚48万7500円ということになる。王詵にとっては買え

る価格帯であっても、数多く集めるのは厳しいということなのだろう。ついでながら、

蘇軾の詩に、ある人が高級な硯を40貫で買ったという記述があり、ここでの計算では

200日分の最低の生活費、約100万円ということになる。（4）最後にある「澄
ちょう

心
しん

堂
どう

紙
し

」

は南唐時代から作られるようになった上質の紙。李
り

承
しょう

晏
あん

は宋代前期の著名な墨工であ

る。このころ蘇軾は都の高官であったから、このような高級品も使えたのだろう） 

 

■武昌西山 

11 月、蘇軾は学士院（皇帝所属のブレーン集団）に新たに加えるメンバーを

選抜する試験の委員となり、同じ役に就いた鄧
とう

潤
じゅん

甫
ほ

（字
あざな

は聖
せい

求
きゅう

）とこの

詩を詠み合った。序文がある。 

 

翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

承
し ょ う

旨
し

の鄧
と う

潤
じゅん

甫
ほ

は、嘉
か

祐
ゆ う

年間（二十数年前）に武
ぶ

昌
し ょ う

知事となり、いつも寒
か ん

溪
け い

、西
せ い

山
ざ ん

に遊んだ。山中には今でもこのことを言い伝える者がいる。私は黄
こ う

州に
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謫居となり、武昌をいつも向こうに望み、しばしば寒溪、西山の間を往来した。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十一月二十九日、私は学士院の試験官となり、鄧潤甫とともに玉
ぎ ょ く

堂
ど う

で

宿直し、たまたま昔話をした。鄧潤甫はかつて「元
げ ん

次
じ

山
ざ ん

の窪
お う

樽
そ ん

の銘
め い

」を作り、西山

の岩にそれを刻んだと言った。そこでこの詩を作り、鄧潤甫に和するよう求めた。武

昌に我等の二詩を送って、先の銘の脇に刻ませようと思う。 

（（1）黄
こう

州の対岸に武
ぶ

昌
しょう

があり、蘇軾がその西
せい

山
ざん

にしばしば遊んだことは、第6章78

ページの詩などで見ている。（2）唐
とう

の時代の元
げん

結
けつ

（字
あざな

は次
じ

山
ざん

）は西山に遊び、窪んだ

石を杯として酒を飲んだ。鄧
とう

潤
じゅん

甫
ほ

の「元次山の窪
おう

樽
そん

の銘」はそのことを記したもので

ある） 

 

憶い出す―― 

春の長
ち ょ う

江
こ う

に漲るのは漉した葡萄の酒、 

誰が栽
う

えたのか武
ぶ

昌
し ょ う

の官道の柳、 

私は、樊
は ん

口
こ う

から春の酒を携え、歩いて西
せ い

山
ざ ん

の野の梅を尋ねた、 

西山を上り始めて十五里、 

両
り ょ う

腋
わ き

の風に乗って険しい頂へと飛んだ、 

共に遊ぶ者は疲れ果てて九
きゅう

曲
き ょ く

嶺
れ い

で倒れ伏したが、 

私は独り衣を褰
か か

げて呉
ご

王
お う

台
だ い

に至った、 

北を望み、中
ちゅう

原
げ ん

（中国の中心地）はどこかと見たのだが、 

あるのは夕陽が落ち行くなかの黄色い埃だけだった、 
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解
か い

剣
け ん

亭
て い

の前の路へと帰り来ると、 

蒼い崖は、雲の波のうずくまるなかに半ば埋もれていた、 

かつて唐の浪
ろ う

翁
お う

（元
げん

結
けつ

の号）が、石を杯として酔ったという場所はなおあっても、 

その古い意
こころ

を嗣
つ

ぐ者はもはや誰もいないだろうと思っていると、 

山の隈
く ま

に公
こ う

（鄧
と う

潤
じゅん

甫
ほ

）の妙語が留められていた、 

好事の者は、その碑が覆われてしまわないよう草や棘を除き、 

ゆかりの蒼い苔が野火に焼かれてしまわないかといつも恐れていた、 

そのとき、公に会ってみたいと思っても見ることはできなかった―― 

まさか、金
き ん

鑾
ら ん

殿
で ん

（仙宮＝皇居）に向かうここ玉
ぎ ょ く

堂
ど う

で、 

白髪頭を並べて夜直をし、 

蝋燭が短くなってゆくのを臥してともに眺めようとは。 

暁の夢に、長江のほとりにいると見て、 

春の雷のように鳴る銅
ど う

環
か ん

、玉
ぎ ょ く

鎖
さ

の音（宮中の建物を開く音）に驚かされる。 

山中にあるべき我等は帳
とばり

の内で空しく目覚め、 

山の猿や鶴は我等がいないのを怨んでいるだろう。 

江
か わ

や湖は水が増えて鴻
おおとり

や雁が渡り来る季節、 

せめて公よ、詩を作って武昌の父老に寄せようではないか。 

その詩は万
ば ん

壑
が く

の松風の哀しい響きと和すであろう。 

（（1）冒頭で長
ちょう

江
こう

の水を葡萄酒に見立てているが、同じことを黄州で作った詞でも詠

んでいた（第6章97ページ）。（2）樊
はん

口
こう

は武
ぶ

昌
しょう

側にある長江の渡し場で、潘
はん

一家の営む
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酒店があった。そこで酒を誂えて西
せい

山
ざん

に登ったのだろう。（3）この詩には鄧
とう

潤
じゅん

甫
ほ

だけ

でなく30人余りが和し、それらに応じて蘇軾もまた和したのだが、その詩はひどく理

屈っぽいのでここでは訳さない。こうした詩のやりとりによって武昌の西山は一躍有

名になった。（4）学士院の新メンバーを選抜する試験の結果は 12 月7 日に発表され、

「蘇
そ

門
もん

六
ろく

学
がく

士
し

」の張
ちょう

耒
らい

と晁
ちょう

補
ほ

之
し

を含む13人が選ばれた。これは蘇軾が当時の知識人

の頂点に立つことを示すような出来事であったのだが、目立った活躍をすれば嫉妬や

憎しみを呼ぶもので、学士院の選抜試験の問題には神
しん

宗
そう

皇帝や仁
じん

宗
そう

皇帝を誹謗する意

図が隠されたとして、蘇軾を非難する声が俄かに沸き起こった。その先鋒となったのが

先に名を挙げた朱
しゅ

光
こう

庭
てい

であった（本章45ページ）。朱光庭は程
てい

頤
い

（本章76ページ）の弟子

で、師匠が恥をかかされた仇をとってやろうと激しく蘇軾を攻撃した。すぐに蘇軾は弁

明し、高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

はそれに理があるとして不問に付すとしたのだが、その後もしばらく

尾を引くのだった） 

 

■書狄武襄事 

宋朝は文官を武官の上に置いて文民統制を徹底したために、歴代の王朝

の中でも軍事的に特に弱体で、名のある武将はほとんど出なかった。例外

は狄
てき

青
せい

で、一介の兵士から目覚ましい軍功によって枢
すう

密
みつ

使
し

（国防大臣）にま

で昇り、死後は武
ぶ

襄
じょう

公
こう

の諡
おくりな

を皇帝から賜った。これは狄青の若い日ので

きごとを記録した短文。 
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武
ぶ

襄
じ ょ う

公
こ う

（狄
て き

青
せ い

）はもとは農家の子であった。十六歳のときに、兄の狄
て き

素
そ

が、姓名は

わからないが同じ村の鉄
て つ

羅
ら

漢
か ん

と号する者と水辺で喧嘩をし、兄はその男を溺死さ

せた。村の自警団が狄素を捕縛しようとしたときに、武襄公はたまたま畑に食事を

届けようとしていてその様子を見た。 

武襄公は言った、 

「鉄羅漢を殺したのは僕です」 

人々は狄素を釈放して武襄公を縛った。 

武襄公は言った、 

「僕は死から逃れようとは思いません。ただ、僕は鉄羅漢を救うことができます。生

き返らせたいのです。もし僕をどうしても死罪にするのなら、その後で縛っても遅くは

ありません」 

人々はそれに従った。 

武襄公は黙って神に誓った。 

「もしも僕が貴人になるのなら、鉄羅漢を蘇らせてください」 

そして、屍
しかばね

を挙げ、数斗の水を吐き出させると、鉄羅漢は生き返った。 

その後、このことを知る者はいなかった。武襄公が亡くなり、その子の狄
て き

諮
し

と狄
て き

詠
え い

が棺を護って故郷の西
さ い

河
が

に帰って葬ったときに、土地の父老がこのことを話した。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十二月五日、私は狄詠と同じ官舎に勤め、夜に話をしてこのことを聞い

た。 

眉
び

山
ざ ん

の蘇軾記す。 
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■狄詠石屏 

上の文にあった狄
てき

青
せい

の三男の狄
てき

詠
えい

（字
あざな

は子
し

雅
が

）が所蔵する石
せき

屏
びょう

を詠んだ

詩。石屏は屏風のような形状の石。欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が所蔵する石屏を、かつて蘇

軾は詩に詠んでいて（第 3 章119 ページ）、そこでは石屏にはもともと画が

描かれていたけれど長い歳月を経てほとんど消えてしまったという理解

のもとで訳したのだが、ここの詩では、石屏には画は描かれておらず、石

の表面の模様から画を想像していると解すべきであるので、もしかする

と欧陽脩の石屏もそういうものであったのかも知れない。 

 

霏
ひ

霏
ひ

として軽やかな素
し ろ

（雪）が点々と散りかかり、 

重なる陰
く ら

さの中に、渺
び ょう

渺
び ょう

とした光景が開ける。 

風に舞う花（雪）は紫
し

翠
す い

へと乱れかかり、雪の外に煙る林がある。 

近くの雪は勢いが盛んで、遠くの林は意
こころ

が殊に深い。 

たまたま無事の人（俗世に煩わされない人）が顎を支えてこの石に見入るなら、 

私の心を識
し

ってくれるであろう。 

 

■虢国夫人夜遊図 

『虢
かく

国
こく

夫
ふ

人
じん

游
ゆう

春
しゅん

図
ず

』という画が、現在、中国の遼
りょう

寧
ねい

省博物館にある。虢

国夫人は楊
よう

貴
き

妃
ひ

の3人の姉の1人で、同じ時代の画家の張
ちょう

萱
けん

が、馬上に
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乗る男装の麗人としてその姿を描き、その画が北
ほく

宋
そう

の皇室に伝えられ、北

宋の最後の皇帝である徽
き

宗
そう

が模写したのが現存する画であるという。 

一方、蘇軾は宋朝の高官である劉
りゅう

有
ゆう

方
ほう

が所蔵する『虢
かく

国
こく

夫
ふ

人
じん

夜
や

遊
ゆう

図
ず

』を

見て、劉有方の求めに応じてこの詩を詠んでいる。『夜遊図』も『游春図』

と同じく張萱が描いたものとされ、五代十国時代の南
なん

唐
とう

の皇室に伝えら

れ、後に宋朝の宰相を務めた妟
あん

殊
しゅ

の手に渡り、劉有方を経て徽宗の元に帰

したという。この詩の冒頭に「佳人自鞚玉花驄」（佳
か

人
じん

自
みずか

ら玉
ぎょく

花
か

驄
そう

（馬の名）

の鞚
こう

をとる）と、虢国夫人が馬の轡
くつわ

を手にしているありさまを詠んでいる

のは、現存する『游春図』の図柄（麗人たちが馬に跨って画面左から右へと歩み

行く）と一致するので、『游春図』の原画が『夜遊図』であったのかも知れ

ない。 

 

玄
げ ん

宗
そ う

皇帝の愛馬、玉
ぎ ょ く

花
か

驄
そ う

、 

佳人（虢
か く

国
こ く

夫
ふ

人
じ ん

）は自らその手綱を取る。 

走るありさまは、 

燕が竜にまたがって翻り飛ぶかのようである。 

金の鞭を挙げ、 

誰が最初に明
め い

光
こ う

宮
きゅう

（玄宗皇帝の宮殿）に入るかと道を争い、 

宝玉の付いた釵
かんざし

が落ちても気が付かない。 

宮中では、玉
ぎ ょ く

奴
ど

（楊
よ う

貴
き

妃
ひ

の小名という）が琴を奏し、 



自由訳 蘇東坡詩集抄 

第 8 章：97 
 

花
か

奴
ど

（女官の名）が羯
か っ

鼓
こ

（西方伝来の鼓）を叩くと、 

花が開き、柳の若葉が萌え出てくる。 

座中に待ち受ける秦
し ん

国
こ く

夫人（楊貴妃の姉）こそはまことに貴い人、 

そこに、馬を走らせて虢国夫人が現れ、 

塵一つ動かすことなく到着する。 

このときに居並んだ明
め い

眸
ぼ う

皓
こ う

歯
し

（美女の喩え）の誰をまた見ることができるのか、 

ただ丹
た ん

青
せ い

（画）の中に涙の痕を残すだけである。 

人間世界の出来事は、俯き仰ぎ見る間に、今がすでに昔となる。 

かつて、陳
ち ん

（南朝最後の王朝）の最後の皇帝に張
ち ょ う

麗
れ い

華
か

（宮女の名）が微笑みかけたと

きには、 

すでに隋
ず い

の猛将、韓
か ん

擒
き ん

虎
こ

が門外に迫っていた。 

かくて天下統一を成し遂げた隋の煬
よ う

帝
だ い

も、 

揚
よ う

州で遊宴に耽る間に臣下に殺害され、 

呉
ご

公
こ う

台
だ い

の下、雷
ら い

塘
と う

の路に葬られたのだった。 

（この詩の後半に詠まれている陳
ちん

朝
ちょう

の最後の皇帝の陳
ちん

叔
しゅく

宝
ほう

は一国の君主としては最

低であったが、それだけに皇帝という存在がいかに愚劣であるかということを徹頭徹

尾具現化した点である種の壮快感がある。すなわち、皇位にあったときは、国政を愚昧

な大臣に任せ、自身は張
ちょう

麗
れい

華
か

を始めとする美女たちとの遊びにうつつを抜かし、隋
ずい

に

攻め込まれて張麗華を殺され国を滅ぼされた後は、隋の皇帝の幇間
たいこもち

となって 15 年余

りのアル中生活を送った。蘇軾は陳叔宝や煬
よう

帝
だい

や玄
げん

宗
そう

皇帝のようになってはならない
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戒めとしてこの詩を作ったのだが、『游
ゆう

春
しゅん

図
ず

』を模写した徽
き

宗
そう

皇帝が数十年後に陳叔宝

とよく似た運命をたどることになるとは、むろん知る由もなかった） 

 

■如夢令二首 

黄
こう

州知事の楊
よう

寀
さい

（字
あざな

は君
くん

素
そ

）に送った詞。楊寀が徐
じょ

大
だい

受
じゅ

の後任として黄

州に来たことは第6章445ページで見ている。 

 

  其の一 

為向東坡伝語、（東の坡
おか

へ言伝
こ と づ て

してください） 

人在画堂深処。（かの人は皇城の奥深いところにいるのです） 

別後有誰来、（坡と別れてから誰が来たのでしょうか） 

雪圧小橋無路。（小さな橋は雪に埋もれてしまっていませんか） 

帰去、（帰り去
ゆ

こう） 

帰去、（帰り去こう） 

江上一犁春雨。（江
かわ

のほとりへ、春雨のもと、一本の犁
す き

） 

（都にあってあらぬ非難にさらされ、黄
こう

州の東の坡
おか

を耕す日々に戻りたいと、切に懐う

こともあったのだろう。いまは冬、すぐに帰れば春の耕作に間に合うであろう） 

 

  其の二 

手種堂前桃李、（私が植えた雪
せつ

堂
ど う

の前の桃李
ゆすらうめ

） 
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無限緑陰青子。（緑の蔭は無限に広がり、青い実がついたりしているでしょうか） 

簾外百舌児、（簾
すだれ

の外の百舌鳥
も ず

たちが） 

驚起五更春睡。（春の午後の眠りを驚かすのです） 

居士、（居
こ

士
じ

よ） 

居士。（居士よ） 

莫忘小橋流水。（忘れてはなりません、小さな橋の流れる水を） 

（蘇軾は東の坡
おか

の雪
せつ

堂
どう

の春を思い起こしている。その雪堂を蘇軾が去って86年後に訪

れた陸
りく

游
ゆう

の紀行文を第6 章489 ページで見たが、そこに「堂の真南に橋がかかってい

て、札に「小橋」と書いてある。「小橋 流水を忘るる莫
な

かれ」の句から名付けられたも

のである」とあったのは、この詞のことである。詞の終わりは、黄州の百舌鳥
も ず

が「居士

よ、居士よ、忘れるなかれ」と鳴いている声を、都にあって聞いているのである。それ

がすなわち、第一首で東の坡へ送った伝言に対する返事である） 

 

■和周正孺墜馬傷手 

元
げん

祐
ゆう

2（1087）年、蘇軾52歳。 

周
しゅう

尹
いん

（字
あざな

は正
せい

孺
じゅ

）が酔って馬から落ちて手を傷つけてしまったことを詩

に詠み、それに和した。周尹は成
せい

都
と

出身の官員。 

 

貴公は道
み ち

を学び、 

平生から完全な精神を有しているのであるからして、 
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酔って墜ちたからといって、 

子供のように自分のことを可哀そうに思ったりはしないし、 

そもそも内に守っているものが傷つけられたりするようなことはない。 

憂い顔であるのは、 

父母から与えられた身体を損なうのは最大の不孝であると思うからなのだろう。 

嘆く余り、中空に文字を書いた後では、 

新しい詩はもうさっぱりとしている。 

昔の人の文句ではないけれど、 

右手に酒杯、左手に蟹があれば言うことなしだ。 

貴君を落した馬を売り飛ばして酒代に換え、 

郷里の友人を呼び集めて新年を祝って大いに楽しもうではないか。 

（周
しゅう

尹
いん

とはこの後いくつかの詩のやりとりが続くが、さほど興趣を誘うものではない

ので省略する） 

 

■杜介送魚 

杜
と

介
かい

（字
あざな

は幾
き

先
せん

）が上京し、魚を贈ってくれた。その謝礼の詩。杜介は

揚
よう

州の平
へい

山
ざん

堂
どう

の近くに住む友人である（第7章93ページ）。 

 

新年には、お上から黄
こ う

封
ほ う

酒
し ゅ

を賜った。 

するとすぐに旧友が赬
て い

尾
び

魚
ぎ ょ

を分けてくれた。 
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狭い路地の奥にある門にも朝日が差し込み、 

小さな庭でも雪を除くと春の野菜も少しだけなら得られる。 

魚と聞いて、病みがちの妻も起き出して、 

銀の糸のように魚を刻んでくれた。 

子供らは喜び、 

昔の物語のように魚の中から手紙が出てくるのではないかと待ち受ける。 

酔うちに眼は朦
も う

朧
ろ う

としてきて、 

自分が帰る道はどこかにあるのかと尋ねると、 

夕暮れの雨がしとしと注ぐ松
し ょ う

江
こ う

の流れがぼんやりと見えてくる。 

（（1）「黄
こう

封
ほう

酒
しゅ

」は黄色い紙で封をした官製の酒。「赬
てい

尾
び

魚
ぎょ

」は赤い尾の魚。二つを並べ

るとちょうど対句になる。（2）終わりの部分は、上の詩と同じく、都から去ろうという

思いを懐いていることを詠んでいる。松
しょう

江
こう

は蘇
そ

州のあたりを流れる川。有名なその川

の名を借りて、常
じょう

州に用意した隠棲地をいうのであろう（第7章129ページ））。 

 

■送杜介帰揚州 

杜
と

介
かい

が揚
よう

州に帰るのを見送った詩。 

 

私も貴君も、 

再び都の門より入って、万事は空しいものだと知った。 

春風のもと、二人して川の流れを見つめる。 
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かつての同輩はいま幾人が残っているのか、 

目を皇城へと転じれば、ただ夢の中のようだ。 

山で薬草を摘むなら、薊
け い

先生（漢
かん

代の隠者）に逢うだろうし、 

寺で禪を問うなら、龐
ほ う

翁
お う

（唐
と う

代の禅僧）と知り合いになるだろう。 

そうだ、都から帰ろう―― 

近所の人々が笑って出迎えてくれ、 

馴染みの木立はさらに高く繁りゆくであろう。 

（杜介もかつては官員として都で仕事をしたことがあるが、いまは自由の身である） 

 

■題憩寂図詩 

蘇軾が杭
こう

州にいた間に親しくした者に劉
りゅう

瑾
きん

（字
あざな

は子
し

玉
ぎょく

）がいた（第 4 章

6ページなどで登場し、すでに故人）。劉瑾の息子は、蘇軾の伯父の蘇
そ

渙
かん

の娘（つ

まり蘇軾のいとこ）と結婚したということを先に記しておいたが、そのま

た息子が以下の文に記されている柳
りゅう

子
し

文
ぶん

（字は仲
ちゅう

遠
えん

）である。柳子文が

このとき都で何をしていたのかはわかっていないようだ。 

 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年正月十二日、蘇軾と李
り

公
こ う

麟
り ん

は柳
り ゅ う

子
し

文
ぶ ん

のために『松
し ょ う

石
せ き

図
ず

』を描いた。 

柳子文はさらに杜
と

甫
ほ

の詩から次の数句を取って、李公麟に画を求めた。 

  松根胡僧憩寂寞、（松の根もとで外国の僧が寂寞の内に憩うている） 

  龐眉皓首無住著。（長い眉、白髪の頭、それは住まうところのない僧である） 
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  偏袒右肩露双脚、（衣がはだけ、右肩と両の脚が露わになっている） 

  葉裹松子僧前落。（僧の前に、葉の裏から松ぼっくりがぽとりと落ちる） 

その画が『憩
け い

寂
せ き

図
ず

』で、それに蘇轍が詩を添えた。 

  東坡自作蒼蒼石、（兄は蒼い岩を描いて） 

  留取長松待伯時。（李公麟が松を描くのを待った） 

  只有両人嫌未足、（二人はそれでは満足できず） 

  兼收前世杜陵詩。（前世に杜
と

甫
ほ

であったときに詠んだ詩も画にした） 

そこで私はそれに次韻した。 

  東坡雖是湖州派、（私の画風を湖
こ

州派というようだが） 

  竹石風流各一時。（竹や石の風流は時に応じて変化するものだ） 

  前世画師今姓李、（前世も画師であった者の姓は李
り

） 

  不妨題作輞川詩。（王
お う

維
い

の詩こそ画にするのがよいだろう） 

文
ぶ ん

同
ど う

はかつてこのように言った。 

「私の墨竹の一派が近ごろは徐
じ ょ

州にいる。私の竹には及ばないとしても、石ならよ

り優れているようだ」 

この一つの公
こ う

案
あ ん

については、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

に一句吐いてもらわなければならないだろう。 

（（1）この後に黄
こう

庭
てい

堅
けん

による書き込みが続くのだが、訳者には意味が十分に取れないの

で、原文だけを掲げておく。「或言、子瞻不当目伯時為前身画師、流俗人不領、便是詩

病。伯時一丘一壑、不滅古人，誰当作此癡計。子瞻此語是真相知。魯直書」。（2）ここ

で画を描いた李
り

公
こう

麟
りん

（字
あざな

は伯
はく

時
じ

）は北宋を代表する画家で、その名は第7章151ペー
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ジですでに見ている。このとき都で官職に就いていて、蘇軾兄弟と親密な関係になり、

この後、頻繁に登場する。（3）竹を得意とした文
ぶん

同
どう

とその親友の蘇軾に始まる文人画の

流れを湖
こ

州派という。2人とも湖州に縁があったからだ。文同の言葉で「一派が徐
じょ

州に

いる」とあるのは、蘇軾が徐州知事であったときのことで、当時に都にいた文同は画を

求められると、「吾が一派が徐州にいるからそちらに頼むがよい」と言って断っていた。

（4）王維
お う い

は自分の前世は画師であったと言っていた。それで李公麟には杜
と

甫
ほ

より王維

の方がぴったりくると詩に詠んだのである） 

 

■与張太保安道 

ここまでのいくつかの詩文を見る限りでは、都にきて 2 度目の新年を迎

え以降、穏やかな日々を送っているかのようであるのだが、実際にはそう

ではなかった。昨年の12月に朱
しゅ

光
こう

庭
てい

が先鋒となって始まった蘇軾攻撃（本

章93ページ）は、年が改まってから傅
ふ

堯
ぎょう

兪
ゆ

、王
おう

巌
げん

叟
そう

といった人々が加わっ

てさらに激しさを増し、蘇軾は弁明に努めるとともに都の外に出ること

を朝廷に求めた。呂
りょ

陶
とう

や王
おう

覿
てき

等が蘇軾を守ろうと弁護すると、傅堯兪と王

巌叟は高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の前に出て蘇軾批判を繰り返した。朱光庭等の言い分

は我々から見たら言葉尻を捉えた言いがかりでしかないのだが、とにか

く蘇軾を追い落とすことが目的で、決して口を閉ざそうとしなかった。1

月の終わりに高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

は当事者である蘇軾、朱光庭、傅堯兪、王巌叟の

4人を呼び、副宰相の范
はん

純
じゅん

仁
じん

から、蘇軾に罪はなく、この問題はこれで終
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わりにせよと言い渡した。 

ここに見るのは、ちょうどこのころに張
ちょう

方
ほう

平
へい

に送った手紙。張方平はこ

れまでに何度も見てきたように蘇軾の大恩人でこのときは政界を引退し

て南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

にいた（第7章145ページ）。 

 

私は自分を俯仰
コントロール

するのが下手で、しばしば紛紛
ご た ご た

を引き起こしてまいりました。今回の

こともきっと詳しく聞かれておられることでありましょう。 

ここのところ地方を出ることを四度ほど願い出まして、門を閉ざしてお上の御指示を

お待ちすること二十日ばかりになります。 

文
ぶ ん

母
も

（太皇太后）様は英聖であられ、深く真実を御覧になっておられ、徳
と く

音
お と

が瑯
ろ う

然
ぜ ん

と発せられるや中外は聳
し ょ う

服
ふ く

し、あまねく御指示が行き渡り、諸公は燮和
や わ ら ぐ

のでありま

す。 

これまで物を申してきた数人の者はそのまま職に留まるとの御沙汰があるとのこと

が数日来聞こえ、明日皆が御前にまかり出ることとなりました。門を閉ざして家に籠

ることはこれでなくなりましょうが、都の外に出ることを願うのは変わらないでありましょ

う。 

私を深く知って下さっておられますので、筆を尽くすようなことは敢えていたしません。

お察しいただければ幸いです。 

不肖の私をお許しください。かねてからお教えいただきながらいまだにこのようであり

ますのが恥ずかしく、手紙を前に心苦しくてなりません。 
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（（1）大恩人に対して、少しぼかしながらも、己の心情を率直に漏らしている。手紙の

冒頭で「不
ふ

善
ぜん

俯
ふ

仰
ぎょう

」（自分を抑えることが不得手である）と記している。程
てい

頤
い

に向かって不

用意な言辞を吐かなければ（本章 76 ページ）、このようなことにはならなかったかも知

れないと反省していたりするのだろうが、腹の内にあるものを包まず出すのが蘇軾の

持って生まれた個性であり、魅力でもあった。ほぼ1年前に、司
し

馬
ば

光
こう

が募
ぼ

役
えき

法
ほう

を廃して

差
さ

役
えき

法
ほう

を復活させようとしたときに（本章25ページ）、蘇軾は強く反対し、2人の間で大

激論になった。蘇軾が何を言っても司馬光はどうしても聞き入れようとしないので、蘇

軾は席を立って帰る際に、「司
し

馬
ば

牛
ぎゅう

め、司馬牛め」と何度も叫び続けたという。「司馬

牛」とは『論
ろん

語
ご

』の中に出てくる人物であるが、それを借りて、音が通じる司馬光を牛

のように動きの鈍い奴だと罵ったのである。17 歳上で日頃から尊敬する人物に対して

さえも、こういう皮肉な言葉を発してしまうのである。（2）上に見た高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の裁き

によって一件落着となればよかったのだが、蘇軾に対する攻撃はこの後何度も繰り返

されることになる。宋代から元代までの歴史を編年体で記した『続
ぞく

資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』という書

物は、この年の8月の記事で、この時期の政治情勢を次のように概括している。「時に

呂
りょ

公
こう

著
ちょ

一人が宰相で、群賢が朝廷にありながら、類をもって集うということを制止でき

ず、ついに洛
らく

党
とう

、蜀
しょく

党
とう

、朔
さく

党
とう

の名称が生まれた。洛党は程
てい

頤
い

をもって首
かしら

として、朱
しゅ

光
こう

庭
てい

、賈
か

易
えき

らが集まり、蜀党は蘇軾をもって首として、呂
りょ

陶
とう

等が集まり、朔党は劉
りゅう

摯
し

、

梁
りょう

燾
とう

、王
おう

巌
げん

叟
そう

、劉
りゅう

安
あん

世
せい

をもって首として、ここに集まる者が最も多かった。このとき

に、熙
き

寧
ねい

、元
げん

豊
ぽう

年間に実権を握っていたかつての大臣たちは職を停止されて遠くに置か

れ、怨みは骨髄に入り、秘かに隙を狙っていた。朝廷にある者はそれを悟らずに、それ
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ぞれ党を作って互いに批判し合ってばかりいた。ただ、呂
りょ

大
たい

防
ぼう

は真正直で無党であり、

范
はん

祖
そ

禹
う

、司
し

馬
ば

康
こう

は党を建てることはなかった」。つまり、改革派（新法党）を追放した

保守派（旧法党）は司
し

馬
ば

光
こう

のもとでは一つにまとまっているように見えていたのだが、

たちまち三派に分裂して足の引っ張り合いをするようになってしまったのである。こ

こに列挙されている人々は、すでにその名を見ているものが多く、特に呂公著は第7章

89ページで、程頤は本章76ページで、劉摯は本章31ページで登場している。司馬康

は司馬光の息子である。蘇軾は元来党派を作って政治運動をするような人間ではなく、

たまたま同郷の人々を中心に蘇軾を慕う人々が集まっただけであったのだが、あたか

も地域政党を率いる党首として見られてしまったのだった（蘇門四学士とか六学士とかい

われる人々は必ずしも蜀人ではないし、郷里の人々に示す親愛の情は、上の詩で見ように政治的な

こととは無縁である）。出身地を異にする者が政治的に対立する構図ができてしまったの

は蘇軾の本意ではなく、地方官となってこうした抗争から抜け出ることをこれから2年

にわたって再三願い出るようになる。（3）ついでながら、宋は北中国に興り、南中国の

様々な地方政権を武力で征服した経緯から、当初は南北間の地域対立をいかに解消す

るかが大きな課題とされた。すでに見てきたように、南中国は武力では劣ったものの文

化的には先進地であったために、科挙で優秀な成績を修めるのは南中国出身者が多く、

北中国の人々は科挙の合格者が政権の中枢部を占めるようになってゆくのを歓迎しな

かった。そうした南北対立は数十年かけて一応は解消されたはずだったのだが、ここに

至って地域間対立が別の形で生じてしまったのである） 
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■潘推官母李氏挽詞 

詩題にある潘
はん

推官とは潘
はん

鯁
こう

のことであるという。潘鯁は、黄
こう

州で親しくし

た潘
はん

丙
へい

の兄である。その母の李
り

氏が亡くなったので、この挽
ばん

詞
し

を詠んで寄

せた。 

 

長
ち ょ う

江
こ う

の岸辺に流された者がいた―― 

その者が住む東の坡
お か

に行き来するのは趣
おもむき

豊かな人ばかりだった。 

かくて貴君とも次第に杯をともにするようになった。 

貴君の母君は、 

息子が客をもてなす酒をあつらえるために髪を売った陶
と う

侃
か ん

の母のようであり、 

息子の教育ために三度引っ越した孟
も う

子
し

の母のようでもあった。 

今度また貴君の母君の世話になるとの約束は、 

いまもはっきりと覚えているのに、 

真新しい土がこんもりとお墓に積まれるとは思いもよらなかった。 

今年のうちには江
こ う

湖
こ

に去ろうと私は考えている。 

だから、次の春には、 

山に連なって降る夕暮れの雨のもと、 

母君の墓所へと導く並木の下を歩んでいることだろう。 

（批判にさらされた蘇軾は、都で高い地位にあることに全く執着することなく、江
こう

湖
こ

（田舎）に去りたいと本気で思い、意思表示もした。しかし、そう単純に個人の希望通
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りに事が進むわけではなかった） 

 

■跋画苑 

君
くん

厚
こう

という人のスケッチ帖『画
が

苑
えん

』を平
へい

叔
しゅく

という人から借りて、この跋

文を記した。君厚も平叔も字
あざな

であろうが、どういう人であるのかは不明。 

 

君
く ん

厚
こ う

の『画
が

苑
え ん

』はしまっておくにときには箱をいっぱいにしてしまわずにすみ、持って

出るときには牛や馬に汗をかかせたりしないですむ。明るい窓辺の片付いた机の

上に載せてもよいし、くつろいで座ったり横になったりする友としてもよいし、書斎の

壁に立てかけてもよい。巻軸をいちいち広げる面倒はない。それでいて、人物、鳥、

魚が変化するありさま、山、川、草木の勝れた姿が、粲
さ ん

然
ぜ ん

として前に繰り広げられ

るのである。好事の者の心に適うものだ。 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年二月八日、平
へ い

叔
し ゅ く

より借りて観て、蘇軾が書く。 

（この跋文はそのまま『北
ほく

斎
さい

漫
まん

画
が

』に当てはまるかのようでもある） 

 

■富鄭公神道碑 

蘇軾が8歳のときに憧れた4人のスーパースターのなかに富
ふ

弼
ひつ

（鄭
てい

国
こく

公
こう

）

がいた。富弼は4年前の元豊6（1083）年に亡くなっていて、この年の2

月、神
しん

道
どう

（墓に至る道）に建てる碑に刻む文章を書くよう蘇軾は朝廷から命

じられた。 
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（これは富
ふ

弼
ひつ

の子の要望を受けて朝廷が蘇軾を指名したもので、この時期、後世に残す

ような文章は蘇軾に書いてもらいたいと思う者が大勢いたのだろう。富弼と蘇軾はそ

れほど親しい関係ではなかったようだ。富弼の墓は洛
らく

陽
よう

郊外に造られ、長い間地下に埋

もれていたのだが、周辺の開発に伴って2008年に発見され、発掘調査が行われた） 

 

宋
そ う

朝が興
お こ

ってから百三十年、いまや四方に虞
お そ

れがなく、人も物も年々増加し、秦
し ん

、

漢
か ん

以來これほど盛んなことはない。このようになった理由は一つではないにしても、

その要
かなめ

は兵
へ い

（兵器・軍隊）を用いないことにある。用いても長期にわたらないのなら、

智者が繁栄を謀り、仁者がそれを守ることで、無窮に伝えてゆくことが可能である。 

遼
り ょ う

国（契丹
き っ た ん

）が晋
し ん

（五代十国時代の王朝）の天
て ん

福
ぷ く

年間に幽
ゆ う

州、薊
け い

州を占拠してから、

北方の国境地帯では警戒を怠ることができず、安心できない歳月が六十九年に

わたって続いた。 

宋
そ う

の景
け い

德
と く

元年、遼は国を挙げて来寇し、定
て い

武
ぶ

を攻撃し、高
こ う

陽
よ う

を囲んだ。宋は勝つ

ことができず、ついには徳
と く

清
せ い

が陥落し、天
て ん

雄
ゆ う

も攻め込まれてしまった。真
し ん

宗
そ う

皇帝

（宋の第三代皇帝）は宰相寇
こ う

準
じゅん

の提案を用いて、親征の策を決っした。皇帝が澶
せ ん

淵
え ん

に出向き、諸道の兵が行
あ ん

在
ざ い

所
し ょ

に大集結したことで、敵は動揺した。戦いが始まる

と、遼国の猛将、順
じゅん

国
こ く

王
お う

撻
た つ

覽
ら ん

を射殺し、そのために敵は懼
お そ

れ、ついには和睦を求

めてきた。そのとき諸将は黄
こ う

河
が

のほとりに兵士を集め、敵が帰るのを待ち受けて、

精兵をもってその背後を突いて全滅させることを求めた。敵は怯え、哀
あ い

を皇帝に求

めた。皇帝は言った。「遼国にしても、幽州、薊州にしても、そこの人民は皆が吾が
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民である。どうして多くを殺せようか」。かくて諸将に対し、兵を留めて攻撃しないよう

命じた。遼国は帰国を許され、これより好
よしみ

を通じ、約束を守って、国境を犯さないこ

とが三十九年続いた。（この部分は、宋側にひどく傾いた記述になっている。実際には、和平

はかなり際どく成立し、宋から毎年多額の金品（歳
さ い

幣
へい

）を贈ることで遼国は国境を守ることを約束し

たのだった。これを「澶
せん

淵
え ん

の盟
めい

」といい、長く遵守された二国間の和平条約として世界史上特筆さ

れるものである） 

その後、夏
か

国の趙
ち ょ う

元
げ ん

昊
こ う

が宋に叛し、西方で戦争が何年も続き、長く勝敗が決まら

なかった。遼国の大臣の中に貪欲で勲功を喜ぶ者がいて、我が方が臆病かつ

戦争を嫌っているとみて、我が方を動揺させて、晋の高祖がかつて与えたことのあ

る関
か ん

南
な ん

の十県を獲得し直したらどうかと、その主
あるじ

をそそのかした。慶
け い

暦
れ き

二年、遼国は

国境線に厳重に装備した兵を集めた上で、その臣である蕭
し ょ う

英
え い

と劉
り ゅ う

六
ろ く

符
ふ

を我が方

によこした。兵が国境で圧力をかけ、通常の往来とは異なるかたちで使者がきたこ

とで、朝廷の内外は憤ったが、仁
じ ん

宗
そ う

皇帝はこう言った。「遼国と吾等らは兄弟の国

である。和平を棄てるべきではない。冷静に相手をなだめようではないか」。宰相

に命じて遼国の使者を迎える接伴使を選ばせた。ときに遼国が何をしてくるのか予

測がつかなかったので、群臣は誰もが敢えて行こうとしなかった。 

宰相は右
う

正
せ い

言
げ ん

知
ち

制
せ い

誥
こ う

の富
ふ

弼
ひ つ

公の名を挙げた。公はすぐに便
び ん

殿
で ん

で皇帝にお会いし、

叩
こ う

頭
と う

して言った。「主
あるじ

の憂いは臣の辱
は じ

にございます。臣は死をも恐れるものではあり

ません」。皇帝は感動し、公を接伴使とした。遼国の蕭英等は入国し、皇帝は中
ちゅう

使
し

を派遣して道中を労った。蕭英は足の病気にかこつけて中使を（皇帝の代理人とし
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て）拝
は い

する礼をしなかった。公は言った。「私がかつてそちらの国に使者として参った

折に、私は病気で車の中で臥せっておりましたが、貴国の皇帝のお言葉を聞くた

めには立って拝しました。いま中使がきていてあなたが立たれないというのは、い

かなる礼儀なのでしょうか」。蕭英はすぐに立って拝した。公は胸襟を開いて語り合

い、夷
い

狄
て き

の人間を見下すような態度はとらなかった。蕭英等はしばしば公と行き来

し、その内心を隠さず、ついに左右の者を退けて、その主の望むところのものを公

に告げ、このように言った。「当方の要望に従えるのなら従いなさい。従えないのな

ら、代替となるものを出しなさい」。公はそのことを朝廷に伝えた。 

皇帝は御
ぎ ょ

史
し

中
ちゅう

丞
じ ょ う

の賈
か

昌
し ょ う

朝
ち ょ う

に交渉を命じ、遼国が要求してきた十県の割譲は許さ

ないけれど、歳幣の増額は許すとし、さらに公を先方に派遣して交渉を続けるよう

命じた。公が遼国に行くと、劉六符が接待役となり、十数回にわたって交渉し、公

は領地の割譲はできないことを毎回主張した。かくて公は遼国皇帝に会って、直

接問答をした。 

遼国皇帝は言った。「宋が約束を破ったのだ。雁
が ん

門
も ん

の関
せ き

を塞ぎ、塘
と う

水
す い

の堀を増設

し、城壁を修理し、民兵を集めた。これは何のつもりなのだ。我が群臣は兵を挙げ

て南に行くことを寡人
わ た し

に要望した。寡人
わ た し

はそれよりは使者を派遣して土地を求める方

がよいと考えた。要求しても得られなかったならば、そのときに挙兵しても遅くはない

からだ」。公は言った。「貴国は我が真宗皇帝の偉大な徳をお忘れになったので

ありましょうか。澶
せ ん

淵
え ん

の役
え き

のときに、真宗皇帝がもしも諸将の言に従っていたならば、

貴国の兵は誰も無事には帰れなかったでありましょう。また、貴国と我が国との通
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好は、君主がその利を占有し、臣下の者は獲るところがありません。もしも兵を用い

たらな、その利は臣下の者に帰し、君主はその禍
わざわい

を専ら被ることになります。貴国

の諸大臣が争って兵を動かすことを勧めるのは、その身のためになると思うからで、

国のためになることではないのです」。遼国皇帝は言った。「それはどういう意味な

のだ」。公は言った。「晋の高
こ う

祖
そ

（石
せ き

敬
け い

瑭
と う

）は天を欺き主君に謀反した者で、助けを

貴国に求めました。その息子の末帝（石
い し

重
じ ゅ う

貴
き

）は愚かで国を乱し、神にも人にも見

棄てられました。このときに晋には狭い領土しかなく、上下は離反し、貴国は何の

損害もなしにやすやすと晋に打ち勝つことができました。いま貴国が戦争を起こし、

財産を獲得できたならば諸臣の家々にそれを与えることはできましょう。しかし、たくさ

んの壮士や健馬を失ったならば、その禍はどのようにして補うのでしょうか。いま中

国は広大な領地を保有し、精兵は百万を数え、法令は明確で、上下は心を一つ

にしています。貴国が戦をしようとして、必ず勝つとの保証があるのでしょうか」。「難

しいだろうな」。「勝負の行く末は誰にもわかりません。たとえ貴国が勝つとしても、

兵士や軍馬は失われましょう。その損失を補うのは群臣のすることなのでしょうか、

それとも君主のすることなのでしょうか。もしも、貴国との通好が絶えなければ、歳幣

はことごとく君主のもとに帰し、臣下が得るものといったら、使者となった者が与えら

れる褒美くらいのものです。群臣に何の利があるでしょうか」。これを聞いて遼国皇

帝は大いに悟ることがあり、何度もうなずいた。公はまた言った。「雁門の関を塞い

だのは夏国の趙元昊に備えたものです。塘水の工事はもともと何
か

承
し ょ う

矩
く

が始めたも

ので、それは貴国との通好が定まる以前のことです。地が低く、水が集まるために、
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堤防を高くしなければならないのです。城壁はどれも修理したまでのことで、民兵も

また欠員を補っただけです。いずれも和平の約束に違反するものではありません。

かつて晋の高祖が盧
ろ

竜
り ゅ う

の一道を貴国に贈ったのも、周
し ゅ う

の世
せ

宗
そ う

が戦で関
か ん

南
な ん

の地を

取ったのも、皆過去の王朝の時代のことです。我が宋朝が興ってからすでに九十

年が経ちます。お互いに過去の王朝が保有していたことのある土地を求めたなら

ば、貴国にとってそれが必ず利益となるでしょうか。我が朝の皇帝が私に命じられ

たときにこのような言葉がありました。『朕
ち ん

は祖先のために国を守らなくてはならない。

我が土地を人に与えることは断じてできない。遼国が本当に欲しがっているのは租

税を増やすことであろう。朕が土地を巡って争うことを望まないのは、両朝の多数

の民衆を死なせることをしたくないからだ。だから己を屈して、歳幣を増やし、遼国

の租税の増加に代えようと思うのだ。もし遼国がどうしても土地を欲しいというのなら、

その志は和平を破棄することにあって、上辺だけそうではないように言っていることに

なる。そうであるなら、朕もまた戦いを避けるものではない。澶淵の盟（宋遼間の和平

条約）は天地鬼神も見るなかで結ばれたものだ。いま遼国から先に兵端を開くのな

ら、過ちは朕にはない。天地鬼神を欺けることができようか』と」。遼国皇帝は大い

に感悟し、皇室との通婚を求めた。公は言った。「婚姻はそもそもひびが入りやすい

ものです。人の命の長短は知ることができません。それよりも歳幣が確実でしかも

長く続くことの方が間違いありません。本朝から皇帝の息女が嫁入りしても、持参

金は十万緡
び ん

にもなりません。歳幣が無窮に続くのとどちらが多いのか明らかであり

ましょう」。遼国皇帝は言った。「卿
あなた

は一度帰ってまた来るがよい。婚姻か歳幣かど
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ちらかを選び、誓
せ い

書
し ょ

を持ってきて差し出すがよい」 

公は帰国して報告し、再び遼国に派遣された。皇帝の国書（手紙）と、口頭で申し

述べる詞
ことば

を政府から授けられた。すでに出発して楽
が く

寿
じ ゅ

で宿泊したとき、公は副使

に言った。「私は使者として国書を見ていない。万が一にも、国書に書いてある詞
ことば

と、口頭で述べる詞
ことば

とが異なっていたならば、今回の交渉は失敗してしまう」。公は

（禁を犯して）国書を開いて視ると、果して同じではなかった。すぐに都に馳せ帰り、夕

方ではあったが宮中に入って皇帝にお会いし、学士院で一夜を過ごし、書き替え

られた国書をもって発った。 

遼国に至ると、もはや婚姻を求められることはなく、もっぱら歳幣の増額を求めてき

た。遼国側は言った。「貴国が我が方に差し出す書に『献
け ん

』とあるが、それではだ

めだ。『納
の う

』に改めよ」（「献」なら兄弟間のプレゼントであり、「納」なら下から上に差し出すとい

うニュアンスになる）。公はそれはできないと争った。遼国皇帝は言った。「貴国は我

が方を懼れておる。わずかな字のことで何を渋っておるのだ。もしわしが軍団を率

いて南に向かったら、後悔するどころではあるまいに」。公は言った。「本朝の皇帝

は我が方の民も貴国の民も等しく愛され、鋒のもとに踏みにじるようなことはできな

いと考えております。だから己を屈して、歳幣を増額するのです。懼れてなどいま

せん。やむを得ずして戦うことになるのなら、南北は互いに敵国となり、どちらが正

しいか勝負で決めることになります。そうなれば、私はもはやこの交渉に心を砕かず

にすみます」。遼国皇帝は言った。「卿
あなた

はそういきりたつでない。『納』という字は昔

から使った例があるではないか」。公は言った。「昔からと言われましても、唐
と う

の高
こ う
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祖
そ

皇帝が突
と っ

厥
く つ

から兵を借りたときに、へりくだって『臣
し ん

』と称した例があるだけです。

その時に与えた文書に『献』とあったか『納』とあったか、それは知りません。その後、

突厥の王の頡
け つ

利
り

は（高祖の息子の）太
た い

宗
そ う

皇帝によって擒となったのですから、それ

がかつてのよい事例となりましょうか」。そう言った公の声と顔色は高ぶっていた。遼

国皇帝はその勢いに押され、「貴国に人を派遣するから、よく協議するがよい」と言

った。 

ここにおいて、歳幣を増額するとの誓書を遼国に留め、耶
や

律
り つ

仁
じ ん

先
せ ん

と劉六符が遼国

の誓書を持って宋に来ることとなった。そして、「献」か「納」かの交渉をした。公は朝

廷に申し上げた。「臣は死ぬ覚悟でこれを拒み、先方の勢いを折りました。ここでま

た許してはなりません。相手はどうすることもできないはずです」。皇帝はこれに従

い、歳幣を増すこと二十万で遼国との和平は成り立った。これによって北方は何

事もなく、それから四十八年が過ぎたのだった。遼国の君臣はいまも公の語ったこ

とを顧みて、その約束を守って破らないようにし、通好と用兵の利害がどこにあるか

を心の内ではっきりと確認しているのである。 

このようであるから臣
わたし

（蘇軾）はかつてこのように論じたことがある。百余年の間に兵

を大きく用いることがなかったのは真宗皇帝、仁宗皇帝の徳により、また寇準と公

の功績によるものであると。 

……（以下略）…… 

（（1）以上は「神道碑」の冒頭部分で、この後に、富
ふ

弼
ひつ

の伝記が続き、終わりにこの文

章を書くことになった経緯と富弼を称える詞が添えられる。碑文の本体である伝記を
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記す前に、建国以来 130 年にして直面した一大危機を富弼がほとんど1 人で回避した

エピソードを掲げたのが蘇軾の工夫である。（2）富弼はこのときまさしく命がけで遼
りょう

国（契丹
きったん

）との交渉に臨んだ（この文章はこれでも実は少し抑え気味に書いている）。遼国が

最初に法外な要求を宋に突きつけ、国境に軍隊を集結して威嚇してきたとき、朝廷の

人々は強く反発し、開戦もやむなしとする意見が大半であった。これまで宋は遼国に対

して毎年きちんと多額の歳幣を贈り続け、ここで突然、領地の割譲を求めてきたのは全

くもって信義にもとり、断固拒絶すべきだという主張は、誰もが正しいと認めないわけ

にはいかなかった。そのうえ、遼国の使者はわざと横柄な態度をとり、宋側の世論をさ

らに刺激した。宋が堪忍袋の緒を切って開戦に踏み切ったらならしめたもので、遼国は

一気に攻め込む腹積りであった。そうなれば宋側に勝目はないと遼国側は計算し、客観

的に見て軍事力の優劣は明らかだった（実際に後々に遼国の力が衰えて亡国寸前のときに至っ

ても、宋軍は遼国軍に全く歯が立たなかった）。仁宗皇帝は高度な政治的判断で、歳幣の増額

で戦争を回避しようとした。その交渉を誰に任せるのか、宰相が富弼の名を挙げたのは、

以前から富弼のことを煙たく思っていたからだった。富弼は元来主戦論に与する者で

あるから、必ず遼国との交渉に失敗し、場合によっては遼国の手で殺されるであろうと

踏んだのである。富弼はそうした裏も承知の上で、自己の信念は別にして、皇帝の望む

方向で交渉を巧みに進めた。一度帰国し、2度目の交渉のために再び遼国に向かったと

きに、国書の文言が異なっていたのは、真相は明らかではないものの、宰相の謀略で、

富弼を今度こそは失敗させようとしたとされる。国書を勝手に開いて見ることは法に

反し、もし国書の文言に誤りがなかったならば、富弼は重大な罪を問われるところだっ
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た。（3）富弼が1回目の交渉で契丹に向かったのは慶
けい

暦
れき

2年で、そのとき蘇軾は7歳で

あった。その6年ほど後になって、蘇軾は父の蘇
そ

洵
じゅん

とこの件について論じ合い、それ

についていくつかの随筆が伝えている。ここでは周
しゅう

煇
き

の『清
せい

波
は

雑
ざつ

志
し

』の記事を見てお

こう。 

 

蘇
そ

東
と う

坡
ば

はこのように語った―― 

私は若いときに父上と弟とともに富
ふ

弼
ひつ

の『使
し

北
ほ く

語
ご

録
ろ く

』（遼
りょう

国に使者として赴いたときのこと語った

記録）を読み、富弼が遼国皇帝に説いたところに至った。 

富弼はこのように言った。 

「兵を用いれば、士や馬が失われ、国家はその損害を受けます。一方で、人臣は地位が

上がったり褒賞を与えられたりして、利益を得ます。ですから、貴国の大臣で用兵を勧める

者は、自身のためにそれを計っているのであって、貴国にために計っているのではないと申

し上げたのです」 

その言説が明白で、機微を突いていることに三人は感心した。父上は息子たちに向かって

言った。 

「昔の人で、同じようなことを言った者がいただろうか」 

私は答えた。 

「漢代の厳
げん

安
あん

が同じような趣旨のことを言っていますが、これほど明白ではありませんでした」 

父上は笑って同意した。 
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私周
しゅう

煇
き

が調べてみると、『三国志』の顧
こ

雍
よ う

伝に、次のような記事がある。 

呉
ご

の孫
そ ん

権
けん

のもとで、国境を守る諸将はそれぞれが功績を立てようと、敵に攻撃を仕掛けるた

めのいろいろな提案をした。孫権はそれらについて顧雍に尋ねた。顧雍は言った。「兵法

は小さな利を戒めます。これらの者が述べているのは、自分のために功名を得ようとするも

のであって、国のためになるものではありません」 

また『資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』には、次のような二つの記事がある。 

唐
と う

の武
ぶ

德
と く

五年に突
と っ

厥
く つ

が国境を犯した。鄭
てい

元
げん

璹
じ ゅ

は突厥の王の頡
けつ

利
り

のもとに行ってこのよう

に言った。「唐と突厥は風俗が同じではありせん。突厥が唐の土地を得ても、そこを居住地

とすることはできません。また我が方の人間を獲てそちらに連れ帰っても、何の役にも立ちま

せん。それよりは軍団を返して、和平を結び直したほうが、面倒な労力を使うことなく、座して

財産を受け取れましょう。それらはみな王様の庫に収まります。貴国と我が方との長年のよ

い関係を棄てて、子孫に及ぶまでの怨みを結ぶのとどちらがよりよいのでしょうか」。頡利は

この言葉を悅
よろこ

び、兵を引いて還った。 

唐の開元
かいげん

六年、吐
と

蕃
ばん

は和を求めてきた。忠
ちゅう

王
お う

は皇帝に申し上げることを求め、和親の利を

説いた。玄
げん

宗
そ う

皇帝は同意しなかった。忠王は懸命に説いた。「辺境で事があれば、将軍

や役人はどさくさに紛れて国の物を盗んだり隠匿したりします。嘘の功績を報告し、昇進しよ

うとします。これは奸臣どもの利になるだけで、国家にとっての福にはなりません」。それで玄

宗皇帝は和親を許した。 

思うにこれらはいずれも厳安の言説を祖述したものである。後に、蘇東坡は同じ説を『鄭
てい

公
こ う

神
し ん

道
ど う

碑
ひ

』の初めに置いたのである。 
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蘇軾（そのときに13歳であったと推測されている）が父に向って指摘した漢代の厳安が何を

言ったのか、小竹武夫訳『漢
かん

書
じょ

』（ちくま学芸文庫、998年）から引用すると―― 

 

……いま南
なん

夷
い

を徇
したが

え、夜郎国を朝貢させ、羌
きょう ほ く

を降し、薉
わい

州を攻略し、城
じょう

邑
ゆ う

を建置し、ま

た深く匈
きょう

奴
ど

の地に入って、その竜
りゅう

城
じょう

を焼きはらい、議者たちはこのことを賛美しました。しかし

これは人臣の利であって、天下長久の策ではありません。いま中国に狗
いぬ

が吠えて警
いまし

めるほ

どの事変もないのに、国外で遠方に対する備えにわずらわされ、国家を疲弊させているの

は、民を養うこと子のごとくにする所以ではありません。限りなき欲望を行のうて心意を満足さ

せ、怨みを匈奴に結ぶのは、辺境を安んじる所以ではありません。禍は相連引して解けず、

兵
いくさ

が休
や

んではまた起し、辺境に近い者は愁え苦しみ、遠い者は驚きみだれる、これは持久

する所以ではありません。…… 

父との思い出を蘇軾がいつ語ったのか明らかではないが、この『神道碑』を書いたのよ

り後のことではないだろうか。父も、かつては蘇軾も、遼国に対してもっと強い姿勢で

臨むべきであると主張していた。遼国に毎年贈っている歳幣は宋の人民にとって過大

な負担となっていて、国のためにも人民のためにこの屈辱的な条約を改めなければな

らないと考えていたのだ。しかし、神宗皇帝のもとで改革派が西方で強硬策に出て戦争

を引き起こした結果、手痛い敗北を被った上に、軍事費が急増して人民をひどく苦しめ

ることになったのを見て、歳幣の増額で平和を維持した方が遥かに国と人民の利益に

なると考えを改め、富弼をより高く評価するようになったのだろう。（4）富弼が国のた

めに自身の信念を曲げて交渉に臨んだことについては、次のような記録がある。 
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晁
ちょう

説
せつ

之
し

が崇
す う

寧
ねい

の初めの頃に私にこう言った。 

「富
ふ

弼
ひつ

は晩年、遼
りょう

国に使者として行ったときの功績を客人が褒めるのを聞くと、首まで顔を

赤くした。人々はその理由がわからなかった。子弟がある暇な日に富弼に尋ねると、このよ

うに答えた。『北に使者として行ったときに、かつての元勳や名将は皆ずっと前に老いて死

んでしまっていて、その後の者は戦争の仕方を知らないし、兵士は実戦で習ったたことがな

かった。ただあれこれ口で言って、うまくしのごうとするだけであった。我が方に非はなくても、

相手と比べたなら、何しろ向こうは心の内に何年も悪さを抱いてきているのだから、どうなる

か知れたものではなかった。恥を忍んで歳幣を増したのは、私の意
こころ

ではなかったのだ』」。 

このことを聞いて、私は兄弟で論じ合った。そして、蘇軾が『神道碑』を書いたときに、富弼

の本心を知らずにいたのを残念に思った。 

これは、朱
しゅ

弁
べん

の随筆『曲
きょく

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶん

』に収められている記事で、富弼のエピソードを朱弁

は師の晁
ちょう

説
せつ

之
し

から聞いている。晁説之は、蘇軾と同じ年の科挙で合格した晁
ちょう

端
たん

彦
げん

（第

5章61ページなどですでに登場）の息子で、晁説之自身もこの年の終わり頃に蘇軾に会っ

ている。だから、『曲洧旧聞』に記されている蘇軾やその時代の人々に関する記事は信

憑性が高いとされる。ただ、富弼の本心を知らずに蘇軾が『神道碑』を書いたとするの

は必ずしも妥当ではないだろう。己の信念を貫くよりも、当時の状況下で最善の選択を

して、命を賭してそれを成就させ、長期にわたる平和をもたらしたことを蘇軾は高く評

価したと思われる。蘇軾は年齢とともにより総合的、多角的に物事を考え、文治主義を

より求める方向に思索を深めていったようだ） 
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■次韻子由送家退翁知懐安軍 

この詩に添えた蘇軾自身の注に「吾が州の同
どう

年
ねん

の友は十三人、今存する者

は六人のみ」とある。「同年」とは同じ年の科挙で合格した仲間で、蘇軾

の故郷眉
び

州はさほど大きくもないのに、その年の全合格者 877 人中に眉

州出身者が 13 人もいたとはかなり驚きの数字である。「今存する者は六

人のみ」の中に、蘇軾、蘇轍の兄弟と、家
か

定
てい

国
こく

、家
か

安
あん

国
こく

の兄弟がいた（第

5章205ページ）。その家定国（字
あざな

は退
たい

翁
おう

）が懐
かい

安
あん

軍
ぐん

（軍は行政単位の呼称）の

知事として赴任することになり、弟の蘇轍が送別の詩を作り、兄がその詩

に次韻した。詳しい考証によるとそれは 3 月 10 日のことであったとい

う。 

 

吾が州の同年の友は、 

十三弦の琴の上に並ぶ星のように燦然と輝いていた。 

そのときに功名を立てようとする意
おもい

の先は、 

朝廷に居並ぶ者になろうとするのに止まるものではなかった。 

事は願いとは異なり、あるいは天が寿命を貸し与えなかったために、 

いまでは、画題によくある「六羽の鶴が一
い っ

庭
て い

で俯
ふ

仰
ぎ ょ う

する」のと同じ図柄になってしま

った。 

貴君は昔の約束を守り、 
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霜を経て後になお香りを放つ菊のような存在である。 

あちらの地に着けば、 

宮中で奏せられるような玄妙な曲を聴くことはないだろうが、 

貴君は天をも破るすばらしい詩を詠むであろう。 

遠く西南の地はまさに春の日照りのときに当たり、 

沼は干上がって枯れた水草が泥にへばりついていることだろう。 

貴君が身を翻してその地に至れば、 

たちまち恵みの雨がしたたり落ちるであろう。 

かの李
り

白
は く

は宮中の沈
ち ん

香
こ う

亭
て い

で皇帝のお召しを待って立派な詩を作ったけれど、 

私にはその才もなくたまたま都にいるだけで、 

糸筋一本たりとも国家に貢献するところとてなく、 

お上より馬を賜わり、雲の上の人々に空しく付き従っている。 

貴君ばかりが遠い地の知事であるのはなぜなのか。 

私は郷里の山の叟
おきな

に対し、恥ずかしくも面目なく思い続けなければならない。 

どうか貴君から丁寧に言葉を寄せていただきたい。 

（最後にある「山の叟
おきな

」とは、蘇
そ

兄弟も家
か

兄弟も師事した劉
りゅう

巨
きょ

（字
あざな

は微
び

之
し

）を指す。

家
か

定
てい

国
こく

が赴任する懐
かい

安
あん

軍
ぐん

は蜀
しょく

に属するので、劉巨への挨拶を家定国に託すと言ったの

である） 
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■送楊孟容 

これも郷里の人に贈った送別の詩。楊
よう

孟
もう

容
よう

（字
あざな

は礼
れい

先
せん

）は眉
び

州眉
び

山
ざん

県の

先輩で、このとき広
こう

安
あん

軍の知事として赴任することになった。広安軍は同

じく蜀
しょく

の地である。黄
こう

庭
てい

堅
けん

が作った送別の詩に次韻した。 

 

我が家は峨
が

眉
び

山
さ ん

の北にあって、 

先生と邦
く に

を同じくする。 

隔たること六十里、 

同じく玻
は

璃
り

江
こ う

の水を飲んで育った。 

そこでは江
か わ

も山も人と親しくし、 

一千の家の窓を遍く青色で満たしてくれる。 

それでも窓の内にある人（楊
よ う

孟
も う

容
よ う

）は、 

心を安らかにすることはなかった（天下のために身を役立てたいと思っていた）。 

先生は蜀
し ょ く

に帰って小さな町を治めることになり、 

大きな鐘を自在に鳴らせないのを噎
む せ

び泣くのだろうか。 

私は玉座の近くに侍っているとはいえ、 

よろよろとやっと歩いているだけだ。 

若い人には高い才能の持ち主がいて、 

漢
か ん

代
だ い

に天下無双と称えられた黄
こ う

童
ど う

に並ぶ者もいる。 

先生は帰郷してからはもう州の役所に入ることもなく、 
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山の隠者と遊ばれるのがよろしいのではないだろうか。 

丁寧にお尋ねするのは、 

黄童の詩と私の詩のどちらがよろしかろうか。 

追って私も帰郷するはずだが、 

冬に仕込んだ酒がよい香りを発する春を待つのがよかろうかと思っている。 

（「黄
こう

童
どう

」とあるのは、後
ご

漢
かん

時代の黄
こう

香
こう

のこと。ここでは同じ黄
こう

姓の黄
こう

庭
てい

堅
けん

になぞらえ

ている） 

 

■見子由与孔常父唱和詩輒次其韻余昔在館中同舍出入輒相聚飲酒賦詩近

歳不復講故終篇及之庶幾諸公稍復其旧亦太平盛事也 

孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

、孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

は当時有名な三兄弟であった。孔文仲の名は第

4章57ページで、孔平仲の名は第5章385ページですでに見ているが、

孔武仲（字
あざな

は常
じょう

父
ほ

）はこのとき蘇軾と同じく学士館の職にあった。詩題

は「弟と孔武仲が唱和した詩を見たので、それに次韻する。私が昔（34歳

の頃）館中にあったときには、職を同じくする者が自由に出入りし、酒を

飲み詩を賦し合った。最近はそのようなことがないので、詩の終わりでこ

のことについて言及した。諸公が以前と同じようにすることを願うもの

である。それもまた太平の盛事であるのではなかろうか」。 

 

貴君の先祖は魯
ろ

の東の家の人（孔
こ う

子
し

）、 
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その門戸の光は千古より天下を照らしてきた。 

であるから、貴君の文章はもとより立派であり、 

風貌もまた似たところがあるのだろう。 

孔子の顔は鬼の面を付けたようだといわれたこともあったが、 

貴君の顔には各地を経てきた労苦が刻まれている。 

書を誦するときは口から波が翻るかのよう、 

鳩と杜鵑
ほ と と ぎ す

が一緒に鳴き続けるかのように、 

滑らかな弁舌は止むことがない。 

十年の間、困難の中を走りまわり、 

風で髪をとかし、雨に沐浴する苦労をした。 

「私の道は間違っているのか。私は野の獣ではないのだが」 

と、孔子も困難な日々に嘆いたことがあった。 

貴君等三兄弟が都に帰還してからは、 

鼎
かなえ

の脚のように互いに補い合うところがある。 

蓬
ほ う

山
ざ ん

（朝廷）にかつて集っていた老人は皆いなくなり、 

そのころのことは削り去られてしまったのだが、 

貴君を迎えてからは、おいおい故事も甦りつつあり、 

私もまた先輩たちの振る舞いをかろうじて知っているので、 

館職の同輩とともに詩酒を盛んにしたいと思っている。 

願わくは、貴君も盃を挙げてこの風雅を楽しむことを唱導してほしい。 
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（原詩では後半に漢代の様々な人の名を挙げている。それによって孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

のような人

にとっては含蓄のある作品として深い味わいを得られるのだろうが、我々にとっては

ひどく煩わしいだけであるので、おおまかな意味を酌んで訳した） 

 

■次韻張昌言給事省宿 

給
きゅう

事
じ

中
ちゅう

の職にある張
ちょう

問
もん

（字
あざな

は昌
しょう

言
げん

）が省中に宿泊したときに詠んだ詩

に次韻した。張問は新法に反対して不遇の日々を送り、この 2 月に給事

中になり、8月に退職して11月に75歳で亡くなった。 

 

貴君は長く同じ地位に留め置かれ、 

白髪を風に靡かせるまでになったのだが、 

眼光は鋭く、落暉
ゆ う ひ

に向かっても目が眩んだりしない。 

飢えた民を救うためならと、遠く北の地へも歓び勇んで出向き、 

いま省中で目を閉じて座っているときには、仙界を飛ぶことを想っている。 

貴君の自慢は、年少の者ともわけへだてなく一緒にいられること、 

もし酒樽の前で闘うならば、勝てる者は世に稀であろう。 

貴君が故郷の崧
す う

陽
よ う

に隠棲する日を待って、 

煙る雨の中、私も近くで土を耕しくたく思う。 

（原詩にある第三句と第四句の対句「朔野按行猶雀躍、東台瞑坐覚烏飛」は、「雀」と

「烏」のペアが面白いのだがうまくそれを生かして訳すことができなかった。飢民救済
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のために張問が北方に向かったのは前年のことで、高齢にもかかわらず意気盛んであ

ったことを「雀
じゃく

躍
やく

」と言い表した。一方で、「烏
う

飛
ひ

」は意味が取り難いだろうと、蘇軾

自身の注が付されていて、「道家の説で、烏は飛んで兔
と

宮
きゅう

（仙宮）に入るという」とあ

る） 

 

■和三舍人省上 

3月30日、皇帝は景
けい

霊
れい

宮
きゅう

に出向いて祭事を行った。その前日に曾
そう

肇
けい

、劉
りゅう

攽
はん

、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

が詩を詠み、蘇軾がそれに和した。劉攽にはかつて都で送別

の詩を贈っているのを第3章80ページ見ている。 

 

世上の栄枯は紛
ふ ん

紛
ぷ ん

として久しく保てるものはない。 

雲と雨とが手を翻すようにして入れ替わり、 

あるいは、枕の上でぼんやりとして夢に落ちるのと同じだ。 

一つだけはっきりしているのは、 

江
こ う

右
ゆ う

より起った三人（曾
そ う

肇
け い

、劉
り ゅ う

攽
は ん

、孔
こ う

武
ぶ

仲
ちゅう

）が揃って賢者であることで、 

諸賢は、宗廟で祭祀に用いる器のように本来的に優れているのだ。 

この私はときたら、星空の箕
み

や斗
ま す

のように見かけだけ大きくて役に立たない。 

明日の朝は、正装して貴人が大勢居並び、 

天子の御車に扈
こ

従
じ ゅ う

して宣
せ ん

光
こ う

殿
で ん

より出発する。 

陛下は白
は く

雲
う ん

郷
きょう

（神聖な場所）において成長され、 
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もろもろの帝王と竜馬を並べて駆けるまでになられた。 

しかも、明
め い

堂
ど う

（皇帝の学問所）においては、 

杞
き

梓
し

（良材＝三賢人にたとえる）の扶
た す

けを得ているのである。 

（（1）詩の前半に「江
こう

右
ゆう

より起った三人」とあるのは、蘇軾自身の注によると、曾
そ

肇
けい

、

劉
りゅう

攽
はん

、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

がともに江右（江
こう

西
せい

）の出身であるからだ。（2）この詩に続いて、天子

の行幸に従った曾肇が詠んだ詩に次韻した蘇軾の詩があり、さらにもう一度それに和

した詩がある。いずれも朝廷に仕える者にふさわしい典雅な作品で、同様の詩を詠む必

要に迫られた場合には手本とすべきものであるのだろうけれど、我々には特に興味を

覚えるものではないので訳さない） 

 

■送銭承制赴広西路分都監 

銭
せん

暉
き

が広
こう

西
せい

路
ろ

に赴任するのを見送った詩。 

（銭
せん

暉
き

は五代十国時代に杭
こう

州に都を置いた呉
ご

越
えつ

国の王族の流れを酌む者。蘇軾が呉越

国に特別な思いを懐いていたことはしばしば見てきているが、特に「表
ひょう

忠
ちゅう

観
かん

の碑」（第

5章223ページ）に詳しく記されている。この詩では呉越国の文化の遺風が自然物にも宿

っているとして「江
こう

山
ざん

の気
き

」と表現している） 

 

かつて私は「表
ひ ょう

忠
ちゅう

観
か ん

の碑」の文章を作ったときに、 

銭
せ ん

氏の遺
の こ

した「江
こ う

山
ざ ん

の気
き

」がいまも衰えずにあるのをまざまざと感じた。 

天
て ん

目
も く

山
ざ ん

（杭
こ う

州の西
せい

湖
こ

のほとりの山）からはなお鳳
おおとり

が舞いつつ下り、 
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水辺には時に神々しい駿
しゅん

馬
め

が姿を現す。 

どこもが貴君が床几を置いて笛を吹くに適した場所であり、 

勇ましくも槊
ほ こ

を横たえて、誰も及ばない詩を詠むのである。 

かつてある寺で仏像が動く異変を現したときに、 

貴君は仏像を砕いて川に投げ入れた。 

そのような人であるから、 

貴君が赴任すると聞いただけで、 

もろもろの悪者はすでに震え上がっていることだろう。 

（仏像を川に投げ入れたエピソードは、銭
せん

暉
き

が実際にそのようなことをしたと蘇軾自

身が注記している。人を惑わすような怪異を見せるのなら、仏像といえども棄てるべき

だとするのが、宋代官僚の合理主義であった。この部分は、原詩では丹
たん

霞
か

禅師の故事を

引いて詠んでいるのだが、訳では割愛した。ただし、丹霞禅師の話はなかなかに面白い

ので、ここに記しておこう。丹霞禅師はある寒い夜に暖を取るために木の仏像を焼いた。

ある人がなんてひどいことをするのかと詰
なじ

ると、禅師が言うには「焼いて仏
ぶっ

舎
しゃ

利
り

（釈迦

の骨）を得ようとしたのだ」。「木を焼いたら何も残らないぞ」。「そうなら焼いてよいで

はないか」。――いかにも蘇軾が好みそうな話である） 

 

■次韻劉貢父省上喜雨再和 

雨が降ったのを喜んだ詩。常に干害が心配される北中国では、春の雨は喜

ばしいものであった。劉
りゅう

攽
はん

（字
あざな

は貢
こう

父
ほ

）が役所で雨を喜ぶ詩を詠み、蘇
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軾が和し（ここでは訳さない）、さらにもう一度和したのがこの詩。 

（最初に劉
りゅう

攽
はん

が詠んだ詩は、兄の劉
りゅう

敞
しょう

（字
あざな

は原
げん

甫
ほ

）が朝廷にあったときに自分が同

時に朝廷の官になれなかったのを嘆きつつ、兄の子がいまともに朝廷にあることを喜

ぶと歌っていた。この詩はさして興趣を誘うものではないが、劉攽とのかねてからの縁

が詠み込まれているので訳出した。蘇軾が密
みつ

州知事であった時期には、劉攽も曹
そう

州知事

として地方に出ていて、盗賊を教導する功績があった。そのころに劉攽に送った詩を第

5章65ページなどで見ている。また、蘇軾が兄の劉敞とかつて交流があったことは第

2章23ページで見ている。） 

 

かつて貴君は曹
そ う

州に、私は密
み つ

州にあって、 

ともに世の濁りの中に入って自らを汚してしまうのを嫌っていた。 

昔から、人は土地の習俗に染まって悪事を為すというが、 

貴君のおかげで、曹
そ う

州では刀を手放して農耕に就く者が大勢いた。 

貴君は生きて都に還ってきて、なお山に遊ぶ心を保ち、 

病を経ても小さな字を書き記すことができる。 

皆様方はどうかあやしまないでほしい、 

二人がこうも頻繁に詩を贈答し合っていることを。 

かつて獄中に置かれていた者の生命を全て生かした二人であるのだから。 

（最後の部分は、2人が地方官として無闇と罪人を処罰しなかったと言っているのであ

る） 
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■送顧子敦奉使河朔 

詩題は「顧
こ

臨
りん

（字
あざな

は子
し

敦
とん

）が朝廷の使者として河
か

朔
さく

に行くのを送る」。顧

臨は程
てい

頤
い

（本章76ページなど）と合わないところがあって河
か

北
ほく

都
と

転
てん

運
うん

使
し

とし

て北西の地に行くことになった。顧臨は朝廷に必要な人物だとして、蘇軾

等多くの人々が引き留める運動をしたが、叶わなかった。 

 

我が友人の顧
こ

臨
り ん

君は軀
からだ

も膽
き も

もともに俊偉である。 

堂々とした腹回りは十囲
い

もあり、 

中に書物がうずたかく貯えられているだけでなく、 

数百人の君子を容れるだけの広さがある（狭量な程
てい

頤
い

への皮肉？)。 

顧臨君は一つ笑う間に万事を解決してしまう。 

十年の間、江
こ う

海
か い

に臥し（地方で不遇の日々を送り）、 

一度も怒りや喜びの感情を表に出すことがなく、 

刀を磨いて自ら豚や羊をさばいて、近隣の人々と酒を酌み交わした。 

都に帰り来れば、一つの夢のようで、 

ふくよかな頬はますます豊かに輝き、 

詔
し ょ う

勅
ち ょ く

の文案を吟味する役を担って、手心を加えずにびしばし書き改め、 

黄
こ う

紙
し

（勅書用の紙）に黒々と清書した。 

ここに急遽、河
か

朔
さ く

に向かって行くことになったのだが、 
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顧臨君こそは必ずや辺境の地で勲功を挙げ、 

剣を帯びたまま皇帝の前に立つのを許される人である。 

思うのは、漢
か ん

の時代に勇
ゆ う

をもって聞こえた王
お う

尊
そ ん

のこと―― 

王尊が東
と う

郡
ぐ ん

の太守となったとき、 

黄
こ う

河
が

が決壊して洪水が押し寄せた、 

人々は逃げるように言ったのだが、 

王尊は屹
き つ

立
り つ

して去ることがなかった（防水に務めて町を救った）。 

顧臨君はまさしく王尊と並ぶ勇の持ち主である。 

（「十
じゅう

囲
い

」というのは、腹回りが両腕を伸ばした長さの10倍もあるということで、人

間の腹はさすがにそこまで大きくはならない。昔の中国にメタボリックシンドローム

などという概念はなく、でっぷりとした体型を理想とした。蘇軾の肖像画もふくよかに

描かれている） 

 

■諸公餞子敦軾以病不往復次前韻 

4月30日、顧
こ

臨
りん

（字
あざな

は子
し

敦
とん

）を見送るために范
はん

祖
そ

禹
う

等大勢の人が都の外

にまで出て送別会を開いた。蘇軾は病気のために欠席したので、上の詩と

同じ韻を用いて詩を作って贈った。 

 

貴君は江
こ う

南
な ん

の俊英であり、 

その容貌は河
か

朔
さ く

の魁
か い

偉
い

である。 
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唐
と う

の時代に則
そ く

天
て ん

武
ぶ

后
こ う

が人間界第一の好漢を求めると言ったときに、 

狄
て き

仁
じ ん

傑
け つ

は張
ち ょ う

柬
か ん

之
し

を勧めたのだが、 

貴君こそはまさしくそのような人物である。 

私は上
じ ょ う

書
し ょ

して貴君を懸命に引き留めようとしたのだが、 

言葉が拙劣であったために結果が出せなかった。 

それはもう言わずにおこう、 

大人物たる貴君は、 

出処がいかなることになっても喜んで受け入れるのであって、 

皇帝が英豪に与える六尺の輿
こ し

に坐し、 

大いに肉を食らいつつ万里の彼方へと飛び行くのである。 

都から近いとか遠いとかは取り立てて言うようなことではないのだろう、 

天下の内はどこでも等しく朝廷の美徳の及ぶところであるのだ。 

遥かに想うのは、 

送別の宴で諸公が争って紙に墨を滴らせているであろうこと。 

私は病気のために門を閉ざして籠り、 

諸公が貴君を讃える歌を聞くことができない。 

この後、貴君と会えるのはいつであろうか、 

覆った水が再び戻るようにきっと歓びをまたともにできるだろう。 

善く千金の身を保たれよ、 

前言はすべて戯れであった。 
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（（1）この詩の冒頭に、江
こう

南
なん

＝俊英、河
か

朔
さく

＝魁偉と並べてあるところが面白い。江南（南

中国）の特色は文に優れ、河朔（北中国）の特色は武に優れ、顧
こ

臨
りん

はその両者を合わせ

持っているというのである。（2）一説によると、顧臨は前の詩を読んで喜ばなかったと

いうことを蘇軾は聞き、この詩を作って言い訳をしたという。どこが気に入らなかった

のか訳者には理解できなった。それがわかったならば訳を改めたい） 

 

■送呂行甫司門倅河陽 

司
し

門
もん

郎
ろう

中
じゅう

の呂
りょ

希
き

彦
げん

（字
あざな

は行
こう

甫
ほ

）が河
か

陽
よう

県の副知事として赴任するのを見

送った詩。呂希彦は呂
りょ

公
こう

著
ちょ

（本章107ページ）の甥であるという。 

 

貴君と交わりを結んでからそう長くはない、 

しかし、ずっと頻繁に行き来してきたかのように思える。 

貴君と知り合ってまだ幾日もならずに別れの日がきて、 

我が情
こころ

の内には特別なものがある。 

貴君は宰相を輩出してきた家に生まれ、 

崢
そ う

嶸
こ う

として高く聳え立つ節義を具えている。 

天与の才はもとより超越したものがあり、 

世の中での経験もまた十分にある。 

譬えれば、風とともに走る駿馬…… 

それでもやはり身に羈
あぶみ

や手綱を纏
ま と

うのは免れない。 
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念
お も

うに、私は山中の人…… 

長らく鹿とともにいたのに、 

誤って外に出て、世間の網に掛かってしまい、 

一挙一動が俗人を驚かせることとなった。 

田に帰る計画はまだ果せていないが、 

去就いずれも軽いものとすでに思っている。 

河
か

陽
よ う

は遠いところではない。 

行き来する間にも出処の変化があるだろう。 

さあ、これで別れようではないか、 

酒はあっても徒
いたずら

に傾け続けるべきものではない。 

（蘇軾が己を野生の鹿に譬えるのは久しぶりである。名家出身の呂
りょ

希
き

彦
げん

との対比で自

然と口をついて出てきたのだろう） 

 

■和張昌言喜雨 

張
ちょう

問
もん

（字
あざな

は昌
しょう

言
げん

）の雨を喜ぶ詩に和した。張問は本章127ページで登場

している。雨を喜ぶというテーマの詩は、劉
りゅう

攽
はん

の詩に次韻した作品を本

章130ページで見ている。 

 

二聖（皇帝と太皇太后）は憂いのあまり寝食を忘れ、 

その御
み

心
こころ

に百神も奔走して風と雲が会うこととなった。 
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宮中に宿直していた私は、 

夜の間に、川の流れの音が高鳴るのを聞き、 

朝になって、清らかな流れが水かさを増しているのを見た。 

夢から覚め、歓びの酒を酌み、その酔いから醒めたころに、 

貴君からの好句を聞き、その余薰が我が部屋を満たしてくれた。 

秋になればきっと豊年の喜びがあるだろう。 

そのときに備えて、 

貴君に先を越されぬよう新しい詩をいまから用意しておくとしよう。 

 

■次韻子由書李伯時所蔵韓幹馬 

李
り

公
こう

麟
りん

（字
あざな

は伯
はく

時
じ

）（本章101ページなど）が所蔵する韓
かん

幹
かん

の馬の画を見て、

弟の蘇轍が詩を作り、それに蘇軾が次韻した。韓幹は唐
とう

代
だい

の画家で、特に

馬を描くのを得意としたことは第5章158ページで見ている。 

（このころから画について詠んだ詩が多くなる。都にいた 3 年余りの間の蘇軾の詩の

一つの特色として捉えることができるだろう） 

 

垂れこめた雲の下、 

皇城の奥深くにある古びた建物、 

公文書が絡み合った糸のように乱雑に置かれている。 

不意に目に飛び込んできたのは、 
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李
り

公
こ う

麟
り ん

が所蔵するところの天馬の画。 

そこからは北の風が吹き出し、 

ぱらぱらと砂漠の砂が降り落ちてくる……。 

天馬は西のまた西の果てから来て、 

その勢いは落ち行く日と速さを争う。 

竜の膺
む ね

、豹の股、頭の高さは八尺、 

奮迅するありさまは人間界の羈
きずな

を受けるものではない。 

漢
か ん

の武
ぶ

帝
て い

のときの虎
こ

脊
せ き

（馬の名）だけが友としてどうにか並ぶことができ、 

唐
と う

の玄
げ ん

宗
そ う

のときの玉
ぎ ょ く

花
か

（馬の名で、本章96ページで見ている）などは物の数ではない。 

李公麟は道を得て、真に吏
り

隠
い ん

というべき人。 

山の雉は、たとえふんだんに飲みかつ啄
ついば

むことができるとしても、 

人に飼われるのを好まない。 

李公麟が絵筆を弄するのはただの戯れにすぎず、 

意
こころ

は万里の彼方にあるのを、誰も知らない。 

韓
か ん

幹
か ん

の画は肉を描いて骨を描いていない、 

実質を失って皮相だけを留めている。 

我が弟は、李公麟の腹中にあることを詩にして巧みに説いた。 

その妙語を黄
こ う

泉
せ ん

の下（死者の世界）に眠る韓幹に知らせてやりたいと思う。 

それでも韓幹はこう言うであろう―― 

「自分は誰かに学んだのではない、 
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 一万匹の馬、それが吾が師なのだ」 

（（1）この詩は韓
かん

幹
かん

と李
り

公
こう

麟
りん

が画に向かう姿勢を同時に詠んでいるのだろう。李公麟は

あたかも韓幹が描いた天馬のようであり、なおかつ李公麟は韓幹が及ばなかった高み

に到達しつつあるということを言っているのだろう。（2）「韓幹の画は肉を描いて骨を

描いていない」とは、杜
と

甫
ほ

の韓幹評（第5章159ページ）である。韓幹の画は、杜甫がい

うように最高水準のものではないのだけれども、それでも、画師としての姿勢は確かに

優れていたというのがこの詩の終わりの部分であるのだろう。（3）蘇轍のもとの詩には

いろいろな人が次韻しているが、蘇軾のこの詩がやはり最も躍動的である） 

 

■軾以去歳春夏侍立邇英而秋冬之交子由相継入侍次韻絶句四首各述所懷 

詩題は「私は去年の春と夏の境から邇
じ

英
えい

殿
でん

に侍立するようになり、続けて

秋と冬の境に弟も入侍することとなった。弟が絶句四首を詠んで懐
おも

うと

ころを述べたので、それに次韻する」。邇英殿は、皇帝に学問を講義する

場で、兄弟揃って若い皇帝を教育する大役を授かったのである。2人が左

遷されていた時期からすると、夢にも思わぬ栄誉ある任に就いたのであ

る。 

 

  其の一 

瞳
き ら

瞳
き ら

と暁の日
ひ

脚
あ し

が清らかに射
さ

しくる。 

暖かくなるにつれて細細
は ら は ら

と槐
えんじゅ

の花が自ら零
お

ちてくる。 
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邇
じ

英
え い

殿
で ん

に坐して思い見るなら、 

かつてここで講義を行った人の多くはいま国家の重職にある。 

かくてして皇城の庭にはいつしか黄昏の色が起こる。 

（邇
じ

英
えい

殿
でん

で過ごす1日の流れを厳かに詠んだ） 

 

  其の二 

御進講の前に上
じ ょ う

尊
そ ん

（酒）を賜り、早朝の寒さを破る。 

御進講の半ばで茗
め い

碗
わ ん

（茶）を賜り、乾いた舌を沾
うるお

す。 

護衛の兵士は雨のなかでも階
きざはし

のもとにひたすら立ち続け、 

学問を修めなかったことを定めし残念がっていることだろう。 

 

  其の三 

二羽の鶴は、病み疲れ、声も出せないほどであった。 

二羽の鶴は、近頃あい継いでまた軒に昇るまでになった。 

高雅な音楽を聞きつつ舞い飛ぶのは何かの間違いであろうか。 

果たして自由に動き回って啄
ついば

むことがまたできるのだろうか。 

（2羽の鶴はもちろん蘇軾、蘇轍兄弟のことである。皇帝に向かって講義をする身にな

ったことを手放しで歓ぶような詩、まして自慢するような詩を蘇軾は詠まない。邇
じ

英
えい

殿
でん

の外で雨に打たれている護衛兵は蘇軾を羨み、蘇軾は何物にも束縛されない鶴を羨む

のである（かつて「放
ほう

鶴
かく

亭
てい

の記」で鶴について書いていた（第5章310ページ）のが思い
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出される） 

 

  其の四 

ささやかな人生を生きるこの身は、 

風
ふ う

波
は

の地からたまたま脱することができ、 

老いてなお鉄や石のように堅固な心がここに存在している。 

私は香
こ う

山
ざ ん

寺の老居士（白
は く

楽
ら く

天
て ん

）に似ていたりするのだろうか、 

世間との縁はついに浅くとも、道
み ち

に根ざすものは深いのである。 

（白
はく

楽
らく

天
てん

（白
はく

居
きょ

易
い

）と蘇軾が似ているとする論は昔から今に至るも多く、蘇軾自身もか

なり意識している。この詩には蘇軾の自注があって以下のように記されている。「白楽

天は（左遷されて）江
こう

州司
し

馬
ば

となり、忠
ちゅう

州刺
し

史
し

となって、（中央に呼び戻されて）たちまち

主
しゅ

客
きゃく

郎
ろう

中
じゅう

知
ち

制
せい

誥
こう

となり、ついには中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

（朝廷の大官）となった。私は敢えて比べ

るわけではないけれど、黄
こう

州に謫居し、登
とう

州知事に起用され、都に召られて儀
ぎ

曹
そう

となり、

かたじけなくも侍
じ

従
じゅう

となった。出処の流れはほぼ似ているといえるだろう。できれば

白楽天のように晩年の閑適の楽しみを享受したいものである」。一方、これまで見てき

たように、白楽天に対する蘇軾の評価には実は微妙なところがある。蘇軾が 8 歳で憧

れたスーパースターの1人、韓
かん

琦
き

を大いに讃えた文章を書いたときには（第5章72ペー

ジ）、白楽天にいろいろケチを付けるようなかたちで韓琦と比較し、結論として白楽天

よりも韓琦がずっと立派であったとしている。二者の最大の差は、韓琦が「晩年の閑適

の楽しみを享受」しようとはしなかったことにあった。果たして、蘇軾の晩年が白楽天
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に似るのか韓琦に似るのかはこれから見てゆくことになる） 

 

■送宋構朝散知彭州迎侍二親 

宋
そう

構
こう

という人が彭
ぼう

州知事として赴任するのを見送った詩。都にいると官

員の出入りがひっきりなしにあって、求められるままに送別の詩を作っ

ていたら、それこそ日々詠んでいなければならないであろうから、蘇軾と

いえどもさすがに詩を贈る相手はある程度の制限をかけていたのだろう。

結果として故郷の蜀
しょく

に関連する詩が多くなる。宋構は成
せい

都
と

の人であり、

彭州は成都から比較的近い。 

 

知事殿の車が東から来た、 

誰を迎えるためなのか。 

最初に知るのは、屋上の烏、 

そこは知事殿の老親の家。 

二親は今年初めて白髪が生じたばかりであるから、 

楼閣に登るのも馬にまたがるのも人の助けを必要としない。 

知事殿が弓を負って前触れとなり、 

老親を乗せた車を彭
ほ う

州へと案内する。 

そのありさまを、蜀
し ょ く

人
じ ん

はこれから長く語り草とするであろう。 

いまからは彭州では老幼ともに知事殿の教化に服し、 
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何事もなく平穏に治まるであろう。 

昔、罪人を罰するのに鞭の代わりに蒲
が ま

の穂を用いた賢知事がいた。 

知事殿はそれすら使わないのだ。 

春の波が天に漲
みなぎ

るかのように平らな湖面に広がる、 

――そこは彭州の西
せ い

湖
こ

、 

花の光が一座を照らし、花の香りが膚からも生じる、 

――彭州は牡丹の名産地、 

ここに知事殿は白
は く

玉
ぎ ょ く

の壺を捧げて老親の長寿を祝い、 

たくさんの孫が集ってまわりで笑い合い、 

古くゆかしい歌を皆が踊りながら歌う。 

そうしたありさまを画にして蜀人は後世に伝えることだろう。 

 

■郭熙画秋山平遠 

中国の山水画の歴史を概観したときに必ず名を挙げられる人物として宋
そう

代
だい

の郭
かく

熙
き

がいる。郭熙は神
しん

宗
そう

皇帝によってその画才が認められ、自由に活

動する場を与えられた。これは「秋
しゅう

山
ざん

平
へい

遠
えん

」と題した郭熙の画に添えた

詩。 

（神
しん

宗
そう

皇帝は郭
かく

煕
き

のために翰
かん

林
りん

院
いん

のもとに特別なポストを設け、画業に専念できるよ

うにした。翰林院の中心的な建物である玉
ぎょく

堂
どう

の壁や扉には郭煕の画が飾られた。この

詩から推測するに、蘇軾は政界の大長老（このとき83歳）で宰相である文
ぶん

彦
げん

博
はく

と、郭煕
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自身とともに玉堂で、春の山と秋の山の2枚の画を見たようだ。「秋山平遠」の画には

文彦博が記した跋文が添えてあった） 

 

玉
ぎ ょ く

堂
ど う

は、春の日差しのもと、昼も門を閉ざして静かである。 

中の扉に郭
か く

熙
き

の画いた春の山の画がある。 

鳩の雛も燕の雛も睡
ね む

りから起きたばかり、 

白い川波、青い峰は人間世界のものではない。 

「秋
し ゅ う

山
ざ ん

平
へ い

遠
え ん

」はほんの小さな画幅でありながら、 

遠く広大な景色が開け、 

漠
ば く

漠
ば く

としてまばらな林に秋は終わろうとしている。 

あたかも江
こ う

南
な ん

の地で旅人を見送るところなのか、 

川の中ほどで頭
こうべ

を回らして雲の頂きを望み見る人がいる。 

その人はあるいは伊
い

川
せ ん

の長老（文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

）か、 

鬢の毛は霜のように真っ白で、 

いつもは臥しつつ秋の山を眺め、故郷の洛
ら く

陽
よ う

を想っている。 

長老は郭煕のために画の隅に草書をしるし、 

その墨の痕は、嵩
す う

山
ざ ん

と洛
ら く

水
す い

に浮かぶ秋の光と同じように輝いている。 

私は長老に従ってここに遊ぶ……、 

これまでに過ぎ去った歳月もわずか一日のよう、 

すでに白髪まじりとなった頭に山の青さが映るのを覚える。 
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洛陽に行って泉
せ ん

石
せ き

を臨む地を買おうかと思う、 

そこで長老のために竜
り ゅ う

門
も ん

の八
は ち

節
せ つ

灘
た ん

（洛陽の景勝地）の図を描くのだ。 

 

■和穆父新涼 

銭
せん

勰
きょう

（字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

）の「新涼」の詩に和した。銭勰はすでに本章 17 ペー

ジに登場している。 

（これは相手を楽しませるために珍奇な対句を並べた戯れの作で、それに応じた訳し

方をしてみた） 

 

働かないでいると、家では妻や子がぎゃあぎゃあうるさい。 

官に仕えると、山では猿や野の鶴が寂しがって恨みごとを言う。 

利潤は一割という商売のイロハもわかっていないし、 

俗世を離れて九万里の彼方に飛んで行くことなどもとよりできるはずもない。 

自分が独活
う ど

の大木であることは百も承知だが、 

この大木にまとわりつく蔓
つ る

が冠
かんむり

（官員のしるし）の紐であるのはどういうわけなのか。 

お上の御恩を受けるのは巨大な借金を背負うようなもの、 

さっさと返済して証書を焼いてしまいたいものだ。 

貧乏のあまり、たとえ牛小屋で眠るようなことになったとしても、 

お偉いさんを喜ばせるためならと、虎とダンスをするようなことはしない。 

貴君の詩にあるように、折よく雨が降り、涼しい風が吹いてきた。 
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稲は稔り、飯を炊くよい香りがもう漂ってくるかのようだ。 

紫の蟹は肥えただろうし、白い新酒を勧めてくれる人だっているだろう。 

貴君ときたら、文章を生み出す手は昔の文豪に等しく巧みで、 

政事をとりおこなう腕は昔の名臣と同じく力強い。 

いずれはきっと三公に昇るはずであるから、 

私がいまからイの一番に祝いの言葉を献じておこう。 

その返礼として、 

江
こ う

湖
こ

に帰って魚や鳥とともに過ごすという我が願いを叶えてくれたまえ。 

 

■書晁補之所蔵与可画竹三首 

蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

の1人晁
ちょう

補
ほ

之
し

は、文
ぶん

同
どう

（字
あざな

は与
よ

可
か

）が描いた竹の画を所蔵し

ていた。それに書き添えた詩。 

 

  其の一 

文
ぶ ん

同
ど う

が竹を画くとき、竹を見て、人を見ない。 

人を見ないだけではない、 

嗒然
う っ と り

としてその身を遺
わ す

れる。 

その身は竹に化し、 

窮まることなく新しいものが出てくる。 

荘
そ う

子
じ

がすでにいないこの世において、 
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誰がこの「凝
ぎ ょ う

神
し ん

」（真実の精神）を知るのだろうか。 

（これまでにも文
ぶん

同
どう

の竹の画について記した蘇軾の詩文を幾つも見てきた。ここでは、

文同が竹に化して描き、無限に新味が生まれ出ると詠んでいる。竹と文同との区別がつ

かない状態、それは精神が完全（凝
ぎょう

神
しん

）であることを意味し、そのときに最高の芸術

が生まれるのである。そのようなことは、古く荘
そう

子
し

の哲学が指し示すところであった） 

 

  其の二 

このような人は今はすでにいない。 

このような竹はもう描かれることはない。 

（俗な画工が）春の蚯蚓
み み ず

のようなたどたどしい墨痕で描くのは、 

風に中に揺れる柳のような竹。 

見るがよいこの画の竹を、 

断崖の上で、痩せた節は竜が走るようではないか。 

いつの日かこの竹は、 

湖で釣りをする隠者が手にする竿になるのであろう。 

 

  其の三 

晁
ち ょ う

君は世渡りに拙く。 

一家は粥を啜っているとのこと。 

今朝聞いて笑い転げたのは、 
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人に媚びて墓碑を記した謝礼でこの竹の画を買ったのだと。 

先生の食卓はますます哀れなことになって、 

朝日に照らされるのは馬が食らう苜蓿
う ま ご や し

だけ。 

もっとも、私はかつて詩にこう詠んでいた。 

「食うに肉はなくてもよいけれど、 

 竹がなくては住むことができない（高潔な精神を養えない）」 

晁君がそれを真に受けてしまったとは。 

（（1）「墓碑を記した謝礼」という記述がある。昔の中国では、平和な時代が続くと墓

を立派にしようとする傾向が強まり、名文家に墓碑の執筆を求めるようになり、その潤

筆料は結構な収入になった（蘇軾は潤筆料目当てに墓誌銘を書いたことはなく、残され

た墓誌銘はわずかしかない）。晁
ちょう

補
ほ

之
し

は元
げん

豊
ぽう

2年（1079年）に科挙に合格して官員にな

っているので、まぐさを食べなければならないほど貧乏であったわけではない。（2）蘇

軾はかつて詩に詠んだとして「食うに肉はなくても……」（可使食無肉、不可居無竹）

という句を挙げているが、現存する蘇軾の詩集に同一の句を見出すことはできない（同

じ趣旨のことは書いている））。 

 

■戯用晁補之韻 

晁
ちょう

補
ほ

之
し

の詩に戯れに次韻した。内容は上の詩につながる。 

 

私はかつて酔
す い

翁
お う

（欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

）に御相伴して酔ったことがある、 
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貴君はいま詩老（梅
ば い

暁
ぎ ょ う

臣
し ん

）の詩をもっぱら吟じている。 

よい詩はいくら咀嚼しても飽くことないが、 

痩せた竹はいくら瀟
し ょ う

灑
れ い

であっても人の飢えを救うものではない。 

試しに鳳
ほ う

凰
お う

に問うなら、飢えたら竹を食らうと答えるだろうけれど、 

そこらの駄馬が苜蓿
う ま ご や し

を食らって肥えているのとどちらがましなのだろうか。 

とにかく貴君は飢えを忍んで空しく詩を誦しているのだから、 

貴君の口はそのうち鳴き続ける布穀
か っ こ う

のようになってしまうのではなかろうか。 

 

■書李世南所画秋景 

李
り

世
せい

南
なん

は北宋を代表する画家の1人。その李世南が描いた「秋
しゅう

景
けい

」の画

に詩を記した。このとき李世南は都で官職に就いていた。 

 

  其の一 

参差
あちらこちら

に野の水が流れ、 

水かさが落ちた痕が残る。 

まばらな林は斜めに倒れかかり、 

霜の落ちる根が露わである。 

小さな舟が一艘…… 

「どこに帰って行くのかい」 

「家は江
こ う

南
な ん

、黄葉する村にあります」 
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  其の二 

人間世界では斧がふるわれ、 

山林は日に日に傷を受ける。 

百尺の竜が躍るような大木は誰が見られるのか。 

渓でも山でも独り往く者でなければ、 

枝に掛かる猿の姿をこのよう知ることはできない。 

 

■書鄢陵王主簿所画折枝二首 

画に添えた詩が続く。王
おう

という主
しゅ

簿
ぼ

の職にある人が描いた「折
せつ

枝
し

」の図に

詩を添えた。王
おう

主簿については、この詩から鄢
えん

陵
りょう

の人で、画が得意だっ

たということがわかるだけで、その名も知られていない。 

 

  其の一 

形が似ているかどうかで画を論じるのは、 

児童の見方と変わるところがない。 

詩を賦して、詩は必ずこうでなければならないと主張するのは、 

きっと詩を知る人ではない。 

詩と画は本源的に同じ調べで、 

大切なのは天
て ん

工
こ う

と清
せ い

新
し ん

である。 
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唐
と う

の辺
へ ん

鸞
ら ん

は雀の生きているありさまを画に写し、 

宋
そ う

の趙
ち ょ う

昌
し ょ う

は花の神
こころ

を画で伝えたといわれている。 

王
お う

君のこの両幅はそれと比べてどうであろうか。 

王君の画は疎
そ

（空間的不均一性）にして淡
た ん

（空間的拡張性）、そして精
せ い

（固有性）と勻
い ん

（普

遍性）を含んでいる。 

見るがよい、 

画に加えられた一点の紅は、 

無限に広がりゆく春に寄せられたものなのである。 

（（1）この詩の冒頭に蘇軾の芸術観が端的に示されている。一つの単純な基準で優劣を

測ることはできない。（2）詩も画も書も音楽もその根源は同じであるとの蘇軾の主張は

これまでにも何度も見ている。3句目、4句目の「詩画本一律、天工与清新」（詩画もと

一律、天工と清新）はその考えをみごとに10文字に凝縮している。天の工
たくみ

を常に清く

新らたなものとして表現するのが詩と画なのである。（3）後半の疎
そ

、淡
たん

、精
せい

、勻
いん

は訳し

にくい。カッコ内に添えた説明はあくまでも理解のためのヒントでしかない。言葉では

言い表すのが難しい概念を、蘇軾はこの4つの漢字に託して伝えようとしたのだろう。

（4）最後に置かれている、一点から無限が広がるという見方も、蘇軾はしばしば提示

している） 

 

  其の二 

痩せた竹は幽
ゆ う

人
じ ん

（底知れぬ深みのある人）のようで、 
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幽
ゆ う

花
か

は汚れなき乙女のようである。 

枝の上を低くためらいがちに飛ぶ雀、 

花の間に揺れてただよいつつ降る雨。 

二羽の鶺
せ き

鴒
れ い

がいまこそ飛び立つとき、 

あまたの葉がそれ先んじて跳ね上がろうとする。 

愛らしくも花に集まる蜂、 

二本の脚に蜜をせっせと引き寄せる。 

天の巧
たくみ

の豊穣さを知る貴君であるから、 

春のこのありさまを筆と紙に捉えることができたのだ。 

貴君は詩もよくするとかねてより聞いている、 

私が寄せるこの声は、 

貴君の妙語を求めるものなのである。 

 

■和張耒高麗松扇 

蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

の1人の張
ちょう

耒
らい

が、高
こう

麗
らい

国で作られた松
しょう

扇
せん

を詩に詠んだのでそ

れに和した。松扇は、松の細い枝を削って編んだ扇だという。 

 

昔のとある人が夢に松を見た―― 

「松という字は、分けると『十八公』である、 

 ならば、わしは十八年後に公
こ う

の地位に昇るであろう」 
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と占い、その通りになったのは御同慶に堪えない。 

昔のとある皇帝が豪奢な宮殿を建てた―― 

山で老死した巨大な松は、その建築材料にならずにすんだ、 

というのも、たとえ我が身を皇帝に献じようとしても、 

一万頭もの牛に曳いてもらわなければならなかったからだ。 

ところが、この松ときたら、 

なんと細かく刻まれ、手の内に納まる扇にされ、 

人前で身を屈する恥辱をこうむってしまった。 

それでも、張
ち ょ う

耒
ら い

君の詩集にその名を掲げられたことで、 

いささか屈辱を洗い流すこともできたのではなかろうか。 

ともあれ、昔、皇帝の愛を失った班
は ん

婕
し ょ う

妤
よ

が嘆きのあまり、 

我が身をたとえて詩に詠んだ秋の扇よりはずっとましであろう。 

 

■送張天覚得山字 

張
ちょう

商
しょう

英
えい

（字
あざな

は天
てん

覚
がく

）が河
か

東
とう

提
てい

刑
けい

となって都を出てゆくことになり、幾人

かで韻を分け合って送別の詩を詠み、蘇軾には「山」の字が当たった。張

商英は蘇軾より5年後れて生まれ、章
しょう

惇
じゅん

によってその才能を認められて

中央で活躍していたが、皇帝が代わって新法が続々と廃止されてゆくこ

とに強く反対して地方に出されることとなった。張商英は単純な改革派

ではなく、その後も独自の道を歩み、新法党vs旧法党という単純な二項
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対立の図式には収まらないところがある。 

 

貴君はこれから西に進んで太
た い

行
こ う

山
ざ ん

の嶺を登り、 

北に清
せ い

涼
り ょ う

山
ざ ん

（五
ご

台
だ い

山
さ ん

）を望むであろう。 

晴れた空に山が五つの髻
たぶさ

のように浮かび、 

雲の間に瑞
ず い

気
き

が宿され、 

岩石の中にまで霊妙な光が入り込み、 

茅や菅からも仙草が生え出てくる。 

太行山では、かつて寒さのために、兵士が指を落として苦しみ、 

ある人がその仙草を人々に与えて兵士を喜ばせたとか。 

貴君は同じように、民衆の窮状を救うことだろう。 

私は老いてしかも病んでいる、 

目は利かないし腰も足も不自由である。 

河
か

東
と う

のあたりの人は昔からもの惜しみをするというけれど、 

貴君はそれに染まることなく、 

己の才能を惜しまず使うことだろう。 

（五
ご

台
だい

山
さん

（清
せい

涼
りょう

山
ざん

）は古来有名な霊山で、現在ではユネスコの世界遺産に登録されて

いる。張
ちょう

商
しょう

英
えい

は6月27日に清涼山に至って詩を詠み、それは当時の人々に広く知ら

れた） 
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■贈李道士 

李
り

道士（李
り

得
とく

柔
じゅう

）に贈った詩。序文がある。 

 

李
り

宗
そ う

固
こ

は誠実な役人であった。景
け い

祐
ゆ う

年間に漢
か ん

州知事であったときのこと、仙薬を

作り画をよくする道士の尹
い ん

可
か

元
げ ん

が火事をおこし、死罪に当たるとされた。李宗固は

尹可元を獄中に置き、しかし刑の執行を見合わせていたところ、たまたま大赦があ

って尹可元は放免された。このとき八十一歳であった。尹可元は、自分は間もなく

死ぬけれど、必ず李
り

氏の子として生まれてこの恩に報いると誓った。 

尹可元が死んで二十余年後、李宗固の子の李
り

世
せ い

昌
し ょ う

の妻は、夢で尹可元が部

屋に入ってくるのを見た。そして生まれたのが李
り

得
と く

柔
じ ゅ う

で小名を蜀
し ょ く

孫
そ ん

といった。李得

柔は幼いときから画が上手で、成長すると荘
そ う

子
じ

や老
ろ う

子
し

の書を喜び、ついに道士

になり、妙
みょう

応
お う

の号を賜った。母に仕えて孝謹であると聞こえ、その母を画に写したも

のは絶妙であるとの評判である。 

 

世間の人は画の名人というと、 

とかく唐
と う

の時代の曹
そ う

覇
は

将軍ばかりを挙げて、 

晋
し ん

の時代の顧
こ

愷
が い

之
し

などはおつむがおかしかったかのようにいう。 

曹覇は、腰に大きな羽団扇をはさんだ武将を描いたのだが、 

顧愷之が、頬にあえて三本の毛を加えてより真実味を増したのには及ばない。 

顧愷之は普段から諸公子を侮り、 
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宮中にいるべき人物を深山の巖石の上に載せて描いてみせたところ、 

その子孫は代々道士となり、旅装束で雲水の間を巡り歩いた。 

道士一千年の始まりといったら門番をしていた尹
い ん

喜
き

で、 

老
ろ う

子
し

（李
り

耳
じ

）は尹喜の求めに応じて書物を書き置いた。 

その尹喜の子孫の尹
い ん

可
か

元
げ ん

は最後の一念によって、 

李耳の子孫の李
り

宗
そ う

固
こ

の孫（李
り

得
と く

柔
じ ゅ う

）となって生まれた。 

香火の旧縁（道家の縁）は尽きることがなく、 

画によるつながりもまた今に伝わっている。 

私は五十歳を二年過ぎたところだ、 

かくも衰えた我が顔を李道士が描いてくれるなら、 

後々の人はそれを見て、 

これは白
は く

楽
ら く

天
て ん

の晩年の画であると言うであろうか。 

（曹
そう

覇
は

、顧
こ

愷
がい

之
し

、尹
い

喜
き

、老
ろう

子
し

と、昔の人物を次々に挙げて、主題の李
り

道士を導き出す知

的技法を面白いと思うか、煩わしいと思うかは表裏一体の関係であろう。ここでも蘇軾

は白
はく

楽
らく

天
てん

との類似を意識している（本章141ページ）） 

 

■次韻張舜民自御史出倅虢州留別 

御
ぎょ

史
し

台
だい

の任にあった張
ちょう

舜
しゅん

民
みん

が虢
かく

州の副知事として出て行くことになり、

別れの詩を詠んだのでそれに次韻した。張舜民は蘇軾より 8 年後れて科

挙に合格し、蘇軾が黄
こう

州にいたときに、改革派に嫌われて左遷の身となり、
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任地に赴く途中で蘇軾を訪問していた。そのことがこの詩の中に詠まれ

ている。皇帝の代替わりに伴い、張舜民は司
し

馬
ば

光
こう

によって中央に召された

のだが、司馬光の死後、宰相等と意見が合わず、地方に出された。 

 

貴君が詩を記した紙には気迫が漲り、 

雲が湧き立つばかりである。 

貴君は初め湘
し ょ う

累
る い

の地に流され、 

貴君とともに遊んだ樊
は ん

口
こ う

は遠い思い出の地となった。 

後に貴君は朝廷の官員として銀印を佩
お

びる身となり、 

御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

において聳え立つばかりの長身の姿を見た。 

江
こ う

湖
こ

でのかつての日々はすでに夢、 

いずれ鄠
こ

杜
と

（張舜民がこれから行く地）で隣同士で住むことになるだろう。 

都を去ってともにまた嘯
うそぶ

くことがあるならば、 

主人も客人もみな（俗世を離れた）詩人だけとなるであろう。 

（張
ちょう

舜
しゅん

民
みん

が黄
こう

州に蘇軾を訪ね、ともに樊
はん

口
こう

で遊んだことは、張舜民の『画
が

墁
まん

集
しゅう

』に

収録された紀行文に次のように記録されている。 

 

壬
じ ん

戌
ぼ

（元
げん

豊
ぽ う

6（1083）年9月20日）、朝早くに黄
こ う

州に停泊した。州知事の楊
よ う

宷
し ん

、副知事の孟
も う

震
し ん

、

団練副使の蘇軾とともに、蘇軾の居所で会い、晩飯を蘇軾の東の坡
おか

の雪
せつ

堂
ど う

で食べた。

蘇軾は詩で獄に陥り、ここに謫
た く

されて数年になる。……丙
へい

寅
いん

（9 月 24 日）、蘇軾を招いて、
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武
ぶ

昌
しょう

の樊
はん

山
ざ ん

で遊ぶことにした。……食事をすませから舟を移して黄州を離れ、対岸の樊
はん

溪
けい

口
こ う

に泊めた。蘇軾も舟で長
ちょう

江
こ う

を渡り、一緒に武昌県に行った。……県知事の季
り

観
かん

等と

ともに樊山に遊んだ」。 

なお張舜民が職務に就いていた御
ぎょ

史
し

台
だい

は官員の不正行為を糺す部署で、蘇軾はかつて

その獄で厳しい取り調べを受けたのだった） 

 

■次韻王定国倅揚州 

揚
よう

州副知事となる王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）から詩が届き、それに次韻した。 

（本章 5 ページで、王
おう

鞏
きょう

は潁
えい

州の副知事に任命されたということを見たが、その後、

揚
よう

州に変更になったようだ） 

 

この身は天の遊びに任せ、江
こ う

海
か い

に置くものであるのだが、 

ひとたび紅
こ う

塵
じ ん

の内に落ちてしまうと、もとに戻るのは容易ではない。 

私は司
し

馬
ば

相
し ょ う

如
じ ょ

のように蜀
し ょ く

への道を帰ることができないし、 

貴君は何
か

遜
そ ん

のようにしばし揚
よ う

州で花をめでる詩を詠んでいなければならない。 

驚くのはすでに菊がもう黄色くなったこと、 

なお喜ぶのは貴君の顔が朱く髪が黒いことだ。 

たとえ意に染まないことがあっても、 

虞
ぐ

卿
け い

はむしろそれを糧として歴史書を編んだのであるから、 

厭うべきことではないのだ。 
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（この詩は、司
し

馬
ば

相
しょう

如
じょ

、何
か

遜
そん

、虞
ぐ

卿
けい

という3人の才人の名を挙げて、王
おう

鞏
きょう

に心構えら

しきものを説いたのであろう。訳者があっさり回避した煩わしさを厭わずに 3 人の事

績を研究するなら、王鞏に何を言いたかったのかがわかるであろう） 

 

■次韻米黻二王書跋尾二首 

北
ほく

宋
そう

第一の書家、ならびに北宋第一の画家、ならびに北宋第一の収集家、

その三冠の王者というと米
べい

黻
ふつ

（字
あざな

は元
げん

章
しょう

）である。米黻は蘇軾よりも15

年若く、官職には就いたものの、奇行が多く、もっぱら文人として活躍し

た。この詩は、二
に

王
おう

（王
おう

羲
ぎ

之
し

とその息子の王
おう

献
けん

之
し

）の書
しょ

の後ろに記した米

黻の詩に次韻したもの。蘇軾は米黻の自由で不羈なところ愛し、それをか

らかうような口調でこの詩を詠んでいる。 

 

  其の一 

虫の害を防ぐために三
さ ん

館
か ん

（宮廷の図書館）で曝
ば く

書
し ょ

を行ったところ、 

王
お う

羲
ぎ

之
し

の『来
ら い

禽
き ん

帖
じ ょ う

』と王
お う

献
け ん

之
し

の『青
せ い

李
り

帖
じ ょ う

』を見ることができた。 

草書というと、このごろは秋の蛇やら春の蚯蚓
み み ず

やらがやたらとのたくるだけで、 

野の鶩
あひる

と評された王羲之と家の雞
にわとり

と評された王献之のどちらが美しいのかさえ、

まるでわかっていない。 

天の上（宮中）から持ち出された函
は こ

は玉
ぎ ょ く

で飾られ、 

紫の衣を纏った敕使が見守る中で金の鑰
か ぎ

が開かれた。 



第8章 栄光と失意 

第 8 章：160 
 

現れ出た二帖は、 

ちらりと眼を過っただけではまだ十分に識
し

ることができず、 

ばさりと壁に掛けて雲に委ねられた。 

三館から帰り来て、その妙意を一人で追求しつつ、 

思うのは、私がかつて朝廷にいたのは二十年も前、 

そのときにこの二帖はなかったのだから、 

一体どこから得たのかと怪まずにはいられない。 

巧みに偸
ぬ す

んだり、無理やり奪ったりすることは古来よくあることで、 

顧
こ

愷
が い

之
し

（著名な画家）が描いて厨
く り や

に掛けていた画を、 

桓
か ん

玄
げ ん

（当時の権力者）はその厨の壁を穿って盗み取り、 

その後も顧愷之とはにこやかに笑いながら会っていたというのだが、 

よもや貴君は桓玄に似ていたりするのだろうか。 

唐代の王
お う

涯
が い

は書画の収集家で、塀を廻らして厳重に守っていたのだけれど、 

死罪に処せられたとたんに塀は破壊されて書画は四散してしまったとか。 

そのときの穴がきっとまだ塞がっていないのだろう。 

（この詩は、米
べい

黻
ふつ

が二
に

王
おう

の書を禁断のルートから入手したのではないかと、疑ってみせ

たのである。それだけ貴重な品だということであろう） 

 

  其の二 

貴君は一日に千枚の紙に書を記すとか。 
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それだけ努力して得た美を誰に与えるのか。 

地面に書いた餅はいくらそっくりでも食えない。 

知恵の足りない子供が見てよだれを流すくらいのものだ。 

錦の嚢
ふくろ

に収められ玉の飾りを施した軸は、 

見かけが立派だからといって本物であるかどうかはわからない。 

粲
さ ん

然
ぜ ん

と輝いて、正しい知恵さえごまかしかねない。 

耐えがたき飢えの中でも書を見て涙を流した人もいた。 

顔
が ん

真
し ん

卿
け い

の米を乞う書こそが今に至る最高のものではないだろうか。 

（蘇軾は唐
とう

代
だい

の顔
がん

真
しん

卿
けい

の書を高く評価している（第4章48ページなど）。それは己の真情

を書き表しているからである） 

 

■郭熙秋山平遠二首 

先に郭
かく

熙
き

が描いた「秋
しゅう

山
ざん

平
へい

遠
えん

」の画を詠んだ詩を見た（本章 138 ページ）。

再び同じ画を詩に詠んだ。2首のうち1首を訳す。 

 

  其の二 

葉が落ちゆくとき、 

心が騒ぎ、人は秋を怨む。 

遠く眺めやるのはむしろ堪え難く、 

詩の愁いが生まれる。 



第8章 栄光と失意 

第 8 章：162 
 

ああ、一万の谷に争う流れを見たい…… 

だから貴君を煩わしてこの画を描いてもらうのだ。 

 

■送欧陽弁監澶州酒 

欧
おう

陽
よう

弁
べん

が澶
せん

州で酒税を管理する役人として赴任するのを見送った詩。欧

陽弁は欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の末の息子である。 

 

千里を走る汗
か ん

血
け つ

馬
ば

も、 

荷車を引っ張ったのでは存分に動けない。 

酒粕の臭いの中に抛り込まれるのは、 

賢公子を試そうとするものであろう。 

貴君の家は江
こ う

南
な ん

の英俊、 

清き流れに身を洗っていたのだが、 

かえって黄
こ う

河
が

の濁流を渡って、 

馬の耳までも漲る砂に埋もれてしまうようなところに行く。 

もともと人の運命は造物者に任せるまでのこと、 

禍も福も始めから窮まっているわけではない。 

孔
こ う

子
し

が子
し

文
ぶ ん

を褒めた言葉を思うがよい―― 

「三回用いられても、三回放たれても怒ることも喜ぶこともなかった」 
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■九月十五日邇英講論語終篇賜執政講讀史官燕於東宮又遣中使就賜御書

詩各一首臣軾得紫薇花絶句其詞云絲綸閣下文書静鐘鼓楼中刻漏長独坐黄

昏誰是伴紫薇花対紫薇郎翌日各以表謝又進詩一篇臣軾詩云 

長い詩題は次の通り。「九月十五日、邇
じ

英
えい

殿
でん

で『論
ろん

語
ご

』を講じてきて最後

まで終わった。執
しっ

政
せい

講
こう

読
どく

史
し

官
かん

は東
とう

宮
ぐう

において宴を賜り、中
ちゅう

使
し

が派遣され、

それぞれに陛下御自身が書かれた詩一首ずつが与えられた。私は紫薇花
さ る す べ り

を詠んだ絶句を頂戴した。その詩は、 

  絲綸閣下文書静、（絲
し

綸
りん

 閣
かく

下
か

 文
ぶん

書
しょ

 静
しず

かに） 

  鐘鼓楼中刻漏長。（鐘
しょう

鼓
こ

 楼
ろう

中
ちゅう

 刻
こく

漏
ろう

 長
なが

し） 

  独坐黃昏誰是伴、（独
どく

坐
ざ

 黃
こう

昏
こん

 誰
だれ

か是
こ

れ伴
ともな

う） 

  紫薇花対紫薇郎。（紫
し

薇
び

花
か

は対
たい

す紫
し

薇
び

郎
ろう

と） 

翌日、おのおのが御礼の書を差し出し、一篇の詩を添えた。私の詩は以下

の通り」。 

（（1）蘇軾が邇
じ

英
えい

殿
でん

で皇帝に学問を講義したことは本書139ページですでに見ている。

9月15日に『論
ろん

語
ご

』の講読が終わり、蘇軾ら講読に加わった者に褒美の宴と皇帝直筆

の詩が与えられ。まことに栄誉なことであったが、ここに至るまでの間にも、蘇軾を要

職から降ろそうとする運動が執拗に続けられ、蘇軾も地方に転出することを願い出る

などしていた。（2）皇帝の詩は、唐
とう

の時代には皇帝の詔勅の草稿を作る役所の庭に

紫薇花
さるすべり

を植えたという故事を踏まえて、知
ち

制
せい

誥
こう

の職にある蘇軾について歌ったもの。（3）

以下の蘇軾の詩は皇帝に差し出すのにふさわしいよう、香り高い語句を選んで並べた
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工夫の作で、読み解くのはかなりの労力を要する。しかし、それに見合うだけの中身が

あるわけでないので、ざっと流れがわかればよいという程度の安直な訳文を原詩に添

える） 

 

繍裳昼袞雲垂地、（雲が地に垂れるような天子のお姿） 

不作成王剪桐戲。（少年ながらも戯れの遊びなどなさらない） 

日高黄繖下西清、（日の高いころに邇
じ

英
え い

殿
でん

にお出ましされ） 

風動槐竜舞交翠。（折からの風に槐
えんじゅ

の影が揺れる） 

壁中蠹簡今千年、（ここには千年を経た書物が納められ） 

漆書科斗光射天。（開けば漆のような黒々とした文字が光を放つ） 

諸儒不復憂吻燥、（ここに集まる学者は苦も無く詩を詠み） 

東宮賜酒如流泉。（東宮において、流れる泉のように酒が振る舞われる） 

酒酣復拝千金賜、（酒たけなわのとき、頂戴するのは千金に相当するもの） 

一紙驚鸞回鳳字。（鶯が舞い鳳
おおとり

が踊るような字が記された一枚の紙） 

蒼顔白髮便生光、（それは我らの白い髪や青い顔を輝かし） 

袖有驪珠三十四。（私は袖の内に珠のような三十四文字を納める） 

帰来車馬已喧闐、（帰れば早くも車馬を連ねて人々が集まり） 

争看銀鉤墨色鮮。（陛下の墨痕の鮮やかさを争って見ようとする） 

人間一日伝万口、（このことは一日のうちに一万の口によって伝えられ） 

喜見雲章第一篇。（陛下がこのたび初めて臣下に賜った御書を喜び見る） 
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玉堂昼掩文書静、（玉
ぎょく

堂
ど う

で日中職務にあるときは、静かに） 

鈴索不搖鐘漏永。（時は緩やかに流れる） 

莫言弄筆数行書、（筆を弄して数行の書を記すまでもなく） 

須信時平由主聖。（お上の御聖徳によって平和な世になる） 

犬羊散尽沙漠空、（外敵は犬や羊のように砂漠の彼方に逃げ去り） 

捷烽夜到甘泉宮。（都には勝利の知らせが届き） 

似聞指揮築上郡、（英雄が西方の地を開くのを聞いて） 

已覺談笑無西戎。（談笑の内にもはや争う者はいなくなるのである） 

文思天子師文母、（天子は文を重んじられ、その師（高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

）もまた文を重んじられる母） 

終閉玉關辭馬武。（ついには西方の関を閉ざして武力の行使をやめるであろう） 

小臣願對紫薇花、（小臣
わ た く し

は紫薇花
さ る す べ り

に対しつつ） 

試草尺書招贊普。（諸外国に帰順を促す手紙の草稿を書くのである） 

 

■狄山論匈奴 

蘇軾が皇帝に講義したのは『論
ろん

語
ご

』だけではなく、歴史に題材を採って何

度か講義をし、その論点を整理して 8 篇の短文を記して皇帝に提出して

いる。その中から、「唐
とう

宋
そう

八
はっ

家
か

文
ぶん

」に収録されている 1 篇を見ておこう。

時に哲
てつ

宗
そう

皇帝は数えで11歳、現代でいえばまだ小学生の年齢である。 

（この短文は『史
し

記
き

』の「酷
こく

吏
り

伝」の張
ちょう

湯
とう

の条について論じたもの。最初に『史記』

の当該の部分を読んでおこう。小川環樹・今鷹真・福島吉彦訳『史記列伝』（岩波文庫、
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1975 年）から訳文をそのまま引用する。なお酷吏とは、法を厳格に適用して恐怖政治

を執行する官僚で、冤罪を量産して己の手柄とし、それを推進力に昇進の階段を駆け上

るのを常とする。その典型が漢
かん

の武
ぶ

帝
てい

に仕えた張湯だった。 

 

匈
きょう

奴
ど

が和
わ

睦
ぼく

を申しいれてきて、群臣一同は天子の前で会議を開いた。そのとき博士の狄
てき

山
ざん

が

主張した、「和睦が有利でございます」。天子がその理由を尋ねると、狄山は答えた。「『兵（兵

器・軍隊）は凶器である』と申します。たびたび動かすものではございません。高帝（高祖）

さまは匈奴征伐を思いたたれましたが、平城でたいそう苦しめられたあげく、やっとのことで

和睦を結ばれたのでした。恵帝さまと呂
りょ

后
こう

さまのみ世は、天下は平穏安泰でした。文帝さまの

み世では、呉や楚など七国が謀反して、景帝さまが二つの宮殿の間を往復してみ心を悩ました

まうこと数か月、呉や楚などはうち破られましたが、そのあとも景帝さまは最後まで〔匈奴に

対する〕軍事行動のことは口にのぼされず、そのために天下は富み豊かでありました。このた

び陛下が兵を動かして匈奴を攻撃なさいましてからは、わが中国は空
から

となり、国境地帯の人民

ははなはだ貧窮し苦しんでおります。これらのことをから考えますれば、和睦が第一でござい

ます」。天子はそこで張湯に尋ねた。張湯は答えた、「あれは愚かな儒
じゅ

者
しゃ

で、なにも知ってはお

りません」。狄山は言った、「わたくしはもちろん愚かな忠義者なのでしょう。しかし御史大夫

の張湯はといえば、それこそ偽りの忠義者です。張湯が淮南王や江都王の事件を裁いたやりか

たなど、法文をあやつって諸侯を過酷な罪におとし、〔陛下の〕の肉親を離ればなれにさせ、皇

室守護の臣（諸侯）に不安をいだかせたのでした。張湯が偽りの忠義者であることを、わたく

しはもとからはっきりと存じております」。そこで天子はむっとした顔色になって尋ねた、「先
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生（狄山をさす）に一つの郡をまかせたら、外夷の侵入と略奪をなくすことができるか？」 答

え、「できません」。尋ねて、「一つの県では？」 答え、「できません」。もう一度尋ねて、「一つ

の障
とりで

のうけもつ地域をまかせたらどうだ？」 狄山は、返答につまると裁きにかけられること

になろう、と推察して、答えた、「できます」。その場で天子は狄山を障
とりで

に送り任につかせた。

一か月あまりあと、匈奴は狄山の首を斬りとって引きあげた。それ以来、群臣は恐れおののい

た。 

この部分を特に取り上げて少年皇帝に講義した意図は容易に推測できるだろう。神宗
しんそう

皇帝のもとで改革派は西方の夏
か

国
こく

に対して積極策を取り、手痛い敗北を被った。また、

改革派は、改革に反対する者を厳しく弾圧し、蘇軾自身もその標的となった） 

 

謹んで漢
か ん

代の制度について検討してみますと、博士（皇帝に仕える学者）の俸禄は

わずかに六百石でした。それでも、朝廷は、大切な事柄があるときには、丞相、御

史、九卿、列侯とともに、必ず博士を可否の議論に参加させました。皇帝は日ご

ろから儒者と親しみ、学問を尊重し、博士はたとえ身分は低くても意見を申し述べ

ることを妨げられなかったのであります。 

それで、狄
て き

山
ざ ん

は皇帝の前で張
ち ょ う

湯
と う

と議論を争うことができたのでした。このようなこと

は、一般の者にはなかなかできないことでありますが、人の上に立つ君主はこうあ

りたきものなのであります。君主がおだやかな顔で、意見を申し上げようとする者を

促し、虚心にそれを受け入れようとしても、恐れてなかなか言おうとはしないもので

す。まして、武
ぶ

帝
て い

のように顔色を変え、怒りに任せて、意見を言った者を死に追い
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やるようなことをしたらどうなるでしょうか。つまり、張湯が権勢を振るい、盜賊が天下

の半ばを占め、漢朝がほとんど乱れるに至ったのは、狄山の意見が容れられなか

ったことから始まったのであります。 

（少年皇帝の教育を、蘇軾等の保守系文化人が担ったのであるが、皇帝自身は早くから

父神
しん

宗
そう

の遺志を継いで改革政治を復活させようとの志を抱いていたようだ。また、極檀

に厳格であった程
てい

頤
い

（本章 76 ページなど）を毛嫌いする余り、保守系文化人全体を嫌う

ようになったという説もある） 

 

■昨見韓丞相言王定国今日玉堂独坐有懐其人 

詩題は「昨日、（先の）宰相の韓
かん

絳
こう

に会うと、韓絳は王
おう

鞏
きょう

のことを言われ

た。今日私は一人で玉
ぎょく

堂
どう

に座っていて王鞏のことを懐
おも

った」。玉堂は翰
かん

林
りん

院
いん

にあって、これまでもしばしば見ている。 

（王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）が政界の大物である韓
かん

絳
こう

と親しかったことは本章 7 ページで見

ている。王鞏は本章 158 ページで見たように揚
よう

州の副知事に任命され、蘇軾は王鞏が

早くに実務に就くことを望んでいたのだが、なぜかまだ赴任していなかったようだ） 

 

昼間、玉
ぎ ょ く

堂
ど う

に臥せっていると、 

微かな風が白い衣に吹き寄せる。 

銅の瓶
か め

が碧
あ お

い井戸の底におろされ、 

引き上げられる瓶から百尺の流れを作って水が落ちる。 
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その音によって夢から覚め、ひと掬いの冷たい水を愛でる。 

その水を我が友（王
お う

鞏
きょう

）に与えたく思う。 

苦い言葉もまた肺肝を涼しくするであろう。 

貴君は秀眉にして玉のような両頰、 

翔
か

ける鸞
ら ん

（神の鳥）のような勢いがある。 

貴君は江
こ う

淮
わ い

の地（揚
よ う

州）に行き、川の流れによってその詩を清く洗うのがよい。 

都にあって御馳走やらよい酒やらの並びの前にいたのでは、 

貴君の信美は安んじられはしないのだ。 

貴君も韓
か ん

絳
こ う

のように丞相に昇る功業を成し遂げて後に、 

家に還ってのんびりと酒杯を挙げるのがよいであろう。 

そのときには人間世界において客として招きたい人があるならば、 

手紙を出して呼ぶのは難しいことではない。 

私も貴君の門を叩いて、起舞して歓びを尽くすであろう。 

 

■上韓持国 

韓
かん

絳
こう

の弟の韓
かん

維
い

（字
あざな

は持
じ

国
こく

）に差し出した詩。韓維は7月まで副宰相で

あったが、免ぜられて地方に出ることになった。 

（韓
かん

絳
こう

は8 人兄弟の三男で、五男の韓
かん

維
い

、六男の韓
かん

縝
しん

（前年4月まで宰相であった）も朝

廷の枢要の地位に就いた。漢
かん

の時代に揃って高位に昇った賈
か

氏の三兄弟がいて「三
さん

虎
こ

」

と呼ばれた。中でも賈
か

彪
ひょう

が最も畏怖され、この詩の冒頭でそのことを用いている） 
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韓
か ん

氏の「三
さ ん

虎
こ

」はいずれも国家の指揮を執り、 

なかでも一虎（韓
か ん

維
い

）はかの賈
か

彪
ひ ょう

に似る。 

家に端居して机にもたれているときには、無心を学び、 

早朝に朝廷に入るときには、常に正しい姿を見せる。 

時流に逆らって独り行くのは聳え立つ山のようであり、 

天下の議論を逆さまにするのも厭わないのは真に効力のある薬のようである。 

二聖（哲
て つ

宗
そ う

と高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

）の政治を担って正しい道に戻し、 

排斥されてもついには衆人の力を一つに合わせた。 

私のような者はただたらふく飯を食うことを思うだけで、 

（韓維のような）君子がいなかったならば国が治まることはない。 

（韓維は汝
じ ょ

州に退くことを希望しているのだが） 

汝州の西
せ い

湖
こ

に船を浮かべて春風に酔って臥せたのでは、 

いったい誰が民のために豊年をもたらすのだろうか。 

（韓
かん

維
い

は汝
じょ

州に行くことを望んだのだが、実際には鄧
とう

州知事に任命された。この詩で蘇

軾は韓維を讃えている。しかし、後に見るように蘇軾と韓維の関係は必ずしも良好では

なく（本章222ページ）、韓維を要職から降ろす勅書を書いたのは蘇轍であった） 

 

■書雪堂義墨 

王
おう

詵
しん

が墨を贈ってくれたので、それについて記した短文。王詵が家柄がよ
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く裕福な友人であることは本章61ページなどで見ている。 

 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年十二月二十一日、王
お う

詵
し ん

が墨二十六丸、およそ十種余りを贈ってくれた。

あれこれ磨って、数十字を作り、その色の深い浅いを観たところ、そのままで結構

なものもあれば、混ぜ合わせて一品としてちょうど佳
よ

い墨となるものもあった。 

かつて私は黄
こ う

州にいたときに、近隣の四五郡の人から酒が送られてきたので、私

は合わせて一つの器に蓄え、これを「雪
せ つ

堂
ど う

の義
ぎ

樽
そ ん

」と呼んだ。 

いままた「雪堂の義墨」と呼んだらよいだろうか。 

（酒も墨もブレンドしたという話である） 

 

■次韻王都尉偶得耳疾 

同じころに王
おう

詵
しん

が耳を患い、そのことを詩に詠んだので、それに次韻した。 

 

人間の体に開いている六つの穴なんぞは、 

貴君も知っている通り、あってもなくもよいものだ。 

私が言いたいのはたったのひと言、 

病は疣
い ぼ

！ 

決然と取り去ってしまえばよいのだ。 

眼や耳が利けばよいというものではない―― 

病人は（神経が研ぎ澄まされて）寝床の下の蟻の動きも巧みに聞き取るというし、 
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棘
と げ

の先端で猿が踊るのを見たがる愚か者もいる。 

真の聡明は耳や眼にあるのではない。 

薬だなんだと騒ぐのは家の者を煩わせてしまうだけだ。 

三国時代の周
し ゅ う

瑜
ゆ

は耳がよすぎて、 

音楽を聴いて少しでも音程がずれるといちいち首をかしげたという。 

貴君もそんなことがしたいわけではないだろう。 

 

■跋南唐挑耳図 

上の詩に関連して、これより 4 年後に記した文章を見ておこう。五代十

国時代の南
なん

唐
とう

のときに描かれた『挑
ちょう

耳
じ

図
ず

』という画に添えた短文で、画

についてはほとんど何も述べず、もっぱら王
おう

詵
しん

との楽しいやりとりを記

している。 

（現在南
なん

京
きん

大学に所蔵されている『勘
かん

書
しょ

図
ず

』（一名『挑
ちょう

耳
じ

図
ず

』）という画がある。五代

十国時代の南
なん

唐
とう

の王
おう

斉
せい

翰
かん

の作で、机上に書物を開き、何やら右耳をつまんでいる人物が

描かれている。蘇軾が見たのは恐らくその画であったのだろう） 

 

王
お う

詵
し ん

はかつて俄かに耳を患って聞こえなくなった。意
こころ

に耐え難く、私に治療法を尋

ねた。私はこう答えた。 

「貴君の家は代々の武将でありましょう。頭を断たれようが、胸に穴を開けられよう

が、惜しむものではなかったでありましょう。二つの耳が役に立たないのなら、割い
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て捨て去ったらよいではありませんか。疾
や ま

いなどは、三日もしたら自ずと去るのでは

ありませんか。もし去らないようでしたら、私の耳を割いてお取りなさい」 

王詵ははっと悟るところがあり、三日で病いは良くなった。それで歓びの歌を私に示

した。 

  老坡心急頻相勧、（東
と う

坡
ば

先生はせっかちなことを言うけれど） 

  性難只得三日限。（僕も性格として三日の辛抱がやっとだ） 

  我耳已效君不割、（僕の耳も先生の耳も割かずにすみ） 

  且喜両家都平善。（両家は嬉しいことにこれまで通り仲良しでいられる） 

いま王
お う

鞏
き ょ う

が所蔵する『挑
ち ょ う

耳
じ

図
ず

』を見たところ、これは王詵から得たというので、いさ

さかこのことを記した。 

元
げ ん

祐
ゆ う

六年八月二日。 

 

■送喬仝寄賀君六首 

これは「異人」を好む蘇軾らしい作品。序文、喬
きょう

仝
どう

への送別の詩1首、

そして賀
が

亢
こう

に寄せた詩5首から成る。 

 

昔から伝え聞いているのは、靖
せ い

長
ち ょ う

官
か ん

と賀
が

水
す い

部
ぶ

は唐
と う

末
ま つ

五
ご

代
だ い

の人で、道
み ち

を得て不死

であったということ。 

真
し ん

宗
そ う

皇帝（宋の三代皇帝）が泰
た い

山
ざ ん

で封
ほ う

禅
ぜ ん

の儀を行ったときに、道の左側で皇帝に

挨拶する者がいた。その者は、「晋
し ん

（唐と宋の間の五代の三番目の王朝）のときに水
す い

部
ぶ
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員
い ん

外
が い

郎
ろ う

であった賀
が

亢
こ う

にございます」と言って、再拝して去った。皇帝は気づかずに

通り過ぎ、後に、道辺で出迎えた人々の名簿を見て大いに驚いて探させたのだが、

見つけることができなかった。 

天
て ん

聖
せ い

（四代皇帝の仁
じ ん

宗
そ う

の世）の初めに、賀水部はその弟子の喩
ゆ

澄
ち ょ う

を都に使わして、

仏像を進呈した。それは数千万の価値があった。張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

は喩澄と遊び、以上のこ

とを具
つぶさ

に知った。 

ここにまた喬
き ょ う

仝
ど う

という者がいる。若いときに大病を患ってほとんど死にかけた。賀水

部は喬仝に道を学ばせた。喬仝は今年八十歳で、ますます元気である。世間の

人は賀水部をまた見ることはないが、喬仝はしばしば賀水部と会っている。 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年十二月、喬仝は都に来て十日ほど滞在した。私は引き留めたが、喬仝

はこう言って断った。 

「吾が師（賀水部）と上
じ ょ う

元
げ ん

の日に蒙
も う

山
ざ ん

でお会いする約束をしているのです」 

そして、 

「吾が師はかつて密
み つ

州で遊ばれたときに、貴公が常
じ ょ う

山
ざ ん

への道を登るのを知り、貴

公のことを心に喜んでおられるようでした」 

とも言った。 

この詩を作って喬仝を送り、合わせて賀水部に五首の絶句を寄せる。 

（（1）賀
が

水
すい

部
ぶ

という仙人が実在して、五代十国の晋
しん

朝のときに水
みず

部
ぶ

員
いん

外
がい

郎
ろう

という名目上

の官を授けられていたとしたら、晋朝が滅んだ946年に20歳だったとしても、このと

き元
げん

祐
ゆう

2（1087）年には161歳ということになる。（2）賀水部と並んで名を挙げられて
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いる靖
せい

長官については第5 章158 ページに記述がある。（3）蘇軾が密
みつ

州知事であった

ときに、州舎を建て増しして蓋
こう

公
こう

堂
どう

を作り、そのときに書いた文章に、「隠れた君子は

実際には見ることができない。もしも見られたとしても招き入れることはできないで

あろう。……民衆にまじってそのあたりを行き来しているのだろうか。どうかして会え

たりしないだろうか」と記した（第 5 章 124 ページ）。喬
きょう

仝
どう

の言っていることが事実な

ら、まさに一人の仙人が蘇軾のごく近くにいたのである） 

 

  喬
き ょ う

仝
ど う

に贈った詩 

かのとき貴君の年齢は二十、 

美しくかつ華やかであった。 

ところが、悪い病にかかって眉も鬚も落ち、 

紅顏は白髮に変わり、妻や子を驚かした。 

鏡を見て自分自身を嫌い、この体を棄ててしまおうと考え、 

奥深い山に茅の庵を結び、 

松の腴
あぶら

を食べる暮らしに入り、 

道辺で俗世を逃れた博士（賀
が

水部）と出会った。 

博士は清らかに痩せ、四角い瞳からの光が野を照らした。 

再拝して起き上がる前に、 

声を一つ博士から浴びせられ、 

この身は決して吾ではないと覚った。 
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泥の中から、蓮の花が白く輝き出たかのように感じ、 

師に従って東に行き、（密
みつ

州にある）濰
い

水
す い

と
ふ

水
す い

の二つの川を渡った。 

貴君は師とともに山の頂から、 

私の車の跡が密州の地に付けられるのを見ていたのだが、 

私は俗人の間に仙人が混ざっているとは知りもしなかった。 

貴君はいまや年は八十、喉の肉が胸にまで垂れ下がっている。 

しかし、飛ぶようにして山を登り、人が手助けしようとすると嗔
い か

るほどだ。 

貴君は都に来たものの、東に帰る約束を違えることはない、 

新らたな年には師の老仙儒のもとに詣でるのである。 

望むのは、 

秋風とともに二羽の鳧
け り

が西へと飛んで来て下り降りること。 

仙界で採れるという瓜のように大きな棗を私にも分けてくださるだろうか。 

（鳬
けり

が仙人のイメージであることはこれまでにも何度か見ている） 

 

  賀水部に贈った詩 其の一 

師は戦乱の時代に成長され、 

早くに俗世から身を逃れ、 

晩年に至って元
げ ん

祐
ゆ う

太平の人となられた。 

渤
ぼ つ

海
か い

が桑
そ う

田
で ん

になるような大変化にも驚くことなく、 

春雨のころに亀
き

山
ざ ん

、蒙
も う

山
ざ ん

のあたりに行こうとされている。 
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（亀
き

山
ざん

は第7 章108 ページなどで見ている。蒙
もう

山
ざん

はその東の山。序文にあった真
しん

宗
そう

皇

帝が封
ほう

禅
ぜん

の儀を行うために泰
たい

山
ざん

に向かった道筋に当たる） 

 

  其の二 

師はかつて封禅の儀のためにお出ましになった皇帝に挨拶しようとした。 

簡素な平服であったので前に出るのをためらわれた。 

夜に皇帝がお泊りになる行
あ ん

宮
ぐ う

で師の名が空しく奏せられ、 

皇帝は、師が雲の間に遠く去ってしまったのを残念がられた。 

 

  其の三 

老いた身をもって時に言葉を発せられるのは、 

自身のためではない。 

わずかな語句にも千鈞の重みがある。 

漢
か ん

の高
こ う

皇帝に会うことはできなくても、 

高皇帝が驚き見
ま み

えた商
し ょ う

山
ざ ん

の四人の隠者に相当するお方は現にいまもいるのだ。 

 

  其の四 

昔から言い伝えらえているように師は晋
し ん

朝の人であった。 

すでに天に飛び上がって仙人に変化するありさまを見せている。 

聞くところではいまは東の蒙
も う

山
ざ ん

におられるとか。 
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師のもとで薪を集め水を汲む奉仕をして、 

仙薬を焼くありさまを拝見したいものである。 

 

  其の五 

千年に伝わる風流人といえば唐
と う

代
だ い

の賀
が

知
ち

章
し ょ う

、 

賀知章が最も愛したのは謫
た く

仙
せ ん

人
に ん

こと李
り

白
は く

であった。 

しかし、二人のように詩を吟じて酔って舞うことを終生続けるのは無益であろう。 

粟の飯と藜
あかざ

の汁を食らって、精神を養う法を問うべきである。 

 

■送家安国教授帰成都 

蘇軾と同郷で同じ年に科挙に合格した者に家
か

定
てい

国
こく

と家
か

安
あん

国
こく

）の兄弟がい

たことは本章 122 ページで見ている。これは、家安国が成
せい

都
と

の学校の教

授となって蜀
しょく

に帰るのを見送った詩。 

（この詩は様々な故事を引き、しかもかなり高度な用い方をしているために解釈が相

当に難しい。したがってこの訳はレベルの低い「ずっぽ訳」である。大意はたぶん取り

違えてはいないであろう） 

 

貴君と別れてから二十年、 

私が歩んできた道は艱難に満ち、 

両鬢の黒さはすでに失われてしまった。 
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それでも、学問ばかりはついに不変である。 

鳥は飛びつつもしばしば退かなければならないことがある。 

それでも、蛍が草にしがみついたまま干からびて死んでしまうようなことはしない。 

私はひとたび罪に落とされてから、 

葉が霜によって零落するのを五回見た。 

夜は空しく世の興亡を一人論じ、春の夢にもなお経典を読んでいた。 

思いがけないことに、新設の学説は廃されて旧に復し、 

若い学徒は伝統を守ってきた人を師として教えを受けようと、 

雲を凌ぐ見識の持ち主の手を煩わすことになり、 

貴君は蜀
し ょ く

の人々を導く星となるべくかの地へと向かう。 

成
せ い

都
と

の学校には苔むす伝統があり、 

庭には古い柏の木が高く聳え立っている。 

生徒らは学問の真の香りを貴君から聞き、 

これまで学んできたものが偽物であったと知るであろう。 

蜀にはたくさんの鳳
おおとり

の雛がいるから、 

竹のごとき貴君のもとで立派な翼を伸ばしてゆくだろう。 

かくて、貴君の奏でる音律の整った音楽に合わせて、 

鳳たちは古
いにしえ

の聖天子の庭で飛び舞うようになるのだ。 

私も蜀に帰り、残り少ない歳月を貴君とともに楽しみたいものだ。 
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■楽全先生文集叙 

楽
らく

全
ぜん

先生の文集の序文。楽全先生は蘇軾の大恩人張
ちょう

方
ほう

平
へい

の号である。蘇

軾は張方平の文集を編んでこの序文を書いた。張方平はこの年、81歳、

引き続き南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

で悠々自適の日々を送っていた（第 7 章 145 ページな

ど）。 

 

三
さ ん

国
ご く

時代の孔
こ う

融
ゆ う

は志が大きく議論は高遠であった。当時の世において著しい功

績が現れることはなかったのだが、それでも英偉豪傑の気は一時代の手本となり、

孔融が盛
せ い

憲
け ん

や郗
ち

慮
りょ

の人物を論じた文章は激しく高ぶる大丈夫の風儀があった。 

同じ時代の諸
し ょ

葛
か つ

亮
り ょ う

は文章をもって名を顕
あらわ

したのではなかったが、万物の理に通じ

て事を成就させるありさまと、理論と実際を深く知り抜いた洞察力は自ずから言葉

となって現れ出た。諸葛亮が書いた『出
す い

師
し

の表』は簡明でありながら意を尽くし、

率直であっても放縦にはならず、実に偉大な言論文で、太古の『伊
い

訓
く ん

』、『説
せ つ

命
みょう

』

に並ぶ名文で、秦
し ん

や漢
か ん

以降の君主の歓心を得ようとして仕えた者が全く及ぶとこ

ろのものではなかった。 

私が常々残念でならないとしているのは、孔融と諸葛亮の文章を完全な形で読

めないことだ。 

現代の楽
ら く

全
ぜ ん

先生はほとんどこの二人に近いのではないだろうか。 

嗚呼
あ あ

、士
し

として天下の重みを自らのこととして任ずる者がいなくなってすでに久しい。

議論が不得手なのではない。政事や文学について機敏に応じないわけでも、該
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博な知識を持っていないわけでもない。大きな事に臨んだときにも、根本を忘れず、

己の日ごろの言説を失ってしまうことのない者が少ないのだ。つまりいまの士は器

量が小さいのである。 

楽全先生はまだ普通の庶民であったときから、我が身を成長させて国家の仕事を

補おうとの望みがあった。若くして出仕し、老いて帰隠するに至るまで、言葉を使っ

て時の流れに乗じたり、人に媚びたりすることは決してなく、君主に対するときにも、

よく考えて後に発言した。評判は常に一定で、利害に左右されることがなく、まこと

に孔
こ う

子
し

がいうところの「道
み ち

をもって君に仕える大臣」である。孔子から時代が遠く離

れ、道が曖昧となり、志のある士、あるいは仁を具えた人であっても、少しでも低い

地位に置かれると、高く用いられることばかりを望んでしまうのだが、楽全先生だけ

は一人邁進する気概に溢れ、公明正大な言論を行ってきた。これもまたまことに孔

子のいうところの「用いられるのなら道を行い、用いられないのなら世間から隠れ

て道を楽しむ」というものである。上に対しては、君主と合致することを求めはしなか

ったので、貴ばれつつも用いられず、用いられても十分に力を発揮できなかった。

下に対しても、士
し

大
た い

夫
ふ

と合致することを求めなかったので、楽全先生のことを悦ぶ

人は少なく、悦ばない人が多かった。しかし、究極的に天下の偉大な人を挙げると

なると、必ず楽全先生が第一であるとされているのだ。 

楽全先生は自身の本性を発揮し尽くし、天命も知り抜いて、自然のままに振る舞

い、やむを得ずして為さねばならないことだけを行った。文章を書くことで世に名を

顕そうと思うことはなかったけれど、慶
け い

暦
れ き

年間から元
げ ん

豊
ぽ う

年間に至るまでの四十余
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年に、天下のことを論じて皇帝に示した文章は数多くあり、あるものは用いられ、あ

るものは用いられなかったけれども、全てが礼と義に基づき、人の情に合い、是非

の判断はどれもが先人の議論の内に根拠があり、結果としての得失は後に必ず

正しいものであったと検証された。その他の詩文に及んでは、どれも清遠雄麗で、

読む者は楽全先生の人となりを想い見ることできる。まことに孔融、諸葛亮に似て

いるとわかるのである。 

私は二十歳のときに、楽全先生の門下生となるべく成
せ い

都
と

でお目にかかった。ひと

たびお会いすると、楽全先生は私のことを天下の俊英と同じように遇してくださった。

それから三十余年の間に、私を啓発して成就させるところのものは至って多く、しか

し、先生にお返しするものはほんのわずかすらもない。私は先生の文集を求め、自

分で校合して家に大切にしまってきた。ここに先生の文章の大略を論じ、もって後

世の君子の評価を仰ぐものである。 

昔、曾
そ う

公
こ う

亮
り ょ う

は私にこのように言った。「皇帝の前で重要な問題を議論するときに、

他の者が一日かかって繰り返し述べても言い尽くせないことを、張
ち ょ う

公は数言で結

論を導き出し、そのまま輝くような文章になり、書いて誦じてもすばらしいものであっ

た」。先生が言われたことは全てが採用されたわけではなかったけれど、慶暦以

来の名臣として先生以上に敬われた人はいないのである。 

先生は今年八十一歳、門を閉ざして訪問客もなく、終日正座して、造物者とともに

無何有之郷
ユ ー ト ピ ア

に遊んでいて、いまはその言葉を聞くこともなく、ましてその文を記すこと

もない。 
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（要するにこれは歯が浮くばかりの過剰な賛辞を書き連ねた文章であるのだが、蘇軾

が書くと不思議と気品があり、説得力がある。文章の底に、大恩人への深い感謝の思い

が流れているからなのだろう。「造物者とともに無何有之郷
ユ ー ト ピ ア

に遊ぶ」とあるのは、「楞
りょう

伽
が

経
きょう

の後に書く」（第7章145ページ）で見たように、晩年は仏教にはなはだ傾倒してい

たことをいうのだろう） 

 

■和子由除夜元日省宿致斎三首 

元
げん

祐
ゆう

3（1088）年、蘇軾53歳。 

弟の蘇轍は除夜から元旦にかけて省中に宿直し、斎戒して朝を待ち、3首

の詩を詠んだ。これはそれに和したもの。 

 

  其の一 

僕らが江
こ う

湖
こ

に流落したのは、天が運命に関与したからではあるまい。 

兄弟でいま禁中に仕えているのはただの偶然によるものだ。 

世は等しく年が新たになったけれど、 

僕ら兄弟はまだ会えないでいる。 

それは帰郷できない境遇に置かれているためなのだ。 

（かつて流罪になったのも、いま宮中にあるのも全てが偶然であるとここでは言って

いる。末の句は、故郷に住む田舎紳士であるならば、新年になってただちに兄弟が顔を

合わせられるのにという意味） 
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  其の二 

僕は白髮にして蒼顏
やつれがお

、歳は五十三、 

こんな僕であるのに、家の者ときたら、 

この春のために新調した衫
うわぎ

を無理やり着せたのだ。 

新年の朝会から帰ってくると、その両袖にはまだ天の香りが満ちていて、 

頂戴してきた銀の幡
は た

が頭上から子供らに微笑みかける。 

（元旦には宮中で新年の儀が行われる。蘇轍が斎戒したのは、それに臨む準備であった。

儀式が終わると、朝臣は美しく飾った幡
はた

をもらって帰る） 

 

  其の三 

かの年の春、 

僕らは月明かりを踏んで試験場へと急ぎ向かった。 

そのときの試験委員長は酔
す い

翁
お う

（欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

）、 

酔翁は試験期間中は鎖された扉の内に籠った。 

酔翁の門下生はみな白髪の老人となり、いま幾人が残っているだろうか。 

そんな僕が酔翁と同じ役目を仰せつかって若者たちの新しい詩句を審査するのだ。 

（蘇軾はこの年、科挙の二次試験の試験委員長を務めることになった。かつて蘇軾が科

挙に合格したときには欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が試験委員長だった。32年を経て同じ役割を担うことに

なったのである） 
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■書試院中詩 

科挙の試験委員長になった蘇軾は、委員になった孫
そん

覚
がく

、孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

らととも

に1月21日に、科挙を統括する役所（試
し

院
いん

）に入り、それより1カ月余

り、外に出ることを許されなかった。一切の不正を防ぐためである。これ

は試院から解放された直後に記した文章。 

 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年一月二十一日、科挙の監督としての仕事が始まり、李
り

公
こ う

麟
り ん

を採点委員

に招いた。三月初めに採点が終わり、諸庁から関係した者などが集まった。そのう

ちの数人とともに李公麟のもとを訪れた。このとき李公麟は水
す い

悸
き

の病に苦しみ、気

が塞いで食欲がなかった。皆で地面に転ぶ馬の詩を詠んで李公麟の煩悶を払

おうということになり、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

が最初に詩を作った。 

 儀鸞供帳饕虱行、（試院に閉じ込められていた間は、寝床は虱
しらみ

がぞろぞろで） 

 翰林湿薪爆竹声、（役所から支給された薪は湿ってぱちぱち撥
は

ね） 

 風簾官燭涙縦横。（隙間風で蝋
ろ う

燭
そ く

の蝋があちこちに乱れるありさまだった） 

 木穿石盤未渠透、（石に穴を穿つようにしても外には全く通じず） 

 坐窓不遨令人痩、（窓辺に座して痩せてゆくばかりで） 

 貧馬百噛逢一豆。（貧しい家の馬がたった一粒の豆を百回噛んでいるようなものだった） 

 眼明見此玉花驄、（ここに転んだ馬をまざまざと見て） 

 径思著鞭随詩翁、（すぐに思ったのは、詩
し

翁
お う

（蘇軾）の乗る馬を鞭打ち） 
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 城西野桃尋小紅。（郊外に出て桃の紅い花を尋ねるということだ） 

この詩に私が次韻した。 

 少年鞍馬勤遠行、（若いときは馬にまたがって遠くに行き） 

 臥聞嚙草風雨聲、（夜には馬が草を噛む音を寝床で聞いた） 

 見此忽思短策橫。（転んだ馬を見て思うのは、横たえたままの鞭だ） 

 十年脾肉磨欲透、（十年の間に足の筋肉がすっかり衰えてしまったので） 

 那更陪君作詩痩、（黄庭堅の詩に和そうとさらに身を削るようなことはしたくない） 

 不如芋魁歸飯豆。（芋の蔓と豆の粗末な飯でもいいから食べたいものだ） 

 門前欲嘶御史驄、（門前で馬が嘶くのは試験期間の終了を告げにきたのだ） 

 詔恩三日休老翁、（老いた我が身にこれから三日の休暇が与えられるのだが） 

 羨君懷中雙橘紅。（黄庭堅には母上が待っておられるのを羨ましく思う） 

蔡
さ い

肇
け い

、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

、舒
じ ょ

渙
か ん

、廖
り ょ う

正
し ょ う

一
い ち

がそれに続いた。それらの全てをここには記さない。 

私は戯れにもう一つ絶句を作った。 

 竹頭搶地風不挙、（地に付くばかりに曲がった竹は風が吹いても頭を挙げない） 

 文書堆案睡自語。（採点する答案に埋もれた私も同じようにうな垂れて眠ってしまった） 

 看馬欲▲頓風塵、（馬を見て思うのは、とにかく風の中を走って） （▲は馬＋展） 

 亦思帰家洗袍袴。（家に帰って垢にまみれた衣服を洗うことだ） 

これらの詩に対して李公麟は笑って言った。 

「馬がようやく私の筆に入ってきましたぞ」 

紙を取ってさっと画を描いた。その後にこれらを記す。 
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三月六日、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾が書く。 

（（1）画を得意とする李
り

公
こう

麟
りん

ら気の置けない仲間たちとともに楽しんだひとときをこ

の短文に記録した。試験監督として 1 カ月余りも続いた拘束から解放されて、わいわ

い賑やかに詩を詠み合い、絵筆を振ったのだろう。詩は意味のよくわからないところが

あるので、大意を示した「ずっぽ訳」である。（2）蘇軾が関わったのは科挙の二次試験

で、皇帝自身が行う最終の三次試験は3 月10 日に実施され、3 月22 日に合格者が発

表された。合格者は首席の李
り

常
じょう

寧
ねい

ら 508 人であった。欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は試験委員長のときに

唐宋八大家に選ばれるような門下生を3人も得たのだが、残念ながら蘇軾の場合には、

合格者の中に後世に燦然とその名を輝かすような者はいなかった。ただ、合格者の中に

章
しょう

惇
じゅん

（蘇軾のかつての親友）の息子の章
しょう

援
えん

や、周
しゅう

敦
とん

頤
い

（著名な大学者）の息子の周
しゅう

燾
とう

が

いて、次の第9章で2人との交流を見ることになる） 

 

■韓康公挽詞三首 

韓
かん

絳
こう

（康
こう

公）（本章168ページなど）が3月7日に亡くなった。77歳だった。

蘇軾はこの挽詞を詠んだ。3首のうち2首を訳す。 

 

  其の一 

故国は高い木々に覆われている、 

だから貴いのではない。 

王を助け国を興す大臣がいるときにこそ貴いのである。 
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私は公よりも後
お く

れて世を去る者、 

公のような老成人（円熟した大人物）がおられる時代にどうにか間に合った。 

公の徳業は文武全般に及び、 

公の風流は高位高官を代表した。 

公が遊びに巡ったところはいまや公を喪って空しくあるのみ、 

あちこちで残された民衆が泣いている。 

 

  其の二 

公は父子二代にわたって忠清の徳を顕
あらわ

し、 

公は三代の皇帝に仕えて功績があった。 

功を成した後も郷里に帰ることなく、 

栄誉を極めてからも君主に尽くすことを忘れなかった。 

学問は正しい伝統を厳しく守り、 

武威は国境の不穏な空気を鎮めた。 

古代の名臣、韓
か ん

奕
え き

の後を継ぐ者として、 

全ての官員が優れた仕事をするよう指導されたのだった。 

（最後は韓
かん

絳
こう

と同姓の韓
かん

奕
えき

を持ち出して韓絳を讃えたのだが、韓奕がいかなる人物で

あったかをわざわざ調べなくてもよいだろう。なお韓絳の実像は本章 9 ページで触れ

たようにここに詠まれているほどではなかったようだ） 
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■余与李廌方叔相知久矣領貢挙事而李不得第愧甚作詩送之 

詩題は次の通り。「私は李
り

廌
たい

（字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

）とは長い間の知り合いである。

私は科挙を執り行い、李廌は合格しなかった。私は非常に愧
は

じ、この詩を

送った」。 

科挙は宋代に入ってから非常に厳格に実施されるようになり、試験委員

長であろうとも、知人を有利に扱うようなことは一切できないようにな

っていた。蘇軾がここで愧
は

じる言っているのは、李廌が書いたはずの優秀

な答案を見逃してしまった不明を恥じるという意味である。かつて蘇軾

の答案を特に優れているとして梅
ばい

堯
ぎょう

臣
しん

が取り上げていなかったら、蘇軾

の人生は大きく変わっていただろう。なお、李廌は蘇軾と同じ年に科挙に

合格した李
り

憲
けん

仲
ちゅう

の子で、直接会ってもいるので、長い間の知り合いだと

記しているのである。 

 

李
り

君と知り合ったのは昨日今日のことではない。 

李君の文章の勢いは一目でわかるはずだった。 

唐代の李
り

程
て い

は普段から李
り

華
か

の文章は優れていると説き、 

自信をもってこれは李華の文章であると見抜いた。 

私は自信なく迷ってしまったことを慚
は

じ、 

それからは家に籠っているのだが、 

李君は大いに笑って、 
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「行
こ う

止
し

（及第か落第か）は天の定めるところ、 

 あなたが責められることはない」 

と、言ってくれる。 

このたびの受験生は五千人、 

李君には怨みはなく、私には徳がない。 

羊を買い、酒を沽
か

ってせめて李君に謝ろうと思う。 

どうか春風の前で私のために十分に酔ってほしい。 

家に帰ったなら、雲を凌
し の

ぐすばらしい詩を賦すがよい。 

私が見るに、李君の相
そ う

は痩せた隠者になるものではないのだ。 

 

■和宋肇遊西池次韻 

都の西側、順
じゅん

天
てん

門
もん

の外に周囲九里三十歩の金
きん

明
めい

池
ち

があり、皇室の園林と

して美しく整備され、都の景勝地の一つとなっていた。都の西にあること

から西
せい

池
ち

ともいわれ、広い水域に船を浮かべて水軍の訓練をすることも

あった。宋
そう

肇
けい

という者が金明池で遊んだ詩を詠み、それに次韻した。 

 

皇帝は慈愛と節倹のお心があって外国との戦争をなさらないが、 

ここでは千艘の軍船が瀬を下る訓練を指導される。 

人は艨
も う

艟
ど う

（軍艦）が飛ぶように動きまわるさまに目を見張り、 

仙界の巨大な亀が空に舞うのはかくあろうかと想像する。 
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西を見れば、我が故郷は三千里の彼方、 

回顧すれば、そこを出てよりすでに二十年。 

笑ってしまうのは、こうしてちまちまと官職にしがみついていること、 

貴君が神仙の地の近くで日々を過ごしているのには遠く及ばないのである。 

（この詩の後半は、宋
そう

肇
けい

がこのとき巫
ふ

山
ざん

の知事で、巫山は蘇軾の故郷である蜀
しょく

にあり、

昔から仙人が住むところとして知られていることに基づく） 

 

■僕領貢挙未出銭穆父雪中作詩見及三月二十日同遊金明池始見其詩次韻

為答 

詩題は「私が科挙の監督をしていて試
し

院
いん

から出られずにいた間に銭
せん

勰
きょう

（字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

）が雪中の詩を作った。三月二十日に一緒に金
きん

明
めい

池
ち

で遊んだ

ところ、初めてその詩を見せてくれた。それで次韻して答えた」。銭勰は

本章17ページなどで見ている。 

 

私がここに来るのを知って、雪は全て消え去り、 

貴君が来るのを待って、花はまだ風に飄
ひるがえ

らないようにしていた。 

私は同行の者を避けて一人だけで少しばかり飲んでいたところ、 

馬で走り来る使いに出会い、貴君のお招きを得ることとなった。 

魚
ぎ ょ

竜
り ゅ う

（軍船）が千里を翔けるような絶技に見入るのは、 

四朝（四人の皇帝の治世）を経た白髪交じりの老人である。 
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かつて遊んだことのある酒店はいまもこうしてあるけれど、 

衰えた顔は遥かな時を隔ててしまったものだ。 

（（1）金
きん

明
めい

池
ち

は都の一大景勝地で、試験委員長の大役から解放されてそこに遊べば、春

の風光を大いに愛でる詩が生まれてよいはずなのだが、この詩はおざなりの感がある。

ここまで蘇軾が都で詠んだ詩を見てきて、都の風光を喜ぶような詩は一つもなかった。

蘇軾には、当時世界第一の大都会であった都開
かい

封
ほう

に憧れるような気持ちがなかったこ

とは、第1 章7ページで見た詩から一貫しているように思える。（2）この詩には3月

20日との日付があるが、翌日の21 日に孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

（本章125ページなど）が亡くなってい

る。孔文仲は蘇軾の招きに応じて科挙の採点委員を務め、その任を終えたばかりだった。

蘇軾は孔文仲の棺を撫して、「このような勁
けい

直
ちょく

の士はもういない」と嘆いたという） 

 

■書艾宣画四首 

蘇軾よりも少し前の時代に活躍した艾
がい

宣
せん

という画師がいた。その画を見

て詠んだ詩。4首のうち1首を訳す。 

 

  杏花白鷴（杏
あんず

の花と白い鷴
やまきじ

） 

天の工
たくみ

は、誰のために花の妍
あでやか

さを刻むのか、 

蕊
し べ

を抱えて群がる蜂たちのためなのか。 

人が酒を手に把
と

って春を惜しんでもすべては夢…… 

この閑
か ん

客
き ゃ く

（画中の白い鷴
やまきじ

のこと）が永遠に見続けているのには及ばない。 
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（最後は、画中の春は永遠に続くということを言っている） 

（この詩を詠んだのと同じころ、4月4日に蘇軾が非常に感動したと伝えられる出来事

があった。それはいろいろな書物に記されているが、ここでは『邵
しょう

氏
し

聞
ぶん

見
けん

後
こう

録
ろく

』（邵
しょう

博
はく

著）の記事を見ておこう。 

 

蘇軾が翰
かん

林
り ん

院
いん

にいたときのこと、ある夕暮れ時、中
ちゅう

使
し

（皇帝の使いの宦官）が来て、お召し

であると言った。すでに半分酔い心地であったが、急いで水を汲んで口を漱ぎ、少し意識

をはっきりさせると、東門から入って小殿で皇帝のお出ましを待った。 

御簾の内から声がし、呂
り ょ

公
こ う

著
ち ょ

を（宰相に加えて）司
し

空
く う

平
へい

章
しょう

軍
ぐ ん

国
こ く

重
じゅう

事
じ

に、呂
り ょ

大
だい

防
ぼ う

と范
はん

純
じゅん

仁
じ ん

を

左
さ

右
ゆ う

僕
ぼ く

射
し ゃ

（宰相）にするとの仰せがあった。三人が承ると、高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

が言われた。 

「学士殿（蘇軾）は前年は何の官にあったのか」 

蘇軾は答えた。 

「臣
わたくし

は前年は汝
じ ょ

州
しゅう

団
だ ん

練
れん

副
ふ く

使
し

でございました」 

「いまは何の官にあるのか」 

「 忝
かたじけな

くも翰林学士を仰せつかっております」 

「何をもってこれほど俄かに翰林学士になったのか知っておるか」 

「太皇太后陛下の思
おぼ

し召
め

しにございましょうか」 

「私は何も関わっておりません」 

「では、皇帝陛下の思し召しにございましょうか」 

「陛下も何も関わっておられません」 
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「よもや大臣の間から臣
わたくし

を薦めてくださったのでありましょうか」 

「大臣も何も関わっていません」 

蘇軾は驚き、 

「臣
わたくし

は無遠慮でありますけれど、自分から敢えて望むようなことはしておりません」 

高太皇太后は言われた。 

「学士殿にこのことをずっとお伝えしたく思っておりました。これは先の皇帝陛下の御心による

ものです。先帝はお食事の間も箸を止めて文章を御覧になり、いま読んでいたものについ

てそっと私に向かってお語りになることがありました。そのようなときは、必ず学士殿の作であ

りました。先帝はそのたびに毎回『奇才である、奇才である』とおっしゃられました。しかし、学

士殿を十分にお用いなられずに亡くなられてしまったのです」 

蘇軾は思わず泣き声を挙げ、何も言えなくなった。高太皇太后も皇帝も泣かれ、他の者も

皆泣いた。 

すでに任命が終わると、皆は茶を賜わった。 

高太皇太后は蘇軾に言われた。 

「学士殿はどうかお上のために心を尽くし、先帝の御恩に報われるように」 

蘇軾は座を下って拝した。 

高太皇太后の御指示で、御前の金の燭台が取られ、それによって蘇軾は翰林院に送ら

れた。 

以上のことを蘇軾は王
お う

鞏
きょう

に語った。 

このとき宰相は文
ぶん

彦
げん

博
はく

、呂
りょ

公
こう

著
ちょ

、呂
りょ

大
だい

防
ぼう

、范
はん

純
じゅん

仁
じん

の4人なった。いずれも保守派であ
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る） 

 

■慶源宣義王丈以累得官為洪雅主簿雅州戸掾遇吏民如家人人安楽之既謝

事居眉之青神瑞草橋放懐自得有書来求紅帯既以遺之且作詩為戯請黄魯直

学士秦少遊賢良各為賦一首為老人光華 

長い詩題は次の通り。「王
おう

慶
けい

源
げん

（字
あざな

は宣
せん

義
ぎ

）という老人は、しばしば科挙

に応じた末にようやく官職を獲得し、洪
こう

雅
が

の主
しゅ

簿
ぼ

、雅
が

州の戸
こ

掾
じょう

となった。

民衆や下役人に対して家族のように接したので人々は喜んだ。すでに職

を辞め、眉
び

州
しゅう

青
せい

神
しん

県の瑞
ずい

草
そう

橋
きょう

に住み、悠々自適の暮らしを送っている。

老人から手紙がきて紅い帯を求めたので、それを贈り、戯れの詩を作った。

黄
こう

庭
てい

堅
けん

と秦
しん

観
かん

にも一首ずつ作ってもらい、老人に華を添えることにした」 

（眉
び

州青
せい

神
しん

県といえば妻の王
おう

氏がその地の出身である。王
おう

慶
けい

源
げん

は妻の一族で、その縁か

ら蘇軾に「紅い帯」を求めたのだろう。「紅い帯」の意味するところはよくわからない

が、職を退いた老人が華やかに身を飾るためのもので、それを都にいる蘇軾から贈られ

たならこの上ない名誉であるということなのだろう。王慶源は科挙に何度か挑んだも

のの合格はしなかったようで、地方の小官に甘んじなければならなかったのだろう。郷

里の人々を大切に思う蘇軾は紅い帯を贈っただけでなく、詩を添え、さらに黄
こう

庭
てい

堅
けん

と秦
しん

観
かん

（第7 章66 ページなど）にも作らせた。そのことから秦観が都にきていたことがわか

る。なお秦観は依然として科挙には合格していなかった） 
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貴君は書生のまま、霜に遭った葉のように枯れるところであった。 

かろうじて官職を得ると、 

子のように民を遇し、我が家の使用人のように下役人に接したので、 

人々は貴君のことをお役人様として見上げるようなことはなかった。 

貴君は「自分たまたま字が読める農夫であるだけなのだ」と言っていた。 

いつまでも貧乏であったので妻は泣くし、子供は飢えて叫ぶし、 

時に野
や

人
じ ん

が来て馴れ馴れしく貴君の髭をひっぱったりもした。 

貴君は、役人としての成績は下の下であると自ら採点して職を辞し、 

芋と豆くらいならどこへ行ってもついてまわるはずだと、 

郷里に帰ったのだった。 

いま貴君は瑞
ず い

草
そ う

橋
き ょ う

あたりの路を独り歩き、 

携えるのは酒の入った壺が一つ、 

慈
じ

姥
ぼ

巌
が ん

の前で自ら渡し舟を呼び寄せ、 

青
せ い

衣
い

江
こ う

のほとりをぶらぶらすると、人々が争って貴君の手を取ろうとする。 

春の蚕の市
い ち

に行くと、数州から集まってきた人の中に、 

貴君が務めた土地の者がいて貴君を取り囲むので、 

市の人々は貴君を指さして一体誰なのだろうか怪しむ。 

そのとき貴君は、紅い帯に白い髯が映え、老いてなお堂々の姿である。 

私は西に帰って貴君の隣に住もうと思う、 

垣根を隔て、貴君の歌声に合わせて手を打つのだ、 
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懐旧の情に空しくふけるようなことはしないつもりだ。 

（（1）「野
や

人
じん

」には、田舎者、庶民、礼儀を知らぬ者、飾らぬ真心のある人などの広い

意味がある。都で高い位にあって上辺ばかりを飾る偽善者の真逆の人間である。（2）詩

の中ほどにある慈
じ

姥
ぼ

巌
がん

と青
せい

衣
い

江
こう

は青
せい

神
しん

県の地名。蘇軾の郷里では春に賑やかに蚕の市

が開かれることは第2章66ページで見ている） 

 

■次許沖元韻送成都高士敦鈐轄 

4 月 2 日、高
こう

士
し

敦
とん

が国境地帯の治安確保の任務を帯びて成
せい

都
と

に行くのを

許
きょ

将
しょう

（字
あざな

は沖
ちゅう

元
げん

）が見送った詩に次韻した。高士敦は高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の従弟

であることから官職を授かった人物。蘇軾は2年前の元
げん

祐
ゆう

元年8月、遼
りょう

国皇帝の誕生日を祝賀する使者に選ばれ、高士敦が副使とされた。しかし、

何らかの理由で蘇軾は辞退し、代わって林
りん

旦
たん

が正使、高士敦が副使となっ

て遼国に派遣された。そのことがこの詩の中に詠み込まれている。宋と遼

は、正月とそれぞれの皇帝の誕生日に祝賀の使者を交換し合い、友好関係

を維持する上で大切な年中行事となっていた。 

 

高
こ う

君は皇族との縁によって官職に就いた、 

地位の高下などはもとより虚名、 

高君は真に優れた人物である。 

私はものぐさのために高君とともに遼
り ょ う

国に行くのを辞退し、 
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北へと飛び行く鴻
おおとり

を眺めつつ、 

高君が堂々の使節として遼国に迎えられるのを想見したのだった。 

高君は、高い才能は勛
く ん

閥
ば つ

とは無関係であることを証明し、 

帰り来ると、あり余る力で蜀
し ょ く

の治安を担当することとなった。 

高君が成
せ い

都
と

に行くなら、 

西に遠く雪に覆われた山を臨み見ても、 

もはやそこに変事を知らせる烽
のろし

が上がることはない。 

だから、高君は日々酒樽の横で過ごしていればよいのである。 

 

■次韻子由五月一日同転対 

このころ蘇軾は、科挙を巡って不届きなことがあったとして趙
ちょう

挺
てい

之
し

らの

批判にさらされていた。蘇軾は弟とともに反論を記して 5 月 1 日に朝廷

に提出した。そのことを弟が詩に詠んだので次韻した。 

 

漢
か ん

の時代に、賈
か

宜
ぎ

は意を決して思うところを記して皇帝に差し出した―― 

僕らもまた同じこと、堂々と正しいことを論じるだけであって、 

そうするのは、農夫や樵
きこり

に笑われないためである。 

唐
と う

の高
こ う

祖
そ

皇帝は、晋
し ん

陽
よ う

で隋
ず い

を討つための旗揚げをした―― 

そのとき、高祖皇帝は「これは我らのためにだけにするのではない」と言った、 

天下のことを思う天子のお言葉を僕らも聞けるに違いない。 
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唐
と う

朝
ち ょ う

は五月一日を皇帝が文武百官と顔を合わせる日と定めた、 

まさに今日は五月一日である。 

僕らの半生の出処進退は常に憂患とともにあり、 

郷里に帰るのが上策であることは早くからわかっていた。 

それでも、「後
こ う

生
せ い

畏
お そ

るべし」、後に続く者たちの評価を思わずにはいられない。 

ああ、それにしても僕は衰えてしまった。 

僕は見くびられたのか、それとも見かけ倒しだったのか。 

（蘇轍が制科の試験に合格した後で批判を受けてから（第2章19ページ）、2人は都にい

るととかく難癖を付けられた。同じ時代を生きる人々の蘇軾に対する好悪はみごとに

二分されるものであったようだ） 

 

■次前韻送程六表弟 

程
てい

之
し

元
げん

が楚
そ

州知事として赴任するときに贈った詩を本章 37 ページで見

ているが、程之元は江
こう

南
なん

西
せい

路
ろ

転
てん

運
うん

判
はん

官
がん

に転任することとなり、蘇軾は先の

詩に次韻して贈った。 

 

貴君の家の兄弟はいずれ劣らぬ宝玉揃い、 

門には赤い車輪の車が十台も並び、一万石もの貯えがある。 

知事の印
しる し

の竹の符
ふ

を授かっただけでなく、 

いずれは尚
し ょ う

書
し ょ

の位の者が履く舄
くつ

も頂戴することになるだろう。 
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先の年の災害時に、貴君は官の倉庫を開いて窮民を救い、 

行く先々で武器を売って農産を増やす策を実施した。 

都に帰ってくると、己の功績については口を閉ざしたまま何も言わず、 

すぐにまた長
ち ょ う

江
こ う

を渡って別の任地に向かうことになった。 

私は残念に思う―― 

貴君は才能がありながら十分に用いられていない、 

あたかも谷間に聳え立つ松のようだ。 

私は全く違う―― 

役に立つところがないので、いたずらに大きくなれただけの木なのだ。 

貴君は頭が白くなっても青い衫
うわぎ

を着て百官の底あたりに置かれている、 

それでもどうか腐らずにいてほしい、 

旧い薪の上に新しい薪が積まれてゆく例は世間に多い。 

思うに、私はかつて江
こ う

南
な ん

の江
こ う

湖
こ

に釣り舟を浮かべ、 

無数の山を我が筆の内に収める経験をした。 

いまのところは、 

降りかかる火の粉を扇で払わなければないほどの状況にはないけれど、 

恐れなければならないのは、 

俗世に染まり切って、山の方から出入りを止められてしまうこと。 

貴君に頼みたいのは、 

江南の老人たちにどうか謝ってほしい、 
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私が再び会おうと言った約束を果たさずに、 

空しく都で太陽を仰ぎ見ていることを。 

いつか長江に浮かんで蜀
し ょ く

へと遡るのだ、 

その志はしかとここにある、 

長江の水にかけて嘘は言わない。 

（前の詩、この詩、そして次の詩を合わせ見るなら、このころの蘇軾の心境を推し量る

ことができるであろう） 

 

■送周正孺知東川 

7 月、周
しゅう

尹
いん

（字
あざな

は正
せい

孺
じゅ

）が梓
し

州（東
とう

川
せん

）の知事に任命され、その送別の

詩。周尹は本章99ページで登場している。梓州は蜀
しょく

に属する地である。 

 

学問を実践する者は、 

昔は一郡の知事にでもなれればもう十分な栄誉だとしたもので、 

帰郷すれば人々から大いに敬われた。 

まして梓
し

州は堂々の土地柄、 

千人を引き連れて墓参りに行くほどたくさんの人がいる。 

門から村に入るときには、 

知事もきちんと車から降り、村の老人たちが迎えに出るくらいに、 

礼儀を重んじるところ。 
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貴君の端正な姿は賢人とされた漢
か ん

の何
か

武
ぶ

のようで、 

司
し

馬
ば

相
そ う

如
じ ょ

を知事として迎えるのを人々が誇りとしたことなど物の数ではない。 

清らかに世の中が治まっているときには、 

人を養うことが大切で、 

木も育て方によってどれもが有用なものになる。 

貴君に一郡を指揮する力量があるのに比べ、 

私自身を顧みると、丘に帰って耕すのがよく、 

職を去って悔いないことこそが勇気ある決断なのだ。 

貴君に先立って帰るべきで、 

廉潔を慕って退くといえば聞こえがよいけれど、 

実のところは、自分が衰えて役立たずだとわかっているのだ。 

蜀
し ょ く

の地では知事になった人物の画を描く習慣があるから、 

貴君の画の隣に並べてもらえるよう、 

先に我が画を用意して待つつもりである。 

（蘇軾はこの詩と同じ韻を用いてもう1首、送別の詩を周
しゅう

尹
いん

に贈っている。それには

「韻の踏み方が自然ではないものが多い」との評がある） 

 

■楽苦説 

楽と苦について考察。 
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楽な事を慕い、苦しい事を畏れる。これは己の身にまだ苦や楽が至っていないと

きの心持ちである。すでに苦や楽が至り、身をもってその中にあるときには、慕うと

か畏れるとかの心持ちなどあるはずもない。まして、苦や楽が過ぎ去った後には、

慕うとか畏れるとかそのようなものはどこにもない。 

声を尋ねる、影を捕らえる、風に繋ぐ、夢を追う――この四者は上に記したことと似

ているけれど、声、影、風、夢はまだしも彷
ほ う

彿
ふ つ

としてそこに存在している。 

楽な事を慕い、苦しい事を畏れる――このことばかりを考え過ぎるのは病のもとであ

る。そのような病をどのように治せばよいのかと思案を重ねるのなら、その先に楽な

事が得られるであろう。 

いま理屈でもって諸君等に語ろうとしてもそれは難しい。 

元祐三年八月五日、書く。 

（理屈では語りにくいことを書いている文章であるから、訳文にははなはだ自信がな

い。問題はどうしてこの時期にこのようなことを書いたのかということだ。黄
こう

州に流さ

れ、いま朝廷の高官となっているのは、普通にいえば苦から楽への大転換を経て、得意

の最中にあってよいはずなのだが、前の幾つかの詩でも見たように、蘇軾は次の苦がす

ぐそこに、もしくはすでにそこにあると感じていたのだろう） 

 

■虚飄飄 

虚しく飄
ひょう

飄
ひょう

とするもの（実態なくゆらゆらするもの）を詠んだ詩。これだけ

を見ると、一種の物尽くしの戯
ざ

れ歌、あるいは俗な教訓詩のようだが、こ



第8章 栄光と失意 

第 8 章：204 
 

この一連の詩文と合わせるといささか味わいが違ってくるであろう。 

 

虚飄飄、（虚しく飄
ひょう

飄
ひょう

とするもの） 

画檐蛛結網、（軒端に結ばれた蜘蛛の網） 

銀漢鵲成橋。（天の川を渡るという鵲
かささぎ

の橋） 

塵漬雨桐葉、（塵を漬
ひ た

すようにして降る雨に落ちる桐の葉） 

霜飛風柳條。（霜を飛ばす風に揺れる柳の枝） 

露凝残点見紅日、（ぽつんと残った露が紅い日を見るとき） 

星曳余光橫碧霄。（星がわずかな光を曳いて青空に橫たわるとき） 

虚飄飄、（虚しく飄
ひょう

飄
ひょう

とするものだって） 

比浮名利猶堅牢。（浮ついた名
みょう

利
り

に比べたらどれも実に堅牢なものだ） 

（この詩に黃
こう

庭
てい

堅
けん

と秦
しん

観
かん

が和し、海原に浮かぶ蜃気楼とか、春の水に解ける氷の橋とか、

虚しく飄
ひょう

飄
ひょう

とするものをさらに列挙している） 

 

■跋送石昌言引 

父蘇
そ

洵
じゅん

の同郷の先輩に石
せき

揚
よう

休
きゅう

（字
あざな

は昌
しょう

言
げん

）がいた。石揚休は朝廷の高い

位に昇り、皇帝の使者として遼
りょう

国に派遣されたことがあり、蘇洵はその

ときに送別の文章を作った。それを石揚休に渡すために筆を執って紙に

記したのは蘇軾で、嘉
か

祐
ゆう

元（1056）年9月19日のこと、蘇軾は21歳で科

挙の受験のために都に滞在中であった。それから32年を経て、蘇軾は再
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び自分が記した父の文章を見て、この跋文を書き添えた。跋文を読む前に、

もとの蘇洵の文章を見ておこう。これは蘇洵の代表作としてよく知られ

ている。 

 

蘇
そ

洵
じゅん

：「石
せ き

昌
しょう

言
げん

使
し

北
ほ く

引
いん

」 

石
せ き

揚
よ う

休
きゅう

が科挙の一次試験に初めて合格したのは、私がほんの五、六歳のころで、私はま

だ学問を習っていなかった。思い出せるのは、そこらの子供たちと父のもとで遊んでいたと

きに、石揚休が傍らから棗
なつめ

や栗の実を手に取って私に食べさせてくれたことだ。家が近く、

また親戚でもあることから、非常に親しくしていたのである。 

石揚休は一次試験に合格して以来、日に日に有名になっていった。私は次第に成長し、

少しばかり書物を読むことを知るようになり、句を区切って読むことや、音律の規則に敵うよう

に字を並べることを学んだのだが、まだ習熟する前にやめてしまった。石揚休は私が学問を

やめたと聞いて、私には何も言わなかったのだが、その心の内を察するに、きっとひどく残

念に思っていたのだろう。 

十余年後に石揚休は第四番目の成績で科挙の最終試験に合格し、地方官として各地を

巡り、郷里に帰ってくることはなかった。私は大人になり、あるとき感じることがあって、それま

での己を折って、再び学び始めた。 

それから数年して都に行き、石揚休と長
ちょう

安
あん

で会い、長年の苦労を互いに慰め、かつての

通りに楽しく語り合った。私が十数篇の文章を出して見せると、石揚休ははなはだ喜んで、

「善し」と言ってくれた。私は晩学で師匠もなく、毎日文章をひとりで書いてきたのだが、心の
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内では己の未熟さを恥じていた。石揚休がそのように言ってくれて非常に嬉しく思った。 

さらに十余年していままた都にくると、石揚休は翰
かん

林
り ん

学
が く

士
し

ならびに中
ちゅう

書
し ょ

舎
し ゃ

人
じ ん

となっていて、

天子の使者として万里の外に出ることとなった。強く 悍
たけだけ

しくて我が朝
ちょう

に屈しない姿勢を示す

遼
りょう

国に向かって、大きな旆
は た

を立て、数百騎を従え、車千乗を連ねて都の門を出て行くので

ある。その意気はまことに盛んである。 

私は思うに、子供であったときに父の傍らで石揚休を見て、将来このようなことなるとは想像

すらできなかった。富貴になるかならないかなどは気に掛けるまでもない。私はいまの石

揚休を見て独り感じることがある――男児として生まれたからには、将軍にはならなくとも、

使者となって言論をもって交渉に勝つならもう言うことはないのだと。 

かつて彭
ほ う

任
にん

は富
ふ

弼
ひつ

に従って遼国に使者として行き、帰ってから後で私にこのようなことを言

った。 

「国境を出て駅亭に宿を取ると、鎧
よろい

を身に付けた騎兵が数万騎ばかりも馳せて通過して行

った。劍と槊
ほ こ

がぶつかり合う音が一晩中続いた。それを聞いて従者は恐れて真っ青になっ

た。明け方になって道に出て無数の馬の跡を見て、心臓がばくばくするのを自分ではどうす

ることもできなかった」 

遼国が中国に対して威を輝かせて惑わすやり方は多くはこの類で、中国の人は事情がよく

わからずに、ある者は恐れて震え上がり、ある者は言葉を失い、向こうの笑いものとなってし

まうのである。ああ、何と考えの浅いことではないか。 

漢
かん

の時代に劉
りゅう

敬
けい

は匈
きょう

奴
ど

の冒
ぼ く

頓
と つ

のもとに使者として行ったときに、兵士も馬も隠れていて一

切見ることがなかった。そのために皇帝は油断し、平
へい

城
じょう

で匈奴の軍勢に囲まれてしまった。
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いま遼国のやり方はその逆であるから、中国に対して何かしかけてくる力など実はないとわ

かる。 

孟
も う

子
し

はこう言った。 

「大きな相手を説き伏せるときには、呑んでかかるのがよい」 

まして相手は夷
い

狄
て き

であるのだから、軽くみてかかればよいのだ。 

以上のことを石揚休に贈る。 

（（1）宋は文官優位で、名のある将軍がほとんど現れず、外国に対して軍事的に常に劣

位に立っていた。だから、平和を維持するための外交交渉が重要であった。この文章で

蘇
そ

洵
じゅん

は、外交交渉を有利に進めるのは戦場での将軍の活躍に勝るとも劣らない重要な

ことであると、石
せき

揚
よう

休
きゅう

に説いたのである。（2）途中に彭
ぼう

任
にん

が富
ふ

弼
ひつ

に従って遼
りょう

国に行っ

たときのエピソードが記されているが、これは先に富弼の神道碑（本章109ページ）で見

た、遼国との非常に難しい交渉のときのことである。遼国は宋の使者を驚かすために、

わざと大げさなデモンストレーションをしたのである。（3）最後の孟
もう

子
し

の言葉は、各国

を遊説して苦労を重ねた孟子ならではのもので、この言葉を選んだのは、独立不羈の精

神で己の道を拓いてきた蘇洵にいかにもふさわしい） 

 

右は嘉
か

祐
ゆ う

元年九月十九日に我が父が書いた『石
せ き

揚
よ う

休
きゅう

が使者として北に行くのを

送る』という一文である。この文字は私が二十一歳のときに記し、これは石揚休に

贈った原本である。いまは陳
ち ん

履
り

常
じ ょ う

が所蔵している。 

石揚休は詩が上手で、当時そのことで名が知られ、官員としては知
ち

制
せ い

誥
こ う

にまでな
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った。 

彭
ほ う

任
に ん

はやはり蜀
し ょ く

人で、富
ふ

弼
ひ つ

に従って遼
り ょ う

国に派遣され、靈
れ い

河
が

県の主簿であったとき

に亡くなった。石
せ き

介
か い

はかつて彭任についてこのように記した。 

「彭任は道をわきまえた人で、背の高さは七尺あり、その膽
き も

はその身体以上に大き

い。いつも酒店に居て、仲間とともに一日中飲み続ける。聞けば、彭任が遼国に

行く使者となったのは、遼国の出方が予測できなかったときのことで、彭任はくさくさ

として酒をあおって店の床を拳で叩き、皮膚が裂けて血がほとばしった。かくして自

ら志願したのだった。死ぬ気で遼国に向かったのである」 

彭任のひととなりはおよそこのようで、人を殺
あ や

めるばかりの任侠を好んだのだった。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年九月一日題す。 

（（1）蘇軾は自分の筆で記した父の文章を32年後に再び見て、いろいろなことを思っ

たに違いない。蘇軾が筆を執ったのはまだ科挙に合格する前で、自分の将来は全く予想

がつかなかった。いまや蘇軾は石
せき

揚
よう

休
きゅう

が使者として派遣されたときと同じく翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

ならびに中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

となっていて、まさしく遼国に行く可能性もあった（本章197ページ）。

（2）この跋文では蘇軾自身の感慨を記すことはなく、彭
ほう

任
にん

について記している。蘇
そ

洵
じゅん

の文章をだけを見ると、彭任は臆病者だったかのように思えてしまうので、そうではな

いことを明らかにしたのである） 

 

■送銭穆父出守越州 句二首 

9月、銭
せん

勰
きょう

（字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

）（本章17ページなど）が越
えつ

州知事として都を出て行
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くことになり、その送別の詩。銭勰は、朝廷への報告に偽りがあると告発

したことが問題視されて地方に出されたのだった。 

 

  其の一 

公文書に埋もれていると百の憂いが集まってくる。 

いまは酒を手にしてひとつ笑おうではないか。 

都の人々は硬骨漢を失うことを残念がっているのだが、 

会
か い

稽
け い

（越
え つ

州）の人々は古
いにしえ

の仙人のような人が来てくれるのを喜んでいる。 

 

  其の一 

会稽といえば若
じ ゃ く

耶
や

溪
け い

の雲
う ん

門
も ん

寺
じ

、 

唐
と う

の賀
が

知
ち

章
し ょ う

が亡くなって以来、 

見る者もなく蓮の花は空しく開き続けてきた。 

私は残念ながらなお泥の中にいなければならないが、 

貴君に勧めるのは、 

若耶溪に浮かべる船の棹を返して都に戻ってきたりしないように…… 

（賀
が

知
ち

章
しょう

は李
り

白
はく

や杜
と

甫
ほ

の先輩で、風雅を愛する脱俗的な人物で、高い地位を棄てて会
かい

稽
けい

に隠棲した潔さは、心ある士
し

大
たい

夫
ふ

の慕うところであった） 
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■西江月 

同じ時期に同じく銭
せん

勰
きょう

（字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

）に贈った詞。 

 

莫歎平齊落落、（大業を成した人は零落の中にあっても志を失いませんでした） 

且応去魯遅遅。（かの孔
こ う

子
し

にしても故郷を出て行かなければならないときがありました） 

与君各記少年時、（あなたもわたしも少年の日々からのことを思うなら） 

須信人生如寄。（まことに人の生は寄せるがごときものなのです） 

 

白髪千茎相送、（送る者も送られる者も白髪が千本） 

深杯百罰休辞。（よい詩ができなければ罰は酒が百杯） 

拍浮何用酒為池。（酒の池に舟を浮かべて大いに酔おうと言った者がいましたが） 

我已為君徳酔。（すでにわたしはあなたの徳によってすっかり酔わされてしまっています） 

（蘇軾の人生哲学「人の生は寄せるが如し」がここで用いられている。それだけ銭
せん

勰
きょう

と心が深く通じ合うと感じていたのだろう。最後の句の「君の徳の為に酔う」は単なる

美辞麗句ではない） 

 

■送程七表弟知泗州 

題にある「程
てい

七
しち

」は「程
てい

六
ろく

」の弟。つまり、蘇軾の姉の夫であった程
てい

之
し

才
さい

の弟の程
てい

之
し

元
げん

（本章 37 ページ）のそのまた弟の程
てい

之
し

邵
しょう

（字
あざな

は懿
い

叔
しゅく

）であ

る。程之邵が泗
し

州知事として赴任することになったのでその送別の詩。 
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都にいたのでは、 

大きな川も広い湖も見ることができない。 

とにかく座っているだけでも顔は塵まみれになってしまう。 

洛
ら く

陽
よ う

からくる流れの末に舟を浮かべるなら、 

たちまち淮
わ い

河
が

の南の山々を見ることになる。 

どの山も美しく、 

ことに暁に鏡のような水面に現れ出る姿は格別である。 

新任の知事殿も公文書に埋もれながらも、 

山を見てふっと笑みをもらすであろう。 

知事殿は天の馬のような人、 

朝には北方の地にいたのに、暮れにはもう南方の地にいる。 

いまは名馬を見分ける眼力の持ち主がいないので、 

馬小屋で虚しく老いてしまうところであったのだが、 

ささやかながらも外を駆ける機会を得たのであるから、 

盗賊でも不逞の民でも徳をもって化
か

服
ふ く

させるのがよいであろう。 

人に知られないと嘆くことはない、 

水辺に臨む泗
し

州の古い仏像はきっと見ている。 

知事殿は泗州の全てに赤ん坊に対するように愛情を注ぎ、 

人の世の細々としたことは浮草のように見て、 
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万事は川辺の茅
ちがや

や菅
す げ

のようにさらりと受け流す―― 

とかくこの人に任せておけばよいという人物なのである。 

（（1）詩の始まりの部分は、蘇軾がもともと都の風光をあまり好んでいないことを反映

しているのだろう。（2）詩の終わりの部分はよくわからないので、いつもの「ずっぽ訳」

である。（3）蘇軾はかつて泗
し

州を訪れていて（第7章109ページなど）、その経験を踏ま

えてこの詩を詠んでいる） 

 

■送曹輔赴閩漕 

曹
そう

輔
ほ

（字
あざな

は子
し

方
ほう

）が閩
びん

州（福
ふっ

建
けん

）に赴任するのを見送った詩。曹輔とは

このころから交流が始まった。 

 

曹
そ う

先生は儒者でありつつ、 

弱きを助け強きを挫く好男児、 

筆の勢いは波を翻すかのようだ。 

これまでは、西方の馬が往来する国境近くの町にいて、 

砂漠からの強風に儒冠は裂かれるばかり、 

槊
ほ こ

が横たわる間で詩を詠み、 

盾
た て

の上で公文書を次々に書き上げていたのだった。 

もっぱら遠く行くことを我が事とし、 

いま都の紅い塵を浴びたかと思うと、 
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たちまち巖の潜む急流を越えて南に行くのである。 

これまで炙った羊の肉を噛んでいた口で、 

これからは大海原の塩を舐めるのである。 

向こうで荔
れ い

枝
し

の実をひとたび食べるなら、 

もはや苜蓿
う ま ご や し

を盛った皿のことなどは忘れてしまう。 

私もまた江
こ う

海
か い

の人（辺鄙なところに生きる者）、 

都会は安心して住めるところではない。 

常に恐れるのは、青雲の志は遂げられないまま、 

虚しく坐して白髮ばかりが増えること。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は帰
き

去
き ょ

来
ら い

の辞を賦して、談笑のうちに官職を棄てた。 

私はいま何をする者なのか、 

自ら身を索
つ な

いで自ら独り苦しんでいるのである。 

旅行く曹
そ う

先生に問おう―― 

「清き淮
わ い

河
が

の秋の水の深さはいまどれほどでしょうか、 

 私の舟はいつ出発すべきでしょうか」 

季節はもう露から霜へと移り、日々に寒くなっている……。 

（「今我何為者、索身良独難（今
いま

我
われ

は何
なに

為
す

る者
もの

ぞ、索
さく

身
しん

良
まこと

に独
ひと

り難
かた

し）の句はこのころの

蘇軾の真情をよく表したものと見てよいであろう」 
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■次韻王郎子立風雨有感 

蘇轍の娘の婿である王
おう

適
てき

（字
あざな

は子
し

立
りゅう

）の名はこれまでにもしばしば見て

いる（第6章171ページなど）が、このころは蘇轍とともに都いたようだ。

その王適が「風雨に感じる」という詩を詠んだので次韻した。 

 

人の一生とされる百年も、 

一度俯き一度仰向くうちに過ぎ去る。 

その間に、寒さと暑さが交互に主
あるじ

となり、 

毛皮が重苦しく感じられるようになったかと思うと、 

すぐにまた団扇が邪魔くさくなる。 

栄辱にしてもどちらがよいとかいちいち思う間もなく、 

これを喪えばそれを獲るという具合に入れ替わるのである。 

やたらと音を出そうとしなければ、琴は永久に壊れることがない。 

若者はとかく己を成長させようともせずに、 

自分は才能を抱いたまま空しく置かれていると呻き声を上げる。 

苗を無理に伸ばそうと引っ張るようなことをするよりは、 

菜が大きくなるのをゆっくり待つ方がずっと益が得られる。 

ここに一人の男が世間から離れて静かに暮らしている、 

門の外には訪ね来る人の跡もなく、 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

のように、 
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衣の穴を結んでも冷たい風が入り込み、 

門を塞いだ席
むしろ

から雪が吹き込み、 

いつも飢えに迫られてしまうのを恐れている。 

そんなことは笑い飛ばすがよい、 

要するに造物者が君に戯れているだけなのだ。 

君のためにこの詩を賦して筆を置くと、 

風雨が強くなってきたような気がする。 

よそう、君のためには春の上着を作るべきだ、 

科挙に合格した祝いの宴に着ることができるように。 

（蘇軾のこの詩から察するに、王
おう

適
てき

のもとの詩は恐らくかなり感傷的なものであった

のだろう。王適はこの年の科挙に合格できず、苦しい心理状態にあったようだ。後に見

るように、王適はこのほぼ1年後の10月25日に35歳の若さで他界する） 

 

■書黄庭内景経尾 

『黄
こう

庭
てい

内
ない

景
けい

経
きょう

』という道教の経典がある。「黄庭」とは脾
ひ

臓
ぞう

のことで、そ

こに宿る神の働きによって不老長生が得られるというようなことがこの

経典には書いてあるらしい。蘇軾は筆を執って『黄庭内景経』を記し、葆
ほう

光
こう

道師（蹇
けん

拱
きょう

辰
しん

）に贈った。それに添えた詩。序文がある。 

 

私は『黄
こ う

庭
て い

内
な い

景
け い

経
き ょ う

』
」

を書いて葆
ほ う

光
こ う

道師に贈った。竜
り ゅ う

眠
み ん

居士はその経を画に描き、
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その隅に私と葆光道師を描いた。竜民居士の筆勢は絶妙で世に稀な宝となるも

ので、感嘆するだけでは足るまいと、これを賛する詩を作った。 

（竜
りゅう

眠
みん

居
こ

士
じ

とは画師の李
り

公
こう

麟
りん

（本章103ページなど）の号である） 

 

太
た い

上
じ ょ う

（最も尊い）なる虚
き ょ

皇
こ う

（虚の道を説く教祖）がこの霊妙な経典を出されると、 

黄
こ う

庭
て い

（脾
ひ

臓
ぞ う

）に宿る真
し ん

人
じ ん

は嬉しさの余り舞い踊った。 

髯
ひ げ

の道人（葆
ほ う

光
こ う

道師）と老いた儒者（蘇軾）がそこに居合わせた。 

太上虚皇には髪を束ねた子供がにこやかに仕え、 

十三人の神がしっかりと警護している。 

太上虚皇は堂々のお姿で私に尋ねた。 

「そなたは何の縁があってここにおるのか。 

 朝には心が空
く う

で、夕べには悟る、 

 そのような者でなければこの経典を伝えることはできない」 

太上虚皇はお立ちになり、 

私はその最後に付いて、葆光道師に従って山や谷を越えて行く。 

山の隠者たちは私が帰ってきたのを笑って迎える。 

人間界に残ってしまった竜眠居士は、さてどうするのだろうか。 

 

■送蹇道士帰廬山 

上の詩に見た葆
ほう

光
こう

道師（蹇
けん

拱
きょう

辰
しん

）が廬
ろ

山
ざん

に帰るのを送った詩。 
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物を知覚するのはたぶん息によるのだろう、 

息はどのようにして出たり入ったりするのか。 

心が天に遊ぶのなら、何もない部屋にいても空しいものではない、 

心が天に遊ぶのでないときは、目耳鼻の六つの穴ががたがた騒ぎを起こす。 

葆
ほ う

光
こ う

道師は人から逃れて廬
ろ

山
ざ ん

に入る、 

山の中には人はおらず、葆光道師が一人行き来する。 

行く者は空
く う

、還る者は失
し つ

， 

葆光道師の身は行くも還るもないところにある。 

綿
め ん

綿
め ん

と永遠に微風の絶えることのない山中で、 

葆光道師は内
な い

丹
た ん

（内なる完全性）と外
が い

丹
た ん

（外からの働きによる完全性）を一瞬のうちに同

時に成し遂げる。 

人間世界で三千年を経たころに、 

葆光道師は鶴にまたがってまた帰ってくるのだろうか。 

（この訳詩は大意させ示せていない。岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東坡詩集』

（1927年）は、この詩を注して、「空
くう

を掴むが如く、雲を捕うるが如きもの、一貫せる

意味は無きものの如くである」と記している。訳者がさっぱりわからないのも仕方ない

とあきらめよう） 
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■興国寺浴室院六祖画賛 

中国の禅宗を発展させた達
だる

磨
ま

、慧
え

可
か

、僧
そう

璨
さん

、道
どう

信
しん

、弘
こう

忍
にん

、慧
え

能
のう

の6人の僧

を六
ろく

祖
そ

という。その六祖を描いた画が都の興
こう

国
こく

寺
じ

にあり、蘇軾がその賛を

作った。ここでは賛に添えられた序文だけを訳す。 

 

私は嘉
か

祐
ゆ う

年間に初めて科挙の進士科の試験を受けることになり、興
こ う

国
こ う

寺
じ

の浴
よ く

室
し つ

院
い ん

の老僧徳
と く

香
こ う

のもとに下宿した。浴室院の南に古い建物があり、東西の壁に六

祖像が画かれていた。東の壁の前には木を組んで楼閣堂宇が作られ、それにさ

えぎられて全体を見ることができなかった。西の壁の三師は、いずれも神
し ん

宇
う

靖
せ い

深
し ん

（深い精神性を湛える）、中
ちゅう

空
く う

外
が い

夷
い

（外見は魁夷で内は空
く う

である）であって、道を知る者で

なければこのように画くことはできまいと感じた。画の上に「蜀
し ょ く

僧の令
れ い

宗
そ う

の筆」とあっ

た。 

私はそのとき令宗の名を知らなかった。我が家に偽
ぎ

蜀
し ょ く

（五代十国時代の蜀国）の丘
きゅう

文
ぶ ん

播
は ん

の筆になる画があり、それと似ていてほとんど区別がつかないくらいであった。

それで、私は、「令宗は丘文播を師とした人だろうか」と考え、蜀の老人たちに尋ね

たところ、「丘文播は漢
か ん

州の人で、弟を丘
きゅう

文
ぶ ん

曉
ぎ ょ う

といい、令宗はその異父弟あるい

は従弟である」とのことだった。いずれも山水、人物、竹石を画くことを得意とし、そ

の出来栄えは黄
こ う

筌
せ ん

と句
く

竜
り ゅ う

爽
そ う

の間にあった。丘文播の子の丘
きゅう

仁
じ ん

慶
け い

は花実や羽毛

の画き方に優れ、蜀人の趙
ち ょ う

昌
し ょ う

が師と仰いだ人である。 

それから三十一年を経て、中
ちゅう

書
し ょ

舍
し ゃ

人
じ ん

の彭
ほ う

礪
れ い

君が浴室院に宿泊し、私はそこで彭
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君に会った。寺にはもはや私を知る人は誰もいなかった。ただ寺の主
あるじ

である恵
け い

汶
ぶ ん

が当時は堂上の侍者としてこの寺にいたようで、いまはもう年老いているのだった。 

恵汶は私を案内して令宗の画を見せてくれた。しかし、東の壁の三祖はやはり蔭に

なって隠されたままだった。私と彭君は顔を見合わせて嘆息し、 

「ああ、これを取り去ったら、何があるだろうか」 

と言った。 

そこで、置いてある楼閣堂宇を北側から運び出したところ、六師が互いに向かい

合って話をし、笑い合い、仏法を授け合うようなありさまとなった。 

都の人はこれを聞いて見に行く者が日々に増えた。恵汶は柵を作ってこれを保護

するようにし、彭君はこれに賛を添えるよう私に言った。 

（（1）蘇軾が科挙の受験のために上京したのは、本章 204 ページでも見たように、嘉
か

祐
ゆう

元（1056）年で、翌年の4月まで興
こう

国
こく

寺
じ

に滞在し、それから31年後に再び興国寺を

訪れたのである。（2）蜀
しょく

の画の伝統について蘇軾が記した文章を第6章128ページで

見ていて、そこでは黄
こう

筌
せん

の名が挙げられている。（3）彭
ほう

礪
れい

はかつて首席で科挙に合格し

た人で、王
おう

安
あん

石
せき

に用いられたものの新法を批判して左遷され、このころにまた都に戻っ

た） 

 

■書魯直浴室題名後並魯直題 

上に見た興
こう

国
こく

寺
じ

浴
よく

室
しつ

院
いん

の「六
ろく

祖
そ

の画」について、黄
こう

庭
てい

堅
けん

（字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

）が

後に文章を記し、さらにそれに蘇軾が短文を加えた。少し時間の順序が入
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れ替わるが先に見ておこう。 

 

浴
よ く

室
し つ

院
いん

に蜀
しょく

僧の令
れい

宗
そ う

が描いた達
だ る

磨
ま

以来の六
ろ く

祖
そ

師
し

の画があり、人物が皆絶妙である。山、

川、花、木、動物、鳥、衣、器物などのもろもろの物について画師はよく知っていて、俗人

が目に見えていても万物が従うところの道
みち

が何であるのかを言い得ないものを描いている。 

この画を描いた壁は人々の行き来する場にありながら画は隠れ、数十年の間、人に知ら

れていなかった。長い年月を経て、蜀人の蘇軾がこれを発見した。物は世の変遷とは関わ

らないようでいながら、このような興衰の定めがあるのだろう。 

この寺の井戸の水は冷たくて甘い。恵
けい

汶
ぶん

師が碾
ひ

く建
けん

溪
けい

茶
ち ゃ

は天下第二に落ちることはない。 

古い友人の陳
ち ん

慥
ぞ う

は林下の士で、たまたまここに簟
むしろ

を敷いて寓居し、蘇軾、范
はん

百
ひゃく

禄
ろ く

がしばし

ば訪れている。それで私も興国寺の門を過るときにはここに立ち寄っている。 

元
げん

祐
ゆ う

三年、黄
こ う

庭
てい

堅
けん

が題す。 

これから五百年の後には、浴室院のあたりも廃墟となり、六祖の画は消え去り、蘇、

范、黄、陳もことごとく鬼の名簿に入っている。それでもこの書だけが存在している

のなら、ここに来たものは私のこの心を知って、手を打って笑ってくれるだろう。 

十二月十五日、蘇軾が書く。 

（ここに注目すべきは陳
ちん

慥
ぞう

（方
ほう

山
さん

子
し

）が都にきて浴室院に滞在していたことだ。蘇軾が

陳造に上京を勧めていたのは本章30ページで見ているが、陳慥が実際にいつ都にきて

何をしたのかなどの詳しいことは不明である。また、第6 章 238 ページで見た「柏
はく

石
せき

の図」の詩はこのときに詠んだとする考証もある） 



自由訳 蘇東坡詩集抄 

第 8 章：221 
 

 

■乞郡劄子 

蘇軾を批判する声は、元
げん

祐
ゆう

元（1086）年12月に館
かん

職
しょく

を授ける試験を担当

したころに始まり、以来やむことがないままに間もなく 2 年になろうか

という10 月17 日、この文章を皇帝に提出した。すでに何度も繰り返し

てきているのだが、地方官として外に出たいとの切実な願いを改めて強

く訴えたのである。 

 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十月十七日、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

知
ち

制
せ い

誥
こ う

兼
け ん

侍
じ

読
ど く

蘇軾、劄
さ っ

子
し

にて申し上

げます。 

臣
わたくし

は近ごろ左臂
ひ じ

が不調で、両目がよく見えず、そのために、礼儀を失い職を疎か

にしかねない恐れがあり、一つの郡を担当する任に就けていただきたく堅く乞うもの

であります。……（中略）……臣下としての大義を申せば、たとえ病であっても死ぬま

で仕事に努め、礼儀を失って職を疎かにしているとのお咎めがありましても、それを

避けずに受け止めるべきでありましょう。臣
わたくし

が敢えて職務に就かぬことを乞います

のは、実は理由のあることなのであります。これを申し上げるならば、枢要の方々

の機嫌を損ね、軽くない罪を得てしまうでありましょう。しかし、言わずにおりますのは、

父とも申すべきお上
か み

を欺くことになり、それは誅罰に値する最も大きな罪であります。

それでついに申し上げることといたしました。 

……（中略、『易
え き

経
きょう

』を引用して、己の身に不安があるときには十分に国に酬いる仕事ができな
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いことを言う）……陛下が御即位されました始めに、臣
わたくし

は死の淵から救われたばかり

か、半年の間の翰林学士にまで抜擢していただきました。その御命令に従い、敢

えて辞するようなことなく、臣
わたくし

の拙なる身をもって鋭意国に報いようとしましたところ、

台
だ い

諫
か ん

（官僚の違法行為を糾弾する部署）より仇敵であるかのように批判を受けることとな

りました。臣
わたくし

は先の宰相の司
し

馬
ば

光
こ う

と賢愚のほどは違いますが、厚い信頼を長く頂

戴しておりましたことから、司馬光が大任に就きましたときにはすぐにそのもとに馳せ

参じたのでありました。これは人の情として当然のことで、どこからも異論の出るもの

ではありません。しかしながら、司馬光が差
さ

役
え き

法
ほ う

について建てた政策については、

いまは不適当であるとして強く争わざるをえませんでした。しかし、台諫の人々は司

馬光の意見に合わせることで昇進することを求めたのでありました。そして、司馬光

が亡くなると、司馬光の考えであるとして陛下の眼をごまかし、徒党を組んで異論を

排除しようとし、臣
わたくし

の意見は不適当であるとして協同で攻撃したのでした。司馬光

が民に対して至誠を尽くし、人に迎合することを求めることがなかったのを全く知ら

ないのであります。陛下は虚心にして無我であられますことから、そのような徒党の

上に立つ主
あるじ

となられるようなことはあろうはずがないのです。 

……（中略、范
ぼ ん

百
ひゃく

祿
ろ く

と韓
かん

維
い

が論争を起こしたとき、呂
り ょ

陶
と う

が范百祿側に立って韓維を批判したこと

を言う）……臣
わたくし

はもともと蜀
し ょ く

人
じ ん

で、范百祿と呂陶とは実は旧知の間柄で、そのことを

もって，韓維の一党は臣
わたくし

のことを憎んで、「川
せ ん

党」（蜀
しょく

党の別称）を組織する者だとし

て指弾しました（党派を組んで政治運動をするのは臣下としてあるまじき行為とされていた）。…

…（中略、かつて黄
こ う

庭
てい

堅
けん

が趙
ちょう

挺
てい

之
し

の施策を批判し、また蘇轍が趙挺之の妻の父の罪を明らか
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にしたことから、趙挺之は高官に用いられると、蘇軾を憎んで排斥することに全力を挙げたことを

言い、また王
お う

覿
て き

は蘇軾の一味である胡
こ

宗
そ う

愈
ゆ

が問題を起こしたとし、孫
そ ん

覺
が く

は蘇軾の親類である丁
てい

騭
ちょく

雲
う ん

が問題を起こしたことと関係づけて蘇軾を罪に陥れようとしたことを言う）……それらに対し

て、陛下は不確かなことは言わないようにとのお言葉をもらされました。朝廷の内

外の人々は、このことをもって陛下のお心を知ったのでありますが、臣
わたくし

は早くに朝廷

を去らなければ必ず危いことになると考えもしたのであります。臣
わたくし

は陛下は天より授

かった御聡明さをもって臣
わたくし

が無罪でありますことを御存知であると存じ上げておりま

す。しかし、台諫の気炎は朝廷を震動させ、上は執政大臣から朝廷の百官、下は

都の外の各地の知事に至るまで、皆がその鋒先を恐れて、その意向に添おうとし

ています。臣
わたくし

は去らなければ勢いとしてこの身を全うできないのであります。天下は

このようなことを知っておりましても、陛下は宮中の奥深くにおられて、ここまでは知る

由もないのであります。 

臣
わたくし

が考えますに、古
いにしえ

の三代以降で、明主と称えられて、漢
か ん

の宣
せ ん

帝
て い

、唐
と う

の太
た い

宗
そ う

を

上回る人はいません。しかし、宣帝は蓋
が い

寬
か ん

饒
じ ょ う

を殺し、太宗は劉
り ゅ う

洎
き

を殺しました。ど

ちらも讒言を信用したもので、罪がないのに死んだことは今に至っても哀れまれて

おります。……（中略、例示した二人について詳しく述べる）……宣帝と太宗の二人が明

知を備えていなかったわけではないのです。蓋寬饒と劉洎の二人が皇帝に深く理

解されていなかったわけではないのです。二人は皇帝に深く理解されていることを

恃みとして、讒言が積み重ねられていくのを避けなかったために、ついには身体と

首とが場所を違えて天下の笑いものとなってしまったのです。いま臣
わたくし

が陛下に理
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解されておりますことは蓋寬饒や劉洎より優るといたしましても、臣
わたくし

を悪く言う者は当

時の十倍もいるような状況になっております。陛下の明哲、寬仁が先の二人の皇

帝を超えるものでありましょうとも、臣
わたくし

がそれを恃みとして朝廷を去らずにいましては、

先の二人と同じにならずにすむことはないのでありましょう。先の二人の死を見て、

天下の人々、後世の人々は二人の皇帝は讒
ざ ん

邪
じ ゃ

を信じて忠良を害
そこな

ったと言い、二

人の皇帝の聖德はひどく傷付いてしまいました。先の二人の者がもしも変化の兆し

をあらかじめ知って、先に去ることを求めていたならば、その身もその名も、また皇帝

の名誉も保たれていたはずなのであります。臣
わたくし

はたとえ自分のことなどは考えなくて

も、臣
わたくし

が罪を得た後に、天下の人々、後世の人々が陛下をどのように言うようにな

るかを考えないわけにはいかないのであります。 

昔、先帝は臣
わたくし

を上殿に召され、古今の成敗についてお尋ねになり、今後は事に

即して物を申し上げるようにとのお言葉を頂戴いたしました。その後、臣
わたくし

はしばしば

事を論じ、それは採用されたわけではありませんでしたが、さらに詩文を作って、物

に寓し、諷に托して、できればお上のお耳に達して、聖意を感悟申し上げることが

あればと務めました。しかし、李
り

定
て い

、舒
じ ょ

亶
せ ん

、何
か

正
せ い

臣
し ん

の三人は、臣
わたくし

がそのようなことを

するのは朝廷を誹謗するものであるとして、遂に臣
わたくし

は罪を得てしまいました。諷諫と

誹謗とは似たところがありましても、違うものであります。ところが、先ごろ、臣
わたくし

の書い

たものにある語句をもって、趙挺之は先の皇帝を誹謗するものであるとしました。こ

れは白を黑とし、西を東とするもので、まったく似たところさえもないのであります。臣
わたくし

は趙挺之が私を害おうとするものは李定、舒亶、何正臣を上回るものであり、臣の
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讒言の受け方は蓋寬饒、劉洎也を上回るものがあると知ったのであります。 

……（以下略、蘇軾の希望を叶えてくれるよう乞い願う文章が続く）…… 

（（1）以上の文章で、司
し

馬
ば

光
こう

の死後激化する一方の讒言の嵐の中にあって、それはかつ

て李
り

定
てい

らが死罪を求めたときよりもひどいものであるので、もはや都を去る以外にな

いと蘇軾は述べている。蘇軾もある程度は警戒していたにしても、都に来てわずかの間

にこのような状況に追い込まれるとは考えもしなかったであろう。（2）蘇軾に対する主

な攻撃を挙げておく。①館職を授けるための試験の問題の中に先帝を誹謗する文言が

あったとして、朱
しゅ

光
こう

庭
てい

、傅
ふ

堯
ぎょう

兪
ゆ

、主
しゅ

巌
がん

叟
そう

らが攻撃した。②呂
りょ

陶
とう

が蘇軾兄弟と徒党を成

し、その背後には文
ぶん

彦
げん

博
はく

がいるとして、賈
か

易
えき

が攻撃した。これはむしろオウンゴールと

なって賈易は左遷され、程
てい

頤
い

も皇帝の教育係の任を解かれた。③蘇軾はそもそも国家の

大役を担える器ではないとして、王
おう

覿
てき

が攻撃した。④蘇軾はもっぱら軽薄な人士を己の

まわりに集めているとして、趙
ちょう

挺
てい

之
し

が攻撃した。⑤もともと関係のない事件に蘇軾を

巻き込もうとして、王覿、孫
そん

覚
がく

が攻撃した。⑥科挙の二次試験を巡って蘇軾が不正を行

おうとしたとの噂が流されるなど、種々の誹謗中傷が間断なく行われた。（3）蘇軾を批

判した人々の中に孫覚の名があるのは少々意外な気がする。孫覚といえば、第4章47

ページでその名を見て以来、長く深い付き合いのあった人物である。かつての友情も、

権力抗争の場にあっては顧みられないものとなってしまうのだろうか。あるいは、孫覚

からすると、蘇軾のことを他の人よりもなまじ深く知っているために、より強く油断の

ならない人物であると見ていたということであるのかも知れない。蘇軾を嫌う者はな

ぜか徹底的に嫌うようになるようで、蘇軾にはそのように仕向けてしまう何かがあっ
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たのだろうか。（4）蘇軾が蜀
しょく

党（あるいはこの文章にあるように「川
せん

党」とも呼ばれ

た）の領袖と目されて、激しく攻撃されるようになったのは、弟の蘇轍にもかなり大き

な要因があったという説もある。蘇轍は一本気で、常に直線的な物の言い方をして、極

めて剛直であったので、若いときから警戒の目で見られていた（第2章19ページ）。弟の

直球を嫌うか、兄の変化球を嫌うかは人それぞれであろうけれど、兄弟を憎む心は、自

ずとより目立つ兄の方に集中して向けられるということだったのだろう） 

 

■書出局詩 

上の文章を提出した後もまだ都での職務は続いた。これは翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

院
いん

の

官署から出た際にふと浮かんだ詩を記した文章。 

 

 急景帰来早、（日の傾くことが急で、早く帰り来たところ） 

 濃陰晩不開。（夜になっても濃く曇ったままだった） 

 傾杯不能飲、（杯を傾けても飲む気になれない） 

 待得卯君来。（卯
ぼ う

君
く ん

（弟）が帰るのを待ってからにしよう） 

今日は官署から早く出たところ、暗く曇って雪が降ってきそうだった。弟はもっと遅く

なってから官署を出た。 

この詩を作って、すぐに、十年前に徐
じ ょ

州にいて、王
お う

鞏
き ょ う

が訪ねてきたときのことを思

い出した。王鞏は徐州に十日余り留まってから南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

に帰った。ときに弟は

南京応天府にいたので、王鞏は去り際に、弟への手紙を書くよう求めた。私は酔
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い伏せしまっていて書くことができなかったので、一首の絶句を与えた。 

 王郎西去路漫漫、（王
お う

君が西に去って行く路は長い） 

 野店無人霜月寒。（野の店には人もなく、寒さのうちあるのは月だけ） 

 涙湿粉箋書不得。（涙が紙を濡らしてしまって書くことができない） 

 憑君送与卯君看。（王君に託して卯
ぼ う

君
く ん

に与えようと思う） 

卯君とは弟の子供のときの名である。 

弟との現在の情味は徐州にあったときよりも勝っているのだが、一緒に自然の中に

帰って、「夜
や

雨
う

対
た い

床
し ょ う

」をともにする楽しみには及ばない。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十月二十三日。 

（蘇軾が徐州知事であったときに王
おう

鞏
きょう

が訪ねてきたことは第5章298ページで見てい

る。誹謗の嵐の吹き荒れる都で、蘇軾が切に願ったのは弟との「夜雨対床」であった） 

 

■臥病逾月請郡不許復直玉堂十一月一日鎖院是日苦寒詔賜官燭法酒書呈

同院 

詩題は「病で臥すこと一カ月を超え、郡の職に就くことを願ったもののま

だ許されない。十一月一日、また玉
ぎょく

堂
どう

（翰
かん

林
りん

院
いん

の建物）で宿直することにな

った。官署の門が鎖され、この夜は寒さが厳しかった。皇帝の御指示によ

って宮中の蝋燭と酒を頂戴した。そのことを書いて、翌朝、同院の者に示

した」。 
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細かな霰がさらさらと玉
ぎ ょ く

堂
ど う

に降りかかる。 

夜になってから文書を起草せよとのことで、 

忙しく衣を付けて職務に励む。 

御
ぎ ょ

燭
し ょ く

の光を分けてくださったのは星が輝くばかり、 

宮中から賜わった壺はよい香りを漂わせる。 

酔って書くと目がちかちかして字が大きくなり、 

仕事を終えても老人は眠ることができなくて、 

時の流れが遅く感じられる。 

いつしか人生の終わりの日々を暖かく過ごし、 

灯火を掲げ、祭りの酒はまだ半分の楽しみを残していると、 

さらに歓を尽くすようなことができるのだろうか。 

 

■送周朝議守漢州 

周
しゅう

表
ひょう

臣
しん

という人が漢
かん

州の知事として赴任するのを見送った詩。漢州は蜀
しょく

に属する。 

 

蜀
し ょ く

の地では、茶の取り引きを巡って民衆はたびたび苦しめられてきた。 

近年では李
り

杞
き

と李
り

稷
し ょ く

によって莫大な茶税を絞り取られたために、 

人々はその忌まわしい名を記憶に刻み込んだ。 

この状況を改めたのは、 
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周
し ゅ う

表
ひ ょう

臣
し ん

、甥の周
し ゅ う

尹
い ん

、張
ち ょ う

宗
そ う

諤
が く

、呉
ご

師
し

孟
も う

、呂
り ょ

陶
と う

、宋
そ う

大
だ い

章
し ょ う

の六君子で、 

貴君の家が最も力を尽くしたのだ。 

ここに貴君は事に坐して都を出て漢
か ん

州に行くことになった。 

貴君は老齢に及んでも、剣を見つめる気迫をもって、 

歳の暮れに風雪を犯して遠く旅に出る。 

郷里に帰ることを思うのも時宜に敵っていようから、 

自身を顧みてよく考えるのがよいだろう。 

それでも、私が聞いているのは、漢州のあたりは種々の問題があるとか、 

昔、七十歳になった龔
き ょ う

遂
つ い

が地方に派遣されて著しい功績を挙げた例もある。 

貴君も立派に職務を果たすなら、都に召し還そうとの詔が届き、 

漢州の人々は還すまいと貴君の袖を引くであろう。 

まだまだ都の高官として活躍して、 

宮中の庭園の美を詩に歌うことになるのだろう。 

（茶が広く飲まれるようになったのは、蘇軾自身の詩（第6章392ページ）にも詠まれて

いたように、唐
とう

代
だい

以降のことで、宋
そう

代
だい

に入ると茶は生活必需品となり、国はそれを国家

の専売品にして多額の税収を得ようとした。国が増税を図れば民衆の負担が増え、一方

で闇取り引きが盛んになって違法集団が跋扈する。蜀は茶の産地で、専売制度はしばし

ば紛争の種となった。この詩はそのことを踏まえて詠んでいる。李
り

杞
き

と李
り

稷
しょく

は新法党

の人で、税収の増加に努め、民衆を苦しめた。その政策を、保守派の「六君主」が是正

に努めたのであるが、そうした功績がありながら、周表臣は左遷されてしまったのであ
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る。「六君子」のうち呂陶の名は蜀党の一員として本章106ページなどで見ている） 

 

■木山 

この詩には短い序文がある。 

 

吾が父はかつて三つの峰を持つ「木
ぼ く

山
ざ ん

」を蓄えていた。父はそれについて文章を

書き、また詩を詠んだ。すると、梅
ば い

堯
ぎ ょ う

臣
し ん

がその詩を見て詩を詠んだ。それから三十

年を経て、甥の蘇
そ

千
せ ん

乗
じ ょ う

が五つの峰のある「木山」を得たので、ますます面白いこと

になった。そこで，梅堯臣の詩に次韻して、「木山」のかたわらに刻むことにした。 

（（1）「木
ぼく

山
ざん

」は山のような形をした枯れた木。この序文にある父の文章を蘇軾の詩の

前に見ておこう。（2）蘇
そ

千
せん

乗
じょう

は蘇軾の従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

の長男で、三男の蘇
そ

千
せん

能
のう

とともに

このころに都にきていた。先に蘇不欺の次男の蘇
そ

千
せん

之
し

も都にきていた（本章 40 ページ）

ので、兄弟には何かしら懸案事項があったのだろう） 

 

蘇
そ

洵
じゅん

：「木
ぼ く

仮
か

山
ざ ん

の記」 

木となって生まれても、不幸にして、ひこばえのままで終わってしまうのもあれば、人の腕くら

いになったところで枯れてしまうのもある。幸いにも家の棟
むな

木
ぎ

になるくらいにまで成長したとこ

ろで、人の手で伐られてしまうのもある。あるいは、不幸にして、風に倒され、水に流される

のもあり、そして砕けて腐ってしまうのもあれば、幸いにも砕かれ腐ることから免れても、人に

拾われ、木材として使うために斧で伐られ、鋸
のこぎり

で切られてしまうのもある。最も幸いなのは、
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浅瀬に流れ着いて砂の下に埋もれ、何百年か後になって、好事家に掘り出され、その形

が山に似ているとかで愛玩され、斧や鋸で傷付けられずにすむものであろう。そのようなも

のでも、遠い辺鄙な地にあったのでは、好事家の目に触れる機会はなく、結局は薪にされ

てしまうであろう。最も幸いなものになりかけて、不幸なものとなってしまうのである。 

我が家には三つの峰を持った木仮山がある。それを見るたびに、運命とはいかなるもので

あるかを私は疑わずにはいられない。この木は生まれて、ひこばえのままで終わってしまうこ

とはなく、人の腕ほどで枯れてしまうこともなく、家の棟木になるくらいまで成長して伐られてし

まうこともなく、風に倒され水に流されてからも砕かれて腐ることもなく、木材として使うために

斧で伐られ鋸で切られることもなく、浅瀬に流れ着いて砂の下に埋もれ後に薪にされてしま

うこともなく、こうして我が家に来たのである。こうなったのは、単なる偶然ではなく何か理由

があるのではないだろうか。 

私がこの木仮山を愛するのはただ形が山に似るからだけではない。運命の玄妙さに感じる

ところがあるからだ。そしてただ愛するだけではなく、この木を敬う気持ちもある。 

三つの峰の中央は、大きく険しく、まことに重々しく、左右の峰を従えるような勢いがある。左

右の二つの峰は、中央の峰に勢いでは服しているように見えても、鋭く威厳のあるありさまは、

犯すべからざるものがある。二つ峰には決して中央の峰におもねる気持ちはない。そのよう

であるから、三つの峰からなるこの山を敬い、感じるところがあるのだ。 

（三つの峰とは、容易に推測できるように、蘇洵、蘇軾、蘇轍を象徴するものである。

蘇洵は人に知れないままに空しく薪として焼かれてしまうことを厭い、独学で一代の

文章家になったのである） 
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木が生まれて願うのは、 

有用な材として伐り出され、一万頭の牛に曳かれて運ばれて行くことではない。 

天寿を全うして沙洲に倒れ伏すことである、 

幸いにもその時がきて、 

河の神が活躍する秋に巡り逢う―― 

神は大木を見て勇むけれど、押す流すことができない、 

そのまま、木には、幾年もの風雪によって嶺の形が巧みに彫り出され、 

竜や蟻の働きによって、豪快な姿が作り出される。 

大胆にもそれを持ち出そうとする者がいる…… 

物好きの者を阻止することはできず、河の神でも咎めようがない。 

かくてこの木
も く

山
ざ ん

がある。 

そうだ、我が故郷の町には、地の底に達する古い沼がある。 

その傍らの竹林こそが我が隠棲の地だ。 

二頃
け い

ばかりの良い田を買うのは難しくないだろうし、 

榿
はんのき

を植えれば三年で薪が得られるようになるだろう。 

そこで私はこの五つの峰と向き合うのだ。 

きっと郷里の人々は私が隣に住むのを嫌わないでくれるだろう。 
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■送千乗千能両侄還郷 

上の詩に見た、蘇
そ

千
せん

乗
じょう

、蘇
そ

千
せん

能
のう

の2人の甥が郷里に帰るのを見送った詩。

この詩と前の文章から、2人は都に来たものの、その目的を果たせずに帰

郷しなければならなかったと推測できるだろう。 

（本章41ページで見たように、蘇不欺の次男の蘇
そ

千
せん

之
し

が2年前に都に来ていた。いず

れも蘇軾兄弟を頼りつつ、何か期するところがあったのだろう） 

 

治
ち

生
せ い

（人々を安らかに治める道）は富を求めるためにあるのではない、 

読書（治生のための学問）は官職を求めるためにあるのではない。 

譬えていうなら、（富も官職も得ないのは）酒を飲んでも酔わないようなもの、 

陶然
う っ と り

としてあり余る歓びがあればそれでよいのだ。 

諸君は龐
ほ う

徳
と く

公
こ う

（三国時代の隠者）を知っているだろう―― 

白髪の老人になっても泥の中で蟠
わだかま

っていたのは、 

子孫を念う心がなかったからではない、 

子孫に遺すべきは、地位でも富でもなく、 

安らかさだけがあればよいと考えていたのだ。 

龐徳公を召し出そうと鹿
ろ く

門
も ん

山
ざ ん

を訪ねて公を拝した為政者もいたが、 

公は自ら耕す暮らしを続け、己の節義を全うした。 

諸君等は若くして多難、衣服には常に氷雪が降りかかる。 

諸君等五人兄弟は志を一つにして、あたかも一人の人間であるかのよう、 
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孔
こ う

子
し

も難しいとした孝養を尽くし、 

貧乏のなかでも母には鶏肉を煮て与え、自分たちは苜蓿
う ま ご や し

を噛んでいる。 

食
し ょ く

というものは人を累
わずら

わさずにはおかないもの、 

屑肉のたった一切れにも苦労をしてしまう。 

かくて諸君は西から四千里の道をやって来て、 

破れた着物をまとい、寒さにもへこたれるようなことは口にしない。 

顔立ちは我が兄（従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

）に似て、 

心もまた同じように広く穏やかである。 

諸君はいま私を置いて去ろうとしている…… 

歳の暮れに苦い思いが残る。 

私は決して都の高い地位にあるべき人間ではない、 

青雲の志はすでに昔のことになってしまった。 

故郷に帰ったなら、松と菊を植えるがよい、 

そのまわりに青い竹を廻らせるとよい、 

榿
はんのき

は三年で大きな樹陰をつくるというから、 

その下に私が帰ったときに冠を掛けられるようにしてくれたまえ。 

我が町には清らかな川の流れが入り込み、 

小川のせせらぎとなって我が小園も潤してくれる。 

ともに粗末な家に寄り集まり、 

背中に日差しを浴びつつ、 
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都の暮らしぶりが上辺だけのものであることを語り合おうではないか。 

（最後の句の原文は「曝背談金鑾」（背
せ

を曝
さら

して金
きん

鑾
らん

を談
だん

ぜん）。金鑾は宮中の豪奢な宮

殿のことで、ここでは龐
ほう

徳
とく

公
こう

が子孫に遺すべきとした「安らかさ」との対比で、外面は

立派でもさして価値がないものとしているのだろう。2人の甥を慰めるためにそのよう

な価値観を強調したにしても、蘇軾が都での暮らしに愛着を抱いた気配はどの詩文か

らも読み取ることはできない（例えば、次に見る王
おう

詵
しん

の大庭園を羨むような様子は全く

ない）） 

 

■題李伯時画趙景仁琴鶴図二首 

趙
ちょう

景
けい

仁
じん

という風雅を愛する人物がいて清
せい

献
けん

先生と呼ばれていた。琴と鶴

と亀を愛し、任地に赴く際には必ずこの三者を携えた。ところが元
げん

豊
ぽう

年間

に蜀
しょく

に行くに際して、鶴は空に、亀は川に放ったという。それから何年

か経ち、このころは清献先生は都にいたらしく、李
り

公
こう

麟
りん

（本章103ページな

ど）が「清献先生と琴と鶴」の画を描いた。これはその画に蘇軾が添えた

詩。2首のうち1首を訳す。 

 

  其の一 

清
せ い

献
け ん

先生は一銭の貯えもない、 

琴も鶴も昔から家に伝わるものだった。 

最高の音楽は、弦のない琴による音のない曲だとか。 
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仙宮では、それに合わせて幻
げ ん

仙
せ ん

（鶴）が舞うのである。 

（（1）画であるから、これこそが無音の音楽であると洒落たのだろう。（2）このころ蘇

軾は李
り

公
こう

麟
りん

の幾つかの画に詩を添えている。いずれも李公麟の画が表現する精神性を

より深めようとしたのだろう、難解な詩が多い。（3）李公麟はこの年、蘇軾ら17人が

集まって遊ぶありさまを描いた「西
せい

園
えん

雅
が

集
しゅう

図
ず

」を作っている。それについて米
べい

黻
ふつ

（本章

159ページなど）が記した文章があるので、一部を読んでおこう。西園は王
おう

詵
しん

の私邸の庭。

王詵は皇帝の娘婿だけに堂々とした邸宅を構えていたのである。 

 

米
べい

黻
ふつ

：「西
せい

園
え ん

雅
が

集
しゅう

図
ず

の記」 

李
り

公
こ う

麟
り ん

はこの画では唐
と う

の小
しょう

李
り

将軍（李
り

昭
しょう

道
ど う

）に倣って泉石に着色し、雲や草や木や花や

竹が絶妙に描かれているありさまは人を感動させる。特に人物は秀抜で、その形をよく写し、

自ずと林下の雰囲気を漂わせ、塵埃の汚れは一点もない。並みの筆では全くない。 

黒い帽子を被り黄色い道服を着て筆を手にし何やら書いているのは蘇
そ

東
と う

坡
ば

先生である。

……（以下、王
お う

詵
しん

が座ってそれを眺め、蔡
さい

肇
けい

が少し離れたところに立って眺め、李
り

之
し

儀
ぎ

が椅子にもたれ

て眺め、その後ろに王詵の家姫が控えている様子が叙述される）……。一本の松が葉を鬱蒼と繁

らせ、そこに凌霄花
のうぜんかずら

が絡んで、紅と緑が呼び合い、その下に大きな石の机があって、古い

器や琴が並べられ、そのまわりに芭蕉がある。石の上に座って、道士の帽子を被り、紫の

衣をつけ、右手は石にかけ、左手は巻軸を持って書を見ているのは蘇轍である。……（以

下に、黄
こ う

庭
てい

堅
けん

、李
り

公
こ う

麟
り ん

、晁
ちょう

補
ほ

之
し

、張
ちょう

耒
らい

、鄭
てい

嘉
か

会
かい

、秦
しん

観
かん

、陳
ちん

景
けい

元
げん

、米
べい

黻
ふつ

、王
お う

欽
きん

臣
しん

、円
えん

通
つう

大
だい

師
し

、劉
りゅう

涇
けい

の

様子が叙述される）……。人間世界の清らかな楽しみでこれ以上のものはない。ああ、名利
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の地にあわあわして退くことを知らない者は、この楽しみを果たして得られるのだろうか。蘇

東坡以下の十六人は文章をもって議論し、博学で知識が深く、堂々の辞、立派な書、 古
いにしえ

を好んで多くを知り、雄豪さにおいて俗人を超え、卓然と高い境地にあって、名を四方に轟

かすものである。後にこれを覧
み

る者は、ただ画として見るのではなく、それぞれの人物に思い

を馳せていただきたい。 

（4）ここに挙げられている 17 人のうち、本章でその名をまだ見ていなかったのは、

鄭
てい

嘉
か

会
かい

（字
あざな

は靖
せい

老
ろう

）、陳
ちん

景
けい

元
げん

（字は碧
へき

虚
きょ

）、王
おう

欽
きん

臣
しん

（字は仲
ちゅう

至
し

）、円
えん

通
つう

大
だい

師
し

、劉
りゅう

涇
けい

（字

は巨
きょ

済
さい

）である。陳景元は道士で、劉涇は画を得意とした。（5）「西
せい

園
えん

雅
が

集
しゅう

図
ず

」は蘇軾

を中心とした文人の集まりを、極めて理想化して描いた画で、それを見て素直に感心し

てもよいのだが、蘇軾の政敵からしたら、「ケッ、いい気なものだ」と、唾でもひっか

けてやりたくなったであろう。あるいは、17 人の仲間に入りたくても入れてもらえな

い人が嫉妬して、さらには憎悪するようなことにもなったであろう） 

 

■書別子開 

蘇軾と一緒に科挙に合格した同年の仲間に曾
そう

鞏
きょう

がいたことは第 1 章 64

ページなどで見ているが、曾鞏はすでに亡くなり、28歳下の異母弟の曾
そう

肇
けい

（字
あざな

は子
し

開
かい

）がいて、官界で活躍していた。蘇軾は12月6日に曾肇の

もとを訪れてこの短文を記した。 

 

曾
そ う

肇
け い

は、黄
こ う

河
が

の様子を検分するために、これから河
か

北
ほ く

に行く。冬至の一日前に辞
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令を受け、冬至の後に出発する。私は冬至の賀節のお祝いをした後、別れを告げ

るために訪れ、数杯を重ね、頽然としてすっかり酔ってしまった。 

机の上にこの佳
よ

い紙があったので、草書を作り、数枚の紙にこのように記す。 

これから北に行って帰ってくるなら春になっているだろう。そのときに、酒、蟹、山菜、

桃、杏を私のために用意してくれるのなら、また公と一緒に飲みたいと思う。 

 

■評詩人写物 

三男の蘇
そ

過
か

のために、詩はどのように物を写すべきかを記した。 

 

詩人には写
し ゃ

物
ぶ つ

の功がある（物ありさまを的確に写し出すことを功績とする）。 

『詩
し

経
き ょ う

』に、 

 桑之未落、（桑の葉が落ちる前） 

 其葉沃若。（それはつやつやと若い） 

とある。他の木のほとんどはこのようではない。 

林
り ん

逋
ぽ

の「梅花」の詩にこうある。 

 疏影橫斜水清浅、（まばらな影が横に斜めに映り、水の流れは浅い） 

 暗香浮動月黄昏。（ひっそりと香りが浮いて動く、月が出た黄昏時に） 

これは、断じて桃や李
すもも

の詩ではない。 

皮
ひ

日
じ つ

休
きゅう

の「白蓮」の詩にこうある。 

 無情有恨何人見、（情がないのか、恨みがあるのか、見る人は誰もいない） 
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 月暁風清欲墮時。（ただ暁の月、清らかな風、そして花は落ちてしまう） 

これは断じて紅い蓮の詩ではない。 

石
せ き

延
え ん

年
ね ん

の「紅梅」の詩にこうある。 

 認桃無綠葉、（桃かと見れば緑の葉がなく） 

 辨杏有青枝。（杏かと見れば青い枝がある） 

これは実に下卑た語だ。村の学校の生徒の中ぐらいの出来である。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十二月六日、書いて過
か

に渡す。 

（『詩
し

経
きょう

』はいうまでもなく古典中の古典。林
りん

逋
ぽ

は宋の初めの人で、蘇軾はたびたびこ

の人を讃えている（第7章173ページなど）。皮
ひ

日
じつ

休
きゅう

は唐の終わりの人で、混乱する社会

の実態を詠んだ詩もある。石
せき

延
えん

年
ねん

は蘇軾の少し先輩で、ここに引かれている句はよほど

気に入らなかったのだろう、第6章233ページでもやはりこけ
．．

にしている） 

 

■興竜節侍宴前一日微雪与子由同訪王定国小飲清虚堂定国出数詩皆佳而

五言尤奇子由又言昔与孫巨源同過定国感念存没悲歎久之夜帰稍醒各賦一

篇明日朝中以示定国也 

長い詩題は次の通り。「興
こう

竜
りゅう

節
せつ

（哲
てつ

宗
そう

皇帝の誕生日、12 月 8 日）の祝賀

の宴の前の日、雪がわずかに降った。弟と王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）を訪ね、清
せい

虚
きょ

堂
どう

で少し飲んだ。王鞏が数篇の詩を出し、どれもよかったが、特に五言

詩が最高だった。弟がこのように言った。『以前に孫洙
そんしゅ

（字は巨源
きょげん

）と一

緒に王鞏を訪ね、人の存没を語り合い、しばし悲しく嘆息した』。夜にな
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って帰り、酒から醒めたところで弟とそれぞれ一篇の詩を賦し、明くる朝、

王鞏に示した」。王鞏は揚州副知事に任命された（本章159ページ）ものの、

実はまだ赴任していなかったようだ。 

（この詩は一緒に飲んで楽しかったということ以上の内容はなく、気のおけない仲間

内の飲み会を美辞麗句を駆使して詩にしてみせた、いわば戯れの作であろう。よってき

らびやかな漢字の並びを見ていただくことを眼目として、大意を書き添える） 

 

天風淅淅飛玉沙、（風に雪がさらさらと飛ぶ） 

詔恩帰沐休早衙。（ありがたくも今日は早く帰るのを許された） 

遙知清虚堂裏雪、（そうだ、清
きせい

虚
き ょ

堂
ど う

の雪景色はどうだろうか） 

正似詹蔔林中花。（きっとクチナシの花が咲いたような感じだろう） 

出門自笑無所詣、（ふらりと門を出て笑うのは、どこに行くあてもない） 

呼酒持勧惟君家。（やはり君の家で一杯やるのがよいだろう） 

踏冰凌兢戦疲馬、（氷を踏んで走るのは馬には迷惑なことで） 

扣門剥啄驚寒鴉。（門をどんどん叩いて烏を驚かせてしまう） 

羨君五字入詩律、（うらやましいのは君の五言詩が巧みなこと） 

欲与六出争天葩。（雪と美しさを競うほどだ） 

頭風已倩檄手愈、（君の詩によって、脳天の病が癒え） 

背癢恰得仙爪爬。（背中のかゆいところを仙女にかいてもらったかのようだ） 

銀瓶瀉油浮蟻酒、（銀の瓶から極上の酒を注ぎ） 
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紫碗鋪粟盤竜茶。（紫の碗に極上の茶を入れる） 

幅巾起作鴝鵒舞、（立って舞う者もいれば） 

畳鼓誰摻漁陽撾。（鼓を撃つ者もいる） 

九衢燈火雜夢寐、（夢心地で都の灯火を見ながら帰ると） 

十年聚散空咨嗟。（この十年のあれこれにため息をつく） 

明朝握手殿門外、（ともあれ、明日の朝は門の外でまた会って） 

共看銀闕暾朝霞。（宮殿に朝の霞がただようのを一緒に見よう） 

 

■書王定国所蔵煙江畳嶂図 

王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）が所蔵する「煙
えん

江
こう

畳
じょう

嶂
しょう

図
ず

」（江
かわ

が煙
けむ

り、山が重なる図）に

書き添えた詩。 

 

江
か わ

のほとりで生じた愁いの心、 

たちまち千の山のように重なり合い、 

あるいは虚しく浮かぶ翠
みどり

となって、 

空へと積み上げられる、 

それは山なのか雲なのか、 

遠くから知ることができない。 

煙る空が晴れ上がるなら、 

山だけがもとのままに残り、 
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ここにくっきりと見えるのは、 

蒼蒼
あ お ぐ ろ

く聳える二つの崖、 

その間に暗い絶
ぜ つ

谷
こ く

がある。 

鳥の道だけが通じる泉があり、 

水は林を巡り、石に絡み、 

見え隠れしながら下って谷の口へと赴き、 

奔流する大河となる。 

川が平らになるところ、 

山が開けて林の裾野が終わり、 

小さな橋がかかり、野の店がある。 

旅行く人はゆるゆると木立の向こうに去り、 

漁師の舟が一艘、 

江
か わ

に浮かんで天の涯へと流れゆく。 

知事殿はどこからこの画を得たのだろうか、 

一つの点、一本の線に至るまで清らかに美しい。 

このようなところが人間世界のどこかにあるのか、 

ただちに行って二頃
け い

の田を買いたいものだ。 

そう、誰もが知っているように、 

武
ぶ

昌
し ょ う

の樊
は ん

口
こ う

は幽絶のところ、 

東
と う

坡
ば

先生はそこに留まること五年、 
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春は、風が水を揺らして長
ち ょ う

江
こ う

は漠
ば く

漠
ば く

として天に連なり、 

夏は、夕暮れ雲が雨を巻いて娟
け ん

娟
け ん

として山は煙り、 

秋は、楓
かえで

が赤く染まって鴉
からす

とともに翻って、東坡先生は水の上に宿り、 

冬は、高い松から雪が落ちて、東坡先生は昼寝から目覚めるのだった。 

桃
と う

源
げ ん

郷
き ょ う

は実は人間世界にあって、 

神仙の住むところだけにあるとは限らない。 

江
こ う

山
ざ ん

は我が内なる塵土を清らかにしてくれ、 

世間に戻る路があってもそれを尋ねてはならない。 

この画を還そうとして私は三度嘆息する、 

ああ、山中の人よ、 

私に帰ってくるよう招く詩を詠んではくれまいか。 

（（1）詩の中ほどで「知事殿（王
おう

鞏
きょう

）はどこからこの画を得たのか」といっているが、

この画は次の詩にある通り王
おう

詵
しん

が描いたものである。（2）詩の後半は黄
こう

州の日々を回顧

し、どうして都に出てきたのか悔やんでいるかのような趣がある。第7章で見た「小児

のようにぐずぐずしていた」のは故あることだったのだ。（3）王詵が描いたこの「煙
えん

江
こう

畳
じょう

嶂
しょう

図
ず

」は現在に至るまで伝えられ、上海博物館の所蔵品となっている） 

 

■王晋卿作煙江疊嶂図僕賦詩十四韻晋卿和之語特奇麗因復次韻不独紀其

詩画之美亦為道其出処契闊之故而終之以不忘在莒之戒亦朋友忠愛之義也 

上に続いて同じ画についての詩。その題は、「王
おう

詵
しん

（字
あざな

は晋
しん

卿
けい

）は『煙
えん

江
こう
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畳
じょう

嶂
しょう

図
ず

』を作った。私が十四韻の詩を賦したところ、王詵はそれに和し

た。特に美しい詩であったので、私はここにさらに次韻する。その詩は王

詵の詩画の美を紀
しる

すものではなく、王詵がその出処において長く苦労し

てきたことをいうものである。最後に『莒
きょ

に在
あ

るの戒め』を添えるのは友

人としての忠愛の心である」。 

（この詩の終わりには、詩題にある通りの「莒
きょ

に在
あ

るの戒め」を詠み込んでいるのだが、

二つの故事を用いていてかなりわかりにくいので、ここでは故事について解説するこ

となく意味だけを汲んで訳す） 

 

山の中で頭
こうべ

を挙げ、日の注ぐ涯
は て

を見る―― 

長
ち ょ う

安
あ ん

（都）は見えず、 

うすぼんやりとした雲があるだけ。 

長安（都）に帰って山の上を望む―― 

時は移り、事は改まり、 

涙をこらえきれない…… 

かつてここで聞かれた管弦の曲はもはやなく、 

集まっていた大勢の客人は去ったまま、 

豪奢な作りの馬小屋だけがそのままにある。 

一日千里を走る俊足の馬は、 

風雪を好み山川の険しさを軽んじ、 
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ここでで身を縮めて贅沢な餌を食らうのはまっぴらだと、 

十年の間、戦の旗の前を駆け巡り、 

痩せたことでかえって堂々の骨格が現れ出たのだった。 

貴君が経験した苦難はむしろ天の与えるものだった。 

貴君の風
ふ う

流
り ゅ う

文
ぶ ん

采
さ い

は磨れば磨るほど尽きることがなく、 

画と詩は互いに優美を争うに至った。 

山を画くのは山中の人だけとは限らず、 

田を歌う人は田を知る人ばかりではない。 

唐の玄
げ ん

宗
そ う

皇帝は鄭
て い

虔
け ん

の三絶（詩、書、画）を讃えたが、 

貴君はすでに二絶（詩、画）を得ていて、 

筆の勢いからして三百年来の三絶となるであろう。 

貴君は、巌
げ ん

谷
こ く

の厳しさをもってなよなよとしたものを、 

眉
び

峰
ほ う

の秀でるのをもってきらきらとしたものを克服したのである。 

人間世界にあるのはただ春の一つの夢、 

この身は蚕が三度眠る間に老いてしまうのだ。 

山中は幽絶の場であっても永くいることはできない、 

平地の家にいる仙人となるのがよいだろう。 

貴君は山中の水
す い

石
せ き

を長く眼に留めておくことができ、 

私の好むところのものを知っているから、 

この画とこの詩がここにこうしてあるのだろう。 
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どうかこれからも山のことを終生忘れることなく、 

画を描き、詩を賦して私を楽しませてほしい。 

（王
おう

詵
しん

は蘇軾に連座して遠くに流され、苦難の日々を送った。それを経験したからこそ

いまがあるということを、王詵の詩画を讃えつつ、また戒めとしたのである。それはま

た蘇軾自身にとっても同じであった。詩の途中に「苦難はむしろ天の与えるものだった」

と訳した原文は「塩車之厄寧非天」（塩
えん

車
しゃ

の厄
やく

 寧
なん

ぞ天
てん

にあらずや）（塩を載せた車を曳くよう

な苦役を与えたのはきっと天の定めるところなのだ）とある。罪を得たことでいまの自分があ

ることをむしろ幸いとするという考えを蘇軾は再三示している） 

 

■論周穜擅議配享自劾劄子 

これは読んで少しも楽しくない公文書である。鄆
うん

州の州学校の教授を務

める周
しゅう

穜
とう

という人物を、蘇軾は「蟣虱
し ら み

のような小
しょう

臣
しん

」と罵倒し、断じて

処罰することを朝廷に求めている。周穜がどれほど悪いことをしたのか

というと、神
しん

宗
そう

皇帝の廟に王
おう

安
あん

石
せき

も一緒に祀ることを朝廷に検討するよ

う求めたのである。皇帝の廟に功臣を合わせて祀ることを配
はい

享
きょう

といい、

死後に与えられる栄誉として極めて大きなものとされた。神宗皇帝と王

安石の関係からして配享は自然なことであるように思えるのだが、この

ときの政治情勢からして、蘇軾は何としてでもそれを止めなければなら

ないと考えた。周穜を弾劾する文章は2通あり、2通目は口調が一段と厳

しくなる。 
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  其の一 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十二月二十一日、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

知
ち

制
せ い

誥
こ う

兼
け ん

侍
じ

読
ど く

の蘇軾が文書にて

申し上げます。 

臣
わたくし

が先に中
ちゅう

書
し ょ

舍
し ゃ

人
じ ん

を拝命しました日に、かつて江
こ う

寧
ね い

府の右
う

司
し

理
り

參
さ ん

軍
ぐ ん

であった周
し ゅ う

穜
と う

は鄆
う ん

州の州学校の教授になりましたが、近ごろ聞きますところでは、周穜が上

疏して、朝廷はもとの宰相である王
お う

安
あ ん

石
せ き

を神
し ん

宗
そ う

皇帝に御廟に配
は い

享
き ょ う

すべきであると

申し上げました。謹んで漢
か ん

代
だ い

の法律を按じますに、皇帝の廟についてやたらに議

論をする者は死刑に処すとされていて、高
こ う

祖
そ

皇帝から景
け い

帝
て い

、武
ぶ

帝
て い

、宣
せ ん

帝
て い

に至って

もこの法が行われ、それによって宗廟を尊び、朝廷を重んじることが衰えることがな

いよう防いだのでありました。実に深い意味のある法律であります。本朝において

は祖
そ

宗
そ う

以来、元
げ ん

勛
く ん

にして天下の人々から重く仰がれ終始徳を全うした人だけが特

に選ばれて、歴代皇帝とともに祀られてまいりました。それも天子が御自身で選ぶ

のではなく、必ず衆議に委ねられ天下の公議が納得する人物でなければなりま

せんでした。すでに選ばれたならば、詔に「恭
うやうや

しくも公論に依る」との旨が記され、

宗廟にそのことを申し上げ、その後で配享が実施されたのであります。このようにし

て厳正に行われてきたものであるのに、朝廷から遠くにあって地位の低い小臣が

私意をもって配享を議論するようなことがあってよいものでありましょうか。そのようなこ

とをしても不問に付すならば、宗廟の威厳は損なわれ、朝廷は軽視されてしまうで

ありましょう。 
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臣
わたくし

が思いますに、王安石が生前に何をしたかというと、非を是とし、正を邪としたこ

とは朝廷の中外の者が具さに知るところで、皇帝の眼からも逃れることのできない

ものでありました。先帝もそのことをお知りになって、王安石を閑職に置き、終にまた

用いることはなかったのであります。今すでに王安石の定めた青
せ い

苗
び ょう

法などの法律

は改められ、王安石の党人であった呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

、李
り

定
て い

等の連中は地位を奪われて遠

く退けられ、学校や科挙の制度も改められ、仏教や道教を排斥したことをやめ、王

安石が建てた恣意的な学説を禁止しました。このような大議はすでに確定し、数年

にわたって実施されています。また、先帝に配享されるのは富
ふ

弼
ひ つ

であると定められ、

天下の人々はそれが至当であると受け止めております。 

敢えてここに議論を引き起こそうとした周穜とは何者でありましょうか。恐らくこれは朝

廷を試し、おいおい邪説を進め、陰
か げ

で群小の者どもが声を合わせるようにと企む者

でありましょう。これは孔
こ う

子
し

も指摘したところの「危ういことを試して当たればもっけの

幸い」「間違った考えに安住して疑わない」ということそのものであります。 

臣
わたくし

は 忝
かたじけな

くもお傍にお仕えして、このような誤ったことがあって、このような人物が学

校を汚しておりますことを聞きました。もし、このことに知らん顔をして申し上げずにお

きましたならば、悪だくみをする連中を好きにさせてしまって、大きな罪を臣
わたくし

が犯すこ

ととなりましょう。謹んで臣
わたくし

の出過ぎた行為を自ら弾劾して罪を待つものであります。

伏して聖慈を望み、特に赦してくださいますよう願うものであります。 

（（1）蘇軾が問題にしたのは、実は王
おう

安
あん

石
せき

を配享するか否かではなく、その意見を容れ

た後に起こるであろう事態であった。そのことがこの文章ではあまり明確ではなかっ
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たので、次の2通目を書くことになる。当時、保守派は三派に分かれてつまらぬ争いば

かりをしていた。先に追放された改革派は、その間隙を縫って再び政権に返り咲くこと

を狙っていた。配享はその足場を得るための第一歩であると、蘇軾は察したのである。

（2）この文章で王安石は「非を是とし、邪を生とした」と全面的に批判している。先

に王安石を高く評価していた（本章50ページ）のとは大きく異なっている。それぞれの

文章の主旨に合わせて、ほとんど正反対の評価を王安石に対して下しているわけで、ど

ちらが本心であるのかという検討はさほど意味がないだろう。ここではとにかく呂
りょ

恵
けい

卿
けい

や李
り

定
てい

が再び跋扈するのを阻止するために、大親分であった王安石を徹底的に悪く

言っておく必要があったのだ） 

 

  其の二 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十二月二十一日、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

知
ち

制
せ い

誥
こ う

兼
け ん

侍
じ

読
ど く

の蘇軾が文書にて

申し上げます。 

臣
わたくし

は近ごろ次のように申し上げました。学官に挙げられた周
し ゅ う

穜
と う

は王
お う

安
あ ん

石
せ き

を先帝に

配
は い

享
き ょ う

すべきであるとの議論を勝手に起こし、朝廷を試して順次邪説を進め、陰で

群小どもが声を合わせるようにしていることに対して、しかるべき部署においてこの

妄挙の罪を調べ、重い処分を下し、もって世の中への警告とするよう願い出ました。

しかるにいまに至るも何の御指示も下されておりません。 

臣
わたくし

が考えますに、賞罰を明らかにし、邪正を定めることは国家の根本であります。

この二つがなければ、国は乱れて亡びに向かいます。……（中略、古典を引いてここ
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の論を補強する）…… 

臣
わたくし

が観
み

ますところ、二聖（皇帝と高
こ う

太皇太后）が位を嗣
つ

がれて以來、小人どもを追い

払われました。呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

、李
り

定
て い

、蔡
さ い

確
か く

、張
ち ょ う

城
せ い

一
い ち

、呉
ご

居
き ょ

厚
こ う

、崔
さ い

台
だ い

符
ふ

、楊
よ う

汲
きゅう

、王
お う

孝
こ う

先
せ ん

、

何
か

正
せ い

臣
し ん

、盧
ろ

秉
へ い

、蹇
け ん

周
し ゅ う

輔
ほ

、王
お う

子
し

京
け い

、陸
り く

師
し

閔
ぶ ん

、趙
ち ょ う

済
さ い

、それに宦官の李
り

憲
け ん

、宋
そ う

用
よ う

臣
し ん

な

どは、ある者は国境で戦を起こして次々に禍をもたらし、ある者は国家が利益を貪

って収奪を厳しくしているとの民の怨みを招き、ある者は大獄を起こして善良の者を

罪に陥れました。奸悪を働いた者はとても数えきれないほど大勢いたのでした。王
お う

安
あ ん

石
せ き

は実はその首領であったのです。いまやそうした連中のうちすでに死んだ者の

ほかは都から遠ざけられましたが、その腹心や手助けをした者はいまも朝廷の中

外にいて、かつての私恩を思ってまた用いられることを願い、そのことを計画して何

やらものを言う者がたくさんいます。いずれも実情を曲げ、悪事の跡を隠し、腹黒さ

を一つにし、その仲間意識は堅いものがあります。しかし、お上がそのことを御存じ

でないのを臣
わたくし

は実に憂うのであります。 

君子は鳳
おおとり

のように集めるのが難しいとされています。鳳はわずかな異変の兆しが

あるだけで、すぐに飛び上がり、様子を見てから後にまた集います。まして追い払

われたならもう集まることはありません。小人は蛆
うじむし

や蠅のように群がりやすいとされ

ています。生臭いものがあるところに集まり、たちまちのうちに千匹、万匹になります。

まして招き寄せたならいくらでも集まってくるのです。朝廷はこのところ少しずつ先の

連中に対する戒めを緩め、李憲、王
お う

安
あ ん

礼
れ い

、蔡確が朝廷に願い出たことを許してお

ります。崔台符、王孝先等は再び用いられようとし、楊汲もまた復位しようとしていま
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す。呂恵卿はそのような情勢を見て、蘇
そ

州に住むことを願い出ています。これらの

者は皆、民にとっての大賊で国を蝕む巨大な害虫です。連中の首領が復権した

ならば、この上ない幸いとするでありましょう。罪の小さな者たちはすぐにも用いられ

ることとなりましょう。少しでも緩めたならば次第に大きく緩めることになるのです。呂

恵卿、蔡確らが用いられるときには、青
せ い

苗
び ょう

法、市
し

易
え き

法などの法律も復活するであ

りましょう。 

そこまで申しますのは、李
り

士
し

京
け い

という邪佞な小人が愚か者ども集め、大臣に気づ

かれないように連絡し合って、運河を掘り、城壁を修理することを実行しようと企ん

でいます。これが行われたならば、次には茶
ち ゃ

磨
ま

の法を運用しようとするでしょう。それ

を観ると、呂恵卿、蔡確らが用いられて青苗法、市易法が復活することだってあり

うると思わなければならないのであります。 

唐
と う

の時代に盧
ろ

杞
き

が責められて宰相から降ろされたときに、しばしばそれを赦すこと

を言う者があり、徳
と く

宗
そ う

皇帝は盧杞に一つの郡を与えようとしました。朝廷の人々は

それを心配し、宰相の李
り

勉
べ ん

、給
きゅう

事
じ

中
ちゅう

の袁
え ん

高
こ う

、諫
か ん

官
が ん

の趙
ち ょ う

需
じ ゅ

、裴
は い

佶
き つ

、宇
う

文
ぶ ん

炫
げ ん

、盧
ろ

景
け い

亮
り ょ う

、張
ち ょ う

薦
せ ん

、それに常
じ ょ う

侍
じ

中
ちゅう

の李
り

泌
ひ つ

等が死を覚悟して反対しました。盧杞が郡知事に

なったならば、それに留まらずに、また任用されて、一つの松明が原野を焼き払う

ようにして、天下を禍に陥れるもととなるのを恐れたのです。いま周穜が草くずのよう

な微小な身でこの議を建てるのは、同じように禍のもとを開くものであります。 

漢
か ん

の時代に淮
わ い

南
な ん

王
お う

が謀反を起こしたときに、ただ汲
きゅう

黯
あ ん

だけを憚り、宰相の公
こ う

孫
そ ん

弘
こ う

さえ説き伏せれば、あとは簡単にうまくゆくと考えました。いま周穜が蟣虱
し ら み

のような小
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臣の身をもって敢えて大奸をなすのは、朝廷にはしかるべき人がいないと愚弄する

ものであって、不幸にして淮南王のような者がいたならば、何の憚るところもないと

いうことなのであります。 

臣
わたくし

は敢えて遠い昔のことを引きましたけれど、執政のうちに富
ふ

弼
ひ つ

や韓
か ん

琦
き

のような人

がいて、台諫のなかに包
ほ う

拯
じ ょ う

、呂
り ょ

誨
か い

のような人がいて、あるいは司
し

馬
ば

光
こ う

がここにい

ましたならば、鼠のようなこの連中は何もできないはずでありました。王安石は仁
じ ん

宗
そ う

皇帝、英
え い

宗
そ う

皇帝の御代にいかさまなことを百も言い、妄りに己の名を高くして、高

い地位を得ようとしましたが、韓琦が独りその奸を見抜き、ついに昇官させることは

ありませんでした。韓琦が宰相の位を去らなかったならば、王安石はその志を得る

ことはなかったのです。このことから人物の邪正を見抜いて、禍が現れる前に消す

ことが宰相の大事な仕事なのであります。 

臣
わたくし

はここ数日、執政の議論を聞きますに、処罰を緩めようとしているとのことで、もし

もそうでありますなら、小人が互いに朝廷へと引き上げ合うようになり、呂恵卿らは

朝廷の判断のありようをそこから知るようになるでしょう。事は天下の行く末、国の治

乱に及ぶことなのであります。 

伏して望みますのは、特に御宸断を下されて、周穜の罪を厳しく議論して、軽々しく

赦すことなきように。周穜はもとは州県の小吏として、その意はわずかでも昇進する

ことにあっただけでしたが、いまたちまち狂ったように大きな議論を先頭に立って起

こしましたのは、必ず陰で何かを企んでいる者がいるからなのでしょう。そうでなくて

周穜が敢えて己の分際を超えて天を揺るがすようなことをするはずがないのです。
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もし臣
わたくし

の申し上げることを聞いていただけないならば、再びならず幾度も論じるもの

であります。 

（（1）途中に列挙されている呂
りょ

恵
けい

卿
けい

以下の人物は改革派の主要な顔ぶれである。この中

に章
しょう

惇
じゅん

の名がないことは注目に値するのかもしれない。章惇は他の連中とは違って、

本来の改革の意義を知って国のためになる政治を行おうとしていたと蘇軾は認識して

いたのではないだろうか。（2）蘇軾の他にも配享に反対する者があって周穜の議は却下

され、周穜は鄆
うん

州の州学校教授の任を解かれた） 

 

■夜直玉堂携李之儀端叔詩百余首読至夜半書其後 

翰
かん

林
りん

院
いん

の玉
ぎょく

堂
どう

に宿直するに当たって李
り

之
し

儀
ぎ

（字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

）の詩百余篇を携

え、読んで夜半に至り、その後にこの短文を記した。李之儀の名は本章18

ページなどですでに見ている。 

 

玉
ぎ ょ く

堂
ど う

は清浄な場所であるので眠るのは難しい。 

かといって、王
お う

維
い

が宿直の話し相手に孟
も う

浩
こ う

然
ね ん

を呼んだようなことはできない。 

それで貴君の好い詩を借りて永い夜を過ごすことにした。 

佳
よ

い個所に逢うごとに、参
さ ん

禅
ぜ ん

するように深く味わう。 

貴君の詩に導かれて生じた愁いは、硯に入って水を凍らせ、 

貴君の詩に導かれて生じた喜びは、燈
ともしび

に入って輝きを増す。 

貴君の家の子供たちに言葉を寄せよう、 
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いつか御父上の詩集を編むときにはこの句も入れてほしいものだ。 

（王
おう

維
い

が宮中に宿直した夜に孟
もう

浩
こう

然
ねん

を呼んで語り合ったという話は第7章62ページで

も見ている） 

 

■次韻劉貢父春日賜幡勝 

この年は閏十二月があり、年の内に立春になった。劉
りゅう

攽
はん

（字
あざな

は貢
こう

父
ほ

）が

宮中から立春を祝う幡
はた

の飾りを賜ったことを詠んだ詩を作り、それに次

韻した。劉攽は本章128ページなどでその名をすでに見ている。 

（この詩は慶賀にふさわしい語句を並べ、原音で朗誦するなら、恐らく陶然とした味わ

いを得られるのだろうが、内容自体は乏しいので、読み下し文を添えるだけにする） 

 

寬詔随春出内朝、（寬
かん

詔
しょう

 春
は る

に随
したが

って内
ない

朝
ちょう

より出
い

ず） 

三軍喜気挾狐貂。（三
さ ん

軍
ぐ ん

の喜
き

気
き

 狐
こ

貂
ちょう

を挾
さしはさ

む） 

鏤銀錯落翻斜月、（鏤
ろ う

銀
ぎ ん

 錯
さ く

落
ら く

として斜
し ゃ

月
げつ

に 翻
ひるがえ

り） 

剪彩繽紛舞慶霄。（剪
せん

彩
さ い

 繽
ひ ん

紛
ぷん

として慶
けい

霄
しょう

に舞
ま

う） 

臘雪強飛才到地、（臘
ろ う

雪
せつ

 強
し

いて飛
と

んで才
わず

かに地
ち

に到
いた

り） 

暁風偸転不驚条。（暁
ぎょう

風
ふ う

 偸
ひ そ

かに転
て ん

じて条
え だ

を驚
おどろ

か
か

さ
さ

ず
ず

） 

脱冠径酔応帰臥、（ 冠
かんむり

を脱
だ っ

して径
た だ

ちに酔
よ

うて応
ま さ

に帰
き

臥
が

すべし） 

便腹従人笑老韶。（便
べん

腹
ぷ く

 人
ひと

の老
ろ う

韶
しょう

を笑
わら

う
う

に従
ま

かす） 

（（1）蘇軾の注で、この前日に小雪が降ったとあり、それで5句目に「臘
ろう

雪
せつ

」（12月の
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雪）の語がある。また、この日に酒を賜ったともあり、それで 7 句目に「径
ただ

ちに酔う」

とある。（2）この詩に続いて、蘇軾はもう1回次韻し、さらに葉
しょう

均
きん

と王
おう

欽
きん

臣
しん

がもとの

詩に和したのでそれに答えてまた和し、さらにもう1回和している。（3）都で親交を深

くした劉攽は翌年 3 月に亡くなる。蘇軾と劉攽とはともに諧謔
ジョーク

を得意とすることで知

られ、いくつものエピソードが伝えられている。そのうちの一つを、先にも見た朱
しゅ

弁
べん

の

随筆『曲
きょく

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶん

』から引用する。 

 

蘇軾は劉
りゅう

攽
はん

に向かってこのようなことを言った。 

「かつて弟とともに制
せい

科
か

の受験勉強をしていたときに、私たちは毎日『三
さ ん

白
ぱ く

』ばかりを食べ、

これをはなはだうまいと思っておりました。世間に『八
はった

珍
ち ん

』（八種の珍味）とかいうものがあると

聞いても、そんなものなんだという気でいたのです」 

劉攽が、 

「三白と何ですかな」 

と、尋ねると、 

「一ふりの塩、一つかみの大根、一杯のご飯、これで『三白』であります」 

劉攽は大いに笑った。 

その後しばらくしてから劉攽は手紙で、 

「皛
しょう

飯
はん

を御馳走したいので拙宅にお越しいただきたい」。 

と、蘇軾を招いた。 

蘇軾は「三白」の話をしたことをすっかり忘れていて、 
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「『皛飯』は何だかわからぬが、劉君はたくさんの書物を読んでいるから、きっと何か出処が

あるのだろう」 

と人に語って、劉攽を訪ねた。 

食事のときになって、食卓に並べられたのは塩と大根と飯だけだった。それを見てようやく

「三白」を戯れに「皛」と書いたのだと悟り、笑って箸を取り、全部平らげた。 

蘇軾は馬に乗って帰る際に、 

「明日、お越しくだされよ。『毳
も う

飯
はん

』を御用意しておきましょう」 

と言った。 

劉攽はきっと戯れであろうと思ったが、「毳飯」とは何であるのかわからなかった（毳は毛皮の

意）。 

劉攽が約束通りに行くと、蘇軾はべらべらと話に夢中で、食事の時刻を過ぎてしまった。劉

攽は腹が減って仕方ないので、食事を求めた。 

「少しお待ちください」 

と言って、また話を続け、一向に食事は出てこなかった。 

同じことが何度も繰り返されたので、劉攽はとうとう、 

「もう腹が減ってどうにもなりません」 

と悲鳴を上げた。 

蘇軾がおもむろに言うには、 

「塩も毛
ない

、大根も毛
ない

、飯も毛
ない

。三つ毛
ない

でありますぞ」 

劉攽は腹をかかえて笑い、 
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「君がこの前の仇
かたき

をきっととるだろうと思ってはいましたが、ここまでは考えが及びませんでし

た」 

蘇軾はそこで食事を勧め、夕暮れまで楽しんだ。 

世俗で「無」のことを「模」と言い、「模」と「毛」は音が通じる。それで「無」を「毛」とし、「三無」

を「毳」としたのである。さすがの劉攽もそこまでは考えが及ばなかったのだ。 

この話は蘇軾が都にいたこの時期にあったと推測されている） 

 

■和王晋卿送梅花次韻 

元
げん

祐
ゆう

4（1089）年、蘇軾54歳。 

王
おう

詵
しん

（字
あざな

は晋
しん

卿
けい

）から梅の花とそれに添えた詩が送られてきたので、そ

の詩に次韻した。 

 

東
と う

坡
ば

先生がまだ都に帰ってくる前のとき（黄
こ う

州謫居のとき）、 

東坡先生はみずから来禽
り ん ご

と青李
す も も

を植えた。 

長
ち ょ う

江
こ う

沿いのその道に帰らずにいること五年、 

夢は東の風を逐
お

って飛び、 

江
か わ

の水草の上にふわりと浮かぶ…… 

誰のために咲いたのか、 

江
か わ

べりには梅、山には杏の花が開いている、 

東坡先生は独り微笑み、 
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野の小川を眺めつつゆるゆると歩く。 

ここの風物を貴君はまだ識
し

らない、 

花の浪が天に翻って雪とぶつかり合うようなありさまを……。 

来年はきっと私はまた江
こ う

湖
こ

にあることだろう、 

そのとき貴君はなお都にいて梅の花に向かって三度嘆息するのだ。 

（来年の春を都で迎えることないと、蘇軾はもはや願望としてではなく、確信していた

のだろう） 

 

■次韻王晋卿恵花栽栽所寓張退傅第中一首 

王
おう

詵
しん

（字
あざな

は晋
しん

卿
けい

）がまた花と詩を送ってくれたので、その詩に次韻した。

この詩題によると、花は張
ちょう

士
し

遜
そん

（号は退
たい

傅
ふ

）の旧居に植えられていたも

のであった。張士遜は宋の第二代から第四代の皇帝に仕えた重臣で、都に

立派な屋敷を構えていた。 

（この詩は禅語めいて、意味がなかなか捉えがたい。訳者なりの解釈を加えることなく

ほぼ直訳する） 

 

坐来念念失前人、（座っていると、一念ごとに前の人は失われる） 

共向空中寓一塵。（前の人も我もともに空
く う

の中に向かい、一つの塵に寓する） 

若問此花誰是主、（この花に対して誰が主
あるじ

であるのかともし問うなら） 

天教閑客管青春。（天は言おうか、閑な客人に春うららを管轄させるのだと） 
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■書王定国所蔵王晋卿画著色山二首 

これも王
おう

詵
しん

（字
あざな

は晋
しん

卿
けい

）に関わる詩。王
おう

鞏
きょう

（字
あざな

は定
てい

国
こく

）が所蔵する王詵

の画に詩を添えた。それは着色した山の画であった。 

 

  其の一 

白髮の四老人は、 

かつて商
し ょ う

山
ざ ん

にいた隠者なのだろうか。 

貴君を煩わして紙の上から光が射して、 

我が胸中の山を照らし出してくれる（それが画中の山）。 

山の中には何があるのか、 

老いた木、いかめしい土や岩、 

天からの日光を受けて、渓谷がきらきらと輝く。 

我が心から一切の物が無くなって空
く う

となり、 

言葉は何ら関係するところがない。 

見るがよい、 

ここにある古い井戸の水には万象が往還しているのだ。 

（王
おう

詵
しん

の画には4人の人物が描かれていたのだろう。この詩の始めは、それを商
しょう

山
ざん

に

隠棲した漢
かん

代の有名に隠者に譬えたもの。この詩は全体として王詵の画と蘇軾の心象

風景を重ね合わせて詠んでいる） 
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  其の二 

南方に流された貴君（王
お う

鞏
きょう

）は、 

嶺
れ い

北
ほ く

に帰って初めて雪に逢うことができた。 

私もまた江
こ う

南
な ん

において五回の春を見た。 

この語を風流を解する王
お う

詵
し ん

君に寄せよう、 

三人はともに山を識
し

る人である。 

（岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東坡詩集』（1927年）は、この詩の解説に「余

論」として「若
も

し今日此の画にこの讃あれば、希世の国宝なるべきも、それは要するに

空想である」と記している） 

 

■寄傲軒 

李
り

之
し

儀
ぎ

（字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

）（本章253ページ）の弟子に韋
い

許
きょ

（字
あざな

は深
しん

道
どう

）という人

がいて、科挙を目指すことなく自由人として生きていた。その住まいであ

る「寄
き

傲
ごう

軒
けん

」を詩に詠んだ。 

 

韋
い

先生は英
え い

妙
みょう

の頃（若い盛りに）、 

数多の筆を使いつぶし、千匹の兔を丸裸にしてしまった。 

先生のあり余る才能からしたら、仕官の道などいうに足りないと、 

試験場に足を踏み入れることをしなかった。 

門に「傲
ご う

」の字を掲げているのはなぜなのか、 
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俗人に対して傲
お ご

るのではなく、我が名を傲るのである。 

先生はきっと知っておられる、 

高位に昇って栄誉を受けたところで、辱
は じ

を償うものではないと。 

人はそれぞれに自身を安んじる計がないわけではない、 

しかし、「得
と く

」と「失
し つ

」とは車輪が回転するようにぐるぐる入れ替わり、 

「得」のときに、人は、顔に乙の字が浮かび上がった猛々しい虎のようになり、 

「失」のときに、人は、手も足も首も尻尾も甲羅の内に引っ込めて怯える亀のように

なる。 

先生だけは、いつでも揚
よ う

揚
よ う

として、憂患によって汚されることはない。 

住まうところなどは、我が身を寄せて、上を見て下を向けるだけの広さがあれば十

分だとする。 

私もまたかの東の坡
お か

では、小さな住まいにいて、 

無限の春の内で、我が一寸の心に万物を収めていた。 

先生も私も酔えば、傍らに人などいないように哦
う た

い、 

自身に向かって一樽の酒を勧める。 

先生の枕の先は車馬が通る道、 

月が木々の梢に傾くころ、 

朝廷に臨む役人がざわざわと騒がしく先を急ぐのだが、 

先生はちょうど眠りの真っただ中にある。 

（（1）途中にある「東坡無辺春、方寸尽蔵蓄」（東
とう

坡
ば

 無
む

辺
へん

の春
はる

、方
ほう

寸
すん

 尽
ことごと

く蔵
ぞう

蓄
ちく

す）
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は、かつて「赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

」（第 6 章 308 ページ）で示した哲学を要約したものである。（2）

旧い中国では官庁の朝は早く、官員は暗いうちに出勤した。なお、宋の都は夜通し賑わ

う場所もあり、また夜明け前から商売を始める者も大勢いた） 

 

■送呂昌朝知嘉州 

呂
りょ

昌
しょう

朝
ちょう

が嘉
か

州の知事として赴任するのを見送った詩。呂昌朝については

元
げん

祐
ゆう

年間に嘉州知事となって、「清雅にして操行あり」ということだけが

伝えられている。 

（呂
りょ

昌
しょう

朝
ちょう

は蜀
しょく

の人であったようで、嘉
か

州が蜀の地（第1章2ページ）であることから、

この詩の後半は、呂昌朝が帰郷するとして詠んでいる） 

 

貴君は、夢に三本の刀を見て大都市の知事になった昔の人を羨んだりしない。 

古
いにしえ

の文人の後を継いで、かの地の八景を詠もうとしているのだ。 

貴君を勅命で嘉
か

州に遣わすのは、 

詩人に町の下にある名
め い

月
げ つ

湖
こ

を見おろさせるためであり、 

古い仏を収める凌
り ょ う

雲
う ん

閣
か く

を臥したまま見上げさせるためである。 

故郷に帰ることを思うのは土地の名産の味にひかれてのことではなく、 

蜀
し ょ く

の人が描いた名画「竹
ち く

鶴
か く

の図」の縁によって句を得るためである。 

空に横たわる故郷の山は変わらぬ色を湛えているけれど、 

貴君は白髪となってもなお知事として活躍すべき人なのである。 
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（（1）詩の後半は、このまま故郷に隠棲してしまうのではなく、呂
りょ

昌
しょう

朝
ちょう

にはまだまだ

官員として働く場があるはずだといっているのである。（2）この詩は幾つもの故事を踏

まえて詠んでいる。ここでは大意を汲んで訳したのだが、三点だけ説明を加えておく。

「三本の刀を夢に見て」というのは、晋
しん

の時代の話で、ある人が、天井から三本の刀が

ぶらさがっているその下で寝ている夢を見た。すると、さらにもう一本刀が増えた。そ

の人は縁起の悪い夢だと感じたのだが、夢判断をする人が、「三刀とは州の字に当たり、

さらに一本益
ま

したのだから、夢は益
えき

州知事になるという吉兆である」と占い、実際にそ

の通りになった。益州はやはり蜀
しょく

の地で、嘉
か

州より大都市である。「土地の名産の味」

とは、やはり晋の時代の話で、都にいて秋風がふくころに故郷の旬の魚の味を思い出し、

ただちに官職を棄てて帰郷した人がいた。「竹
ちく

鶴
かく

の図」とあるのは、呂昌朝は画の収集

家で、その中に蜀人の画いたその画があったのである） 

 

■次韻黄魯直寄題郭明父府推潁州西齋二首 

郭
かく

明
めい

父
ほ

という潁
えい

州で官職にある者がいた。郭明父の住まう西
せい

齋
さい

に黄
こう

庭
てい

堅
けん

（字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

）が詩を寄せ、蘇軾が次韻した。2首のうち1首を訳す。 

 

  其の一 

樹
き

の上で鳥がいつも啄
た く

啄
た く

と叩く、 

客人が来たのとまぎらわしく、 

返事などしないでいると、 
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客人は帰ってしまった。 

主人は来客を嫌っているのではない、 

真の友が訪れるなら、 

友が乗ってきた車輪を井戸に投げて帰れないようにし、 

衣を解いて自ら料理の腕をふるうのである。 

詩とか酒とかいうものはとかく身を汚すもと、 

文章など去ってしまうならまことの賢人となるのかも知れない。 

遠からず西
せ い

湖
こ

に我らの白髪が映えることになるであろう、 

小さな舟を水中の天に浮かべるのである。 

（潁
えい

州に風光明媚な西
せい

湖
こ

がある。潁州は欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が最後に住んだところで、かつて杭
こう

州

に赴任する前に蘇軾は潁州を訪れ、欧陽脩とともに西湖に浮かんだことを第 3 章 116

ページで見ている） 

 

■書李伯時山荘図後 

3月16日、蘇軾に杭
こう

州知事に任命するとの辞令が下った。それを聞いて

蘇軾の心は躍ったに違いない。地方官として外に出ること蘇軾はずっと

願っていて、しかも場所が杭州ならこれ以上に望むべきことはない。高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

が蘇軾の意を汲んで定めたことだと推測されている。蘇軾が州知

事として赴任する都市としてどこが最もよいかといえば、故郷の成
せい

都
と

が

第一に挙げられるだろう。しかし、蘇軾は蜀
しょく

党の領袖であるとして政敵
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から嫌われている状況下で、蜀の中心都市に蘇軾を置くわけにはいかな

い。だとしたら、第二の選択は、江
こう

南
なん

最大の都市で、蘇軾にはすでに馴染

みの杭州ということになる。このあと蘇軾を都に引き留めようとする動

きもあって、実際に都を発ったのは 4 月終わりで、それまでの間に記し

た3篇の文章を見ておこう。 

これは画師の李
り

公
こう

麟
りん

（字
あざな

は伯
はく

時
じ

）が描いた「山荘図」に添えた短文。李

公麟は故郷の舒
じょ

州にある竜
りゅう

眠
みん

山
ざん

に籠って勉強していたことがあり、竜眠

居士と号していた。「山荘図」は竜眠山の山荘を描いている。その画に添

えて弟の蘇轍が20首の詩を作っている。その詩の序文を最初に見ておこ

う。 

 

蘇轍：「題
だい

李
り

公
こ う

麟
り ん

山
さ ん

荘
そ う

図
ず

」 

李
り

公
こ う

麟
り ん

が「竜
りゅう

眠
みん

の山荘の図」を作った。建
けん

徳
と く

館
かん

から垂
すい

雲
う ん

沜
はん

まで、描き著したところは十六

箇所、西から東およそ数里にわたる。岩
がん

崿
が く

が隠れ見えし、そこここに泉の源があって、山を

行く者の路はそこに窮まる。道を南の溪
けい

山
ざ ん

に取ると、山と谷が清く深く向かい合い、遊ぶべ

きところが四箇所ある。勝
しょう

金
き ん

巌
がん

、宝
ほ う

華
か

巌
がん

、陳
ち ん

彭
ぼ う

漈
さ い

、鵲
じゃく

源
げん

である。それらは簡単には見られ

ないので、特に後ろに描いている。兄がすでにこの画の記を作り、私に小詩二十首を賦す

よう言った。王
お う

維
い

が輞
も う

川
せん

荘
そ う

について詠んだ作を継ごうとするものである。 

（蘇轍のこの序文と詩は、「山荘図」について具体的に叙述している。以下に見る短文

は、それとは対照的に蘇軾の芸術観を語っている） 
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ある人はこのように言う。 

「竜
り ゅ う

眠
み ん

居
こ

士
じ

の『山荘図』を見て、その後で山に入るなら、その者は足にまかせて行

くだけで、自ずと道がわかるようになる。あたかも、かつて夢に見たところにまたきて

いると感じたり、前世にもここにきたと悟ったりするのと同じようになるのだ。山中で見

る泉、石、草、木は問うまでもなくその名を知っていて、山中に遭う漁師、樵、隠逸

の者は名乗らずともその人を識っている。これは、竜眠居士が記憶力に非常に優

れ、一切を忘れることなく画き尽くしたからであろう」 

私はそれに対してこのように言う。 

「そうではない。太陽を画いているはずなのに、これは丸餅を画いたのではないか

と疑ってしまうようなことがよくある。それは太陽を忘れてしまって画いたからなのだろ

うか。酔って何もかも忘れてしまっていても、鼻から酒を飲もうとはしない。夢の中で

あっても、足の指で物を掴もうとはしない。天の機
はたらき

と合致していることは、強いて記

憶しようとしてできるようになるわけではない。竜眠居士が山にあるときには、何かし

ら一つのものだけに心を留めることがない。だから、その精神は万物と交流し、その

智恵は百の工
たくみ

と通じる。それだけではない。一方に道
み ち

（真理）があり、一方に芸（技

能）がある。道を会得していても、芸が備わっていなければ、心の内では物の形が

わかっていても、それを手で画き表すことはできない。私はかつて竜眠居士が描い

た『華
け

厳
ご ん

経
き ょ う

』の図を見た。どれも自分の意
かんがえ

でもって造っていて、しかも仏の教えと

合致していた。仏が言葉で言ったものを、竜眠居士が画に画いたのであって、まる
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で仏と竜眠居士が一人で言いかつ画いているかのようであった。まして、この画は

竜眠居士自身が見たところのものを画いたのである」 

 

■跋邢敦夫南征賦 

邢
けい

居
きょ

実
じつ

（字
あざな

は敦
とん

夫
ふ

）という青年が二十歳になるかならないかで亡くなっ

た。邢居実が14歳のときに蘇軾はその詩を読んで期待を寄せていたのだ

が、思いがけない事件で若くして命を落としたのだった。これはそのこと

を悼む短文。 

 

邢
け い

居
き ょ

実
じ つ

は童子のころから、数多くの優れた人々との交流があった。邢居実の志は

文学で賞賛を得ようとするだけのものではなかった。邢居実の姿を一日見ないと

思っていたら、草木が枯れるように亡くなってしまった。黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

も晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

も皆が泣き、

長く哀しみにひたった。いま邢居実の作ったこの「南
な ん

征
せ い

賦
ふ

」を見て、少しばかり慰め

られる気がする。 

かつて江
こ う

南
な ん

で李
り

覯
こ う

に会ったときに、李覯は自身の文を教えてくれた。そこにこのよう

にあった。 

「天は私にどれほどの寿命を与えてくれたのか。それでは足りないということがあろう

か。古
いにしえ

の人の手を借りるなら、足りないことはないのだ」 

私は邢居実もまたこうであったと思いたい。 

元
げ ん

祐
ゆ う

四年四月十六日。 



第8章 栄光と失意 

第 8 章：268 
 

 

■范文正公文集叙 

蘇軾は都にいる最後の日々に范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

（諡
おくりな

は文
ぶん

正
せい

）の文集を編み、その序

文を記した。かねてから范仲淹の子の范
はん

純
じゅん

仁
じん

に頼まれていて、杭
こう

州に向

けて出発する直前に仕上げたのである。范純仁は范仲淹の次男で、本章

193ページで宰相に任命されたのを見ている。本章10ページで登場した

范
はん

純
じゅん

粋
すい

はその弟。 

（この訳文は第1章42ページにすでに掲げた。そのときは蘇軾の少年時代を知る恰好

の資料として見たのだが、范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

が生涯の課題とした国政の大改革に着手したものの、

すぐに頓挫して地方官として出ていかなければならなかった年齢（56歳）に蘇軾が近づ

いたときに、どのように范仲淹を見ていたのかということを知る意味で、もう一度ここ

で読んでおきたい。范仲淹の改革が失敗した原因は幾つがあるが、改革を実行する手段

を十分に整えておかなかったことが大きく、その点で数々の新法を準備した王
おう

安
あん

石
せき

は

用意周到であった。范仲淹による改革がもしも当初の目的を達成していたなら、むろん

王安石による改革は行われなかった） 

 

慶暦
け い れ き

三（1043）年のこと、私は八歳で土地の学校に入った。間もなく、ある文士が都

から石介
せ き か い

の作った「慶暦
け い れ き

聖徳
せ い と く

の詩」を携えてやってきた。学校の先生がそれを読ん

でいるのを私は横からのぞき見た。 

それが現在特に優れる十一人を讃える詩であると聞いて、「どのような方々なので



自由訳 蘇東坡詩集抄 

第 8 章：269 
 

しょうか」と私は先生に尋ねた。 

「君のような子どもにはまだわかるまい」と先生は言った。 

「それが天の上の人であるのならわからないということもあるでしょう。でも、同じ地

上の人であるのならわからないことはないはずです」。 

私の返答に先生は驚き、その詩を読んでくれた。そして、「このなかでも韓
かん

琦
き

、范
は ん

仲
ちゅう

淹
え ん

、富
ふ

弼
ひつ

、欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

の四人は人傑である」と言った。 

このときはまだきちんと理解できたわけではなかったが、四人の名ははっきりと記憶

に刻まれた。 

二十二歳のときに都に行くと、范仲淹はすでに亡くなっていて、欧陽脩が記した墓

誌を読み、「その人のあることを知って十五年、しかし、ついにお顔を見ることがか

なわなかったのは運命なのだろうか」と嘆き悲しんだ。私は科挙に合格し、初めて

欧陽脩に会うことができ、その紹介で韓琦とも富弼とも会えた。三人は口を揃えて

「残念なのは君が范仲淹に会えなかったことだ」と私に言った。 

それから三年後に私は許
き ょ

州で范仲淹の次男の范
は ん

純
じゅん

仁
じ ん

に会い、また六年後に都

でその弟の范
はん

純
じゅん

礼
れい

に会い、さらに十一年後に末の弟の范
はん

純
じゅん

粋
すい

と同僚になった。

皆と会ってすぐに旧知の仲のようになった。私は范兄弟から父上の遺稿を託され、

文集を編集して、それに序文を添えてほしいと頼まれた。それから十三年が経って

いまようやくその約束を果たせるに至った。 

范仲淹の功績と徳は、その文章があって初めて世に知れるのではない。その文章

は、序文があって初めて世に遺されるのではない。それでも文集を編集し序文を記
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すのをあえて辞退しないのは、八歳で范仲淹を敬うことを知って四十七年になり、

他の三傑とは交わりを結ぶことができたのに、范仲淹一人とは知り合えずにいたの

を平生の恨みとし、その人の書いた文章の脇に我が名を掲げることでその人の門

下生の最後の一人であるかのようになれるのならば、ついに願いを叶えたのに近

かろうかと思うからだ。 

古
いにしえ

の立派な人々が天下のために貢献した事績を見ると、それを為しとげた基本

的な姿勢は、国に仕えてから学んで得たものではなく、庶民のなかで暮らしていた

ときからすでに身に備わっていたものであった。漢
かん

の劉
りゅう

邦
ほう

が天下を平定するのを

助けた韓
かん

信
しん

は、劉邦と会った最初のときすでに遠い見通しを持っていたし、諸
し ょ

葛
か つ

孔
こ う

明
め い

も草庵に尋ねてきた蜀
し ょ く

の劉
りゅう

備
び

と初めて会ったときすぐに何をすべきかを語り、

終生それを貫いた。人に尋ね、聞いたことを試してみて、成功したらよしとするような

ことではなかったのである。 

范仲淹は母上が亡くなって喪に服していた間に、天下のありさまを見て、いかにし

て民衆に泰平をもたらすかをつらつら考え、一万字に及ぶ文章を書いて時の宰相

に送った。天下の人々はその文章を読んだ。後に范仲淹が国政の改革に取り組

んで副宰相にまでなってしたこと、あるいは平生に為したところのものは、皆この文

章に記されていた通りであった。 

范仲淹の遺稿二十巻をここに編み、詩賦は二百六十八、文章は百六十五に及

ぶ。これらを見れば、范仲淹が仁義礼楽忠信孝悌を思うのは、飢えて食するのを

思い、渇いて飲むのを思うのと同じで、片時も忘れようとしてもできなかったことであ
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ったというのがわかる。その心は火のように熱く、その情は水のように潤い、天性か

らしてそのようであった。慰めに、あるいは戯れに、もしくは瞬時に作った詩文であっ

ても、その天性から出たものであるから、天下の人々はその真心に打たれ、争って

師として尊ぶのである。 

孔子は「徳ある者には必ずしかるべき言葉がある」と言った。それはしかるべき言葉

が初めにあってその人の口から出てくるのではない。徳のある人の口が発するから

しかるべき言葉となるのである。また『礼
ら い

記
き

』には「私は戦えば必ず勝つし、子孫が

私を祭るなら福を受けるだろう」とある。これは戦いの能力について言ったのではな

い。礼に基づき、徳をもって戦うなら、必ず勝つことを言ったのである。范仲淹は戦

う人生であったが、その怒りは徳から現れたものであった。 

元
げ ん

祐
ゆ う

四年四月二十一日。 

（第1章に掲げた訳文では、最後の『礼
らい

記
き

』云々の部分は省略した。そのときは残念な

がらこの部分の意味を読み取ることができなかったからだ。今回は原文に多くの言葉

を補ってこのように訳してみた。蘇軾は都において批判の嵐にさらされたが、批判を口

にする人々の怒りには、范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

と違って、そのおおもとにおいて徳がないと感じてい

たのだろう） 


